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　序章







　結局、戦争はなくならなかった。

　地球という惑星の隅すみ々ずみまで開発の手が及び、高出力のレーザーが気軽にシャトルを打ち上げ、一部の権力者達が月面に別荘を建てるような時代になっても、人と人の心の隙すき間ままでは手を加えられないらしい。いや、今の世の中ならデジタル化された『癒いやし』やら『スピリチュアル』やらを売り物にするサプリメント企業も珍めずらしくもないのだが、それでも結局、根本的なところで人は人と争う機き構こうを、自分の精神から取とり除のぞく事はできずにいた。

　新兵器の登場によって戦争のルールが変わった事は、相変わらずな人類にとってはおざなりな救いになるのか、あるいはより一層の退化と嘆なげくべきか。

　そう、変化はあった。

　くだらない殺し合いに夢中になる彼らにも、変化はあった。

　超大型兵器───オブジェクト。

　本体だけで全長五〇メートル、砲ほうの長さまで含めればそれ以上のサイズを誇るこの新兵器は、登場と共にこれまであった戦争の常識を全すべて塗ぬり替かえてしまった。多くの兵隊は直接戦場で殺し合うのではなく、最強のオブジェクトを万全の状態で戦場へ投入させるために使う方が有ゆう意い義ぎだ、とまで言われるほどに。

　戦車や戦闘機といった、これまでの主役は全て『旧世代兵器』と呼ばれる事となった。

　並の機き銃じゆうや砲ほう弾だん、ミサイルなどは単なる豆まめ鉄でつ砲ぽう扱あつかいになった。

　それぐらい、超大型兵器オブジェクトの戦闘力は桁けたが外はずれていた。

　一番最初にその兵器を提示したとある島国は世界中から恐れられ、一四ヵ国からなる連合軍によって試作オブジェクトに対する奇き襲しゆう総そう攻こう撃げきを受ける事になり───その全てを退しりぞけた。戦闘終しゆう盤ばんには太平洋上で核攻撃を受けた訳わけだが、半身を炎えん天てん下かのアイスのように溶かしながらも、残った兵へい装そうだけで連合艦隊を沈め続けた光景は歴史の教科書にも載のっている。

　未いまだにその島国がオブジェクト開発の最先端に君くん臨りんしているところからも、このオブジェクトがいかに強大な存在であるかが分かるだろう。

　当然ながら、オブジェクトは戦争の代名詞になった。

　では。

　それ以外の者は？















　第一章　ガリバーを縛しばる雑ぞう兵ひよう達　　〉〉アラスカ極ごく寒かん環かん境きよう雪せつ上じよう戦せん
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　結局、戦争なんてものはオブジェクトとオブジェクトの戦いだ。

　生なま身みの体でちっぽけなライフルを後ご生しよう大だい事じに抱かかえたところで、どうにかなるものではない。

　一万、一〇万の兵が集まったところで、戦車や戦闘機を山ほど用意したところで、あの五〇メートル級の化ばけ物ものは悠ゆう々ゆうと雑ぞう兵ひよう達を蹴け散ちらしていく。ものによっては核兵器が一発二発直ちよく撃げきしても動き回るというのだから、もう真ま面じ目めに戦おうとするのも馬ば鹿か馬鹿しく思えてくるだろう。

　だから、主役なんてオブジェクトに任まかせてしまえば良い。

　主役なんて面めん倒どう臭くさい役割は化け物に押し付けておいて、脇わき役やくはそれをのんびり眺ながめていれば良いのだ。

　……そんな風に考えていたからこそ、ベースゾーンと呼ばれる整備専用の基地に詰つめている八〇〇人の兵隊達は、戦場の最前線にいながらも、どこか気を緩ゆるめていたのかもしれない。

　基地なんて言っても、やる事は効率良くオブジェクトを整備し、出動させる事。

　生身の兵隊はオブジェクトが帰ってきたわずかな間だけ、整備中の超大型兵器が襲おそわれないように警備をすれば、『命を顧かえりみず国を守るヒーロー』としての報ほう酬しゆうをいただける。

　オブジェクトがいれば安あん泰たいだ。

　自分達を守ってくれるオブジェクトは金のなる木だ。ただ黙って眺めているだけで、大勢の敵を勝手に蹴け散ちらしてくれる。兵隊達はそれを『ウチのベースゾーン全体の成果です。みんなで頑がん張ばったんだからみんなに報酬をください』と主張すれば、国民の血税から自分の預金通帳へ、湯ゆ水みずのように膨ぼう大だいな金が振り込まれる。

　実質、戦争なんてオブジェクトが勝手にやってくれる。

　あれさえあれば、自分達の命も未来も保障されたようなものだ。

　そんな風に思っていたからこそ、




　自軍のオブジェクトが火を噴ふいて爆ばく発はつした瞬しゆん間かん。

　整備基地ベースゾーンでそれを眺めていた兵士達は、一いつ斉せいに恐きよう慌こう状態に陥おちいる事になった。




　そう。

　結局、今の時代の戦争なんてオブジェクトとオブジェクトの戦いだ。

　それはつまり、敵軍にもオブジェクトが配備されていた場合、自軍のオブジェクトが敗北してしまう可能性がある事も考こう慮りよしなければならない事を意味しているのだ。

　アラスカの白い吹雪ふぶきに視界が遮さえぎられる中、赤い炎と黒い煙はそれでもはっきりと見えた。

『エリート』と呼ばれるパイロットの少女が脱出装置によって空中へ飛び出すが、もはや役にも立たない敗北者を助けようとする者はいない。

　それどころではない。

　何度も何度も繰くり返かえすが、結局、今の時代の戦争はオブジェクトとオブジェクトの戦いだ。戦車や戦闘機など、これまであった普通の兵器をどれだけ並べたところで、オブジェクトという全長五〇メートル級の化ばけ物ものは悠ゆう々ゆうと雑ぞう兵ひようを蹴け散ちらしていく。

　そして、自軍のオブジェクトは破は壊かいされ、敵軍のオブジェクトは自由に動き回っている。

　この事実が意味するところは簡単だ。

　虐ぎやく殺さつだ。

　圧倒的な掃そう射しやによって、肉も骨も内臓も体の外に飛び散らせるような、絶望以外に何もない、あまりにも決定的な虐殺だ。

　もはや、逃げる以外に道などなかった。迷わず逃げるという選せん択たく肢しを採とっても、今ベースゾーンと分類されるこの基地にいる一割も生き残れれば奇き跡せきと呼べるほどの状況だった。『その場に留とどまって戦線を維い持じする事』という、軍の中でも最も基本的な命令すら、まともに思い出せる者はいなかった。

　地じ獄ごくの鬼ごっこが始まる。

　本体だけで五〇メートル以上の化け物とちっぽけな人間達の、くだらない鬼ごっこが。
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　その一日前。

　アラスカの氷ひよう雪せつ地ち帯たいに、クウェンサーという少年は立っていた。超大型兵器オブジェクトの整備基地ベースゾーンの敷しき地ち内ないである。クウェンサーは正せい規きの軍人とは印象の違ちがう体つきの少年だった。有あり体ていに言えば、兵士として必要な筋肉が鍛きたえられていない。その辺の『安全国』の学校にでも通っている方が似に合あっていそうな感じだった。ズボンを穿はくかスカートを穿くかで、そのまま見た目の性別をチェンジできそうなほどである。

　実際、その印象は間ま違ちがいではない。

　現に今も、スコップで雪を掘る彼の腕は、疲労と筋肉痛でぶるぶると震ふるえている。

「くそっ!!　こんな作業に何の意味があるってんだ!!」

　そんなクウェンサーの横で、先にギブアップを宣言したのは正規の軍人だった。意外な顔をしているクウェンサーに対し、ベースゾーンで知り合った軍人の少年はスコップをその辺に放ほうり投なげた。

「軍人っつっても色々あんだよ。俺は元々敵軍のオブジェクトのスペックを調べて弱点を見つけるためのレーダー分ぶん析せき官かんだぞ。こんな雪かきのために軍に入った訳わけじゃねえ!!」

　このインテリ系軍人の名前はヘイヴィア。体育会系な軍の気き質しつに慣れないクウェンサーとしては、『それでもまぁ他の連中に比べれば気の合う方』程度の知り合いである。

（……ま、タイプも似てるしな）

　適当に考えながら、クウェンサーは口を開く。

「仕方がないんじゃないか。戦闘は全部オブジェクトに任まかせっ放ぱなしなんだから。少しは仕事をしていますってところを見せないと、本国で税金収おさめている平和な人達は給料に使ってほしくはないんだろう。選挙で票が欲しいフライド評ひよう議ぎ員いんとかが節せつ税ぜい節税って叫さけんでるの、ＣＳのニュースチャンネルで観ただろ」

「それだ」

　ヘイヴィアはくだらなさそうな調子で、

「こんな風に雪掘って滑かつ走そう路ろを確保したところで何の役にも立たない事ぐらい、現場の人間なら誰だれでも知ってる。お飾かざり任務だって分かってっから、余よ計けいにやる気が出ねえんだっつの」

「まぁ、戦闘機なんてオブジェクトには通用しないしな。模も擬ぎ戦闘の成績は一対一五〇〇。しかも実情は、これ以上カウントするのは面めん倒どうだからコールドゲームになったんだっけ？」

　クウェンサーはスコップの先端を地面に突つき刺さし、両手で体重を預けて、

「オブジェクトは大出力動どう力りよく炉ろを利用した対空レーザーとか使ってくるからなぁ。戦闘機がマッハ二で飛ぼうが三で飛ぼうが、光の速度には敵かなわないし。ロックされた瞬しゆん間かんに即そく撃げき墜つい。大昔の歴史の授業なんかに出てくる機き甲こう部ぶ隊たいの話だと、地上近くの場合は塵ちりや埃ほこり、蜃しん気き楼ろうなんかでレーザーが屈折して助かったなんて話も聞くけど、戦闘機が得意とする高空じゃ空気が綺き麗れい過ぎてレーザーを遮さえぎる物が何もないって言われてるし」

「相手は本体だけでも五〇メートル級の化ばけ物ものだぞ。核ミサイルを撃うっても動き続けるような相手じゃ、戦闘機なんて小鳥どころか羽虫だろ。滑走路なんて整備するだけ無む駄だなんだっつの」

「航空部隊のエース達がコックピットで待機してるのって、無線機使ってラジオを聞きたいかららしいし。とはいえ、それ以外の機甲部隊───戦車の連中が役に立ってるとも思えないけど。というか、滑走路の『地じ均ならし』なんてさ。装そう甲こう車しやの前面にでっかいシャベルをつけてガーッと直進すれば済むと思わないか？」

「……俺ら、今何やってんすか……？」

「まぁまぁ。戦わなくて済むのは良い事じゃないか」

「軍人の台詞せりふじゃねえが、そいつについては同感だがな」

　民間出身のクウェンサーの言葉に、不良軍人のヘイヴィアも軽く認めた。

「殺し合いなんざオブジェクト同士に任まかせときゃ良いのさ。今いま時どき、戦場で命を落とすなんて流は行やらねえ。遠くから黙って見てりゃ、オブジェクトが勝手にお土産みやげの功こう績せきを持ち帰ってくれんだ。生なま身みの俺らが真ま面じ目めに戦うなんてありえねえよ」

「ヘイヴィアは『貴族』なんだっけ？」

「そーだよ。だから武ぶ勲くんなんてつまんねーモンをかき集めねえと、家か督とくを継つぐ者としての箔はくがつかねえんだと。ま、三年も基地に詰つめてりゃ後はデカい屋や敷しきで大勢のメイドさんとお戯たわむれコースさ」

　言葉に反して、ヘイヴィアはつまらなさそうな顔をしている。

　どうも、そういう安あん泰たいな人生コースに不満があるらしかった。

「テメェもテメェで大変そうだがな」

「こっちはヘイヴィアと違ちがって『平民』出身だからさ、手に職つけないとやってけない訳わけ。だからこんな所まで派は遣けん留りゆう学がくしているだけだよ」

「オブジェクト関連の設計士目指してるんだっけか？」

「現場で学ぶのが富ふ豪ごうへの最短コースって話だよ。こっちも三年ほど基地に詰つめてれば、最高クラスの高学歴がいただけるって寸すん法ぽうだ。後はヒーローが乗るためのオブジェクトを製造・売買する事で、『ヒーローに協力している聖者コース』の特権と大金を得られるんだ」

「それなりの難関だから、派遣留学の成功者ってもてはやされんだろ。軍人としての『教育』を受けてねえヤツは、なんだかんだで戦地の病気とか過労とかでバタバタ倒れていくとかいう話じゃねえか。そういう話を聞くと、やっぱここは戦場なんだって思い出させられるな」

「そういえば、ヘイヴィアって『教育』とか受けてたっけ？」

「一応、旧式の入隊訓練を一通りな。五ヶ月の間に基礎体力と協調性を学ばせたかったみてえだが、思おも惑わく通りになってりゃこんな不ふ真ま面じ目めになっちゃいねえよ。配属以来一度も生身の実戦がねえから、近きん接せつ格かく闘とうの方もそろそろ錆さびついてきてるかもしれねえ」

「戦いを忘れてしまうぐらいの日々なら、幸せって事なんじゃないのか？」

「軍人の台詞せりふじゃねえが、そいつについても同感だ」

　言うだけ言うと、ヘイヴィアはくだらなさそうな調子で話題を変えた。

「にしても、軍の食しよく糧りようってのは不ま味ずくていただけねえな。栄養調整型レーションなんてもんを開発してる連中は何を考えてんだか。……普通の肉より高いのに普通の肉より不味いってのが余よ計けいに気に食わねえ」

「明確に味を決めてしまうと、美う味まい不味いで兵士のテンションが変わるから、わざと味のない物を食べさせてるんじゃなかったっけ？　料理の評価なんて主観的だから、絶対的に誰だれもが喜ぶ料理は作れないとか何とかで」

「だから万ばん人にんが平等に不味く感じる物を食べさせましょうってのか？　ふざけんなっつーの」

「他人の税金で食べられるんだから文もん句くはナシなんじゃないの？　まぁ確かに、これならその辺の鹿しかでも捕つかまえて、塩焼きにした方がまだマシかもしれないのは認めるけど」

　クウェンサーが適当な調子で言うと、何な故ぜかヘイヴィアはピタリと動きを止めた。

　彼は純粋に感心した瞳ひとみをクウェンサーに向ける。

「……流石さすがは派は遣けん留りゆう学がく。テメェは本当に天才だな」

「おい」

「そうだよな。美う味まい食い物がないんなら、自分で食材から調達しちまえば良いんだ」
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　そんな訳わけで。

　スコップを放ほうり投なげたヘイヴィアは、軍用のライフルを構えてベースゾーンの敷しき地ち外がいへと飛び出した。辺あたり一面に広がっているのは、白い雪から突つき出だすように生はえた針しん葉よう樹じゆの森。野生の動物なら腐くさるほどいそうな感じの大自然だった。

　付き合わされたクウェンサーは、押しつけられたライフルをその辺に置きながら、

「オイやめようぜ、バレたら上官がうるさいぞ。動物愛護の精神が足りないとか何とかグチグチ言われるに決まっているんだ」

「テメェだってあんな石油製品でコンニャク作りましたみてえなレーションじゃなくて、ジューシーなお肉が食べたいだろ。大だい体たい、敵国の兵士をバンバン撃うったら褒ほめられんのに、動物撃ったら怒られるっつーのもどうなんだか」

「だから、弾たまだってタダじゃないじゃん。敵国の兵士を撃ち殺すために税金使って用意してるんだから、血税の無む駄だ遣づかいはやめましょうって話なんじゃないのか？」

　そんな風に言うクウェンサーだったが、ヘイヴィアは聞く耳を持たない。雪の上に残る鹿の足跡をなぞって、針葉樹の生おい茂しげる森の奥へ奥へと出かけてしまう。

（……やってらんないな）

　クウェンサーは置いたライフルを拾ひろい上あげると、近くにあった岩の上に腰かけた。

　整備基地ベースゾーンの方を見る。

　と言っても、それは分ぶ厚あつい鉄筋コンクリートの建物が並んでいる訳ではない。クウェンサーの所属するベースゾーンはいわゆる『移動型』で、その正しよう体たいは大型トレーラーを遥はるかに凌しのぐサイズの基地構成車両を大量に並べて構成される大規模な車両団だった。兵士の居きよ住じゆう区くもレーダー管かん制せい塔とうも全すべて巨大な車両の上に設置されている。一番大きなオブジェクト整備場ですら、数十メートル級の極きわめて大きな特殊車両をいくつも並べて組み立てられているぐらいだった。

　これも、オブジェクトによって戦争のルールが変わった点の一つ。

　一ヶ所に固まって防備を固めるより、最強の戦力であるオブジェクトをあらゆる地域で迅じん速そくに展開させる方が、軍事的に重要とみなされ始めているのだ。

　クウェンサーはそんな新しい時代の基地に目をやりながら、

（……勲くん章しよう持ってる上官達は、あったかい部屋の中でコーヒーでも飲みながら、オブジェクトが功こう績せきを持ち帰ってくるのを待ってる訳わけだ）

　とはいえ、怨おん念ねんを放はなったところでアラスカの寒さが和やわらぐ事はないし、ヘイヴィアの言う通り、味も素そっ気けもないレーションに飽あきていたのも事実である。

　着慣れていない軍服のポケットを探さぐり、クウェンサーは使い方も覚えていないナイフと一いつ緒しよに支給された、サバイバルキットを取り出した。傷の手当てをするための一式の他に、火を起こすための道具や魚を釣つるための物なども収おさまっている。

（オブジェクト全盛の時代に、これぞ税金の無む駄だ遣づかいだな）

　竿さおはボールペンぐらいの長さで収しゆう納のうされていたが、伸ばすと五〇センチ程度───わかさぎを釣るための竿のような形になった。とはいえ、無む駄だに軍事技術を応用したカーボンナンタラとかで、強度と柔軟性は抜ばつ群ぐんなのだろう。餌えさはなく、代わりに毛け鉤ばりが数個用意されていた。どうやら餌を消費しないで釣るための方法が模も索さくされているらしい。

　その辺をうろうろ歩き、曲がりくねった川を見つけたクウェンサーは、表面に張っていた氷を割って釣り糸を垂たらしながら、

「うーん、今日も平和だ」

　と、戦場の最前線で思わず呟つぶやいてしまうのだった。
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　しかしまぁ、素人しろうとの学生が頑がん張ばったところで、そうそう簡単にサバイバルキットなんぞ使いこなせる訳もない。元々、ちゃんとした釣り竿を使っても魚を釣れるかどうかも分からない有あり様さまのクウェンサーは、いつまで経たっても待ちぼうけだった。

　遠くから、断続的に発はつ砲ぽう音おんが聞こえる。

　もちろん敵国の兵士が間ま近ぢかまで迫せまっているのではなく、鹿しかを求めるヘイヴィアが今夜の晩ご飯を追っているのだろう。今のご時世、超大型兵器オブジェクトの控ひかえている整備基地ベースゾーンへ生なま身みの兵隊が攻せめてくるなんて事は確実にありえない。それは核シェルターの壁をタックルで破は壊かいしようというようなものなのだから。

　と。

　そんな風に考え事をしていたクウェンサーの耳に、さくさくと雪を踏ふむような足音が聞こえてきた。

「何してるの？」

　振り返ると、一人の少女が怪け訝げんそうな顔をしていた。一四歳ぐらいの、派は遣けん留りゆう学がくの学生クウェンサー以上に軍隊には相応ふさわしくない感じの少女だ。

　肩にかかるほどのふわっとした金きん髪ぱつに、色白の肌。単純な青というより空色に近い瞳ひとみは、どこかボーッとしているようで感情を掴つかみにくい。

　華きや奢しやを通り越した繊せん細さいな体のライン。

　彼女の台詞せりふはクウェンサー本人に、というよりは、遠くから聞こえてくる銃じゆう声せいに対して話しかけているような調子だった。

　対して、クウェンサーは素そっ気けない口調で答える。

「今夜はバーベキューだ。俺がシャケ係でヘイヴィアが鹿しか係。言い出しっぺが心配するのも何だけど、鹿の肉って美う味まいのかな。食った事がないから実は結構不安なんだよ。味にクセがなければ良いんだけど」

「……やさいのないバーベキューなんかやってると、その内死んじゃうよ」

　少女は箱を開けてくだらない物を発見したような顔で、ため息をついた。

　クウェンサーはいつまで経たっても反応のない竿さおから目を離し、

「お姫様はどちらまで？」

「わざとおこらせようと、ちょうはつしてる？」

　少女はあまり動かない表情を、その時だけムッと変化させる。

　とはいえ、正直クウェンサーは少女とあまり面めん識しきはなかったし、接し方も良く分からなかった。おそらく少女の方も、気き紛まぐれで話しかけているだけなのだろう。何らかの必然性があって、この少女とコミュニケーションを取らなくてはならない状況が生しようじるとも思えない。

　そう。

『エリート』と呼ばれる───超大型兵器オブジェクトのパイロットとなんて。

　このアラスカの整備場で仕事を手伝っている時には、たまに挨あい拶さつ程度の会話を交かわす事はあるが、それで親交が深まっているとは思えない。掃はいて捨てるほど余あまっている学生と一国の中でも限りある人数しかいないエリートとでは、あまりにも立場が違ちがいすぎる。
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　彼女の服装はクウェンサー達のものとは違ちがい、操そう縦じゆう士しエリート専用のものだ。そのスーツの形状は、何と表現するべきだろうか。明らかに普通の軍服などとは違う。藍あい色いろを基調にした、首から手足の先までピッタリと覆おおうスーツ。ブーツや手袋は着脱式らしいが、ファスナー状のパーツで繋つなぎ合あわせられるようだった。

　さらにその上から胴どうを守る黒の装そう甲こうベストと、ミニスカートのように広がるポケット類が取り付けられている。こちらは実際にオブジェクトを操縦する際はベストの下か端たんとポケット類の上じよう端たんを繋げて一体型にするらしいのだが……。軍の伝統なのか、彼女のスーツの首元にセーラーの襟えりが取り付けられている事も手伝って、現状のツーピース型の状態だと、どことなく『安全国』の学生服のように見えなくもない。

　その実、強力な撥はつ水すい性せいによって着たまま水中活動が可能であり、空軍用のスーツのように『下半身の血を止めて、脳の機能低下を防止する仕組み』まで組み込まれている。何というか、陸海空の既き存そんの軍を全すべて圧倒する、いかにも『オブジェクトらしい』特とく殊しゆスーツなのだった。

　その青ではなく空色の瞳ひとみも、初めて整備場で見た時は本当に光を放はなっているように見えて、クウェンサーは驚いた記憶がある。ただしその印象は間ま違ちがいだ。正確にはオブジェクト操そうじ縦ゆう時じに微び弱じやくな赤外線を利用して、眼球の動きすら入力デバイスに組み込んでいるため、長期間のレーザー照射で元々は青かった瞳の色が薄く変質してしまっているのだ。

　もっとも、これは『レーザーで瞳どう孔こうのレンズ機能が無む秩ちつ序じよに壊こわされている』のではなく、『効率良くレーザーの効果を発はつ揮きするために進化している』のであって、一定以上瞳の色が薄くなる事はないらしいのだが。

　少女はエリートの証しよう拠こである薄い色素の瞳をクウェンサーに向けて、こんな事を言う。

「オブジェクトはせいびちゅう。ひまだから外をブラブラしていたら、なんかバンバンおとがきこえてきたの」

「……ヤッベ。基地の中まで届いていたか。となると説教が待ってるかもな」

「あと、きちょうなオブジェクトのメンテナンスなのに、あのコゾウはべんきょうするチャンスをぼうにふってどこであそんでいるんだって、チーフのおばあさんがどなってた」

「ヤッベエ!?　そいつは本格的にまずそうだ!!」

　思わずガバッとベースゾーンの方へ帰ろうとしたが、

「……いや待て。どうせ今からダッシュで戻もどっても説教されるんだよな。だったら手ぶらで怒られるか、シャケを手に入れてから怒られるか、だ。……そうかそうか、これは一匹でも釣つり上あげるまでは死んでも帰れなくなってしまったぞ」

「そんなふうにふまじめだから、いっつもおこられるのよ」

　ほとんど現実逃避気味に釣つり竿ざおへ戻もどるクウェンサーに、少女は心の底から呆あきれた視線を向ける。どうやら本当に暇なのか、あるいは正規の軍人以外の者が珍めずらしいのか（軍人にとってオブジェクトの運用は死活問題なので、それを操あやつる『エリート』の少女に不用意に接触して、万が一にも不ふ慮りよの事態に陥おちいらせる訳わけにはいかない、という意識が働いているらしい）、今日きようは何だかいつもより食いついてくる。いつもは整備場でメンテナンスを手伝っていても、一言二言ぐらい事務的な言葉を交かわす程度の関係なのだが。

（……もしや、このお姫様もレーションに飽あきてシャケに興味があるのか？）

　とも考えたが、そんな事を言えば流石さすがに機き嫌げんを損そこねてしまうだろう。

　そんな感じで、会話のきっかけを探さがしているクウェンサーだったが、少女の方が続けてこう話しかけてきた。

「あなた、オブジェクトのべんきょうに来たんでしょう？」

「そうだよ。三年ぐらい基地でメンテを手伝いながら生き残ると、後は本国に帰って成功コースが待ってる訳だ」

「何で、このきちなの？」

　少女は本当に不ふ思し議ぎそうに尋たずねてきた。

「このきちの───わたしのあやつるオブジェクトがどういうものかはしってるんでしょ？」

「総合マルチロール型オブジェクト。……つまり、世界中のどんな地域でもどんな天候でも自由に扱あつかえる、最もスタンダードな超大型兵器って訳だろ。陸でも海でもお構いなしだ」

「スタンダードっていうのは、じだいおくれっていうことなのよ」

　少女はため息をついた。

「『だい２せだい』のオブジェクトは、どこでもつかえるなんてよくばりなことは言わない。たとえば、さばくでたたかうためにかいはつされ、それ以外のぜんぶをすてたオブジェクトは、さばくの中にかぎっては『ふつうにたたかうオブジェクト』をりょうがする」

　それは、オブジェクトの製造業界では徐じよ々じよにささやかれ始めている学説だ。

　オブジェクトが戦場に登場した当初は、世界中のあらゆる戦場で同じように戦う総合オブジェクトは、天てん敵てきのいない百ひやく獣じゆうの王だった。しかし、戦場のあちこちにポツポツと複数のオブジェクトが現れ始めた頃から、また事情が変わってきたのだ。

　どこでも自由に扱あつかえる総そう合ごう型がたというのは、苦手なもののない機体という事だ。しかし代わりに、決定的な長所もないという事でもある。戦争が『オブジェクトが普通の兵器を蹴け散ちらす』から『オブジェクトとオブジェクトの戦い』へと移りつつある状況に合わせ、今度は『数あるオブジェクト同士の中で、群ぐんを抜ぬくためにはどうするか』という問題が生まれてきた。

　そこで提示された一つの案が、『総合的・平均的な性能のバランスに偏かたよりが生まれる事を承知で、決定的な長所を持つオブジェクトを建造する』事。後はそのオブジェクトが長所だけを活いかせる環境で集中的に運用する事で、他のオブジェクトに対して有利に戦えるのでは……と考えられているのだ。

「このアラスカだって、そうだよ。こっちのは『たんしょのない、ふつうのオブジェクト』。向こうのは『ちょうしょのある、尖とががったオブジェクト』。このひょうせつちたいにかぎり、わたしのオブジェクトはかてないかもしれない」

「でも、お姫様はあのオブジェクトを操あやつり続けているんだろ」

「……そうするしか、ないからだよ」

『エリート』と呼ばれる少女は、わずかに言いい淀よどんだ。

　全長五〇メートルを越し、それまであった全すべての最新兵器を『旧世代』と貶おとしめるに至った超大型兵器オブジェクトだが、そのパイロットの『エリート』は、誰だれでもなれるものではない。

　軍のフローチャート条件によって検索され、求められる項目を完全に満たした者。

　さらには各オブジェクトに合わせて化学的・電気的な手法で人工的に資質を研とぎ、磨みがき、改良を施ほどこし───そこらの天才を軽く超える才能にまで発展させる事で、ようやく人間はオブジェクトを操るための端末となる。

　徹てつ底てい的てきに開発されたエリート達は、各々のオブジェクトと運命を共にする。

　エリートなら世界中全てのオブジェクトに搭とう乗じようできる訳わけではない。エリートは自分のために調整されたオブジェクトしか操れない。……いや、各オブジェクトのために脳を調整された人間がエリートであるという考えでも間ま違ちがいではないかもしれない。

　エリートが操作できるのは、自分のために開発されたオブジェクトか、あるいはその発展進化系となる、同じ樹じゆ形けい図ずの後こう継けい機きのみ。

　だとすれば。

　自分の操るオブジェクトの系けい譜ふそのものが、時代遅れになりつつあるとしたら？

「かてないかもしれない」

　無む敵てきのオブジェクトを操るエリートの少女は、ふとそんな事を言った。

「ついていけないかもしれない」

　あのオブジェクトを操る、ただそれだけのために、脳まで尖らせた少女が。

「ただしんじているだけじゃなく、じっさいにオブジェクトをメンテナンスしている人なら分かるでしょう。なんで、こんな所にやって来たの？」

「価値観の違いだな」

　クウェンサーは少し考え、そう答えた。

「強い弱いにこだわるのは軍人の考え方だ。俺は学生だからな。学術的に価値があるオブジェクトについていかないと、まともな知識や技術が身につかないんだ」

「……？」

「スタンダードでベーシックな機体のノウハウを覚えておけば、それをいくらでも応用できる。でも、最初っから尖とがった機体を勉強すると、それ以外に応用できない。派は遣けん留りゆう学がくのお勉強としちゃ、お姫様のオブジェクトについていった方がお買い得なんだよ」

　それは戦争の勝敗をまるで考えていない、不ふ真ま面じ目め極きわまりない意見なのだが……これもやはり、クウェンサーは『軍人じゃないから』の一言で切り捨てられる。

「せんじょうでよくばると、ながいきできないよ」

「そうだよ。だから派遣留学ってのは、生存率が低い。それでも一いつ攫かく千せん金きんの出世コースを目指して戦場にお邪じや魔ましてるんだから、その辺の文もん句くは言いっこなしなんだ」

　クウェンサーがそんな事を言うと、百ひやく戦せん錬れん磨まの少女はほんのわずかに、それこそどこにでもいる女の子のように、小さく首を傾かしげた。

　その上で、彼女は言った。

「かくごは決まっているのね」

「まぁ、まっとうな学業をコツコツやるのが嫌いやで、飛び級しようと躍やつ起きになってるんだ。それぐらいは覚かく悟ごしておかないとな」

「ふうん」

　エリートは、ともすれば間ま延のびした印象を与えるリアクションを取った。

　そして、

「本当に？」

「？」

　今度はクウェンサーがキョトンとする番だったが、オブジェクトを操あやつる少女はそれ以上会話を続けようとは思っていないらしい。ライフルと釣つり竿ざおが活躍するアラスカの森林地帯から、彼女はそっと背を向け、去っていく。

　今思えば、などという陳ちん腐ぷな台詞せりふは、実生活では何の役にも立たない。

　その事を踏まえた上で、それでも『今思えば』と前置きさせてもらうと、エリートの少女が何な故ぜこんな風に話しかけてきたのか、クウェンサーはもう少し真剣に考えてみるべきだったのかもしれない。

　もっとも。

　戦争の代名詞はオブジェクトであって、生なま身みの兵隊などに価値はない。

　だとすると、考えただけ無む駄だなのかもしれないが。
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　当然のように説教された。

　クウェンサーとヘイヴィアの馬ば鹿か二人は、お偉えらい将しよう校こう用ようの兵へい舎しやに連れて来られていた。とは言っても、やはりここも大型の基地構成車両の中である。三台の車両をボルトで並へい列れつに連結し、四階建てに相当する四角い建物を形成している。もちろん、いざとなれば連結を解といて細い道を通る事も可能だ。

　クウェンサー達はそんな将校用の兵へい舎しやの中でも、最上階の四階部分の一角にいた。

　和風マニアのブルジョワめ。

　思わず二人がそうシンクロしたのは、何も室内の豪ごう華かな内装を見た感想だけではない。硬かたい床の上にジャパニーズ・セイーザさせられているためだ。

　一方、我われらが上官フローレイティア様は硬い床にはいない。部屋の奥半分は一段盛り上がっていて、そこにはタタミーが敷しかれている。彼女はタタミーの真まん中なかにある脚の低い机の前に座っていた。猫が乗ったら二度と離れなさそうな柔らかいザブトンを尻しりに敷しいている。

　長い銀ぎん髪ぱつの美女だった。

　ただの銀色ではなく、うっすらと染めているのか、わずかに青い色を帯びている。

　スラリとした長身に、軍服を内側から強きよう烈れつに盛り上げる爆ばく乳にゆう。女性将校用のタイトスカートから伸びる、黒いストッキングに包まれた脚は単純に細いだけでなく、何か人の目を惹ひきつける流線形の美に溢あふれている。淡い色を施ほどこした唇には煙管キセルが咥くわえられていた。ヨーロッパ辺あたりの名探偵が愛用するような太く短いパイプではなく、これもやはり和風な───三〇センチ弱の長さを持つ、ひどく細く長いものだった。

　そういう種類の煙草タバコなのか、それとも女性の髪の匂いでも混じっているのか、仄ほのかに甘い香りがクウェンサーの鼻まで届く。

「……何な故ぜ呼ばれたのかは分かっているのね？」

　窓の外の雪原よりも冷たい声がクウェンサーとヘイヴィアの耳に突つき刺ささった。

　もちろん、分からないはずがない。

　二人は本来の職務である『雪かき』を放ほうり出だして、整備基地ベースゾーンの外で食しよく糧りよう探さがしに勤いそしんでいたのだ。おまけにヘイヴィアの方は軍のライフルを使ってあっちこっちにバンバン撃うちまくっていたのだから、怒られない方がおかしい。営えい倉そう送りどころか、ひょっとすると軍法裁判にかけられても不ふ思し議ぎではないレベルである。

「（……どうすんだよヘイヴィア！　だからやめようって俺は言ったんだ!!　これならレーションどころか三日間雪の塊かたまりだけ頬ほお張ばってた方がまだマシだったじゃないか!!）」

「（……うるせえな畜ちく生しよう!!　くそ、ホントに一八歳かこの女。今時の戦場に生なま身みの兵隊は必要ねえとは思ってたけどよ、あいつに限って言えば握にぎり拳こぶしでオブジェクトと戦えるんじゃねえのか!?）」

「クウェンサー、ヘイヴィア」

　ただシンプルに名前を呼ばれただけで、大の男二人がビクゥ!!　と背せ筋すじを強こわ張ばらせた。フローレイティアはこちらを睨にらんでもいない。カンザシを模もした二〇センチ前後の細長いヘアピンを指先で軽くいじりつつ、机の上にあるボードに向かって、ペンのような物を走らせている。

　タブレットだ。

　確か、本来はパソコンを使って絵を描くための道具だったと思うのだが……、

「これが気になるのクウェンサー？」

「はっ、はい!!」

「日々の食しよく糧りよう探さがしに明あけ暮くれるお前達ほどではないが、私も私で忙しくてね。いやはや全まつたく、ゲットした肉や魚を雪の中に埋うめて食材を保存するのに必死なクウェンサー殿に比べればどうって事はないんだが、アラスカのベースゾーンに常じよう駐ちゆうしつつ、太平洋の小島での作戦も遠えん隔かく指し揮きしなくてはいけないの」

「え、ええと……」

　クウェンサーは、眼球だけを動かして横よこ合あいの壁を見た。そちらは全面が巨大な液晶モニタになっていて、大きな海と島々の地図が映うつし出だされている。どうやら、フローレイティアの手元と連動しているらしく、タブレットの動きに合わせてＶに似た赤いチェックが増えていく。

「ああ。ようは簡単な事よ。私がこのボードに印をつけると、待機している巨大なオブジェクトが遠えん距きよ離り砲ほう撃げきでゲリラの拠きよ点てんを吹ふき飛とばしていくって訳わけ。実にシンプルな作戦よね？　そうだって言えよ」

　涼すずしい顔で言いながら、さらにキュッキュッとチェックを入れていくフローレイティア。

「やはりタブレットは良いね。筆ひつ圧あつの高さで私のガッツが伝わるらしいから。今日きようの遠隔部隊は何だか特にスムーズに動いてくれる気がするの」

　正確に作戦指揮を行いつつも、よほどお怒りなのか、彼女の握にぎるプラスチック製のペン型ツールがミシミシと小さな音を立てていた。

　その都つ度ど世界のどこかで肉片が飛び散っている様よう子すを想像し、クウェンサーとヘイヴィアの二人はガタガタガタガターッ!!　と高速で震ふるえる事になる。

「という訳で、複数のベースゾーンと部隊を同時に指揮する私はとても忙しいんだが、そんな折おりに馬ば鹿か二人がさらに私を忙しくしてくれたという事よ。……ところで、私の胸中は想像できる？」

「はい!!　できればあまりイメージしたくありませんが！　フローレイティアさんが大変ブチ切れているのが分かってしまいますッッッ!!」

「よろしい。優れた部下を持つ私は幸せよ。そうよね？　賛成だったら頷うなずけよ」

　嗜し虐ぎやくに満ちた笑えみで、ようやく顔をこちらに向けるフローレイティア。

　彼女は一通り太平洋の部隊への命令を終わらせ、作戦の完了を確認すると……これまでとは打って変わって屈くつ託たくのない表情でこう質問してきた。

「で、戦せん果かの方はどうだったの？　いい加か減げん、こっちも食べられる巨大な消しゴムみたいなレーションは真まっ平ぴらだからね」




　　　　６




　……という事で今夜の夕飯は豪ごう華かなものになりそうな感じで話は収おさまったのだが（ただし罰ばつ則そくについては話は別で、クウェンサーとヘイヴィアの両名は後日雪原ランニング二〇キロの刑が確定してしまったのだが）、食事まで少々時間がある。

　となると早速地じ獄ごくのランニングか!?　と身構えたクウェンサーだったが、上官のフローレイティアは首を横に振った。彼女が言うには、

「お前は派は遣けん留りゆう学がくの学生でしょ。いい加か減げんに整備場に連行してオブジェクトの勉強させないと、私が整備主任のばあさんにどやされてしまうのよ」

「ううっ!?　そういえばそっちもすっぽかしてた!!　となるとフローレイティアさんが一目置くほどのばあさんからコンボで説教が!!」

「ええと、それからヘイヴィアは一人で雪かき続行ね。日没までに滑かつ走そう路ろが使えるようにしておけよ。航空部隊から苦情が来ているからね」

「いえーい!!　二〇キロダッシュよりきつそうだぜオイ!!　っつーか航空部隊も自分で働けよ!!」

　そんな訳わけで、ひとまずクウェンサーはヘイヴィアと別れてオブジェクト整備場へ向かう。

　本体だけで五〇メートル以上の超大型兵器オブジェクトをすっぽり覆おおうほどの巨大建造物。しかしそれもまた、将校用の兵へい舎しやと同じく、複数の基地構成車両を連結させた車両団だ。

　縦一五メートル横一〇メートルほどの、平べったい台座のような形の基地構成車両を左右両サイドに並べ、冂けいの字のように急造の壁と天てん井じようを組み立てたセットを作る。その輪切りにされた倉庫のようなセットをいくつか連結させ、大きな整備場を作っているのだ。

　そういう仕組みのせいか、この整備場には通常のシャッターの他にもう一つ、緊きん急きゆう時じのオブジェクト出動方法がある。整備場を形作る基地構成車両群がオブジェクトの周まわりを覆おおうように連結し、オブジェクトが出ていく時は逆に各車両は連結を解といて離れていく、というやり方もあるのだ。……整備用の足場を崩くずしてしまうため、普通はまずやらないのだが。

　そんなこんなで、クウェンサーは整備兵用の小さな裏口から巨大な建造物の中へと入っていく。

　圧倒的な光景だった。

　武力の象しよう徴ちようである、五〇メートル級の超大型兵器オブジェクト。

　中心である動どう力りよく炉ろを包んでいるのは、そのまま核シェルターにもなる分ぶ厚あつい壁だ。それは球体に近いフォルムになっている。足回りは逆Ｙ字の形状で、理屈としては歩いたり車輪を転ころがしたりするのではなく、静電気を利用して地面から少しだけ浮かび上がっている。理論は全然違うが、見た目の動きは下した敷じきが滑すべるような感じに近い。

　もちろん、ただの地面に静電気を浴びせただけでは巨体は浮かばない。帯電したオブジェクトに対する反発剤のスプレーを地面に吹き付けながら進んでいる訳わけだ。

　推すい進しん装そう置ちはレーザーの応用だ。

　静電気の力でオブジェクトと地面の間には小さな隙すき間まができているのだが、ここに高出力のレーザーを放はなち、反射、集中を繰り返させる事で空気を熱し、爆発的に膨ぼう張ちようさせて推進力を得る訳だ。……レーザー式のシャトル発射装置にも使われている理論の応用である。

　メインの兵へい装そうは、球体後部から伸びる七本のアーム。

　そこに接続された七門の巨きよ砲ほうは、同格のオブジェクトすら貫通する。

　さらに他にも大小一〇〇門近い砲台が球体状の本体の全面にびっしりと取り付けられ、もはや『最適化された兵器』というより『考えつく限りの武力を片かたっ端ぱしから寄せ集めた異い形ぎよう』のような印象があった。

　現代における軍の要かなめ。

　戦争の歴史の最先端。

　超大型兵器オブジェクト。

　その巨体はクレーン車に使うような太いワイヤーを二〇〇本以上使って、広大な建造物の壁や天てん井じようの各部に固定されていた。空中には無数の連絡通路が走っていて、今も作業服を着た大勢の整備兵が各おの々おのの作業に没ぼつ頭とうしている。

　と、金属の手すりをスパナで叩たたく、ガツンという甲かん高だかい音が響いた。

　クウェンサーが驚いて顔を上げると、三階部分の通路にいる婆ばあさんがこちらに向かって大声で言ってきた。

「来たかね小こ僧ぞう！　猫の手も借りたい状況じゃて、垢あか抜ぬけない小僧でも使ってやるから感謝しい！　さっさと工具持ってこっちに上がれ!!」

「遅れてすみません!!　罰ばつ則そくの方は───ッ!!」

「構わん構わん。結果で示すのが整備兵の流りゆう儀ぎじゃよ!!」

　婆さんの言葉を聞きながら、クウェンサーはボタン一つで分離できる簡易階段を駆け上がって三階に向かう。

「（……うおお。話の分かるばあさんで良かったー。何だよ全然怖くないじゃんよー）」

「（……ま。使い物にならんかったらドラム缶に詰つめて外から金属バットで叩きまくるがね）」

　互いに聞こえぬ声で呟つぶやきながらも、二人は三階の連絡通路で作業を始める。

　婆さんがいじっているのはシステム回りだ。

　オブジェクトのコックピット（及び非常用の脱出口）は、球体状の本体の後方上部にあり、（考えたくもないが）緊きん急きゆう時じには、操そう縦じゆう者しやエリートは後ろ方向の斜め上へ射しや出しゆつされる仕組みになっている。

　現在は何十もの隔かく壁へきが開いて球体中心までのルートが開放されていて、トンネルの出口のように、奥の奥でコックピットのモニタの光がわずかに瞬またたいていた。

　このトンネルは単純なコックピットまでの道という訳わけではなく、動どう力りよく炉ろの整備室や分ぶ厚あつい二重扉の燃料追加用投入口、排気ガスを圧あつ縮しゆく封ふう入にゆうするための固着ボックス交換室など、様々な場所へと繋つながる分ぶん岐き路ろになっているはずだ。隔かく壁へきと切り替えレールで構成された、地下鉄のトンネルを思い浮かべると分かりやすい。

　一方、婆ばあさんはそのトンネルの近くの手すりに背中を預けたまま、手元の携帯端末を眺ながめている。

「それ、オブジェクトのシステムと無線で直結してるんですよね？　長いケーブルで繋がないなら、コックピットの隔壁を開放する必要ってないんじゃあ……」

「阿あ呆ほう。オブジェクトの隔壁は電でん波ぱ遮しや断だん効果もあるんじゃよ。そうでもせんと、戦闘中に敵軍のオブジェクトからいらん小こ細ざい工くをされるリスクが増すんじゃし」

　そこで、視界の端はしで、バヂッ!!　という青白い閃せん光こうが迸ほとばしり、二人は思わず声を止めた。溶接工がオブジェクトの装そう甲こうに手を加えているのだ。

　本体だけで五〇メートル以上のオブジェクトだが、まさか馬ば鹿かデカい型かた枠わくに溶けた鉄をそのまま流し込んで作るのではない。わずかに湾わん曲きよくした畳たたみほどの鋼こう板ばんを用意して、それを何十、何百、何千、何万枚と重ねていって、巨大な球体を作り出している。

　薄い板を何重にも重ねるのは、分厚い壁の防ぼう御ぎよ力りよくよりも、衝しよう撃げきの分散や拡散に重きをおいたものだった。理論としては単純な防ぼう弾だんベストにも似ているが、あまりにも多くの鋼板を使っているおかげで、核攻撃の衝撃波すら押さえつける事に成功している。

「オたニまオねンぎ装そう甲こうでしたっけ？　ただ頑がん丈じようなだけじゃなくて、敵軍オブジェクトから被ひ弾だんした時に簡単に交換できる事まで考えてるんだからすごいですよね。最初に考えたヤツはノーベル賞をもらって良いと思う」

「簡単とは言っても、装甲の最小単位である一枚一枚だって、日本刀のように職人が手間をかけて鍛きたえ上あげた特注品じゃがね」

「熱した鋼はがねに高こう耐たい火か反はん応のう剤ざいの粉末をミリグラム単位で混ぜながら打っていくんでしたっけ。あれは強度は高くなるけど再利用が難しいとかって話でしたよね」

「職人の指先あっての業わざじゃな。下へ手たな機械に任まかすと配分を誤あやまり、逆にパキパキと割れやすくなってしまうからの」

　婆さんと一いつ緒しよに階下を見下ろすと、ちょうどフォークリフトが湾曲したスペアの鋼板を運んでいるところだった。フォークリフトの側面には、『ミリンダ姫に美しき勝利を!!』とアルファベットで大きく書かれている。

　例のお姫様の事か、とクウェンサーが心の中で呟つぶやくと、隣となりにいる婆さんがこんな事を言ってきた。

「まぁ儂わしとしては、中心部の動力炉から外装部のレーザー砲ほうまで、ケーブルを一いつ切さい使わずに電力供給しとる機き構こうの方に驚いたもんじゃが」

「プリント基板式送電装置ですよね。絶ぜつ縁えん物ぶつ質しつと導どう体たい物質をセットで鋼こう板ばんに焼き付ける事で、『装そう甲こうにケーブル用の穴を空あけて防ぼう御ぎよ力りよくを下げる事なく、電力の供給に成功した』とか何とか。最初に考えたヤツはノーベル賞もんですよ」

「やれやれ。小こ僧ぞうが言うと何でもかんでも簡単に作れるように聞こえるのう」

　婆ばあさんはゆっくりとした動きで首を横に振る。そうしている間にも、しわだらけの指先は高速に動き、携帯端末上でオブジェクトのソフト的なメンテナンスを行っていく。

　作業を進めながら、婆さんはこう切り出した。

「ところで、ウェポンエンジニアを目指しているんじゃったな」

「え？　ああ、オブジェクトの設計士の事ですよね。まぁ、俺みたいな『平民』だったら、その辺が一番リッチな生活ができるポジションじゃないかなって思ってるんですけど。報ほう酬しゆうにしても世せ間けん体ていにしても、下へ手たな下級貴族を簡単に追い抜けるらしいし」

「まったく、豪ごう商しようなんぞ目指すとろくな人生にならんというのに。……まぁ、小僧の人生だから止めはせんがね。で、未来のウェポンエンジニアは何を専門に組み立てる気じゃね？」

「一応、トータルフレームなんですけど」

「阿あ呆ほう。そこらの新人の卵にいきなりオブジェクトを全部組み立てる仕事なんぞ回ってくるものか。そりゃ『将来の夢は億万長者です』っていうのと同じじゃぞ。漠ばく然ぜんとしすぎておる。普通、小僧ぐらいの学生なら手て頃ごろなレプリカント方面を勉強して軍ぐん需じゆ産さん業ぎように売り込みをかけて、そこからより複雑な技術を学ぼうとするもんじゃないのかね？」

「いやぁ、レプリカントは苦にが手てなんですよねえ」

　と、何かを思い浮かべたのか、クウェンサーはちょっと嫌いやそうな顔になった。

「あれって動物や昆虫の動きを基もとに、新しいマシンの動かし方を考案する学問でしょ？　俺、クモとかゴキブリとか苦にが手てなんで。……まぁ、虫の観察日記なんだから、研究に掛かかる費用が安く済むのは認めますけど」

「腑ふ抜ぬけじゃのう。基本をおろそかにすると後で泣くのは小こ僧ぞうじゃぞ」

「だから、そういう面めん倒どうなのをやらずに手てっ取とり早く基本を学ぶために、スタンダードな性能を持つお姫様のオブジェクトの所へ派は遣けん留りゆう学がくの希望を出したんですよ」

「『本国』の重じゆう鎮ちん達が、何のために方々の主要都市に動物園や昆虫博物館を建てさせていると思っておる。将来性のある若者達にオブジェクト設計のインスピレーションを提供するために血税を割さいておるというのに」

　ふう、とため息を吐つく婆さん。

　そこでクウェンサーはコックピットに繋つながるトンネル状のルートの出入り口の方へ目をやった。

「将来性のある若者って言えば、そろそろ操そう縦じゆう士し……エリートの選抜スカウトの時期でしたっけ？　『安全国』の学校にいた頃は、黒服の役人が校舎の周まわりをウロウロしていましたけど」

「年に四回も行う必要があるのかのう。どうせ今回も『該がい当とう者しやなし』じゃろ」

「エリートって『エレメント』とかいう適合条件があるんでしょ。あれって何なんですか？」

「……『オブジェクト操そう縦じゆう士しになるための条件』の総称じゃよ」

　と、婆ばあさんはそこで携帯端末を操あやつる指先を止めた。

　その口調が、これまでの世せ間けん話ばなしよりも若じやつ干かん温度が下がる。

「とは言っても、別に特殊装置を操るためのエスパー能力とかいう訳わけじゃない。ま、芸術性みたいな『資し質しつの卵』もあるのは確かじゃがね。しかしまぁ、エリートは電気刺激や暗示を使ってでも、徹てつ底てい的てきに『当たり前の才能』を磨みがく軍事プロジェクトじゃからな。その育成に当たって、最大の障害となるのは資金でも設備でもなく、人権じゃよ」

「それって……」

「該当者の人権を完全に無視してもどこからも文もん句くが来ず、なおかつ開発されたエリート自身も、胸の内はどうあれ国家の思おも惑わく通りに戦ってくれる。そういう条件に適合する人物というのは意外に少ない。……手塩にかけて育てたエリートを最強の兵器であるオブジェクトに乗せた途と端たん、『本国』に主しゆ砲ほうを向けるようになってしまっても大問題じゃからな」

　あの子には話すなよ、と婆さんは小声で付け加える。

　その時、グイーンという機械の作動音が二人の耳を打った。

　コックピット用のエレベーターを使って、トンネルのようなルートから座席が飛び出してきた。そこに座っているのは、Ｈ字のベルトで上半身を固定させたエリートのお姫様だ。

「やっと来たね。おねぼうさん」

「返す言葉もございません」

「ほれ、小こ僧ぞうの仕事じゃ。緊きん急きゆう用ようの脱出装置の整備でもやっとくれ。縁えん起ぎが悪わるいっつって誰だれもやろうとせんからな」

　いつの世も、半人前に任まかされる仕事なんてそんなものである。縁起が悪くて役にも立たない仕事をこなしながら、横目でプロの技を盗ぬすんでいく訳だ。

　少女の座っている椅い子すの後部へ回り込み、工具を動かしながらクウェンサーは尋たずねた。

「そう言えば、オブジェクトが白一色なのってゲン担かつぎなんですか？　それともストレートに雪原用の迷めい彩さいとか？」

「さいしょはきちんとかんきょうに合わせて、めいさいしていたんだけど」

「天てん敵てき知らずの百ひやく獣じゆうの王は身を隠かくす必要もあるまい。ペンキ代の無む駄だという事で、今じゃ白一色なんじゃよ。……そもそも、五〇メートル級の巨体じゃしな」

「へえ。それこそさっきのレプリカントの話じゃないけど、凶きよう暴ぼうな動物や昆虫の模も様ようを参考にして、敵に威い圧あつ感かんを与えるプロジェクトがあったとかってウワサありませんでしたっけ？」

「後はギアチェンジによって、金属を擦こする嫌いやな音を延えん々えんと響かせる悪あく趣しゆ味みなモードを追加する計画もあったがね。いずれも頓とん挫ざした」

「？」

「オブジェクトを眺ながめるのは敵軍だけじゃないからの。味方の士気まで削そいだら意味がないし、『安全国』のパレードで悪趣味なオブジェクトを国民に見せる訳わけにもいかんじゃろ」

　そんなもんですかね、とクウェンサーは適当に相あい槌づちを打って、

「じゃあ天てん井じようからぶら下がったロープにくくりつけてあるレイピアは？」

「あれは単なる『伝統まじない』じゃ」

「ひっしょうひっさつのね」

　そんな言葉を聞きながら、クウェンサーはレンチを動かし続ける。

　カチッという小さな音がした。

　と、さらにおまじないについて語ろうとしていた少女の首が、ぐらりと揺ゆれた。『？』と脱出装置の調整を行っていたクウェンサーは、座席の後ろから少女の後頭部を眺ながめていたのだが、

「くるしい」

「あっ、くそ！　馬ば鹿かもん、ベルトの調整を勝手にいじるな!!　姫さん締しまっとるじゃろうが!!」

「あれ!?　なんかまずい事になってる!?」

「くるしい」

　少女はもう一度同じ事を繰り返す。クウェンサーは慌あわてて工具を掴つかみ直なおすが、そもそもどこがどう影響してベルトの方に干かん渉しようしたのかが分からない。

　婆ばあさんは婆さんで作業用の小さなエレベーターに走りながら、

「ええい、刃物を探さがしてくる!!　小こ僧ぞうは力仕事じゃ！　儂わしが戻もどってくるまで姫さんが窒ちつ息そくせんよう、両手でベルトを引っ張って隙すき間まを空けておけ!!」

　あわわとうろたえている内に婆さんは階下へ行ってしまう。

　クウェンサーは急いで座席の前面に回り込み、

「すっ、すまない!!」

「気にしてないから、なんとかして」

「おう!!」

　クウェンサーは婆さんの指示通りに、とにかくベルトを手前に引っ張って、少女が窒息するのを防ごうとしたが。




　……なんか、Ｈ字のベルトは少女の胸を強調するようにみっちり食い込んでいる。




　ええと、とクウェンサーの指先がわずかに硬こう直ちよくした。

　ベルトを掴つかんで手前に引くためにはフック状にした指を潜もぐらせて裏側に引ひっ掛かけなくてはいけない訳で、そうすると食い込んでいる少女の膨ふくらみに触れなくてはならない訳で、というかスレンダーな幼児体型かと思ったら意外に『ある』かも……などと無む駄だに思考を高速回転させるクウェンサーの耳に、お姫様のか細い声が届く。

「……死んじゃう」

「ッ!?」
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　そうなのだ。ためらっている場合ではないのだ。

（人命救助だ真ま面じ目めな場面だ俺の失敗だ俺が挽ばん回かいしなくちゃいけないはずだでも女の子のおっぱいだぜいやいやそれどころじゃないシリアスに行こう早くしないと命の危機だそうだ助けるんだこのお姫様のためにできる事をやるんだおっぱい!!）

「おおおおおおおおおおっ!!」

　ついに意いを決けつしたクウェンサー、これ以上ゴチャゴチャ考えて覚かく悟ごが鈍にぶるのを避さけるため、全力で少女の胸に掴つかみかかろうとして、

「ひ……っ!?」

　お姫様の小動物ライクな短い悲鳴に、思わず踏ふみ止とどまる。

　いかんいかん。

　今、ベルトじゃなくて乳の方にロックオンしていなかったか？

　ともあれ、少女が貞てい操そうの危機を感じるほどの興こう奮ふん面づらで乳を鷲わし掴みする訳わけにもいかない。ならばどうする？　どうすれば少女を汚けがす事なく助ける事ができるのだ!!

「きっ、きんきゅうしゅだん……」

　いよいよ顔が青ざめてきたお姫様は、やや切せつ羽ぱ詰つまった調子でこう言ってきた。

「どうした？　なんか打開策があるのか!?」

「あるにはあるけど」

　言いながら、少女は座席の下の方に隠かくされていたボタンを、小さな指先で触れた。




　直後、少女の座る座席が爆ばく発はつした。




　彼女を戒いましめていたＨ字のベルトが自動的に切断され、小こ柄がらな体が宙ちゆう高たかくへ舞い上げられる。しかしクウェンサーにそれを眺ながめている余裕はなかった。圧縮空気の塊かたまりに体を叩たたかれ、数メートルも吹ふき飛とばされたからだ。

　ゴロリと連絡通路の上に転ころがると、視界の隅すみに白くて大きな花が見えた。

　緊急脱出用のパラシュートだ。

　本来はコックピットから外がい装そうまで高速エレベーターで出て、そこからさらに座席そのものが空中に飛び出し、最後にスーツに備そなわった圧縮空気の射しや出しゆつ機き構こうが三段階で機能するはずだったのだが、今回は最後のヤツだけを作動させ、天てん井じよう近くまで飛び上がったのだろう。

　確かに脱出装置は縁えん起ぎが悪わるすぎる。

　心の中で呟つぶやくと同時に、クウェンサーの耳にこんな声が届いた。

「これ、生まれてはじめて使ったな」
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　日にち没ぼつになったらご飯の時間だ。

　クウェンサーは食堂には向かわず、雪のちらつく外へと飛び出した。今夜はバーベキューなのだ。鹿しかを捕つかまえてきたヘイヴィアはもちろん、大変部下想いな上官のフローレイティア様まで付き合ってくださるつもりらしい。

　……どいつもこいつも、超大型兵器オブジェクト任まかせの戦争には退屈しているらしい。八〇〇人近い兵士に声をかければ全員ついてきそうな雰ふん囲い気きだが、フローレイティア様は三人だけの機密事項にしておきたいらしい。肉の量には限りがあるからだ。

　そんな訳わけで、今夜のバーベキューは三人で催もよおされた。

　会場は整備基地ベースゾーンの敷しき地ち内ない。

　ベースゾーンはたくさんの大型の基地構成車両の集合体だが、彼らは四方をブロック状の施設に囲まれた、最も冬風の流れてこない場所へこっそりと集合し、焚たき火びの上に鉄板をかけていた。

　一足先に火ひ種だねを用意して暖を取っていた上官のフローレイティアは（実は一番晩飯を楽しみにしていたんじゃないだろうか？）、鉄板下の炎に両手をかざしながら、

「やっぱり暖を取っていても、じわじわと寒さが体に染しみ込こんでくるのね。早く脂あぶらっこい肉を食べて体の中から温まりたいよ」

　クウェンサーはフローレイティアの足元をチラリと見て、

「ストッキングって、生なま足あしよりも温かいものなんじゃないんですか？」

「何なら頭から被かぶってみるクウェンサー？　こんなものは身だしなみよ。気休め程度にしかならないね。お前は防寒グッズとして靴下を選んでいるの？」

　年中ズボンのお前達が羨うらやましいな、とタイトスカートのフローレイティアは呟つぶやくと、今度はヘイヴィアへ話しかける。

「ご苦労さんヘイヴィア。お前のおかげで滑かつ走そう路ろはいつでも離発着できるようになったよ。航空部隊のＳＴＯＬの連中もお前に感謝しているはずね」

「へへっ。いやぁ、大した事ないっすよ」

「まぁ実際、航空部隊の連中なんて必要ないんだけど。どうせ敏びん捷しよう性せいとステルス性を追求した結果、自みずから武装を解除するような腰こし抜ぬけ共どもだしね。敵に『武力を保有しているから撃げき墜ついの必要がある』と思われるのが怖いんだとさ。いけしゃあしゃあと偵てい察さつ専せん門もんの部隊を気取ってはいるが、実際、敵軍オブジェクトの情報はほぼ全すべてお姫様が実際に戦って体当たりで持ち帰ってきているような状態だからね」

「くそっ!!　無む駄だな事をしてたと薄々分かっちゃいたが、他人の口から言われると改めてムカつくなオイ!!　そもそもこの調子じゃ一晩明けたらまた雪に埋うまってそうだし!!」

「ま、化か学がく酸さん素そ沃よう素そレーザーが爆ばく撃げき機きに搭とう載さいされ始めた頃から戦闘機の時代は下り坂だったしね。……あれはユニットが大きすぎて小こ柄がらな戦闘機には積めなかったから。『光』の登場で、音速で飛べるかどうかなんてどうでも良くなったって事さ。そこに来てオブジェクトの登場よ。レーザーだって各種方式勢せい揃ぞろいだしね。連射、乱射も思いのまま。これで戦えっていうのは無む茶ちやよ。今時の航空部隊にできる事なんて、『安全国』からピザを冷めずに届ける事ぐらいじゃないの？」

「……おい、七〇〇メートルだぞ。短距離滑走路とはいえ、俺は一人で七〇〇メートル雪かきしたんだぞ……ッ!!」

　わなわな震ふるえるヘイヴィアから見えない位置でこっそり舌を出すフローレイティア。彼女は普段多くの部下に指示を出す時よりもくだけた調子でクウェンサーに言う。

「そう言えば、ベースゾーンの外でお姫様と話していたって？」

　最前線の兵士にあるまじき、小指の爪の先まで丁てい寧ねいにマニキュアを塗ぬった美び貌ぼうの上官は、そんな事を尋たずねてくる。隊の命令をボイコットした事よりも、むしろそちらの方が重要であるかのような口ぶりだった。

「えーっと、やっぱ問題ありました？　整備場の方じゃ時とき折おり話はしてたんで、おんなじようなノリで対応してたんですけど、立場を考えるべきでしたか」

「良いんじゃない？　衛えい生せい班はんの連中は万に一つも体調を崩くずさないようにとか何とか言って、私達以上に不ま味ずいレーションを食わせているみたいだけど……正直、あんな状態じゃ栄養面より前にストレスでやられてしまいそうよね」

「エリートのお姫様には、専用の娯ご楽らく棟とうが用意されてっとかって話じゃなかったでしたっけ？　デジタル化されたヒーリング効果がある設備とか満まん載さいの」

　ヘイヴィアは明らかに使い慣れていない敬語でそんな事を言う。

　フローレイティアはジュージュー焼けた鹿しかの肉を、和風マニアらしいハシで摘つまみながら、

「あんなもの、金ばっかりかかって使い物にならないのよ。お前は学校の先生から配られる教材なんかで夢中に遊べるの？　実際、お姫様は一回ふらりと立ち寄ったっきり、それから全まつたくやってきていないそうよ」

「そういうものですかね」

　クウェンサーは昼間の会話を思い出しながら、適当に言葉を返す。

　そもそも、あの少女は何をすれば笑うのやら、それさえ見当もつかない。

　今度は勝てないかもしれない、と不ふ吉きつな事を言っていた少女。

　その言葉を頭に浮かべながら、ついクウェンサーはこう尋たずねていた。

「フローレイティアさんは、負けた事ってありますか？」

「それはあるよ」

　肉を食べてはビールが欲しそうな顔になるフローレイティアは、あっさりと肯定した。

「遠えん隔かく指し揮きしている最中に三回、自分が駐ちゆう留りゆうしている部隊が負けたのは一回。いやぁ、さんざんだったよ。敗走そのものより、本国に帰った後の風かざ当あたりがね。国家規模の戦術兵器であるオブジェクトを失ったんだから仕方のない話だけど」

「えー？　戦争の代名詞ってオブジェクトでしょ。向こうにオブジェクトぶっ壊こわされたらどうすんですか。普通の戦車とか戦闘機でどうにかできるとは思えないんですけど」

　ヘイヴィアが興きよう味み津しん々しんという感じで言うと、フローレイティアはケロリとした顔でこう答えた。

「簡単よ。『白しろ旗はた』を上げれば良いの」

「は？」

「今時の戦争なんてのは総力戦なんかじゃないからね。片方のオブジェクトが壊れた時点で勝敗は決まるし、無力な歩兵部隊に追つい撃げきするほど勝者は暇じゃないの。別にそういう条約が正式に締てい結けつされてる訳わけじゃないけど、こんなのは口に出すまでもない基本事項ってヤツね。部隊を速すみやかに撤てつ収しゆうして、領りよう土どを明け渡してしまえば『泥どろ沼ぬま』になる事はないっていうのがセオリーよ」

　ポカンとした顔の新米二人を見て、フローレイティアは屈くつ託たくのない笑えみを浮かべた。

「ははっ、驚くのも無理はないよね。訓練の時には緊張感を削そがないように、そういう緩ゆるいセオリーについては話さないものだし。しかしまぁ、私の体を見ろ。少年兵として一三歳の頃から従軍しているが、古ふる傷きずの一つもないのよ。オブジェクトは余よ計けいな人ひと死しにを増やさないよう、全兵力を拡かく散さんさせず一ヶ所に結集させた、クリーンな超大型兵器なの。私の綺き麗れいな肌はだはその恩おん恵けいである『安全な戦場』の証しよう拠こってヤツよ」

　フローレイティアはハシを小さくくるくると回し、

「知っている？　この部隊から兵士がリタイヤしていく一番の理由は、敵との銃じゆう撃げき戦せんで倒たおれる事でもうっかり地じ雷らいを踏む事でもないの。……ベースゾーン内での男女間のいざこざよ。今いま時どきの戦場ってのは、銃じゆう弾だんよりも色いろ恋こい沙ざ汰たの方が恐ろしいらしい。いかにここが安全か分かるよね？」

　一いつ瞬しゆん納得しかけたクウェンサーだが、そこでふと疑問が浮かんだ。

「あれ？　でもフローレイティアさん、昼間は太平洋で友軍のオブジェクトに命令を出して敵の拠きよ点てんを直接砲ほう撃げきさせていたような……」

「良い着眼点ねクウェンサー。あれは正規軍同士の『戦争』じゃないの。ゲリラやテロリストなどに対する攻撃作戦は鎮ちん圧あつ『活動』にあたるから、そういうセオリーは持ち出されないのよ。戦争条約で禁止されている拳けん銃じゆうの特とく殊しゆ弾だん頭とうを警察が普通に使っているようなものね。……良いか、覚えておけよ。これがオブジェクトの効率的な運用プランなの。大国のメカニズムは、対抗勢力を上手じようずに排はいする機き構こうも備そなえている訳わけよ」

　話題がきな臭くなり、飯が不ま味ずくなりそうだったので、クウェンサーは話題を変えようとする。オブジェクト以外の話のタネとなれば、やはりバーベキューの食材しかないだろう。

　クウェンサーは夕飯の主役である鹿しかの肉を眺ながめ、それから獲え物ものを獲かく得とくしてきたヘイヴィアの顔を見た。

「……それにしても、やっぱり軍人って自力で食しよく糧りようを得る訓練とかも積んでるの？　こっちは三時間粘ねばっても、シャケを一匹釣つれるかどうかだったのに」

「近頃のライフルってのは光学スコープだけじゃなくて、赤外線カメラとか索さく敵てきマイクとか搭とう載さいして、いろんな角度から標ひよう的てきの足取りを追えるようになってんだよ。俺だって釣り竿ざお一本で大自然に立ち向かったらボウズになんだろ」

　戦争はオブジェクトの仕事だから、丸っきり税金の無む駄だ遣づかいだがな、とヘイヴィアは付け加える。フローレイティアの方も器き用ようにハシを動かしながら、

「食糧なんてベースゾーンと補給路がやられない限り、本国からいくらでも回ってくるからね。そして、オブジェクトがいる限り基地がやられる事はないの。動物の獲とり方かたなんて、私が新兵だった頃にも習ったか習わなかったか、ぐらいのものよ。少なくとも、お前みたいな工兵なんぞに必要なスキルじゃないの」

「工兵……ですか。なんか、そういう響きは未いまだに慣れませんね」

「一応、ベースゾーンの運営は国の税金で回っているからね。ブラブラしてる学者の卵にも、なんか仕事を与えないと政治家さん達の票に響くんだとさ。『本国』の方じゃ、これから評ひよう議ぎ員いん選挙の佳か境きようだし……現職のフライド評議員とかピリピリしているのよこれが」

　工兵にも色々あるが、クウェンサー達が話題にしているのは爆ばく薬やくを使う兵士の事だ。と言っても兵士を殺すためのプロフェッショナルではなく、橋を爆破して敵の進路を断たったり、邪じや魔まな岩を吹き飛ばして自軍の進路を築いたり、といった事をする。

　変な知識ばかり豊富で、ろくに人を撃うつ度胸もない学生には、そういう役職が適任らしい。衛えい生せい兵へいというコースもあるにはあるが、クウェンサーの専攻は機械であって、生き物関係はそれほど詳くわしくない。

「といっても、ウチの基地は基地構成車両主体の車両団だからハンドル操作だけで陣地構築できるし、超大型兵器のオブジェクトも控ひかえているから、ほとんど工兵としての仕事はないんですけどね」

「それは工兵だけじゃないね。ベースゾーンの連中みんなそんな感じよ」

　フローレイティアは数少ないシャケの身にハシを伸ばしつつ、

「くそっ、世の中は平和よね。おかげで銃じゆうは錆さびるし栄えい養よう過か多たでニキビができそう」

「そっすよね。オブジェクトさえいりゃ俺らは安あん泰たい。俺は三年も基地に詰つめてりゃ『貴族』の道が待ってるし、クウェンサーの野郎は『安全国』に帰ってお偉えらい学者様の仲間入りだ」

　バンバン、と馴なれ馴れしくクウェンサーの肩を叩たたきながら、ヘイヴィアは笑った。

　フローレイティアは『うらやましいガキどもね』と吐はき捨すてたが、その顔には嫉しつ妬との色などは全まつたくなかった。おそらく、軍人として出世して堅かた苦くるしい政治ポストに就つくよりも、この安全な戦場が気に入っているのだろう。

　そうだよな、とクウェンサーも思う。

「……オブジェクトがあれば、俺達みたいな平和ボケでも戦争できるよな」

　この時のクウェンサーの言葉は、まさに世界の真理を突ついていただろう。

　そう。

　オブジェクトさえあれば。
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　一日後、彼らは知る。

　自軍のオブジェクトを敵軍のオブジェクトに破は壊かいされてしまった場合、すっかり平和ボケした軍人達にどんな地獄が訪おとずれるかを。

　フローレイティアは、負けたら白しろ旗はたを上げればおしまいだと断だん言げんしていた。

　だが、彼女は同時にこうも言っていたのだ。

　別に、正式にそういう条約が締てい結けつされている訳わけじゃないが、と。
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　ボン!!　という爆ばく発はつ音おんが、吹雪ふぶきのアラスカに炸さく裂れつした。

　吹雪に霞かすむ一〇キロほど向こうで戦っていた無敵の超大型兵器オブジェクトは、黒こく煙えんを上げて動きを止めている。脱出用の座席が射しや出しゆつされ、パラシュートによってゆらゆらと雪原へ落下していくのが、双眼鏡越しに確認できた。

　そして、

「……、」

　ギチギチギチギチ、という腹に響く嫌いやな音が、風に乗ってクウェンサーの耳まで届いてきた。安全地帯の象徴だったオブジェクトを吹き飛ばしたのは、やはり同じく敵軍のオブジェクトだ。

　本体は分ぶ厚あつい装そう甲こうに覆おおわれた、巨大な球体だ。その四方から昆虫のような四本の脚が伸びていて、大地を踏みしめている。主しゆ砲ほうは全長五〇メートル級の下位安定式プラズマ砲が二門。砲身に特殊なガスを充じゆう填てんした上で、動どう力りよく炉ろから膨ぼう大だいな電力を通して超高熱のプラズマを人工的に作り出し、発射する仕組みの大規模兵器だ。それが前後左右に各ワンセットずつ配備され、横倒しの十字架のように全方向への砲ほう撃げきを可能としている。主砲だけで合計八門だ。さらに本体の球状ボディや四本脚の各所には、大小無数のレーザービーム、レールガン、コイルガンなど、一〇〇門以上の砲が備そなえ付つけられている。

　本体だけで五〇メートルに達し、四方向にある主砲の長さを含めると一四〇メートル以上のサイズを誇る山のような塊かたまりが、中規模の鉄橋並の巨大な主砲をゆっくりとこちらへ向けてくる。地中深くの核シェルターすら一発で溶よう解かいさせるほどの、二門ワンセットの下位安定式プラズマ砲だ。

「……おい」

　ふと、隣となりにいたヘイヴィアが呆ぼう然ぜんとした調子で言った。

「何で照しよう準じゆんがこっち向いてんだ？　オブジェクトが負けたら『白しろ旗はた』上げればおしまいなんだろ。上官のフローレイティアは今までそうしてきたんだろ!!　なのに、何で!?　モタモタしてんじゃねえよ。早く『白旗』上げろっつってんだろォォおおおおおおおおおおおおお!!」

　クウェンサーは、支給されていた無線機を見た。

　そちらからは、断続的な信号音が聞こえていた。

　おそらくはそれがデジタル化された現代の『白旗』なのだろう。

　フローレイティアは今まで通りのセオリーに倣ならって、この戦争を終わらせようとしているのだろう。彼女の決断力は、少しでも部下の犠ぎ牲せいを減らすためには最善最速だったかもしれない。

　しかし、それでも敵軍オブジェクトの動作は止まらなかった。

　ギチギチと微調整される主しゆ砲ほうの照しよう準じゆんは、暗あんにこう告つげていた。

　───知った事か、と。

「逃げろ……」

　誰だれかが呟つぶやいた。

　あるいは、それはクウェンサー自身の言葉だったのかもしれない。




「逃げろォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」




　周辺にいた八〇〇人の兵士達は反応できただろうか。

　轟ごう音おんと閃せん光こうが、クウェンサーの五感を揺ゆさぶった。

　ゴバッ!!　と、何かが彼の鼓こ膜まくを頭ず蓋がい骨こつごと粉ふん砕さいしようとする。向こうのオブジェクトが主砲に採用しているのは、金属製の砲ほう弾だんではない。その有あり余あまるエネルギー生成能力を利用して生み出された、凶きよう悪あくなる下位安定式プラズマ砲だ。

　摂せつ氏し何度だったか。

　そんな事を思い浮かべるより先に、彼の意識は飛びかけた。

　下位安定式プラズマ砲の閃光はクウェンサーではなく、少し離れた所にある車両団に直ちよく撃げきした。整備基地ベースゾーンを構成する一〇〇台以上の巨大な基地構成車両の中でも一ひと際きわ大きな、オブジェクトを整備するための設備を積んだものが飴あめ細ざい工くのようにねじ曲がり、直後に火山の噴火のように爆ばく発はつした。

　爆風に煽あおられ、クウェンサーの体が深い雪の上へ投げ出される。

　〇度を下回るはずの雪に埋うもれながら、クウェンサーの全身は嫌いやな汗に包まれていた。

「なんっ……だ……」

　自分の声を、自分の耳が認識できない。

　半分以上性能を失った視力で必死に現状を確認すると、何とか五体満足でいられたようだ。さらに、一直線に突つき進すすんだ下位安定式プラズマ砲の進路をなぞっているのか、深い雪が切り取られるように消しよう滅めつしている事にも気づく。

（……あまりの熱で、雪が溶けて……水蒸気爆発でも併へい発はつしたっていうのか……？）

　もしかすると、鋼鉄も一度蒸発して地面に張り付いているかもしれない。

　倒たおれたまま呆ぼう然ぜんとしているクウェンサーの腕を、誰かが掴つかんだ。

　血走った眼で荒い呼吸を繰くり返かえしている、ヘイヴィアだった。

「おい、逃げるぞ」

「……何だって……？」

「逃げるっつってんだよ!!　こっちのオブジェクトはやられた。向こうのオブジェクトはピンピンしてやがる!!　こうなったら俺らが一〇〇台の戦車を持ち出したってどうにもならねえ。逃げなきゃ蟻ありの行列みたいに虐ぎやく殺さつされちまう!!」

　逃げる。

　ようやくその言葉に現実味を感じたクウェンサー。

　周囲を見回せば、他の多くの兵士達も行動を開始していた。ベースゾーンを作っているのは、一〇〇台以上の大型の基地構成車両だ。兵士達はとにかく手て近ぢかにある基地構成車両へ乗り込み、飛び乗り、本来は隊列を組んでベースゾーンとして機能しているはずの車両団が、各自バラバラにパニックでも起こしたように急発進していくのが分かる。

　方々から叫び声が聞こえる。

　兵士達の言葉には、『戦う』という意思など一つもなかった。

「くそ、無人機を全部出せ！　ＵＡＶを飛ばしてオブジェクトの注意を引くんだよ!!」

「逃走ルートは構築できたか!?　五〇メートル級の化ばけ物ものが通り抜けられないような細い山道はないのか!!」

「チャフやフレアのストックはあるか!?　戦う事はできなくても、何とかロックを外はずす事ができれば……ッ!!」

　彼らは本物の軍人だからこそ、オブジェクトと正面から戦っても勝てない事ぐらい承しよう知ちしている。

　それらを眺ながめながら、クウェンサーは呆ぼう然ぜんとした調子でヘイヴィアに言った。

「逃げるって───どこへ？」

「……ッ!!」

　ヘイヴィアの顔が怒りではなく恐怖で歪ゆがむ。

　改めて他人の口から絶望的状況を知らされ、ショックがぶり返したような感じだった。

　直後。

　ギュン!!　という奇き妙みような音が聞こえた。

　見れば、一〇キロ以上離れた所にいたはずのオブジェクトが、滑すべるような挙きよ動どうでこちらへ迫せまって来ていた。タイヤを使った自動車の動きではない。まるでアメンボのように小こ刻きざみな加速を繰り返し、平地のみならず急きゆう斜しや面めんの山肌にまでスルスルと動き回る。それはもはや、スポットライトの光の輪を動かしているような、地形を完かん璧ぺきに無視した挙きよ動どうだった。

　黒い雷らい雲うんが近づいてくるような低い音が、クウェンサーの耳に残る。

（くそ、やっぱりウチのお姫様と同じ静電気か……ッ!?）

　慌あわてて逃げようとする自軍の基地構成車両に取り残されながらも、クウェンサーはただ雪の中で呆然とした頭で何とか考える。

　あのオブジェクトは、静電気を使って地面から少しだけ浮いているのだ。二〇万トン以上の巨きよ重じゆうのオブジェクトだが、内蔵している動力源は、クリーンな上に原げん子し炉ろを軽く凌りよう駕がする。その性能を使って、巨重を浮かばせるほどの電気的エネルギーを生産しているのだ。

　ほんのわずかに、特とく徴ちよう的てきな匂においが鼻についた。おそらくは帯電したオブジェクトの巨体を反発させるための物質を、スプレーのように吹きつけているのだ。一般的に二、三日で自然分解する反発剤は動植物にとって無害な成分で調整されているはずだが、追おい詰つめられたクウェンサーにとっては血の匂においよりもおぞましく感じられた。

　あれだけ巨大な物体が机の上を下した敷じきが滑すべるように移動していく光景は、奇き怪かい以外に表現のしようがない。

　自軍の基地構成車両は、二つの山に挟はさまれた谷間の部分を通って逃げようとしていた。

　オブジェクトは雷らい雲うんのような音と共に基地構成車両部隊を一度大きく迂う回かいするように動き、斜ななめの山肌をぬるっとした動きで通過すると、逃げ道を塞ふさぐように谷間の道路に立ち塞がる。

　退路は七〇秒で断たれた。

　後に待っているのは明白だ。

「くっそ!!　そこから降りて!!」

　叫んだのは、上官のフローレイティアだったか。




　直後。

　全長五〇メートル以上のオブジェクトの砲ほう口こうが、火を噴ふいた。
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　いや、それは正確ではない。

　オブジェクトの搭とう載さいしている武器は、先ほどの下位安定式プラズマ砲だけではない。何しろ五〇メートル級の巨きよ重じゆうに、クリーンな上に原げん子し炉ろを軽く凌りよう駕がする動どう力りよく炉ろを搭とう載さいしているのだ。下位安定式プラズマ砲、レーザービーム、レールガン、コイルガンなど……大小合わせて一〇〇門以上の砲を誇っている。

　それら全すべてが放はなたれたのだ。

　並の戦せん艦かんなら一門搭載するだけでも船体が傾かたむきそうな大出力兵器が、一〇〇門以上である。

　もはや音の数を数える事に意味はなかった。

　ドジャーッ!!　と。数千数万の轟ごう音おんは重なり融ゆう合ごうし、一つの巨大な爆ばく音おんに進化する。

　隊列を崩くずし、とにかく少しでも逃げようとしていた辺あたりの基地構成車両群へと、無数の砲弾や光線が容よう赦しやなく襲おそいかかる。

　普通の砲弾ぐらいなら耐えるであろうブロック状の設備の壁が、台座となる基地構成車両ごと紙かみ屑くずのように吹ふき飛とばされる。ガソリンに火が点ついて爆発が連続し、兵士の体が宙ちゆう高たかくに舞い上げられていく。

　ヘイヴィアはとっさにクウェンサーの頭を掴つかみ、深い雪にダイブするように身を伏ふせた。それでも、オブジェクトの砲弾が上半身と下半身を千ち切ぎらなかったのは奇き跡せき以外の何物でもないだろう。

（……いや……）

　冷たい雪の温度すら分からない状態で、クウェンサーの頭だけが冴さえていた。

（あのオブジェクト相手に奇き跡せきとか偶然とか、そんなものが通用するはずがない。オブジェクトっていうのはそんな隙すきのある兵器じゃない!!　理由があるはずだ。俺達が殺されなかった合理的な理由が……ッ!!）

　クウェンサーは、まるで豆まめ鉄でつ砲ぽうのように雑ざつに扱あつかわれるレールガン（それでも爆ばく撃げき機きに搭とう載さいするべき破は壊かい力りよくを持つ）に薙なぎ払はらわれる基地構成車両を見た。砲ほう口こうを向けられ、わらわらと大型車両から逃げ出す兵士達を照しよう準じゆんで捉とらえておきながら、オブジェクトはさらに別の基地構成車両へ砲を向けているのが分かる。

　それを見て、クウェンサーの表情がますます歪ゆがんだ。

「ちくしょう、メンテナンス施設だ!!」

　爆音にかき消されないように、喉のどを引ひき裂さくような勢いでクウェンサーは叫んだ。

「オブジェクトの整備に使っている車両から離れろ!!　向こうの狙ねらいはオブジェクト関係だ！　離れないととばっちりを食うぞ!!」

　ギョッとした兵士達が大きな基地構成車両から飛とび退のくと同時、オブジェクトの下位安定式プラズマ砲がそのメンテナンス施設を容よう赦しやなく薙ぎ払っていく。

　戦争の代名詞はオブジェクト。

　普通の戦車や戦闘機をいくら集めても、オブジェクトに対抗できる訳わけがない。

　だからこそ、敵軍のオブジェクトは、『自分が破は壊かいしたオブジェクトを修理できるかもしれない施設やスペアパーツ倉庫などを、最優先で破壊している』のだ。万に一つでもオブジェクトを組み直されてしまえば、一方的ではなく、オブジェクト対オブジェクトという勝ち負けの分からない真剣勝負が再び展開されてしまうのだから。

　別に、あのオブジェクトは兵士の命を見み逃のがしている訳わけではない。

　まず最初に、『反はん撃げきできる可能性』を完全に潰つぶす。その上で、全長五〇メートル以上の巨体を使って、蟻ありのように見える生なま身みの人間を一人一人追いかけて皆殺しにしようとしているのだ。

　ドンバンバギン!!　と、次々と基地構成車両が破壊されていった。

　自分達がまるで相手にされていないと分かっていながら、クウェンサー達は死しに物もの狂ぐるいで身を伏ふせる。わずかでも状況を見み誤あやまれば、四方八方から飛んでくる畳たたみぐらいの大きさの巨大な壁の破片が人間を押し潰そうと迫せまってくる。

「今の内に逃げるぞ」

　震ふるえる手でクウェンサーの腕を掴つかみながら、ヘイヴィアは言った。

　身動きの取れないクウェンサーは、ぐいぐいと引っ張られる腕を無視して、ただその言葉を聞いていた。

「どこでも良い!!　あの化ばけ物ものから少しでも離れられれば良い！　とにかく走るんだよ!!」

　それは戦略的な撤てつ退たいというより、単に怖いものから目を背そむけたいだけのようだった。

　そして、

「……、」

（止まっ……た？）

　あらかた主要な基地構成車両を爆ばく破はしたオブジェクトは、瓦が礫れきと残ざん骸がいの中央でしばし動きを止める。まるでゆっくりと思案するように、複数の巨大な砲ほう塔とうだけを緩ゆるやかに動かしている。

　クウェンサーは心臓が止まるかと思った。

　まさか。

　オブジェクト関係の施設を破壊し終えたから、今度こそ生なま身みの兵隊への虐ぎやく殺さつが始まるのか。

　そんな最悪の想像をするクウェンサーだが、体はもう動かなかった。それは隣となりのヘイヴィアも同じようだった。敵が意志を持つ人間───それも自分達と同じ軍人だというのは分かるのに、もはやあまりにも圧倒的過ぎて、恐竜か何かに睨にらまれているようなイメージなのだ。少しでも刺激すれば噛かみ千ち切ぎられる。

　実際には軍の命令に従したがって規則正しく動いているだけ……と分かっているはずなのに、クウェンサー達は百ひやく獣じゆうの王と出くわした草食動物のように、相手が気き紛まぐれを起こしてくれるのを祈いのる事しかできなくなっていた。

　そして。

　本体だけで五〇メートル、四方向に伸びる主しゆ砲ほうを含めると一四〇メートル以上のオブジェクトの巨体が、身じろぎした。背後から肩を叩たたかれたから振り返った。そんな挙きよ動どうでオブジェクトは方向転換すると、黒い雷らい雲うんが近づいてくるような音を鳴らし、元来た方角へと進んでいく。進路上にいた兵士達は転ころがるように全力で避よけたが、オブジェクトの方は気に留とめていないようだった。

「なん、だ……？」

　クウェンサーはようやく伏ふせていた身を起こし、オブジェクトの去った方へ目をやった。

「何で俺達、生きているんだ……？」

　あちこちに転がったまま動かない人ひと影かげと、自分とは一体何が違ちがったのか。それすらクウェンサーには判別できない。そんな彼に、すぐ近くにいたヘイヴィアが話しかけてくる。

「知るかよ。オイ行こうぜ。どんな事情があるかなんて分かんねえけど、とにかく俺らは生き残った。ここで少しでも遠くに走っておけば、生死を分ける事もあるかもしんねえ!!」

　ヘイヴィアの体はガタガタ震ふるえていた。

　クウェンサーもそれが正しいと思ったが、彼の足はそこで止まった。

　原因は足元。

　おそらくは、自軍のベースゾーンを作っていた基地構成車両のいずれかから吹ふき飛とばされてきたものだろう。液晶のディスプレイが転がっていた。サイズはＡ４のコピー用紙ほどで、どうやら通信機能も兼かねているらしい。そこからピーピーという電子音が鳴っている。

　ディスプレイには、この周辺の地図が表示されていた。

　その中に一ヶ所だけ、赤い光点が点てん滅めつしていた。

（……救助、信号……？）

　クウェンサーはその正しよう体たいに気づいて、それからハッとした。

「エリートのお姫様だ!!」

　そう、敵軍のオブジェクトは真まっ先さきに『破は壊かいされたこちらのオブジェクトを修理される可能性を排はい除じよしよう』としていた。そのため、生なま身みの兵士を放ほうっておいてでも、メンテナンス施設を立て続けに爆ばく破はしていったのだ。

　となれば。

『別のオブジェクトに乗るかもしれない』操そう縦じゆう士しの少女を最優先で抹まつ殺さつしようとするのは、敵軍の動きとしてはとても自然なものではないだろうか？

「おい、貴族と学生!!」

　その時、上官のフローレイティアが遠くから大声を張り上げた。

　そちらを見ると、わずかに青い色を帯びた鋼はがねのような銀ぎん髪ぱつの美女は大きな身振りで山の斜面の方を示しながら、

「今の内に逃げるのよ!!　上じよう層そう部ぶに伝える撤てつ退たいするための公式理由はこっちで用意しといてやる!!　山を一つ越こえられれば、大きな谷があるからね。交通手段は吊つり橋ばしだけ!!　渡ってしまえばオブジェクトの巨体から逃げ切る事ができるのよ!!　谷の向こう側から砲ほう撃げきされるかもしれないが、針しん葉よう樹じゆの森に隠かくれながら散開すれば何とかなるかもしれないの!!」

「でも……っ」

　クウェンサーは思わずフローレイティアと足元のディスプレイを交互に見た。

　正直、逃げ切る先───『ゴール』が提示された事で、思わず気絶するほどの安あん堵どにも襲おそわれていた。

　だが。

　今も生きているエリートの少女はどうするんだ……？　と、クウェンサーは踏ふみ止とどまってしまう。

　すると、フローレイティアはクウェンサーの足元にあるディスプレイに気づいたのだろう。

　気づいた上で、上官はこう叫さけんだ。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　何のための救助信号だと思っているの!!」

「……？」

「そいつは私達に向けて発信されているものじゃないの！　お姫様はわざと敵軍に傍ぼう受じゆさせるように救助信号を放はなって、注意を引きつけてくれているのよ!!　私達があっさり虐ぎやく殺さつされないようにね!!　その努力を無む駄だにするつもりなの!?」

　クウェンサーの目が見開かれた。

　フローレイティアの言葉は、彼の胸を確実に抉えぐり取とった。

（本気なのか……？）

　クウェンサーは辺あたりを見回す。本来は訓練に訓練を重ねて頑がん強きような肉体を持つはずの───そして、現実には今の今までオブジェクトの恩おん恵けいを受けて怠なまけていた兵士達は、クウェンサーの疑問の視線から逃のがれるように、それぞれが顔を逸そらしている。

　気まずそうに。

　それでいて、何とか逃げられる可能性は手て放ばなさないように。

（おい、なんだかんだ言っても味方なんだろ。一四歳ぐらいの女の子なんだろ。俺達を助けてくれるために、自分から囮おとりになるような子だろ。そんなのを、放ほうり出だして逃げるなんて、本気なのかよ……）

「逃げるぞ」

　隣となりにいるヘイヴィアが、ポツリと呟つぶやいた。

「逃げるしかねえ!!　どっちにしても、あのお姫様は殺される！　だったらあのオブジェクトが戻ってくる前に逃げ切らなきゃダメだろ!!」

「ふざけんな。良いのか、分かってんのか!?　あんなモラルもへったくれもない状況で、それも女の子のエリートが敵軍に捕つかまったらどんな目に遭あうかイメージできてるのか!?」

「だったら、テメェはあのオブジェクトと戦えんのかよ!?」

　真ま正しよう面めんから叫び返され、クウェンサーの言葉は止まった。

　ヘイヴィアの表情には、恐怖と共に屈くつ辱じよくがあった。

「綺き麗れい事ごとだったら誰だれでも言える!!　あの馬ば鹿かデカいオブジェクトにたった一人で立ち向かってお姫様を助け出すとか、そんなのできたら最高だよ!!　でも、実際問題どうにかできんのか!!　あんなもん、レーダーで捕ほ捉そくされた瞬しゆん間かんに生なま身みの体なんか塵ちりも残さず吹き飛ばされちまうじゃねえか!!」

　ボロボロになったヘイヴィアに両肩を掴つかまれ、クウェンサーは思った。

（……ちくしょう）

　じわじわと胸を締しめ付つけるのは、人間として当然あるべき感情。

　どうしようもない、恐怖だった。

（怖いに決まっている。誰がなんて言ったって、どれだけ希望的な観測を並べたところで、度ど胸きようなんか湧わくかよ。オブジェクトなんて化ばけ物ものだ。あんなもん相手に真ま正しよう面めんから立ち向かうなんて間ま違ちがってる。少しでも近くにいたくない。ヘイヴィアの言う通りだ。どんなに綺麗事を並べたところで、この気持ち悪さがそうそう簡単に消える訳わけないだろ……）

　だが、クウェンサーの足は退たい却きやくするためには動かなかった。

　彼はその場に立ち、真正面から改めてヘイヴィアの顔を見る。

「……あのお姫様は、そんな化け物と戦ってくれていたんじゃないのか？」

「ッ」

「大の男がこれだけ集まっても震ふるえ上あがるような、ちょっと照しよう準じゆんを合わせられただけでショック死してしまうような化け物から!!　俺達を守ってくれるために、たった一人でオブジェクトに乗って戦ってくれてたんだろうが!!」

　そう。

　たとえオブジェクトなんて馬鹿げた兵器に乗っていたって、怖いに決まっている。あんな化け物と立ち向かうのに、恐怖を感じない訳がない。

　あの少女は、出しゆつ撃げきの直前にこう言っていた。

　勝てるかどうかは分からない、と。

　特に真剣な調子ではなかったから、深い意味などないのだと思っていた。だが違う。もしも、あれが何なに気げない表面にまで噴ふん出しゆつしてしまうほどの、大きな不安を抱かかえていたせいだったとしたら。とにかく誰だれにでも良いから言葉を放はなって、少しでも不安を払ふつ拭しよくしたいだけだったとしたら。

　クウェンサーは思う。

　自分はここでどう動くべきだ。

「……貸せ」

　クウェンサーは、間ま近ぢかにいるヘイヴィアに手を差し出した。

　怪け訝げんな顔をするヘイヴィアにもう一度、

「貸せ!!　そのライフル!!」

　叫さけぶと、クウェンサーはひったくるように軍用のライフルを掴つかみ取とった。光学スコープの他に、赤外線カメラや索さく敵てきマイクまで備そなえたハイテク兵器だ。

　しかし、それを見たヘイヴィアの顔が引きつった。

「……マジで行く気かよ」

　まるで小さな子供のように、ヘイヴィアはふるふると首を横に振った。

「そんなもん、何の役にも立たねえぞ！　さっきのオブジェクト見ただろう!?　あいつは巨大な動どう力りよく炉ろを核シェルターの分ぶ厚あつい壁で覆おおったような怪かい物ぶつなんだよ!!　核ミサイルの一発二発、まともに直ちよく撃げきしたって動き続けるんだぞ!?　そんなの、学者の卵のテメェの方が理解できてるだろうが!!」

　そうだな、とクウェンサーは答えた。

　ヘイヴィアも分ぶん析せき官かんとしてオブジェクトの特とく徴ちようや弱点を探さがす仕事をしているようだが、クウェンサーはそれとは違ちがう、設計という方向からオブジェクトについて学んでいる。そしてその知識に照らし合わせれば自おのずと分かる。どう考えたって、勝てる訳わけがない。

　だが、

「仕方ないだろ……」

「何だって？」

「お前だって、本気で信じてるのか？　山を越こえれば大きな谷が待ってるって言ったって、最後までオブジェクトに追い着かれないと思ってるのか？」

「それは……」

「本気でお姫様を殺す気なら、一撃だ。仮に捕つかまえて基地に連れ帰るにしたって、一般の兵士がお姫様を拘こう束そくしてしまえば、オブジェクトは自由の身。すぐに引き返して登山中の俺達は皆殺しにされてしまう。……さっきの機き動どう性せいは見ただろう」

　実はまともに使った事もないライフルの重たい感かん触しよくに、ブルリとした震ふるえを感じるクウェンサー。それを押し殺して、彼は先を続けた。

「お姫様は時間を稼かせぐつもりみたいだけど、多分あの子一人じゃ稼ぎ切れない」

　自分で言っていて、現実味のない言葉だなとクウェンサーは思った。

　明確な恐怖が襲おそってくる前に動いてしまおうと、彼は考えていた。

「誰だれかが行かなきゃまずいだろ。責任を押し付けるんじゃなくて、現実的に生き残りたかったら」
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　切きり裂さくような吹雪ふぶきが顔の皮ひ膚ふに鋭するどい痛みを与える。

　白く染まる視界は無意味に不安を増大させる。

　底なし沼のように深い雪に足を取られそうになりながら、両手でライフルを抱かかえるクウェンサーは必死に走り続ける。

　この最前線に来て六ヶ月になるが、初めて本物の戦場を走っているような気がする。

　目的は、お姫様を助ける事だけだ。

　無理にオブジェクトと戦う必要はない。というより、鉢はち合あわせれば敵とみなされる事もなく、ゴミのように蹴け散ちらされて殺されてしまう。どうにかして、オブジェクトの死角から近づいてお姫様を助け出す方法があれば良いのだが……。

（どこだ）

　ライフルそのものが氷の塊かたまりのように冷たくなっていた。

　歯を食いしばり、指先の痛みに耐えながら、クウェンサーはあちこちへ視線を飛ばす。

（くそ、あのお姫様はどこにいる!?）

　確か、ディスプレイに表示されていたのはこの辺あたりのはずだった。しかし、エリートの少女は見当たらない。敵軍の兵士達が連れて行ってしまったのか。あるいは地図を正しく読めなくて、違ちがう地点に来てしまったのか。

（ちくしょう。地図から現在位置を把は握あくする事もできない状態で六ヶ月も生き延びていたなんて……今までどれだけおんぶしてもらっていたんだ）

　クウェンサーはライフルのスコープの辺りに、ケーブルを突つき刺さした。それは片耳だけの小さなイヤホンだ。それを右耳にはめつつ、使った事もないライフルを震ふるえる指で操作していく。

　確かヘイヴィアの話だと、索さく敵てきマイクの機能もあったはずだ。

（……、）

　銃じゆう口こう近くに銃剣のように取り付けてあるマイクを意識しながら、クウェンサーはゆっくりとその場で回る。全ぜん方ほう位いにマイクを向けると、チリッとした小さな音がイヤホンに入った。

「向こうか……？」

　ろくに訓練も受けておらず、ほとんど見よう見まねの格かつ好こうでライフルを構えながら、クウェンサーは音源の方角へと歩いていく。

　チリチリとした小さな音は、近づくにつれて徐じよ々じよに大きくなっていく。

　それが何となく人の声のように感じられた頃になって、クウェンサーは慌あわてて近くの岩場に体を隠かくした。

　改めて、顔だけを出す。

　白い吹雪ふぶきのカーテンの向こうに、人ひと影かげがある。

　距離は一〇〇メートルほどだろうか。ここからでは人にん相そうまでは分からない。ただ、三、四人の屈くつ強きような男の影が、一つの小こ柄がらな影を取り囲んでいた。小柄な影は膝ひざで地面に立つような不自然な格かつ好こうをしていて、両手も後頭部に押し当てている。

（お姫様か！　くそっ、予想通り捕つかまってやがる……ッ!!）

　クウェンサーは一度岩場に顔を引っ込め、それから周囲に目をやった。

　あのオブジェクトの巨体はどこにもない。

　エリートの少女が捕まるのを見届けてから、再び残党狩りに向かったのだろうか。

　一いつ瞬しゆん、全すべては途と方ほうもなく大きな罠わなで、クウェンサーが下へ手たな行動を取った直後に、超ちよう遠えん距きよ離りから下位安定式プラズマ砲ほうが飛んでくる可能性について考えてみた。だが、その可能性は低い。クウェンサー一人のためにオブジェクトを使うような罠を張るとは思えないし、そもそも超大型兵器オブジェクトなら、陳ちん腐ぷな生なま身みの人間のために罠を用意する必要もない。真ま正しよう面めんから皆殺しにできるのだから。

　あまりの恐怖に、危険を感知する心のセンサーがいかれているのかもしれない。

　現実的にはありえない可能性まで考こう慮りよしてしまうのは、それだけオブジェクトが恐ろしいからだろう。

　とにかく、冷静に考えれば……、

（オブジェクトはいない）

　両手で抱かかえたライフルの重さを、クウェンサーは改めて実感した。

　岩場の陰かげから顔を出し、状況を確認する。

（あの四人をどうにかすれば、お姫様を助け出す事ができる!!）

　今になって、オブジェクトへの恐怖とは違ちがう別種の気持ち悪い感覚が心臓を締しめ付つける。

　どうにかすれば。

　ライフルを手にしている以上、それは四人もの人間を撃うち殺ころす事を意味している。クウェンサーには急所を外はずして制圧するような腕はないし、そもそも軍用のライフル弾だんなら、手足に当てても引ひき千ち切ぎれるぐらいの威い力りよくはあるはずだ。急所の有う無むなど関係なく、ショック死してしまうだろう。

　本当に殺すのか。

　たった一人の仲間を助けるために、四人の他人を殺す事ができるのか？

（くそ、ふざけんな！）

　どうあっても震ふるえる指を、もう片方の手で強引に包み込む。

　ガチガチと鳴る歯を押さえられない。

（ここは戦場だぞ。殺す方が当たり前の世界なんだぞ！　戦うのは全て無む敵てきのオブジェクト任まかせって……今までこんなのを押し付けていたのかよ!!）

　必死に自分を奮ふるい立たたせ、太ふと股ももの辺あたりを自分の拳こぶしで殴なぐり付つけ、クウェンサーは何とかライフルを構えようとする。しかしスコープを覗のぞき込こもうとしたところで眩暈めまいがした。吐はき気けを堪こらえるように、何とか照しよう準じゆんを合わせる。

　狙ねらいはエリートの少女から一番近くにいる、男の兵士。

　こちらに気づいていないその男の、頭の真まん中なかに狙ねらいを定める。

　後は引き金を引くだけ。

　だが、引き金に掛かかった指は凍こおりついたように動かない。

（……人間だぞ）

　吐はき気けに押されるように、照しよう準じゆんがブレる。

（訓練所にある人型の的なんかじゃない。本物の、人間だぞ。俺達と同じようにオブジェクトに守られて、いつかは安全に国に帰る事を願っている、そんな平和ボケした兵隊なんだぞ……）

　撃うてない。

　そう思った時、片耳にはめたままのイヤホンが、変な音を発した。

　索さく敵てきマイクが拾ひろった音。

　照準を合わせている男の兵士の口から洩もれている言葉だ。




『おい。エリート様の特とく殊しゆスーツの耐久性を試してみようぜ。オブジェクトが帰ってきたらよ、両手をロープで縛しばって引っ掛けるんだ。そのまま基地まで引きずっても裸にならねえかテストしてやろう』




　それを耳にしたクウェンサーの動きが、止まった。

　そうこうしている間にも、笑い声と共に別の言葉が耳に入る。

『雪で滑すべりやすいっつっても、流石さすがにミンチになるんじゃねえの？』

『っつーかウチのベースゾーンまで引きずって、まだ生きてたらどうすんだよ。今度はお偉えらいエリート様の体の方のテストでもするのか？　確か、拷ごう問もん部べ屋やの連中が、ずっと使わないと道具が錆さびるから困ってるとかって話してたような気がするけどよ』

　いや、動きが止まったのではない。

　止まったのは震ふるえの方だった。

　震えを生み出す吐き気だった。

　心が醒さめた。

　まるで相手の言い分をシャットアウトするように、彼は索敵マイクのスイッチを切った。

　クウェンサーは素す直なおに思う。

　同じ人間だと考えていたから、引き金を引く事にためらっていた。

　でも、




　あれは、違ちがうよな？




　ドバッ!!　という轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　それが引き金に掛かかる指を引いた結果だとクウェンサーが認識した頃には、今まで笑っていた兵士の一人───その頭が、ライフル弾だんによって粉こな々ごなに吹ふき飛とばされた。薙なぎ倒たおされる首なし死体を無視して、クウェンサーは叫さけぶ。

「伏ふせろ!!」

　その言葉を先に理解したのは、エリートの少女だったか、それとも周囲の敵兵か。

　少女が深い雪の上に身を投げるのと同時に、クウェンサーはセミオートを使って素す早ばやく人差し指を動かし、短いスパンで一発ずつライフルを撃うち続つづけた。ろくに鍛きたえていないクウェンサーには、フルオート射しや撃げきの反動を押さえられないからだ。しかし敵兵の方も黙っていなかった。声のした方へ、ほとんど反射的に動くような挙きよ動どうでライフルの銃じゆう口こうを向けて発はつ砲ぽうしてくる。

　ほんの少しだけ、クウェンサーの方が速かった。

　とにかくそこにある物を薙ぎ払おうと、クウェンサーは細かい照しよう準じゆんを合わせずに右から左へ銃口を流した。短い間かん隔かくで引き金を引き、タンタンと等間隔で飛ばされる弾丸は、腰ぐらいの高さの『死のハードル』と化して敵兵達に襲おそいかかった。幸いにも、奇き襲しゆうは功こうを奏そうした。赤い血が撒まき散ちらされ、兵士達が雪の上へ薙ぎ倒されていく。

（……これで、何とか……ッ!!）

　しかし、とっさに伏せていたせいで難を逃のがれていた敵兵が二人いた。その内の一人が、ライフル弾の大きな反動のせいで棒立ちになっているクウェンサーへ、膝ひざ立だちの状態でライフルの銃口を向けようとしているのが分かる。そこへお姫様が身を低くしたままタックルを喰くらわせた。近きん距きよ離りで揉もみ合あいになればライフルで撃てなくなる。焦あせるクウェンサーだったが、その心配は必要なかった。お姫様の手の中には、包帯や小さな釣つり竿ざおなどを収おさめたサバイバルキットの中にある、調理用の鉄てつ串ぐしが握にぎられていて、敵兵の脇わき腹ばらに突つき刺ささっている。

　残った一人はとっさにお姫様から距離を取ろうとしたようだが、そこで不用意に体を起こしてしまった。直後、クウェンサーのライフル弾を浴あびて雪の上を転ころがる。

　これで終わった。

　そのはずだった。

　しかし、お姫様に鉄串を刺されて脇わき腹ばらから血を流す兵士は、雪の上に崩くずれ落おちた勢いで、ライフルの引き金を引いていた。おそらく本人の意思とは無関係だろう。その時、偶然ライフルの銃じゆう身しんの下にあるグレネードの引き金に指が掛かっていて、その銃口があらぬ方向……クウェンサーの方に向いていただけだ。

　重たい爆ばく発はつ物ぶつが、直線ではなく弧こを描えがいて空を切った。

　クウェンサーは、とっさにどうすれば良いか判断できなかった。

　直後。

　パガッ!!　という炸裂音と共に、クウェンサーの体は薙ぎ倒された。上半身の大半に、異様な痛みが走り抜ける。視界いっぱいに広がるのは白だった。最初、それは大空だと思っていたが、実は地面の雪だった。自分の体が横倒しになっている事すら、気づくのに遅れるほどの状態だった。

（……俺の、体……どう、なった……？）

　疑問に感じると同時に、体から力が抜けた。

　死し後ご硬こう直ちよくのように固まっていた手を何とか動かそうとしたが、ライフルのグリップが滑すべり落おちていく。それに続いて、クウェンサーの腕も再び雪の上へ転ころがった。

　腹や胸など、上半身にズキズキとした痛みがようやく伝わってくる。

（くそ、どうなった。連中、みんな死んじまったのか。本当に、撃うち漏もらしはないのか……。誰だれか、起き上がったりは、しないだろうな……？）

　銃じゆう撃げきは止やんでいた。

　きちんと全員殺したのか、それとも逃げられたのか、あるいはクウェンサーを仕し留とめた事で無む駄だ弾だまを撃つのをやめたのか。雪に埋うもれる彼には判断できなかった。

（……、くっ……）

　傷口を見ようとしたが、体が思うように動かない。

　そうこうしている内に、頭の中まで動かなくなってきた。

（お姫様は……？）

　エリートの少女を助けるためにわざわざここまでやってきたのに、結局、クウェンサーにはその生死を確認する余裕すらも残されていなかった。

　意識は沈しずむ。

　一度浮かび上がったはずの痛みも、結局爆ばく発はつする事なく霧む散さんしていった。
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　どこかから名前を呼ばれた気がした。

　黒とも極ごく彩さい色しきとも違ちがう、何か得え体たいの知れない視界。二つの眼球がそれぞれ見ている映像を、頭の中で処理しきれずにモザイクになっている感覚。平へい衡こう感覚を失い吐はき気けを催もよおす景色けしきをぼんやりと眺ながめていたクウェンサーは、今度こそその名を呼ばれた。

「……おい、起きろよ……クウェンサーッ!!　寝てんな！　起きろ!!」

「ヘイヴィア……？」

　掠かすれた声で、クウェンサーは思わず呟つぶやいた。

　体は雪の中に沈しずんでいるはずだが、もはや感覚はない。

「何でだ？　逃げたんじゃなかったのか……？」

「うるせえな。仕方ねえだろ」

　そんな事を言うヘイヴィアの肩には、携けい行こう型がたの対戦車ミサイルが紐ひもで掛かけてあった。無む駄だと知りつつも、少しでも火力の高い武器を掴つかんで持って来たのだろう。見れば、ヘイヴィアの体は今も小こ刻きざみに震ふるえている。

　あのオブジェクトに対する恐怖は、そう簡単に拭ぬぐえるものではない。

　それでも、ヘイヴィアはクウェンサーの後を追ってここまでやって来てくれた。

「……俺、撃うたれたんじゃ……？」

「ド素人しろうとが。中ちゆう途と半はん端ぱな位置に落ちたグレネードが、近くにあった岩を削けずって細かい欠片かけらを撒まき散ちらしたんだ。テメェは飛び散った石の破片を上半身に浴あびたんだよ。まともにグレネードの破片を喰くらってたら、肉が吹き飛んでる。そうなるように設計されてんだからよ」

「そうか。くそ、情けないな……。かすり傷にビビって気絶してたのか」

　クウェンサーは起き上がろうとしたが、胸の辺あたりに強い圧あつ迫ぱくのようなものを感じて呻うめいた。どうやら精神的なショックを受けて、派手に心臓が収しゆう縮しゆくしたらしい。咳せき込こみながらも、クウェンサーは雪の中から体を引っこ抜く。

「ちくしょう、エリートのお姫様は……？　気を失ってる間に連れ去られたのか」

「何言ってんだ。テメェはきっちり勝って、クソ野や郎ろうどもを全ぜん滅めつさせてるから安心しろ。見ろよヒーロー、テメェが助けたお姫様ならそっちにいるぜ」

　ヘイヴィアが指差した方をクウェンサーが見ると、ほんの二メートルぐらいの所にエリートの少女は突つっ立たっていた。信じられないものを見るような目で、棒立ちのままクウェンサーの顔を凝ぎよう視ししている。

　その表情は、なんと表現したら良いだろうか。

　途と方ほうもない恐怖があった。譬たとえようのない驚きがあった。未いまだに安あん堵どして良いのか分からないような顔でもあった。いいや、それは喜き怒ど哀あい楽らくなどという簡単に分類できるものではなかった。

「どうして……？」

　と、彼女は言った。

　感情の波が安定しない、ふらふらと揺ゆれるような声こわ色いろだった。

「どうして、わたしを助けに来たの……？」

　後からこぼれるのは、心を大きく抉えぐられた者から溢あふれる、本当の意味での本音だった。

　あるいは、これ以上嘘うそをつきたくないと思えるような何かを、少女は感じたのか。

「じっさいにメインでたたかうエリートでもないくせに。かくシェルターみたいなぶあついそうこうのオブジェクトに守られているのでもないのに、どうして生なま身みの体でここまで来ちゃったの？」

　クウェンサーは、その言葉を黙って聞いていた。

　彼女の言葉には、上うわっ面つら以上の何かが込められていた。

「わたし、心の中ではあなたたちのことをバカにしてたのに」

　ボロボロと、言葉が溢あふれる。

　それは、軍事力の要かなめであり、ある意味において国家の代表とも言えるオブジェクトの操そう縦じゆう士しエリートとしては、確かに不適切なものだったのかもしれない。

「いつもわたしが守ってやってるって、オブジェクトがいなくなったらみんなころされるしかないって！」

　ただ、だからこそ、その醜みにくさには人間味があった。

　今までの綺き麗れい過ぎるイメージは天然水などではなく、塩えん素そ臭くさい水道水のようなものだったのではないかと、クウェンサーは自然とそう思う事ができた。

「ひていしようとおもっても、正しくありたいとおもっても、ずっとずっとそんなひどいかんがえばかりうかんでたのに!!　なんでそんなにんげんを助けるために、こんな所まで来ているの!?」

　クウェンサーとヘイヴィアは、互いの顔を見合わせた。

　それから改めて、エリートの少女の顔を見た。

　史上最強のオブジェクトを失い、役割を奪うばわれてしまった一人の少女の顔を。

「酷ひどい考えも何も、そいつは本当の事じゃないか」

「え……？」

「オブジェクトについて色々勉強してきたつもりだったけど、今日きよう、実際に戦って初めて分かった。あれは、怪かい物ぶつだ。正しよう真しん正しよう銘めいの怪物なんだ。そんな化ばけ物ものが俺達のベースゾーンを蹂じゆう躙りんしないように、今の今まで一人で頑がん張ばってきたのは誰だれなんだよ」

　少女は、驚いた顔でクウェンサーを見ていた。

　クウェンサーは長時間雪の中に埋うもれていたのと、精神的なショックが抜けきれないのとで固まった顔を動かし、強こわ張ばった筋肉で無む理り矢や理り笑えみを浮かべようとした。

「もう、良いじゃんか」

　近くに落ちていたライフルを拾ひろい上あげ、クウェンサーは言う。

　空からになったマガジンを抜き、ヘイヴィアから受け取った別のマガジンを差し込む。

　オブジェクトに比べれば、ちっぽけな武器。

　それを手にしたまま、クウェンサーは少女に向けて、本当にひどい表情を浮かべた。

「もう、一人じゃなくても良いだろ。こんなの、大それた理由なんかいるのかよ」

　少女はその言葉を、どう受け止めて良いか分からなかったようだ。

　超大型兵器オブジェクトの操そう縦じゆう士し。

　エリートと呼ばれる少女。

　彼女は、今までそんな言葉を掛かけてもらった事もなかったのだろう。勝つ事が当たり前とされ、多くの命を背せ負おった状態で、負ければそれらが全すべて奪うばわれると暗あんに脅きよう迫はくされるような格かつ好こうで、必死に戦い続けてきた。だから、どれだけ傷ついても、どれだけ不安を抱かかえていても、その一人きりの戦いに異い議ぎを唱となえてくれる者はいなかった。

　少女は、クウェンサーの言葉を受け止めきれなかったようだ。

　困ったように視線をヘイヴィアの方に向けると、彼の方も肩をすくめた。

「俺の方も大した事ねえよ。クウェンサーの野や郎ろうが、お姫様一人じゃ囮おとりにもならねえっつったんでな。そいつで冷静になれたってだけだ。言われてみりゃ確かにその通りだから、囮にしても使えるレベルのモンを用意しなくちゃ皆殺しって訳わけなんだよ。後は、まぁ、あれだ。───『仕方がねえ』ってトコか？」

　適当な調子で嘯うそぶくと、ヘイヴィアは軽く周囲に目をやった。

「そんじゃお姫様にナイト様。そろそろのんびりもしてられなくなってきたみたいだぞ」

「……？」

　クウェンサーは眉まゆをひそめたが、直後に気づいた。

　ヘイヴィアの痩やせ我が慢まんに。そして空一面が黒い雷らい雲うんに覆おおわれるような低いオブジェクトの駆く動どう音おんが、遠くから近づいてくる事に。

「行くぞ！　派手に銃じゆう声せい鳴らして敵兵ぶっ殺したんだ。向こうのオブジェクトもそろそろ勘かん付づいてこっちに来るはずだ!!」

　そう叫んだヘイヴィアの言葉と共に、心温まる時間は終わりを告つげる。

　後は地じ獄ごくに逆ぎやく戻もどり。

　全長五〇メートル以上の超大型兵器オブジェクトとの生死を賭かけた鬼ごっこが再開される。

「くそっ!!　具体的にはどこへ逃げるんだ!?」

　深い雪に足を取られそうになりながら、クウェンサーは必死に足を動かす。対して、ヘイヴィアは恐怖を打ち消そうとするように、思いきり大声で叫び返した。

「自分が戦うエリアの地図ぐらい事前に叩たたき込こんでおけよ!!　五〇メートル先に洞どう窟くつがある。とりあえずそこまで駆け込めばオブジェクトの巨体はどうにかしのげる!!」

　五〇メートル。

　舗ほ装そうされた道路なら装備を背負っていても一〇秒以内で何とかなる距離。

　しかし深い雪は確実に速度を奪うばうし、何より敵のオブジェクトは黒い雷らい雲うんが広がるような音と共に静電気を利用して山の斜面を迂回する形で現れ、滑なめらかに迫せまってくる。まるで机の上を下した敷じきが滑すべるような動きだった。

　三キロ程度の距離が離れているようだが、向こうにとっては目と鼻の先だ。

「プラズマほうがこっちをねらってる!!」

　エリートの少女が叫ぶ。

（あのオブジェクトの照しよう準じゆん装そう置ちなら、この距離で撃うてないなんて事はありえない。お姫様を生いけ捕どりにするかどうかで迷っているのか？）

　洞どう窟くつまでの距離が、異い様ように長く感じられた。

（確かに、『尋じん問もん』すればウチのオブジェクト関連の機き密みつ情じよう報ほうを得られるかもしれないけど！　さっきの歩兵とは統一の取れていない対応だな!!）

　恐怖で足がすくみそうになるが、とにかく走り続けるしかない。

「なあクウェンサー、テメェの兵科は工兵だろ！　爆ばく薬やく持ってきてるか!?」

「ありきたりなＣ４が五キロほどなら！」

「おい！　正式装備の規定じゃ一〇キロじゃなかったか!?」

「役にも立たない爆薬を四し六ろく時じ中ちゆう抱かかえてるのが馬ば鹿か馬鹿しくってね！　そもそもこいつは土木用だ！　オブジェクト相手に通じるようなもんじゃない!!」

「貸せ！　良いから早く!!　信しん管かんごとだ!!」

　洞窟の入り口近くまで走りながら、クウェンサーはヘアスプレーの缶程度の大きさの、粘ねん土どのような塊かたまりを投げる。透明なフィルムでパッケージされた爆弾を受け取ったヘイヴィアは、フィルムの上から起き爆ばく信しん号ごうの受信装置とセットになった電気信管を突つき刺さすと、洞窟のすぐ脇わきに放ほうり投なげた。

　迫るオブジェクトの主しゆ砲ほう───下位安定式プラズマ砲の砲ほう塔とうが、ゆっくりとこちらに照しよう準じゆんを合わせてくる。

　しかしそれが火を噴ふく前にヘイヴィアは洞窟へ飛び込み、クウェンサーも続いた。エリートの少女は雪に足を取られて転ころびそうになったが、そのまま倒れ込むように洞窟へ突っ込んでくる。

　慌あわててエリートの少女を受け止めたクウェンサーは、

「おいどうする!?　出入り口から下位安定式プラズマ砲ほうを撃うたれたら、蒸むし焼やきにされるぞ!!　どれだけ枝えだ分わかれしていようが、洞どう窟くつ内ないの空気全体がオーブンみたいになったらおしまいだ!!」

「そのためにＣ４を借りたんだ！　どけどけ!!　奥へ行くぞ!!」

　ヘイヴィアに促うながされ、クウェンサーはエリートの少女を半なかば引きずるような格かつ好こうで洞窟の奥へと進む。一〇メートルほど進んだ所で、ふとクウェンサーは思った。

　あのＣ４はどういうつもりだったのだろう？

　もしかすると、洞窟の入り口にオブジェクトが鼻先を押し付けたところで起爆するつもりなのかもしれないが、そんなもので傷がつくとは思えない。そもそも、オブジェクトの装そう甲こうは核ミサイルの一発や二発、直ちよく撃げきしても問題ないぐらいなのだから。

　すると、顔色から疑問を受け取ったのか、ヘイヴィアはニヤリと笑った。

「悪わりぃ。のっけから運試しになりそうだぜ」

　直後、ヘイヴィアは無線起爆装置のスイッチを押した。




　パガッ!!　という轟ごう音おんと共に、洞窟の天てん井じようが崩くずれて入り口が封ふうじられた。




　確かにそれは、一種の運試しだった。

　一つ目は、他に出口がなければ自みずから生いき埋うめになってしまう事。

　二つ目は、圧あつ縮しゆくされた爆ばく風ふうは洞どう窟くつ側がわへも流れてくる事。

　……おかげで、クウェンサーはうっかり鼓こ膜まくを吹ふき飛とばすところだった。
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　洞窟をちょっと進んだ所で分かれ道があり、すぐ近くに別の出口はあった。クウェンサー達三人は洞窟を出ると、その出入り口を雪で埋めた。本当はＣ４で爆発させてしまいたかったが、下へ手たに爆薬を使うと、その轟ごう音おんでオブジェクトを呼び寄せかねない。

　大きすぎるオブジェクトは、洞窟の中には入って来れない。

　だからこそ、今現在は生なま身みの兵隊が捜そう索さく活かつ動どうを行っているだろう。彼らにはもう少し『ターゲットは洞窟の中に隠かくれている』と思ってもらった方が良い。

　クウェンサー達は洞窟を出た所にある、針しん葉よう樹じゆの林の中に隠れていた。この極ごく寒かんの世界で木こ陰かげに隠れても寒さを凌しのげる訳わけはない……と思っていたクウェンサーだったが、実際に隠れてみると、冬の風が当たらないだけでもかなり体感温度は変わっていた。

　消しゴムを使って焼く前の四角いお餅もちを作りました、という味のレーションをかじりながら、クウェンサーは洞窟の出入り口の方へ目をやる。

「……とりあえず、こっちの足取りが気づかれている感じはしないな」

「かみなりみたいな低い『うなり』がきこえるから、オブジェクトはまだ近くにいるんじゃない？」

　エリートの少女は両手で小さなレーションを掴つかんで口に入れながら、耳をそばだてていた。その言葉を聞いたクウェンサーは、同じように遠くからの音に意識を集中させながら、

「多分、オブジェクトを操そう縦じゆうできるエリートを押さえるのが、最優先事項なんだろう。捜そう索さく活かつ動どうが終わるまで、ここを離れる気はないみたいだ」

　逆に言えば、クウェンサー達が見つかるか、オブジェクト側が捜索を諦あきらめるまでは、今も逃走中の仲間達への虐ぎやく殺さつは中断されるという事だ。

　ヘイヴィアは役に立たない携けい行こう型がたの対戦車ミサイルを重たそうに肩に提さげながら、

「なぁ。ひとまず敵さんはこっちを見失ってんだろ。今の内に雲隠れしちまえば命だけは助かるんじゃねえのか？」

「かもしれない。ただし、その場合登山中の自軍が皆殺しにされるだろ」

　クウェンサーが言うと、ヘイヴィアは『くそっ！』と毒どくづいた。

　エリートの少女は、四角いレーションを角の方から少しずつかじりつつ、

「でも、かれらがぶじににげきるまで、おとりをつづけられるとおもう？」

「死ぬだろそんなの。敵兵にチラリとでも見られたら、オブジェクト呼ばれて下位安定式プラズマ砲ほうの集中砲火だぜ！　囮おとりとしてフラフラ体を出すだけでもアウトだっつーの!!」

「なら、このまま立ち去るのか!!」

「だから、さっきっからそうしてえっつってんだろうがよ!!　お姫様のオブジェクトでも太た刀ち打うちできなかった化ばけ物ものだぜ!?　俺らだけで何とかなる訳わけねえだろ!!」

　突然矛ほこ先さきを向けられたお姫様は、わずかに顔を俯うつむかせ、

「……あれは、いきなり『そうち』がさどうしかけたから。モードをかいじょするのにてまどっている内に、さらにオブジェクトからこうげきをうけただけよ」

「装そう置ち？　ああ、機き密みつ保ほ護ご装置か」

　ようは自じ爆ばく機き能のうである。軍事機密の塊かたまりであるオブジェクトは、何としても敵に鹵ろ獲かくされる事を阻そ止ししなければならない。そのため、お姫様のオブジェクトには、大たい破はもしないで行動不能になったとセンサーが読み取った場合、装そう甲こうと動どう力りよく炉ろの間のスペースに下位安定式プラズマ砲の特殊ガスを封ふう入にゆうし、自みずから爆発する機能がついているのだ。

「そんな事はどうでも良いんだよ。目の前の問題から世せ間けん話ばなしで逃げてんじゃねえ！　あのアメンボ野や郎ろうをどうするか考えようぜ!!」

「まだ逃げる事を考えているのか？　生き残れるけど一生トラウマになるぞ！　後はそうだな、お前は『貴族』サマだろ？　ここで一人だけノコノコ生き残ってもそいつは不ふ名めい誉よ扱あつかいだ。家か督とくを継つげなくなって転落人生まっしぐらになるんじゃないか!?」

「……ッ!?　じゃあどうすんだよくそったれ!!」

「このままじゃ戦場で死ぬか本国で死ぬかだ！　それが嫌いやなら、あいつをどうにかするしかないんだよ!!」

　具体的な方法は？　と三人は当然すぎる問題を前に、わずかに黙り込んだ。

　クウェンサーは味のないレーションを、最後の一ひと欠片かけらまで口に放ほうり込こむ。

　ここにいる面子メンツの顔を見回し、それからふと思った。

「オブジェクトの設計を学んでいる学生に、攻こう略りやくの起点を探さがすための分ぶん析せき官かん、それに操そう縦じゆうを行うエリートが揃そろってる、か……」

「オイ、嘘うそだろ。何となくテメェが考えてる事が分かった気がするが、それにしたって嘘だろ」

「……探すしかないんじゃないか？」

　クウェンサーは追おい詰つめられた者特有の、ガチガチに強こわ張ばった顔でこう言った。

「どうやっても倒せないはずのオブジェクトを、どうにかできる弱点を」







　そんな訳わけで、クウェンサー達三人は山の斜しや面めんを迂う回かいし、Ｃ４で爆ばく破はした出入り口の方へと徒と歩ほで戻っていった。

　深い雪の中に身を伏ふせ、針しん葉よう樹じゆと針葉樹の隙すき間まからライフルを構える。

　敵を撃うつための準備ではない。

　スコープを双眼鏡の代わりに使おうとしているだけだ。

　クウェンサーの覗のぞいているもの───超大型兵器オブジェクトには、普通の銃じゆう弾だんなど通用するはずがないのだから。

「（……オイ、赤外線のスイッチは押すなよ。照しよう射しやしてるのに気づかれたら下位安定式プラズマ砲ほうをブチ込まれちまう）」

　すぐ隣となりで同じように伏せているヘイヴィアが、必要以上に神経質な注意を呼びかける。それだけ緊張しているのだろう。

　無理もない。

　オブジェクトまでの距きよ離りは三〇〇メートルほどだが、この地点で向こうに気づかれたら、今度こそ逃げ場はない。待っているのは無む慈じ悲ひな虐ぎやく殺さつだけである。その足元から響く黒い雷らい雲うんが広がるような音を聞くだけで、身がすくみそうになる。

「（……あのオブジェクトは何をやっているんだ？）」

「（……レーダーで走そう査さ……じゃねえな。戦車や戦闘機はともかく、生なま身みの人間の位置をキャッチできるとは思えねえし）」

「（……えいせいとアクセスしようとしているみたいね。つうしんしょうがいが出ているから、上う手まくいっていないようだけど）」

「（……そういえば、天候兵器のチャフミサイル撃うってたっけ？　電波障害用の粒子を雲の中に散布して、天然の雲を丸ごと対たい衛えい星せい用ようのシールドに変えてしまうとかっていうヤツ）」

　仮に人工衛星が使用されていたら一いつ瞬しゆんで発見されていただろう。今は血税の無む駄だ遣づかいに感謝するだけである。

「よし、復習の時間だ」

　ライフルのスコープを覗きながら、クウェンサーは言う。

　こちらは対戦車ミサイルの照しよう準じゆん装置越ごしにオブジェクトを覗き込んでいるヘイヴィアが、その無む理り矢や理りな軽かる口くちに応じる。

「敵軍のオブジェクトの作戦名はウォーターストライダー……アメンボだ。もっとも、これはこっち側のコードネームだから、向こうがなんて名前で開発したかは分かんねーけどな」

「なまえの由ゆ来らいは、あのあしよ」

　クウェンサーのすぐ近くで屈かがんでいるエリートの少女は、肉眼でウォーターストライダーを睨にらみつけていた。

　クウェンサーはライフルを動かし、オブジェクトの脚へ視線を固定させる。

　ウォーターストライダーの本体は、巨大な球体だ。そこから昆虫のような四本の脚が飛び出し、地面を踏みしめている。

　移動方法は、歩行ではなく滑かつ走そう。アメンボが水の上を移動するのと同じく、滑すべるように進む事から、そういう名で呼ばれるようになったのだろう。

「静電気を使って地面の上を滑るような感じの方式だったな。基本はウチのお姫様と似たようなもんだが、四本脚と組み合わせる事で、より起伏の激しい地面でもスムーズに動けるように調整されているんだ」

　クウェンサーは特に足元に注意しながら言う。

　すると、傍かたわらにいたお姫様が付け加えるように、

「『せいでんき』はおもたいオブジェクトをうかばせるためのもの。まえへすすむためのそうちは他にあるの。わたしのばあいは、レーザーを応用して、くうきをばくはつさせているけど、ウォーターストライダーは『あし』をつかってちょくせつじめんをけっているみたいね」

[image: ]

　そういう意味では、ウォーターストライダーは本当に『アメンボ』みたいな動き方をしているようだ。とはいえ、一度に一本の脚へ自じ重じゆうを集中させて潰つぶさないよう、高度な演算と微調整を瞬しゆん時じに行った上で、『ほんのわずかに、触ふれるように地面を蹴ける』方式を採用しているのだろうが。

　そんな事を考えながら、クウェンサーはさらに言う。

「ようは、静電気式っていうのは、空気を下に吹き付けて水面に浮かぶエアクッション船の親しん戚せきだろ。オブジェクトは壊こわせなくても、足元の大地を掘り返す事はできるんじゃないか？　極端な段差があれば『浮かばせるための力』が均一じゃなくなって、滑すべる事ができなくなるかもしれない」

「一応、四本脚で歩行する事も可能だぜ。深みに嵌はまったら足を引っこ抜くだけだ。一〇秒ぐらいの足止めはできるかもしれねえが、それでオブジェクトの機能を殺す事はできねえよ」

　それに、とヘイヴィアは前置きして、

「たとえ脚を止めても、下位安定式プラズマ砲ほうを始めとしたふざけた火力は生きてる。移動砲台が固定砲台になるぐらいのもんだ。『足元を爆ばく破はするために近づいた事』がバレちまえば、あっという間に蜂はちの巣すだぞ。死ぬ気でフローレイティア達を助けたいんなら有効かもしんねえが、正直そんな死に方は遠えん慮りよしてえな」

「となると……」

　エリートの少女は視線をウォーターストライダーの足元から、上部に備そなえ付つけられている主砲の方へと向け直す。

「てきのほうだいをごばくできないかな？　オブジェクトはオブジェクトにしかこわせないなら、あのオブジェクト自身の力を利用できれば……」

「こっちの手持ちにオブジェクトがあればできるかもな。ただし、こんなチャチなミサイルじゃ、砲にかすり傷をつける事もできねえぞ」

　ヘイヴィアは自分の持っている携けい行こう型がたのミサイルを、ガラクタでも扱あつかうように軽く叩たたく。

　脚も砲も壊せない。

　となると、残っているのは……。

「やっぱり、『本体』を叩くしかないのか」

　クウェンサーは本体の巨大な球体をスコープで見る。

「でも、そこが一番難しいんじゃないか。巨大な動どう力りよく炉ろの周まわりを、核シェルターの壁で覆おおったようなものだろ。そんなの、どうやって叩けば良いんだ？」

「おい、自軍のオブジェクトのスペアパーツがあったろ。あの中に、ウチのお姫様が扱あつかっていたオブジェクトの主砲の予備とかねえのか？　オブジェクトはオブジェクトの火力じゃなけりゃ破は壊かいできない。っつっても、砲さえ動けば何とかなるだろ」

「オブジェクトに積まれてる動力炉の出力知ってるか？」

　クウェンサーは苦にがい調子で首を横に振る。

「並の原子力空母でも電力不足になるぐらいの砲を、一〇〇門以上同時に撃うっても有あり余あまるほどのエネルギーを生み出すんだぞ。精せい密みつ機き械かいでも追い着かない腕を持つ職人が三〇〇人ぐらい集まって、全部手作業で作ってる、人類の技術の結晶なんだ。あの動力炉に変わるエネルギー源なんて、どこから拾ひろってくるんだよ」

　ポツポツ言っている端はしから反対意見が次々と湧わき出でてくるのか、クウェンサーの口は止まらない。

「それに、仮に動どう力りよく炉ろがあったとしても、元々五〇メートル二〇万トン級のオブジェクトに取り付けて発射する事を前提にした兵器だぞ。レールガンやコイルガンだと発射時の衝しよう撃げき波はだけで撃うっている俺達も死ぬかもしれないし、レーザーやプラズマ系だと輻ふく射しや熱ねつで人間松たい明まつになる可能性もある。……いや、下位安定式プラズマ砲ほうなら発射と共にロケットみたいに飛んでいくかもな」

「言ってみただけだ、クソッたれ。そもそも、そういう『万が一』をプチプチ潰つぶしていくために、あのアメンボ野や郎ろうは基地のメンテ施設を重点的に破は壊かいしていったんだろうからな」

　しかし、互いに罵ののしり合あっていた二人の言葉が、途中で止まる。

「待てよ」

「ああ」

　エリートの少女が首を傾かしげる前で、彼らはスコープから目を離し、改めて顔を見合わせた。

「オブジェクト自体はブチ壊こわせなくても、向こうだってベースゾーン自体は生なま身みの兵隊が運営しているんだよな」

「あの怪かい物ぶつだって兵器なんだから、定期的なメンテができなくなれば、動きは止まるはずじゃねえか？」







　クウェンサー達は一度ウォーターストライダーから大きく離れると、山の斜しや面めんを降りた。彼ら三人は、ウォーターストライダーの整備基地ベースゾーンの裏うら手ての近くまで来ている。

　彼らがいるのは錆さびた鉄の塔とうだった。

　おそらくベースゾーンの建設中、まだレーダーを配備する前に周囲を警けい戒かいするために建てられた臨時の見張り塔なのだろう。ベースゾーン完成後はそのまま放置されたようだが、クウェンサー達はこれを利用した。

　見張り塔に取り付けられている防ぼう弾だん用ようの鉄板に身を隠かくしつつ遠くを眺ながめると、敵軍の整備基地ベースゾーンが広がっていた。基地のサイズはざっと五〇〇メートル四方ほどだろうか。

　ベースゾーンの全景を眺めたヘイヴィアは、静かに呟つぶやいた。

「……オイ、気づいたか」

「レーダー施設が多いな。というより、基地のほとんどがレーダーばっかりだ」

　分ぶ厚あついコンクリートの塊かたまりで築かれた建物の大半は、ウォーターストライダーのメンテナンスをするための整備場か、そのオブジェクトの活動を支えるためのレーダー施設だった。一般的な生身の戦力などはほとんどない。『戦争の代名詞はオブジェクトであり、全すべての力をオブジェクトに結集させる事』を旨むねとした基地。それが、敵軍の考えたレイアウトのようだった。

「戦車や戦闘機どころか、装そう甲こう車しやとか兵員輸送車すらないな。いくつか点々とある車両って、全部雪かき用のトラクターだろ？」

「無む駄だな車両点検用のメンテ費を削けずって、全部オブジェクトの整備やレーダー施設に回してるってのかよ」

「……確かに、時代遅れの戦車を税金で整備・維い持じし続けるのは馬ば鹿か馬鹿しいけど……」

　おそらく、敵軍のベースゾーンにはオブジェクト以外の戦力は歩兵しかいないのだろう。しかも、その歩兵にしたところで……、

「そりゃそうだよな」

　と、クウェンサーは思わず呟つぶやく。

「今まで銃じゆうを構えた事もない学生だった俺に、四人もの兵隊と戦える訳わけがなかったんだ。あれは整備兵か何かだったんじゃないか？　『生なま身みで逃げるエリートを捕つかまえる』なんて事態を想定していなかったから、非戦闘要員の整備兵が急きゆう遽きよ駆り出されたって考えた方が無難だろ」

「相手が訓練を積んでいようがいなかろうが、テメェが殺したのはクズ野や郎ろうだよ。テメェがお姫様を救ったナイト様だっつー事にも変わりはない」

　ヘイヴィアは軽い調子で呟いた。

　一時的にでもオブジェクトから遠ざかったせいか、多少気が大きくなっているようだ。

「ただ、そんな前線にも整備兵が出てくるってんだから、普通の兵隊はほとんどいないって考えた方が良さそうだな。あの馬ば鹿かデカいオブジェクトさえいなくなれば、現在逃走中のフローレイティア達だけでも何とか制圧できるんじゃねえか？」

「もんだいは、そのオブジェクトをどうするかよ」

　エリートの少女は呆あきれた調子で言う。

　クウェンサーはベースゾーン全体の中でも特に大きな……おそらくオブジェクトを整備するための施設を見る。

「？　……屋根や壁は開閉式みたいだな」

「向こうの戦力はオブジェクトだけだぜ。メンテ中に敵さんが襲おそってきたら大問題だ。だから整備している間にもいくつかの砲ほうを動かせるようにして、固定砲台として迎げい撃げきできるようにしてるんだろ」

「でも、オブジェクトをうごかしていたら、メンテナンスはできなくなるんじゃないの？」

「ウォーターストライダーには一〇〇門以上の砲があるんだぜ。半分を止めてメンテに回しても、まだ五〇門も余あまってやがる。そうやって常に最低限動かせる数を揃そろえてるんだろ」

　ヘイヴィアの言葉を聞きながら、改めてクウェンサーはベースゾーンの全景を眺ながめた。

「……どこを爆ばく破はすれば良いと思う？」

　クウェンサーは建物の構造を頭の中に入れながら、傍かたわらの戦友に問いかける。

「これだけ広い基地の中で、一番壊こわされたら困る所は」

「気づいてんだろ？　脚だ。ウォーターストライダーの脚のスペアパーツが眠ってる倉庫か何か」

「？」

　エリートの少女が首を傾かしげるが、クウェンサーはヘイヴィアの言葉に頷うなずいた。

「やっぱり、あれだけの巨体を浮かべるのには、相当の負ふ荷かがかかるんだろうな。エアクッション船みたいに巨大な平へい板ばんを使ったとしても大変なのに、四本脚の先端だけで浮かばせているんだから」

「ウチの部署で採さい取しゆした戦闘記録だと、あのアメンボ野や郎ろうは平均で半日に一回、基地に引き返してメンテを受けてる。おそらく足元のガラスの靴をオーバーホールしてるんだろ。オブジェクトの巨体を浮かばせるほどのエネルギーを常時生み出してると、パーツの金属が溶とけちまうって訳わけだ」

「わたしのオブジェクトもせいでんきをつかっているけど、半年はこうかんしなくても大丈夫だよ。大体いつもJPlevelMHDどうりょくろの『はいきガス』をぎょうしゅくしてためこむ『こちゃくボックス』といっしょにこうかんしてるから、なんとなくおぼえてる」

「その辺は設置面積の違ちがいじゃねえか？　お姫様のは一辺が数十メートルもある、逆Ｙ字の平面状浮ふ遊ゆう体たいをベタッと地面に対応させてるだろ。だから負担も少ねえ。例のアメンボは四本脚の先端だけで浮かび上がらせてんだから、その分速く摩ま耗もうしちまう。それが半日と半年───交換期間の違いとして現れてんだ」

「……半日って、施設をぶっ壊こわしても一二時間はウォーターストライダーに追われ続けるっていうのか？」

「今のガラスの靴が交換直後の新品ならな。前回の交換から時間も経たってるし、お姫様のオブジェクトとぶつかって、かなり無茶な速度を出してる。もう足回りは焦こげかけてんじゃねえのか？　まだ基地に引き返してこない方が不ふ思し議ぎなぐらいだ」

「じゃあ、そのスペアパーツをばくはしてしまえば……」

　少女の呟つぶやきに、半人前の軍人二人はこう答えた。

「交換作業はできなくなる。オブジェクトの脚は焼き付いて動かなくなるし、その状態で無理に動かし続ければ、硬かたい防ぼう壁へきの内側からシステムを溶かす羽は目めになる」

「オブジェクトそのものをぶっ倒す事はできねえだろうが、脅きよう威いから走って遠ざかる事ぐらいはできるだろうな」

「ぐたいてきに、きちにしんにゅうするほうほうを考えるひつようがあるね」

　エリートの少女はそう言った。

　クウェンサーとヘイヴィアの二人が小こ柄がらなお姫様の方を見ると、彼女はこう続けた。

「わたしはオブジェクトをそうじゅうするエリートだから。レーダーもうのかいくぐりかたなら心当たりがあるよ」
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　手持ちの爆ばく薬やくは、橋や岩を破は壊かいするためのＣ４と、携けい行こう型がたの対戦車ミサイルのみ。

　クウェンサーとヘイヴィアの二人は、それらを手にしたまま見張り台を下り、敵軍のオブジェクト整備基地ベースゾーンを目指す。

「……お姫様は置いといて良かったのかね」

「三人一いつ緒しよにいても仕方ないだろ。作業中にウォーターストライダーが戻ってくるようなら、基地から撤てつ退たいしないといけない。だから、警けい戒かい役やくを残しておくのが最善だろ」

「ハッ、良く言うぜナイト様が。俺らみたいな雑ぞう兵ひようなら捕つかまっても、それなりの条約に守られた捕ほ虜りよ扱あつかいで済むかもしんねえが、エリート様なら間ま違ちがいなく特例だ。俺らの軍のオブジェクトの機き密みつ情じよう報ほうを聞き出すためにグチャグチャの拷ごう問もんが待ってるか、あるいは禍か根こんを残さないようその場で射殺されるか。俺らがヘマしても、最悪あの子だけは逃げられるように配はい慮りよしたんじゃねえのか？」

「だから言ったろ。最善だって」

　クウェンサーは雪に足を取られないように進みながら、口元に笑えみを浮かべた。

　寒さのせいかぎこちなかったが、自然にこぼれた笑みだった。

「それにしても、持もち直なおしたみたいじゃないか」

「馬ば鹿か言え、当たり前だろ。あの怪かい物ぶつオブジェクトに追い回されるぐらいなら、モヤシ野や郎ろうと二人きりで敵軍の基地に突つっ込こんだ方が気が楽だよ」

　皮ひ肉にくや軽かる口くちが自然と飛び出す程度には精神的に回復した二人は、ようやく基地の裏うら手てのバリケードまで到着する。敵軍のベースゾーンの周囲はぐるりと帯状の合ごう成せい繊せん維いのネットのようなもので覆おおわれていたが、特にセンサーらしきものは見当たらない。

「どうする、乗り越えるか？」

「馬鹿、二メートルも上ったら流石さすがに監かん視しに気づかれる。バリケードを切って穴を空あけた方が確実だ」

　小声で呟つぶやきながら、ヘイヴィアは腰のナイフを抜いた。大型の刃を使って、織おり込こまれた合成繊維の帯を一本一本ブチブチと千ち切ぎるように切断していく。

　モタモタしている内に巡じゆん回かいの兵士でもやってこないかと気が気でなかったが、実際にはそんな事はなかった。どうやら本当に、戦闘はオブジェクト任まかせにしているらしい。

「行くぞ」

「なぁ、脚のスペアパーツはどこに保管されてると思う？」

　合成繊維に空いた穴をくぐりながら、クウェンサーは質問した。

　ベースゾーンは広い敷しき地ちのあちこちに分ぶ厚あついコンクリート製の建物がポツポツ建っている、という感じだ。オブジェクトの活動を支援するためか、大型のアンテナ施設も多い。建物と建物の間かん隔かくが異様に広いのは、見み張はり塔とうから侵入者を発見しやすくするためか、あるいは大型オブジェクトが通行するのに邪じや魔まにならないようにしているためか。

　一番近い建物の陰かげに隠かくれながら、ヘイヴィアは答える。

「分からねえが、オブジェクトは半日ごとにメンテを受けてオーバーホールしてんだろ。だったら、一番人の出入りが多いトコじゃねえのか？」

「そういえば、あのウォーターストライダー……動いてからどれぐらい経たってる？」

「そろそろ戻ってくる頃だ。鉢はち合あわせる前にスペアパーツを吹き飛ばさねえと」

　ここでウォーターストライダーのメンテナンスを封ふうじてしまえば、オブジェクトはこのベースゾーンで足止めだ。だが、オーバーホールが成功してしまえば、ウォーターストライダーは再び半日自由自在に動き回る事になる。そんな事になったら、逃走中の上官達など簡単に皆殺しにされるだろう。

　ライフルのスコープを使ってクウェンサーが周辺の施設を覗のぞいてみると、一つの建物の出入り口だけ、やたらと雪に足あし跡あとが多い所があった。吹雪ふぶきのせいで足跡など消えてしまいそうなものなのに、そこだけ白い雪が泥っぽい色で汚よごれている。一〇〇人から二〇〇人分ぐらいの足跡と、各種車両や重機が作ったタイヤやキャタピラの跡も多かった。

「建物のサイズは、オブジェクト自体がスッポリ収おさまるほどじゃねえな」

「となると、あの足跡はスペアパーツをメンテ施設に持ち運ぶ時についたものか？」

「案あん外がい基地の中に人気のストリップバーでもあるだけかもしんねえが、その時はズボンの真まん中なかが盛り上がったバカども一〇〇人と銃じゆう撃げき戦せんだ」

　クウェンサーはライフルのスコープを使って、ベースゾーンの四よ隅すみにある見張り塔の方へ目をやる。が、後から増設した大型レーダー施設のパラボラが監視役の視線を遮さえぎるように乱立していた。これもオブジェクト優先の弊へい害がいか。とにかく、広い施設の中を走っても気づかれる事はなさそうだ。

　クウェンサーとヘイヴィアは建物の陰から飛び出し、開けた雪原を走っていく。

　たった一〇秒程度の時間だったが、正直心臓が止まるかと思った。

　見張り塔から狙そ撃げき銃の発砲音が聞こえる事はない。

　二人は倉庫の壁に張り付く。

「裏口から入ろう。電子ロックの外はずし方かたは分かるか？」

「無理ならＣ４で吹き飛ばすって手もあるぞ」

「良い案だ。爆ばく破はした音で敵兵が集まって来なけりゃな」

　そんな事を言い合うクウェンサーとヘイヴィアだったが、実際に裏口に回ってみると、鍵かぎもかかっていなかった。

「……生なま身みの侵入者がやってくる、って可能性自体を捨てているんだな」

「基地にいた頃は生なま身みの兵隊なんて税金の無む駄だ遣づかいだと思っちゃいたが……」

　小さな扉とびらを開けて、二人は倉庫の中に入る。

　幅五〇メートル、奥行き一〇〇メートル、高さ一五メートル程度の建物だった。壁のような物はなく、だだっ広い空間が広がっている。その空間には縦じゆう横おうに鉄骨が走っていた。極きわめて規則性が高く、まるで巨大な図書館の本棚のようにも見えた。

　そして、本棚には円えん筒とう形けいのパーツが並んでいた。

　直径一メートル、全長五メートル程度の円筒で、何となく戦闘機のエンジンをイメージさせるようなフォルムだった。オブジェクトについて学んでいたクウェンサーは、それがタービンを回転させる事で大量の静電気を生み出す機き構こうだと予測をつけた。

「足回りじゃないかと思うんだけど」

「ああ。ウチの部署は戦闘記録を分ぶん析せきして、敵オブジェクトの設計図の逆算作業を進めていたが、大だい体たいこんな感じのパーツだって予想図を描いていたはずだ」

　Ｃ４を手にしたクウェンサーの言葉に、ヘイヴィアは頷うなずいた。

　それにしても、とクウェンサーは円筒形のタービンの側面に目をやり、そこに記しるされている数字を見た。おそらく使用電力などの簡単なスペックなのだろうが、

「……何だこりゃ。桁けたを間ま違ちがえていないか？　本当にこの数値なら、連中が主しゆ砲ほうに使ってる下位安定式プラズマ砲の二倍以上はありそうだぞ」

「あれだけの巨体を浮かばせて高速移動させるためには、それぐれえの無茶をする必要があんじゃねえのか。電子シミュレート部門の予測じゃ、脚一本にタービンを一〇基ぐらい使ってるみてえだしな」

「下位安定式プラズマ砲の二〇倍……？　しかも、そこまでやって、まだ『脚一本』だって？」

「見ろよ」

　ヘイヴィアはタービンの整備用のカバーを開けて、中を覗のぞき込こんだ。

「こんなにゴチャゴチャとセンサーつけやがって、ほとんど映画に出てくる悪あく趣しゆ味みな時じ限げん爆ばく弾だんみてえじゃねえか。これだって、高出力のタービンが実際に暴ぼう走そうする前に、その予よ兆ちようを的確に掴つかんで早い段階でシャットダウンするための、神経質なセキュリティってヤツだろ」

「……そう言えば、常時エネルギーを生み続けていると、タービンが溶とけてしまうかもって話があったっけ？」

「溶けてからじゃ遅おせえんだ」

　と、ヘイヴィアは言った。

「タービンが機き能のう停てい止ししたって、動どう力りよく炉ろが生み出したエネルギーはすぐに消える訳わけじゃねえからな。動力炉や脚には緊急用の変圧器や放電器なんかもいくつか取り付けられてるみてえだが、消費電力が桁外はずれだろ？　一本の脚に密集しているタービンが全部やられたとしたら、下位安定式プラズマ砲ほうの二〇倍だぜ。多分、実際にタービンが溶とけて機能停止したら、変圧器や放電器でも対応しきれねえ。装置の方が粉こな々ごなに吹ふき飛とぶんじゃねえのか」

　そのために、タービンには大量のセンサーが取り付けられていて、少しでも『予よ兆ちよう』があれば即座に対応し、段階的に放電していく事で、何とか対応しようとしているらしい。

「尖とがった性能とはいえ……そう考えると、ウォーターストライダーって結構ごり押しな設計なんだな」

「それも、雪原に特化したオブジェクトを作るための一いつ環かんだろ。どんな状況でもオールマイティに戦えるように設計されたお姫様のヤツと、アラスカだけで動くウォーターストライダーは、同じオブジェクトでも全然違ちがう考えで建造されたって訳わけだ」

　ヘイヴィアはそんな事を言う。

「深い雪の中じゃ、どうしても動きは単調になるからな。そんな中でスイスイ動けるオブジェクトってのはデカいポイントなんだよ。……実際、それでお姫様もやられた訳だしな」

　ともあれ、このタービンが交換できなくなれば、クウェンサー達の勝ちだ。

　ウォーターストライダーの足回りである静電気発生装置を爆ばく破はしてしまえば、オーバーホールは行えなくなる。そうすれば敵オブジェクトはここで足止めだ。

　そして、それを実行するためのＣ４もある。

　だが、
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　整備基地ベースゾーンから少し離れた見み張はり塔とうで、クウェンサー達の帰りを待っていたエリートの少女は、ピクンと耳を震ふるわせ、それから慌あわてて振り返った。

　ウォーターストライダーが莫ばく大だいな静電気を使って移動する、黒い雷らい雲うんが広がっていくような音が聞こえる。おそらく制限時間が近くなって、一度ベースゾーンへ引き返してきたのだろう。

　このままベースゾーンで鉢はち合あわせたら、二人は間ま違ちがいなく殺される。

　こんな事態のために、少女には無線機が渡されてあった。いざとなったらクウェンサー達に連絡して、そこから離れさせるためだ。作戦は失敗となってしまうが、最低限命だけは守らなくては元も子もない。『オブジェクトの足回りを破は壊かいする作戦』が中止になった時には、別の方法を考えるしかない。

　エリートの少女は無線機のスイッチに手を伸ばしたが、そこでふと指が止まった。

（……まずい）

　ゴクリと、喉のどを鳴らす。

　敵軍の構成は、オブジェクトの整備場と、オブジェクトの活動を支援するための大型レーダー施設だ。吹雪ふぶきの戦場で効率良く敵を発見するためのものなのだろうが……精せい密みつなレーダーを多数配備している基地の近くで無線通信など行ったら……、

（ぜったいに気づかれちゃう。わたしだけならともかく、それがきちに向けてはなたれたものだって分かったら……）

　危険を知らせるための無線なのに、その通信によってクウェンサー達を危険にさらすのでは意味がない。

　しかし、無線を使わなければオブジェクトが接近している事を伝えられない。

　そうこうしている間にも、ウォーターストライダーはベースゾーンへ近づいていく。

（どうしよう）

　エリートの少女は無線機に視線をやった。

　あの二人は死なせたくない。それは超大型兵器オブジェクトのエリートとして、他の兵士を守る使命があるから、とかいう話ではない。そんな約束事とは別次元の所で、もっとシンプルに、自分の命を守るために立ち上がってくれた人達を、無む駄だに死なせたくはなかった。

　戦友。

　自然と浮かんだその言葉に、エリートの少女は一人で頷うなずく。

（てきのさいゆうせんは、オブジェクトをそうじゅうするエリート……）

　一度深く深呼吸し、少女は超大型兵器を睨にらみつける。

　囮おとりになるなら、今しかない。
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　Ｃ４を手にしたまま、クウェンサーは苦にがい顔をしていた。

　震ふるえる口で、彼はポツリと呟つぶやいた。

「……どうするんだ、これ」

　超大型兵器オブジェクトのパーツ……とはいえ、整備用のパーツには外がい殻かくのような物はなく、剥むき出だしの精せい密みつ部ぶ品ひんだけならＣ４でも十分に破は壊かいできる。

　だが、

「数が多すぎる。こんなの、手持ちのＣ４だけじゃ爆ばく破はしきれないぞ!!」

　建物の広大なスペースのほぼ全すべてを使うように、びっしりと円えん筒とう形けいのパーツが並んでいた。もはや神経質とも取れるほどの物量を眺ながめ、クウェンサーは奥歯を噛かみ締しめる。

　戦争の代名詞はオブジェクト。

　万が一、オブジェクトが機能しなくなれば皆殺し。

　この膨ぼう大だいなパーツの数は、そういった恐怖心の裏返しのように思えた。敵は殺し合いをオブジェクトに任まかせるような腑ふ抜ぬけばかりだが、その弱点ぐらいは理解しているようだった。

　同じく、呆あつ気けに取られていたヘイヴィアが、クウェンサーの肩を叩たたく。

「おい、建物ごと吹ふっ飛とばそうぜ。パーツ一つ一つを爆ばく破はできなくても、建物の主柱をへし折っちまえば、全部まとめて瓦が礫れきで押おし潰つぶせるだろ!!」

「何千あるかも分からないパーツが全部使えなくなるって、確実な保障はあるか？　たとえパーツ一つ一つは使い物にならなくなっても、潰れたパーツの使える部分だけをかき集めたら、使えるパーツが組み上げられるかもしれないぞ！」

「そんなの……ッ！　いや、ありえるか。オブジェクトが潰れるってのは、生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわだ。そういう執しゆう念ねん見せてもおかしくねえが、じゃあどうすんだよ!?」

「くそっ!!」

　クウェンサーは吐はき捨すてると、倉庫の中を走った。少しでも有ゆう益えきな情報はないか、鉄骨を組み上げて作られた棚へ一つ一つ目をやっていく。そこに書かれた表示を見ていくも、焦あせりが重なって情報が脳まで入って来ない。

　一方、ヘイヴィアは出口の方をチラチラ見ながら、

「おい、ヤベぇぜ。もう切り上げた方が良い！　オブジェクトの足回りを吹っ飛ばす事ができねえなら、こんな所にいても意味はねえんだ!!　だったら逃げねえと!!」

「待て、あと少し!!　なんかあるはずだ!!」

　途中で見つけたタービンの整備マニュアルをめくりながら反論するクウェンサーだが、その時、空一面に黒い雷らい雲うんが広がっていくような低い音が彼の心臓を停止させるかと思った。

　ウォーターストライダーの駆く動どう音おんだ。

「やっべえ!!　ちくしょう、お姫様は無線で知らせる係だろうが!?」

　ヘイヴィアは叫んだが、クウェンサーは気に留とめない。

　ここまで来たら、一いつ矢し報むくいなければ無む駄だ死じにだ。

（待てよ、こっちの四重センサーと自動スイッチの組み合わせって……）

　クウェンサーは整備マニュアルと一面に広がる棚を交互に睨にらむ。

（番号は!?　どれだ、先頭の番号さえ分かれば……ッ!!）

「タイムオーバーだぜヒーローッ!!　三〇秒でここから出ないと袋ふくろの鼠ねずみだ!!」

「一分待て!!」

「何をゴソゴソやってんだよ！　爆破できねえのは分かったろ!?」

「あと四五秒だ!!」

　多くの足音が近づいてくるのを、ヘイヴィアは耳にした。おそらくクウェンサーは、目の前で取り上げられそうな希望にすがろうとして、冷静な判断能力を失っている。もう殴なぐりつけてでもここから脱出しようかと考えたその時、ようやくクウェンサーがヘイヴィアの所まで戻ってきた。

「行こう。まだ間に合うか!?」

「どっかの馬ば鹿かが道草食ってたせいでスリリングな事になってるよ!!　こっちだ!!」

　言いながら、ヘイヴィアは裏口の方へ走る。

　裏口のドアをわずかに開けて外を見ると、巨大なオブジェクトがすぐ近くを横切ったところだった。おそらく整備場へ向かう途中なのだろう。メンテ要員の整備兵達がその後を追って行くのが分かる。

「行けそうか？」

「蜂はちの巣すの中を突つっ切きるような感じだが、ここを逃のがしたら後はねえ。オブジェクトのメンテ中は、レーダー施設も一番気を張る時間帯だろうからな。モードが切り替わる前に基地の外まで出ねえと」

　その時、ガチャリという音が聞こえた。

　裏口ではない。本来の表側の巨大シャッターの脇わきにある、人員用のドアが開いたのだ。

「くそ、行くぞ！」

　ほとんど押し出されるような格かつ好こうで、クウェンサーとヘイヴィアの二人は倉庫から外へ飛び出した。

　どうやら敵軍は、唯一の脅きよう威いであるオブジェクトを破は壊かいしたおかげで、相当気が緩ゆるんでいるようだった。凱がい旋せんパレードのように帰ってきたウォーターストライダーの方へ多くの人員が集まっている。

「おい、Ｃ４はもう使わねえだろ。信しん管かん刺さしてそこらに投げとけ」

「陽よう動どうに使うのか？」

「メンテが終わってアメンボ野や郎ろうが動き出したら、俺らが逃げるために時間を稼かせぐ策さくが必要だろ。テメェの基地がバカスカ爆ばく発はつしてるって通信が入れば、砲ほう撃げきの可能性を考えてオブジェクトを引き返させる事もできるかもしんねえ!!」

　ヘイヴィアの提案に従したがって、クウェンサーは走りながら細かく千ち切ぎったＣ４を辺あたりに投げていく。確かに、どのみちＣ４は必要ないのは真実なのだ。

　手持ちのＣ４を全すべて投げつつ、二人はようやく基地の出口───合ごう成せい繊せん維い製せいのバリケードを切り取った穴の辺あたりまでやってきた。

　その時、クウェンサーは見た。

　そして慌あわてて足を止めた。

「何だよヒーローッ!?　忘れ物でもしたのかよ!!」

「ああ！　お姫様が捕つかまってるぞ!!」

　皮ひ肉にくに真顔で返されて、ヘイヴィアがギョッとした顔になる。

　二人はバリケードの穴ではなく、近くの建物の陰かげに飛び込み、それから改めて壁から顔だけを出して整備基地ベースゾーンの中央の方を観察する。

　見れば、遠く離れた所にあるウォーターストライダーのすぐ近くに、手て錠じようで拘こう束そくされたエリートの少女が無む理り矢や理り歩かされていた。彼らの凱がい旋せんムードは、単にオブジェクトが帰ってきたからではない。今まで自分達の命を脅おびやかしてきた相手に、リンチを加える事ができるチャンスが回ってきたから気分が高こう揚ようしているのだ。

　クウェンサーはすぐ近くにある合ごう成せい繊せん維い製せいのバリケードの穴と、ベースゾーンの真まん中なかにいるエリートの少女を交互に見ながら、傍かたわらにいる男に尋たずねる。

「クソッたれ。どうする!?」

「どうするったって……おい、ふざけんな。テメェがナイト様だっつーのは認めてやるが、この状況で助けるとか言うんじゃねえだろうな!?」

「じゃあ見捨てるのか!?　別にオブジェクトと正しよう面めんから戦う訳わけじゃない。さっきあちこちに撒まいたＣ４があったろ！　あれでどうにか敵を混乱させる事ができれば、その隙すきに何とかなるかもしれない!!」

「たった二人でか!?　向こうにゃオブジェクトがいるんだぜ。そうでなかったとしても、生なま身みの兵隊だけで何人いると思ってやがる!!　切り抜けるために一体どんだけの増ぞう援えんが必要か分かってんのか!?」

「オブジェクトさえいなくなれば、話は変わるんだな？」

「なに？」

「ウォーターストライダーさえ吹ふっ飛とばせれば、戦車とか戦闘機とか普通の増援だけで何とかできるんだな!?」

　歯は噛がみしたクウェンサーは、手元の無線機を操あやつった。

　Ｃ４を起き爆ばくするためではない。

　今も逃亡中のフローレイティア達の部隊に増援を求めるためだったのだが、それに気づいたヘイヴィアが慌あわててクウェンサーの手を掴つかんだ。

「馬ば鹿かっ!!　向こうの基地はレーダー施設主体だろ！　無線機の電波を使って連絡取り合ったら、あっという間に居場所が知られるぞ!!」

「でも……ッ!!」

「どうにもならねえよ。仮にフローレイティア達に連絡を入れたとしたって、やってくると思うのかよ!?」

「じゃあお姫様は見捨てるのか!?　そもそも、何のために俺達は部隊から離脱してこんな所までやってきてるんだ!!　見捨てられないからやって来てしまったんだろ!?」

　くそ……と、ヘイヴィアは小さく舌打ちする。

　彼はわずかに逡しゆん巡じゆんしたようだったが、やがて意いを決けつしたように口を開いた。

「昔、訓練中に軍の教官に裏うら技わざを教えてもらった事がある」

「？」

「第八世代の携けい行こう型がた対戦車ミサイルの赤外線シーカーの出力を限界まで上げて、照しよう準じゆん用ようのコンピュータにいくつか特とく殊しゆな操作をしてから、無線機の端たん子しを繋つなげると、高性能の軍事衛えい星せいがこっちの赤外線を拾ってくれて、通信ができるようになるって」

「おい、それって……ッ!!」

「だが、その程度の小こ細ざい工くをしたって、レーダー施設に特化した連中の管かん制せいに見つからねえって保障はねえ。おまけに、辺あたりの雲には天候兵器のチャフミサイルの影響で、通信や信号を遮しや断だんする物質が混ぜてあるだろ。……そもそも軍の教官にしたって、この裏うら技わざは遭そう難なん時じにＳＯＳ信号を出す最後の手段ぐらいにしか使えねえって言ってたし。一分間も通信できれば奇き跡せきだぜ」

　吐はき捨すてるように言いながらも、ヘイヴィアは肩に提さげていたミサイルを外はずして準備を始めた。クウェンサーはミサイルの照しよう準じゆん用ようコンピュータのカバーを取とり外はずしながら、

「上空を通過する衛えい星せいの場所とタイミングって分かるか？」

「携帯端末出してファイル３９９の『時刻表』を見ろよ。定時通りの軌き道どうなら、わざわざネットで確認しなくても規定ルートを通っているはずだ」

　無線機と携けい行こう型がた対戦車ミサイルをケーブルで繋つなぎ、クウェンサーの携帯端末のデータを基もとに大空へ向けた砲ほう口こうをゆっくりと動かすヘイヴィア。すると、無線機のスピーカーからジジッという小さなノイズが走った。

「そこだヘイヴィア。……よし、衛星を捉とらえたみたいだ!!」

「さっさと通信ラインを確保して、フローレイティアのレーザー衛星通信装置に繋げちまえ！　こんな手作業じゃ、いつまで捉えていられるかは分かんねえぞ!!」

　裏技的な方法ではあるが、一応軍の正式コードを認証してくれたのか、衛星は無事に通信を経由させてくれる。アクセス成功の信号を確認すると、クウェンサーは無線機に向かってこう言った。

「こちらクウェンサー。聞こえますか、フローレイティアさん。俺達は今、敵軍のベースゾーンの近くまで来ています!!」

『……ッ!?』

　無線機の向こうから、息を呑のむ音が聞こえた。

　携行型対戦車ミサイルを強引に利用しているためか、ノイズがひどい。人の声よりも雑音の方が大きいぐらいだが、かろうじて意思を伝える事はできそうだった。

「例のお姫様が基地の連中に捕つかまっています。俺達はこれから彼女を助けるために行動する。力を貸してもらえませんか。基地の構成は、オブジェクト整備場とレーダー施設がほとんどで、戦車や戦闘機はほとんどありません。オブジェクトさえ何とかできれば、後は我々だけでも十分に勝てるんです!!」

『そのオブジェクトがどれだけ危険なものか分かっているの？　お姫様の事は諦あきらめるのよ。お前達まで死ぬ必要はないし、そもそもクウェンサーに至っては正式な軍人ですらないの。お前は逃げても責められる立場ではないのよ!!』

「オブジェクトは、俺達で何とかします」

　クウェンサーは、キッパリとそう言った。

　ハッタリとしか思えない言葉を、軍人ですらない少年は続ける。

「フローレイティアさんはオブジェクトの爆ばく発はつする大規模な閃せん光こうを確認してからでも良い。とにかく少しでも勝算があるなと感じられたら、一台でも戦車を送ってください！　それだけでも状況は全然変わるんだ。どうかお願いします!!」

『限りなく、ゼロに近いから』

「待つのはこちらの自由です」

　クウェンサーは拘こう泥でいせず、無線機のスイッチを切った。

　それから、傍かたわらのヘイヴィアの顔を見る。

　ガチガチと震ふるえる体を無理に押し殺して、クウェンサーは告つげる。

「……これで、やれる事は全部やったはずだ」

「馬ば鹿か正しよう直じきに登山中のフローレイティアが戻ってくる可能性はほとんどねえけどな。そもそも、テメェが出した要よう請せいは軍ぐん規きに基づくものじゃねえ。そんなもんのために部下や部隊を危険にさらす事はねえんじゃねえか」

「後は奇き跡せきでも願いながら、俺達だけでオブジェクトをぶっ壊こわせれば万ばん事じ解決だ」

「簡単に言うんじゃねえよ。そもそも、俺はテメェと一いつ緒しよにお姫様を助けようなんて一言も言ってねえぞ」

「そうかよ」

　クウェンサーはヘイヴィアの逃げ腰を罵ののしったりしなかった。今まで強引に巻き込むように行動を共にしてきたが、次こそ生き残れる保証はない。そして、今からやるのは規律のある軍事行動でもないのだ。むしろ、これまで協力してくれた事に感謝するべきだろう。

　だから、クウェンサーはこう言った。

「……ここまで付き合わせて悪かったな。お前はバリケードの穴から出て、向こうの森に逃げるんだ。その間に俺はできるだけ暴あばれて、注意を引きつけておいてやるよ」

「くそ、待てよ。おい、ちくしょう!!　俺にとんでもねえトラウマを残すつもりかよ！　仕方ねえなオイ!!」

　未み練れんがましく合ごう成せい繊せん維い製せいのバリケードの穴をチラチラと振り返りながらも、先に建物の陰かげから飛び出し、別の陰へと移動していくクウェンサーを追いかけていくヘイヴィア。

　たった二人。

　絶対に成功しないであろう作戦に、クウェンサーとヘイヴィアは身みを投とうじていく。




　当然ながら、奇跡は起きなかった。

　たった一〇分で彼らは見つかり、足元近くに狙そ撃げき銃じゆうの弾だん丸がんを威い嚇かく射しや撃げきされ、両手を上げる事になった。
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　クウェンサー、ヘイヴィア、そしてエリートの少女の三人は、整備基地ベースゾーンの真まん中なかに連れて来られていた。それぞれ膝ひざ立だちの状態で、両手を頭の後ろへ回すように指示を出されている。

　彼らの背後には兵士が一人ずつついていて、ライフルの銃じゆう口こうを頭に突つきつけている。さらに、そんな公こう開かい処しよ刑けいの見物人として、ベースゾーン中の人間が輪を作っていた。

「泣かせる話だろ。お姫様の危機に、ナイト様は必ず戻ってくるって良い見本だ」

「ふざけてるの？」

「ちくしょう、オブジェクトが整備場に入っていきやがる」

　ヘイヴィアとエリートの少女の会話を無言で聞きながら、クウェンサーはゆっくりと移動していくウォーターストライダーを目で追っていた。

「（……混乱を起こせば、この状況から逃げられると思うか？）」

「（……ああん？　さっき辺あたりに撒まいたＣ４の話か。それでオブジェクトが吹ふっ飛とべば何とかなるかもな）」

「（……真ま面じ目めな話だ）」

「（……真面目に言ってんだよ）」

　そうこうしている内に、敵兵の一人がクウェンサー達の前にやってきた。彼はクチャクチャとガムを噛かむような仕し草ぐさをすると、口の中に溜ためた黄色い唾つばをクウェンサーの頭に吐はきかける。

「お前達はオブジェクトの主しゆ砲ほうで焼く」

　それから、彼はエリートの少女の方を見た。

「お前は暗示と電極を使って、頭の中身を引きずり出す。人格は二度と元には戻らんが、三〇分程度で完了するだろう。それが終わったら、生きたまま裸に剥むいて凍死するまで主砲に吊つるす。野山を駆け回っている蛮ばん族ぞくどもも、それを見れば少しは諦あきらめがつくだろう」

「……捕ほ虜りよに関する戦争条約もお構いなしか。どっちが蛮族だよ、クソッたれ」

　思わずヘイヴィアが呟つぶやいた直後、分ぶ厚あつい革の軍用ブーツが飛んだ。頬ほおを蹴け飛とばされ、雪の中へ沈しずむヘイヴィア。ガハゴホと咳せき込こむが、彼は強い眼光で敵兵を睨にらんだままだ。

　敵兵は嘲あざけるように言った。

「整備が終わるぞ。処刑の時間だ」

　ガゴォン!!　という教会の鐘かねをつくのに似た轟ごう音おんが鳴った。

　オブジェクト整備施設の壁や天てん井じようが大きく開いた。そこから現れたのは、本体だけで五〇メートル級、四方向に伸びる主砲を含めると一四〇メートル以上の超大型兵器オブジェクト。大小合わせて一〇〇門以上ある砲ほうをギチギチと鳴らし、兵器と装そう甲こうの塊かたまりであるウォーターストライダーが冬のアラスカに君くん臨りんする。足回りのパーツを交換したせいか、莫ばく大だいな静電気が放はなつ黒い雷らい雲うんが広がっていくような音もどこかシャープに響くような気がした。

　三〇〇メートルほどの距きよ離りがあったが、遠近法が無視されているような威い容ようだった。少しでも動けば、一いつ瞬しゆんで踏ふみ潰つぶされる。冗談抜きで、そういった光景が自然と頭に浮かんできた。

　そんなオブジェクトを見ながら、クウェンサーがそっと呟つぶやいた。

「（……俺が飛び出したら伏ふせろ。そっちに除雪用のトラクターあるだろ）」

「（……おいっ!!）」

　ヘイヴィアが止める暇もなかった。

　三人の正しよう面めんまで近づいていた敵兵に向けて、クウェンサーが飛び出した。周まわりの兵士達がライフルを構えたが、揉もみ合あいになっているため引き金を引く決心がつかないようだ。もしかすると、まともな訓練を受けていない整備兵ばかりだったのも功こうを奏そうしたのかもしれない。

　自分のライフルを奪うばわれると思ったらしい敵兵は、掴つかみかかるクウェンサーに対し、ライフルを強く手前に引いて対抗しようとした。

　しかしクウェンサーが掴んだのは、ライフルではない。

　肩の辺あたりにナイフのように収おさめてある、四角い無線機だ。

「伏ふせろ!!」

　叫さけぶと同時にクウェンサーは突つき飛とばされ、ライフルの銃じゆう口こうを突き付けられるのも構わずに、地面を転ころがりながら無線機を親指で操作する。ヘイヴィアは辺りに撒まいたＣ４を無線起き爆ばくするつもりかと思って、とっさにエリートの少女の上に覆おおい被かぶさるように、除雪用のトラクターの陰かげへ飛び込む。

　だが違ちがう。

　クウェンサーが爆ばく破はしたのは、ダミーのために配置したＣ４ではない。




　ウォーターストライダーの足元だ。




　ボゴッ!!　という爆音が、三〇〇メートル以上先にある、四本の脚の一本を内側から爆発させた。外側からの爆発ではない。明らかに装そう甲こうの内側からの爆発だ。

　倉庫で大量の予備パーツを見たクウェンサーは、その全すべてを爆破するのは不可能と判断した。そこで、『大量にある予備パーツの内、次のメンテでオブジェクトに組み込まれるパーツはどれか』を探さがし出だし、パーツ内部に信しん管かん付きのＣ４を仕込んでおいたのだ。『どのパーツが重要なのか、交換するにあたってパーツ内部のどこならＣ４を気づかれないか』の判断は、半人前とはいえオブジェクトの構造について学んでいたクウェンサーだからこそ可能だったのかもしれない。

　分ぶ厚あつい装そう甲こうに覆われたオブジェクトは、核兵器を使っても破は壊かいできない。しかし装甲の中にある爆ばく薬やくを使えば、オブジェクトの設備を爆破するのも可能となる。

　その上、吹き飛ばしたのは大量のエネルギーを消費する、移動用の静電気発生用タービン。一基だけで下位安定式プラズマ砲ほうの二倍、脚一本に密集している全すべてを合わせると二〇倍に達するエネルギーを常時使用しているデリケートなポイントだ。

　そんなものを爆破すればどうなるか。

　大量のセンサーを取り付け、本来なら『予よ兆ちよう』を察さつ知ちする事で、最小限の負担で段階的に停止しなければいけないはずのタービン。それを一基から連れん鎖さするようにまとめて吹き飛ばした場合、緊急用の変圧器や放電器、さらには動どう力りよく炉ろそのものに、どれほどの負ふ荷かを加えるか。

　無線機を奪うばわれ、クウェンサーに銃じゆう口こうを突き付けていた敵兵は、いきなり起きた爆発に、思わずそちらへ目をやっていた。

　しかし。

「……内側から爆ばく破はすれば、オブジェクトを破は壊かいできるとでも思ったのか？」

　勝ち誇ったように、兵隊は言った。

　多少の爆発は連続したが、それは一本の脚に留とどまっていた。ウォーターストライダー自体が全壊するまでには至らなかったのだ。

「知っているか。我々のオブジェクトの総重量の五％は、安全装置で占められている。雑ぞう兵ひよう一人二人が整備場に忍び込んで小こ細ざい工くを施ほどこした程度で、吹ふき飛とぶような小物じゃない」

　大爆発に備そなえて除雪用トラクターの陰かげへ飛び込んでいたクウェンサーに、敵兵は雪原の真まん中なかからライフルを向けてくる。

「オブジェクトの優位は、絶対にひっくり返らない。ここはそういう戦場なんだよ」

「そうかい」

　だが、絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの中でもクウェンサーは笑っていた。

「お前こそ知っているか？　整備マニュアルを読んで知ったんだけど、ウチのお姫様のとそっちのウォーターストライダーには、似たような装置が取り付けられているらしいな。一部のオブジェクトには、敵に鹵ろ獲かくされるのを防ぐために機き密みつ保ほ護ご装置がセットされている。大破もせずに行動不能に陥おちいった際、敵軍に回収されてテクノロジーを解かい析せきされるのを防ぐため、下位安定式プラズマ砲の特殊ガスを使って自みずから爆発する機能だ」

　手品のように、クウェンサーは何かを取り出した。

　掌てのひらに収おさまるほどの、小さな四角い基き盤ばんのような物だった。

「こいつは厳密なセンサーで制せい御ぎよされ、滅めつ多たな事では暴ぼう走そうしないが」
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　四角い基盤の正体が何であるか、敵兵は即座に知った。

　しかし、知ったところでもう遅かった。

「そのセンサーを取とり外はずしてタービンを爆ばく破はした場合、正確な自動判断なんてできると思うか？」




　何な故ぜならば。

　Ｃ４の爆ばく発はつで誤ご作さ動どうを起こしたウォーターストライダーの機き密みつ保ほ護ご装置が自動スイッチを入れ、下位安定式プラズマ砲ほうの特殊ガスを機内の特殊スペースに充じゆう填てん……即そく座ざに大爆発を起こしたからだ。




　プラズマによる機内の大爆発は、装そう甲こうで守られるべき動どう力りよく炉ろを一気に巻き込んだ。とはいえ、それは機密情報を破は壊かいするために意い図と的てきにセットされた爆発だ。テクノロジーの解かい析せきを防ぐ程度の破壊力だけを生むように整えられているため、本来最も恐れるべき『動力炉自体の臨りん界かい爆発』に比べれば、何割も威い力りよくを落とされたものに過ぎなかっただろう。

　にも拘かかわらず。

　音が消えた。

　オブジェクトの本体である巨大な球体が、ブワッ!!　と爆発的に膨ふくらんだ直後、純白の閃せん光こうと強烈な衝しよう撃げき波はが全方向へ発せられた。その場に突つっ立たっていた敵兵は衝撃波に叩たたかれるように、くの字に折れ曲がってノーバウンドで数十メートルも薙なぎ払はらわれた。別の場所に突っ立っていた他の敵兵達も同様だ。

　生なま身みの工兵の手による、超大型兵器オブジェクトの爆ばく破は。

　それは戦争のセオリーそのものを覆くつがえす、前ぜん代だい未み聞もんの偉い業ぎようだ。クウェンサー、ヘイヴィア、そしてエリートの少女の各おの々おのの技術が組み合わさって初めて成し得た出で来き事ごとだった。単に岩や橋を爆破してルートを構築したり妨ぼう害がいしたりするだけだった裏うら方かたの工兵が、ここに来て戦争の勝敗そのものを左右するレベルのヒーローにまでのし上がったのだ。

　だが、それを喜んでいる余裕はない。

「ぐァァああああああああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　とっさに身を伏ふせていたクウェンサーも、無傷では済まなかった。

　オブジェクトから三〇〇メートルもの距離があり、さらに除雪用のトラクターの陰かげに隠かくれていたにも拘かかわらず、まるで貫通するように爆発的な閃せん光こうが網もう膜まくへと襲おそいかかってきた。鋼鉄の塊かたまりであるトラクターの表面が焦こげ付つき、ガリガリと強引に横よこ滑すべりさせられる。

　頭の中に激痛が走り、聴覚はほとんど失われていた。背中全体に火傷やけどのような痛みが走り抜けた。真っ白に塗ぬり潰つぶされた視界の中で必死に両目を擦こすり、近くで同じように倒れているであろうヘイヴィアやエリートの少女を引き起こそうとする。

　どこかでガチャリという音が聞こえた。

　兵士の内のいくらかは、クウェンサー達と同じく奇き跡せき的てきに一命を取とり留とめていたのだろう。ようやく戻ってきた視界の中で、爆発の衝しよう撃げきによろめきながらも、必死にライフルをこちらに向けようとしている数名を捉とらえた。

　クウェンサーは手元にある無線機の感触を確かめた。

　そして周波数を合わせ、Ｃ４の起き爆ばくコードを発信した。

　ドゴッ!!　という爆音と共に、周囲に撒まき散ちらした爆薬が爆発した。その近くでライフルを構えていた敵兵が、面おも白しろいように宙を舞う。

　近くで倒れているヘイヴィアに、クウェンサーは叫ぶ。

「走れるか!?　その辺に落ちてるライフル拾ひろって応戦しろ!!」

「クソッたれ！　何が混乱を起こして逃げるだ。デカすぎてこっちがパニック起こしちまうよ!!」

　叫さけびながらも、ヘイヴィアは転ころがっていたライフルを掴つかみ取とる。

　とはいえ、いくつもの偶然が重なってウォーターストライダーを爆破できたものの、そもそも彼ら三人の目標は整備基地ベースゾーンの殲せん滅めつではない。

　安全に逃げられれば良いのだ。

　だが、

「ッ!?」

　ベースゾーンの出口に向かって走ろうとするクウェンサー達の行く先を遮さえぎるように、一人の敵兵が立っていた。彼はすでにライフルを構え、その照しよう準じゆんをクウェンサーの胸に合わせていた。絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの状況で、二人は向かい合う。その時、確かに兵士の口元には笑えみがあった。

　そして銃じゆう声せいが鳴る。

　ただし、それは敵兵のライフルから発せられたものではない。

　もっと遠くから、狙そ撃げき用ようの弾だん丸がんが敵兵の頭を横から撃うち貫ぬいたのだ。

　驚いて発はつ砲ぽう音おんのした方へ振り返った敵兵達は、ベースゾーンの外から無数のミサイルや砲弾が飛んでくるのを見た。驚いたのは敵兵だけではない。正しよう体たい不ふ明めいの援えん護ご射しや撃げきによって助けられたはずのクウェンサー達も、しばし呆ぼう然ぜんとそれを眺ながめていた。

「来てくれたんだ……。おい、これってフローレイティアさんの部隊じゃないのか!?」

「何だよちくしょう。どうやらあの和風マニアの爆ばく乳にゆう、本当にデキル上官らしいなオイ!!」

　敵軍はオブジェクトのみを集中的に運用するため、ベースゾーンには整備場やレーダー施設ばかりを並べていた。その他の戦力は最低限の歩兵部隊だけで、戦車どころか装そう甲こう車しやも用意していなかった。

　対して、こちらの軍は税金の無む駄だ遣づかいと言われながらも、戦車や戦闘機を一通り揃そろえていた。ほぼ確実に活躍の機会のないはずだった旧世代の兵器が、ここに来て本来の力を発はつ揮きしていく。

　ドカドカボゴンッ!!　と複数の爆発が炸さく裂れつし、敵兵が宙を舞う中、クウェンサーはエリートの少女の手を引っ張って出口へ走る。歩ほ哨しようは榴りゆう弾だん砲ほうにやられているようだった。

　隣となりを並へい走そうするヘイヴィアは、断続的にライフルを撃ちながらこう叫んだ。

「へへっ。なあクウェンサーッ！　ここまで来て死んじまったら俺ら馬ば鹿かだろ!!」

「まあね。フローレイティアさんは、俺達を信じてここまでやってきてくれたんだ。その期待に応こたえるぐらいはしないとな!!」

　今まで逃げていた上官達が加か勢せいするために戻って来てくれたのは、オブジェクト爆破という明確な勝算を提示されたからか。あるいは、心のどこかでエリートの少女を見み捨すてて逃げた責任を感じていたからか。

　ベースゾーンの出口まで走り抜けたクウェンサーは、黒こく煙えんを上げる基地の方を振り返った。

　勝敗は決けつしただろう。

　互いのオブジェクトは失われた。後は生なま身みの兵隊同士の殺し合いだ。そうなると、オブジェクト戦に特化してレーダー要員やメンテナンス用の整備兵ばかりを集めた敵軍よりも、時代遅れの戦車や戦闘機を多く抱かかえている自軍の方が、はるかに分ぶがあるはずだ。

（……あのオブジェクトを、生なま身みの工兵が爆破した、か……）

　戦争の常識を覆くつがえすほどの偉い業ぎようを成なし遂とげた少年は、しかし呆ぼう然ぜんと、爆音や発砲音の続く敵軍のベースゾーンを眺ながめていた。

　エリートの少女は、クウェンサーと同じような事を考えていたのか、口を開いてこう言った。

「……あのひとたちには、わたしたちがオブジェクトと同じぐらいのばけものに見えていたのかもしれないね」

「知るかよ」

　対して、擁よう護ごするように口を挟はさんだのはヘイヴィアだ。

　彼は煤すすにまみれた顔でベースゾーンを眺ながめながら、こう言いい捨すてた。

「これが戦争だ。先に『白しろ旗はた』無視してその事を思い知らせてくれたのは連中なんだ。俺ら全員、オブジェクトのせいで戦争って言葉の重みを忘れてたみてえだけどな」
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　戦争なんて世界中で起こっているが、少なくともアラスカで繰くり広ひろげられた激戦だけは終了した。両軍のオブジェクトは破は壊かいされたものの、最終的には（この時代には珍めずらしい事に）生なま身みの兵隊同士の殺し合いに発展し、これに勝利を収おさめたのはクウェンサー達の部隊だった。

　クウェンサー、ヘイヴィア、そしてエリートの少女は、アラスカから本国へと帰き還かんした。

　三人はそれぞれの所属が違ちがうため、整備基地ベースゾーンを離れてしまえばバラバラになる。

　しかし、そんな彼らがもう一度集まる機会があった。

　特別表ひよう彰しよう式しきである。

　自軍のオブジェクトを破壊され、絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの状況を救ったのは、戦いのプロフェッショナルではなく、部隊にくっついてオブジェクトの勉強をしていた単なる学生だった。生身の体一つで無敵のオブジェクトを爆ばく破はした───というニュースは世界中を駆かけ巡めぐり、本国では勲くん章しようモノの栄えい誉よとされたのだ。

　今の自分には全まつたく縁がない（逆に、オブジェクト設計者として富ふ豪ごうになった時にいつか常連になってやると考えていた）超巨大ホテルのパーティ会場の控ひかえ室しつに、クウェンサーはいた。慣れない礼服の感覚に戸と惑まどい、上品なネクタイの位置を何度も調整していた訳わけだが、久しぶりに見たヘイヴィアの顔に、そんな感覚は一気に吹ふき飛とんだ。

「一応『貴族』サマだろ。俺より礼服が似に合あわない人間なんて初めて見たぞ」

「うるせえな。アラスカの雪原で鹿しかを追おい掛かけている内に感覚を忘れちまったんだよ。大だい体たいテメェだって似たようなモンじゃねえか」

　とは言うものの、流石さすがに『貴族』の家柄なのか、礼服は似合ってなくてもパーティ会場の雰ふん囲い気きに気け圧おされている様よう子すもなかった。クウェンサーのように、変な感じに緊張して体に力が入ったりもしていない。

「ヘイヴィアは次、どこの戦場に転属させられるんだ？」

「アホか。元々、俺が軍の基地で時間潰つぶしてたのは、家の跡あと取とりとして相応ふさわしい功こう績せきを積んでおくためのモンだ。生身でオブジェクトぶっ壊こわした面子メンツの一人として表ひよう彰しようされりゃ、もう軍に用はねえ。後は悠ゆう々ゆう自じ適てきの金持ちライフを過ごすだけだ」

　まぁそれもそれで面めん倒どう臭くさそうだけどな、とヘイヴィアは漏もらす。

「そっか。出世コースまっしぐらなんだな」

「そっちだって似たようなモンだろ。今回の件で軍に気に入られたから、国のデータベースを漁あさる特権を得たって話じゃねえか。もう戦場に行かなくても、最先端のオブジェクトの設計図をいつでも見れる。お勉強のためのサンプルが大量にあるんだから、学ぶ速度も周まわりに比べて圧倒的に速いって寸法だ」

　言われて、クウェンサーは思わず人差し指で頬ほおを掻かいた。

　未いまだに実感はないが、どうやら彼もまた出世コースを突つっ走ぱしる事に成功しているらしい。

「お姫様はどうしてる？」

「流石さすがに、オブジェクトを動かすエリート様は戦線離り脱だつって訳わけにはいかねえみてえだ。生なま身みの兵士がオブジェクトを壊こわすのは表彰クラスの奇き跡せきだが、元々オブジェクトと戦ってきたエリートのお姫様にとっては、それが『当たり前』なんだと」

　サラッと住んでいる世界が違ちがうような台詞せりふを吐はくヘイヴィア。改めて、オブジェクトを操あやつって戦う者の背せ負おうものをクウェンサーは少しだけ考える。

　ヘイヴィアは続けてこう言った。

「今はアラスカで破は壊かいされたオブジェクトを基もとに、さらに改良を加えた同系統の発展型に乗って、次の出しゆつ撃げき命令を待ってるってよ。あれだけデカいオブジェクトをゼロから作ると三、四年はかかるって話だし、元々『乗り換え』の計画はあったみてえだな。……まぁ、あのお姫様は戦場を気に入ってる節もあるようだから、そういう境きよう遇ぐうに納得してんじゃねえのか？」

「あれだけの目に遭あったっていうのに、信じられないセンスだな」

「あるいは、だからかもしれないぜ。俺らみてえな雑ぞう兵ひようの命の価値について、いっぺん真ま面じ目めに考える機会に恵めぐまれたんだからよ」

　その時、控ひかえ室しつのドアが丁てい寧ねいにノックされた。

　顔を出したのは、軍の高官に仕つかえる美人秘書だった。どうやら式の準備が整ったらしいので、主役にご登場願いたいらしい。

　控え室を出て、パーティ会場へ向かう途中の廊ろう下かで、ふとクウェンサーはこう言った。

「そうだ。お前の所にはお姫様からメール届いてるか？」

「馬ば鹿かが。それこそテメェだけの特権だ。あの時、ライフル抱かかえてお姫様の所に一番乗りしたのはテメェなんだからな」

「……こんな時ぐらい、会えるものだと思っていたんだけどな」

「まぁ、表ひよう彰しよう式しきが終われば俺らはバラバラの道を行く事になるが、今は別れを哀かなしむよりも出発を祝うようにしようぜ」

　パーティ会場への両開きの扉とびらが開かれ、拍はく手しゆとカメラのフラッシュが二人を出で迎むかえる。司会者の声に導かれてゆっくりと檀だん上じようへ歩いたクウェンサーとヘイヴィアは、軍のお偉えらいさん達から挨あい拶さつを受けると、オリンピックの金メダルよりも価値のありそうな勲くん章しように表彰用のリボンを取り付け、一人一人首に掛かけられる。

　そして最後に、司会者はこう言った。

『それでは、生なま身みでオブジェクトを撃げき破はしたお二人に盛大な拍手を。その特とく殊しゆで優れた戦力を今後も世界のために使っていただく事を願って、笑って次の戦場へ送り出しましょう』




　……え？

　この馬ば鹿か、今なんて言った？




　檀だん上じようにいるクウェンサーが慌あわてて軍の高官達の方を見ると、彼らは極きわめて白しら々じらしい笑顔と共にパチパチと拍手をしているだけだった。

　ただし目だけは本気だ。

　戦争の代名詞はオブジェクト。そのオブジェクトを破は壊かいし、戦争の勝敗を分けるほど重要な戦果を上げる優れた兵士達を、そうそう簡単に手て放ばなすなんてありねーぞ……という無言のプレッシャーが放はなたれている。

「（……おい。聞けよヒーロー。どうやらドッキリじゃなさそうだぜ。あっちの席の小こ太ぶとりが話してんのを聞いたんだ。俺らの配属先が分かったぞ！）」

「（……何だよ配属先って。もう決定事項かよ!?）」

「（……お姫様のオブジェクトと一いつ緒しよに動けって話らしい！　なんつーか、生身の体だけでオブジェクトを爆ばく破はできたんなら、自軍のオブジェクトと共同作戦を行えば、さらに効率良く敵軍にダメージを与えられるかもしれないとか、そういう方向らしいぞ!!）」

「（……マジかよ。って事はまた怪かい物ぶつオブジェクトと真まっ向こう勝負か!?）」

　意外な所で頑がん丈じような人間関係に眩暈めまいを覚えながら、クウェンサーは首に掛かかった勲くん章しように目をやる。

　まさか。

　戦死で特とく別べつ昇しよう進しんとか、そういう意味合いじゃないだろうな、と彼は思った。
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　お姫様という愛称で（本人の望む望まないに拘かかわらず）自軍や友軍から呼ばれているオブジェクトの操そう縦じゆう士し、エリートの少女は、巨大な軍港式の整備基地ベースゾーンにいた。

　全長五〇メートル以上のオブジェクトを整備するための施設は、やはりオブジェクトの大きさに引きずられるように大型化する傾向にある。大昔の神殿を築いたギリシアの設計者が見たら泡を吹きそうなサイズの巨大構造物の中に、お姫様のオブジェクトであるベイビーマグナムはすっぽりと収おさまっていた。

　オブジェクトは整備用の連絡通路で縦じゆう横おうに取り囲まれていて、お姫様はさらにそのオブジェクトの中心地点に佇たたずんでいる。

　球体状の本体の中心点は、オブジェクトのコックピットだ。

　オブジェクトの形状に合わせるように、操縦席もまた直径二メートルの球体だった。人間工学に基もとづいた流線形の椅い子すには『人体が疲れにくい最適の形』をコンピュータ上で計算し尽くしたものであり、さらには床とこずれのような現象を回避するためにマッサージチェアとしての機能まで備そなわっていた。

　オブジェクト中心部にあるコックピットには、肉眼で外を確認できる窓や風ふう防ぼうのような物はない。視野は全すべてカメラやセンサーと連動するモニタによって確保される仕組みだ。球体の内側に張り付くように備えられた湾わん曲きよく式しきのモニタを使い、エリートは常時三〇〇以上のウィンドウを緻ち密みつかつ高速に観察していく事になる。

　操縦システムも一つではない。

　お姫様は顔に掛かけたアスリート用のシャープなサングラスのような機材を、人差し指でコンコンと軽く叩たたく。

　赤外線を利用して眼球の動きを読み取る入力デバイスが代表的だが、それ以外にもお馴な染じみの戦闘機タイプの操そう縦じゆう桿かんやキーボードのような大量のボタンもある。そのどれもがメインとなり、サブとしても機能する仕組みだった。

　メインシステムが複数あり、さらにサブとの組み合わせが無数に派は生せいするのでは、単に覚える方が混乱するだけでは……？　と思う人もいるだろう。しかし、オブジェクトとは一国の軍事力そのものだ。単に『システムに不備があったから戦えません』では済まされないからこそ、操縦士エリートは『最低限のレベル』ですら分ぶ厚あつい百科事典に勝まさる操縦マニュアルを、さらに何冊も何冊も追加した上で、『全すべての派は生せいパターンを問題なく使うためには、その基本のマニュアルをどうすれば良いか』という応用パターンを頭の中で練ねり上あげる必要に迫られる。

「……、」

　整備中で機体を休めているオブジェクトの中で、エリートのお姫様はそっと息を吐はく。

　別に軍事作戦の内容を確認し、これから殺す相手の家族について考えている訳わけではない。彼女の手には、ありきたりの携帯電話が握にぎられていた。オブジェクトは通常、ハッキング防止のために一部の独立した通信機を除いて外部からの電波を完全に遮しや断だんする機能が備そなわっているが、今は整備中でコックピットから外へ繋つながる長いトンネルのような通路と隔かく壁へきは全て開放されている。

　少女は、携帯電話の小さな画面を眺ながめていた。

　そこに表示されていたのは、短いメールだった。

　アラスカの基地で出会い、窮きゆう地ちに陥おちいった自分を助けに来てくれた、本物の友達。

「ふふ」

　内容はそっけないものだったが、お姫様にとっては関係なかった。内容ではなく、誰だれからのものであるのかがこんなに重要な意味を持つとは、今まで想像もできなかった。

「ふふ、ふふふ。うふふふふふ」

　思わず鼻歌を歌い、椅い子すに座ったままダンスっぽく体を小さく左右に振った直後、適当に振り回した手の甲がうっかりレバーにぶつかった。

　巨大な主しゆ砲ほうがガコーンと大きく動き、空中の連絡通路を押おし潰つぶそうになり、すんでの所で整備兵の婆ばあさんをホームランしそうになったお姫様は、慌あわててレバーを掴つかみ直なおす。
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「クウェンサー、そろそろ作戦行動時間に入るの。私的通信が制限されるから、再び自由時間になるまで携帯電話はお預けよ」

　美人上官のフローレイティアに注意され、クウェンサーは慌あわてて携帯電話をポケットに押し込んだ。

　作戦の内容は簡単よ、と我われらが上官フローレイティア様は銀ぎん色いろの髪かみを挟はさむカンザシを模もした細長いヘアピンを揺ゆらしながら、大型輸送機の中で豪ごう語ごする。

「地中海の玄関である、ジブラルタル海峡を突とつ破ぱしようとしている敵軍のオブジェクトがいるの。こいつの侵入を許してしまうと大変な事になるから、海峡突破前にオブジェクトを爆ばく破はしないレベルで行動不能にしろ。以上よ」

「以上よ、じゃねっすよ何すか行動不能ってあの怪かい物ぶつに峰みね打うちでもしろって言うんですか」

　ヘイヴィアが口を尖とがらせてそんな事を言う。

　フローレイティアも無茶を言っている事に自覚があるのか、軽く肩をすくめて、

「上のお偉えらいさんは本気でそんな注文をしてきている訳わけよ。どうやら今度のオブジェクトは大量の原油を勝手に盗ぬすんで運うん搬ぱんしている最さい中ちゆうらしくて、それを回収したいみたいだけど」

　正直無む謀ぼうでしょ？　とフローレイティアは簡単に言う。

「ただ、現場の私はもう少し実現性のある命令を出してあげるから安心して。……盗まれた原油の行方ゆくえなんぞどうでも良いから、とにかくオブジェクトが海峡を突とつ破ぱするのを阻そ止ししろ。何なら原油ごとオブジェクトを吹ふっ飛とばしても構わないから。以上よ」

「それもそれで、十分に無茶すぎる命令なんですけどね。生なま身みで戦うような相手じゃねえぞ……」

　ブツブツ言っているヘイヴィアだが、フローレイティアはこれ以上の妥だ協きようはしないつもりのようだった。

　クウェンサーはこれからの激戦を想起して軽い眩暈めまいを覚えながらも、

「……地中海。それで、支給品の軍服の迷めい彩さいカラーが灰色系に変わってたんですね」

「見てヘイヴィア。最近の学生は呑のみ込こみが早いのね。曲がりなりにも本職の軍人が後おくれを取って良いの？　んん？」

「分っかりましたよー。俺もライフルの迷彩パターン変えりゃ良いんでしょ。ったく、携帯電話の色替えボディかっつの」

「上官にケンカを売っているのヘイヴィア？　そうだったらさっさと向かって来い」

「よしてくださいよ。そのスラリとした脚で股こ間かんを踏まれたりしたら元気が出ます」

　適当な事を答えながら強化プラスチック製のパーツをテキパキと交換していくヘイヴィアを横目で見ながら、クウェンサーは上官のフローレイティアに話しかけた。

「そもそも、何でフローレイティアさんがこんな所に？　アラスカ所属じゃありませんでしたっけ？」

「私も望んでこんな所に転属した訳じゃないの。お偉いさんの意向よ。今回はあのお姫様と、お前達二人がセットで作戦を行うからっていうね。馴な染じみのオブジェクトと奇き跡せきのコンビに命令出す側もアラスカの時と同じようにした方が良いっていう考えなんじゃないの？　ったく、スタンドプレーに付き合わされるのも大変よね」

「海峡を突破されるとどうなるんです？　さっき、オブジェクトは大量の原油を盗んで運んでいる……とかって言っていましたけど」

　話題を変えるようにクウェンサーが質問すると、フローレイティアは肩をすくめた。

「我が国が六ヶ月かけて兵ひよう糧ろう攻ぜめにしている敵軍のベースゾーンがある訳だけど、その六ヶ月が無む駄だになるの。どうやら海上移動中の敵軍オブジェクトは石油採さい掘くつ機き能のうも備そなえているらしくてね。公海も他国の領りよう海かいもお構いなしに海底から石油を吸い出しては体の中に抱かかえて、オブジェクトの同盟国に配って回っているみたいよ」

「テロ指定国家への宅配サービスってトコですか。ここで沈しずめておいた方が世界のためだぜ」

　ヘイヴィアが唇を歪ゆがめてそんな事を言った。

　クウェンサーは首を傾かしげて、

「オブジェクト主体の戦場に、石油なんて必要あるんですか。あの動どう力りよく炉ろってJPlevelMHD方式でしょ？　あれはもっと特とく殊しゆな仕組みで動いているはずだし」

「あれも皮ひ肉にくなもんだよな。最先端技術とかになると、逆に石炭の方が燃ねん焼しよう効こう率りつが良くなるってヤツだろ？」

「JPlevelの場合、実際には一度ドロドロに溶とかして構造をいじってから再さい固こ化かしてるけどね。燃焼時間知ってる？　あの燃料って一度ぶち込んだら五年は交換しなくて良いらしいよ」

　そんな感じで脱線しかかった話を、フローレイティアが元に戻す。

「オブジェクトそのものじゃなくて、メンテ用のベースゾーンが石油を消費する訳わけね。アラスカでお前達が基地を襲おそったのと同じよ。整備できなくなれば、オブジェクトも身動きが取れなくなるの」

　彼女は基地に着いたら呑のめなくなるであろう、度数の高いショーチューを口に含みながら、

「現在、ジブラルタル海峡の端はしから端までゴールテープを張っているの。等とう間かん隔かくで機き雷らいの巻き付いている網あみね。それで鋼はがねの巨体の侵入を防ぐんだって。しかしまぁ、例のオブジェクト相手にどこまで通用するかは分からないの。だから正しよう面めんからお姫様のオブジェクトをぶつけて、裏からお前達に動けと命令が来たみたいね」

「激戦区だな。流ながれ弾だまで一〇〇回死ねる」

　思わず呟つぶやくヘイヴィア。

　クウェンサーは輸送機に取り付けられた小さな窓の外に目をやる。雲の下に広がっているのは、青い青い綺き麗れいな海だ。それを眺ながめながら、クウェンサーもポツリと口に出す。

「ただいま、クソッたれの戦場さん」
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　クウェンサー達を乗せた大型輸送機は海うみ辺べの滑かつ走そう路ろに着陸したが、彼らの所属する整備基地ベースゾーンはそこではないらしい。

「……おい嘘うそだろ。ど真まん中なかじゃねえか」

　船体をおざなりな鉄板で覆おおい、機き関かん砲ほうを前後に二門だけ取り付けただけの雑な軍用ボートの上で、ヘイヴィアが呻うめき声を上げた。

　無理もない、とクウェンサーも思う。

　ジブラルタル海峡のほぼ中央地点に、海上油田のような物が建っていた。何本もの柱で支えられた、鋼鉄の島。どうやらそれが、海峡を突とつ破ぱしようとしている敵軍オブジェクトを迎げい撃げきするために作られた、急造のベースゾーンのようだった。

　柱の高さは海面から五〇メートル以上、そして柱によって支えられた天てん井じよう部ぶは、三〇〇メートル四方の四角い板だ。さらにその下に、複数の通路やら階段やらエレベーターやらが、四方八方に入り組んでいる。

　クウェンサーは上官のフローレイティアの方を見ながら、

「これじゃ的まとですよ。デカいのがやってくるって分かっているなら、じっと待っていないで空軍でも動かせば良いのに……」

「オブジェクト相手じゃ通用しないの。設計学んでいるお前なら分かる事よね。戦争の代名詞はオブジェクト。これからジブラルタルに向かってくる怪かい物ぶつを食い止めるためには、こっちもお姫様のオブジェクトを運用するためのベースゾーンを作って待ち構えるしかないの」

　……まぁ、クウェンサーとしてもそんなのは百も承しよう知ちで、ようは自分が戦うのが嫌いやだというだけなのだが。

　ともかく、そんなヤバい所で働かされる生なま身みの人間としては、たまったものではない。ここでオブジェクトから砲ほう撃げきを受けたら、死体は海から上がってこないかもしれない。

　周囲を見回せば、似たような油田みたいな施設が海の上にポツポツと建っているのが分かる。

「油田じゃない。この辺は採さい掘くつには向いていないからね」

　第一印象を口にすると、上官のフローレイティアはそう答えた。

「メンテに必要な石油は世界中の協力地域からかき集めて、海底のタンクに貯蔵してあるの」

「……敵も味方も似たようなモンですか。なんかもう、戦う気力が一気に削そげるな」

　クウェンサーはうんざりした調子で言う。

　一方、ヘイヴィアはボートを降りると、上陸用の鉄の階段を昇って、ベースゾーンの上部へと向かって行った。とはいえ、まさか階段で五〇メートルも昇るつもりはないだろう。作業用エレベーターのある広場にでも行くつもりか。

　クウェンサーもその後を追う。

「おい。何でそんなにやる気いっぱいなんだ？」

「軍の上じよう層そう部ぶもそれなりに期待してくれてるみたいでな。聞いた話だと俺らには陸軍のパワードスーツを支し給きゆうしてくれるらしいぜ」

「そんなの、オブジェクトの砲ほう撃げき一発で灰も残らないだろ」

「だがパワードスーツがありゃあ、爆ばく発はつで飛び散った破は片へんぐらいなら何とかなるんじゃねえか？　死し因いんは味方の装そう甲こうでしたとか、最高に格好かつこ悪わるいオチだしな」

　彼らがやってきたのは、海面から一〇メートルほど上がった所にある鉄板の広場だ。幅はば一〇〇メートル以上、奥行きは三〇メートルぐらいの巨大な空間だ。海面に向かって釣つり竿ざおのように何機ものクレーンが伸びているところから、おそらく貨物船からの荷物をやり取りするためのスペースなのだろう。クレーンとは反対側の壁には、コンテナを丸ごと昇しよう降こうさせるためなのか、家族向けの３ＬＤＫがそのまますっぽり収おさまりそうな、それでいて最低限の手すりしかない無ぶ骨こつなエレベーターがいくつも用意されている。

　ヘイヴィアは広いスペースを走り回り、そして中央で両手を広げた。ＵＦＯでも呼び出そうとしているのかもしれない。

「やっぱデカい基地来るとテンション上がるなー」

「……こっちは論文の材料にならない知識を詰つめ込こまされても、記き憶おく野やの無む駄だ遣づかいにしかならないんだけどな」

「まだ派は遣けん留りゆう学がく気分かよ。アラスカの一件で出世コースには乗ったんだろ。及きゆう第だい点てん取れてんなら後はダレてても良いんじゃねえのか？」

「アタマっていうのは筋肉と同じで、ブランク空あくとリハビリが必要になっちゃうんだよ。嫌いやだよー、気がついたら爆ばく破はの技術しか残ってませんでしたとかいう展開」

　そんな事を言い合っていると、少し離れた所からフローレイティアが片手を振りながらこちらに声を掛かけてきた。

「おい、遊びに来ているんじゃないの。さっさとロッカーに荷物を置いて、配置につくの。聞いた話だとお偉えらいさんもちょっとは注目しているみたいだから、ここでヘマすると響くよ」

「そういや、支し給きゆう品ひんの爆薬がＣ４から『ハンドアックス』に変わってたっけ？　グラム単位の価格はプラチナよりも高いとかいうヤツ」

「いずれにしても、オブジェクトの装そう甲こうにはかすり傷もつけられないけどね」

　改めて任務内容を思い出し、うんざりした調子になるクウェンサー。

　彼は傍かたわらにいる、なし崩くずし的な相あい棒ぼうに小声で話しかける。

「（……おい。リアルな話、何とかなると思うか？　生なま身みの人間がオブジェクトと戦うなんて普通じゃないぞ。たまたま偶然起きた奇き跡せきを何度も何度も起こせる訳わけないのに……）」

「いやぁ、何とかなるんじゃねえか？」

　ヘイヴィアの意外に軽い返事に、クウェンサーは思わず目を真まん丸まるにした。

　驚くクウェンサーに、ヘイヴィアは肩をすくめて、

「だってよ、今回は俺らだけじゃねえんだぜ？　あのお姫様が操あやつるオブジェクトだってついてる。どっちかっつーと、オブジェクト対オブジェクトの戦いがメインで、俺らはその裏からチョイチョイっと手を出して、お姫様を少しでも有利にすれば良い。後はお姫様が勝手にやってくれるさ。生身の人間だけで馬ば鹿かデカいオブジェクトとぶつかったアラスカとは訳が違ちがうんだよ」

「そんな……モンか？」

「そんなもんだろ。見ろよ」

　ヘイヴィアは巨大な板状のベースゾーンのさらに向こう───海の方を指差した。

　広い海のあちこちに、この基地と似たような施設があった。一つ二つではない。横一線に、等とう間かん隔かくで、海峡を遮さえぎるように……二、三〇ものベースゾーンが並んでいる。こうして見ると、海上油田の激戦区みたいにも見えた。

「急造とはいえ、オブジェクト整備施設だけで三〇ぐらいあるんだぜ？　仮にメンテ施設が一つ二つ狙ねらわれたって、続けてお姫様のオブジェクトを運用できるように準備を固めてあるんだ。この予算の掛かけ方かたはちょっと異常だよ。そして金をたくさんつぎ込んだ施設はそうそう簡単にはやられねえ。上じよう層そう部ぶの連中もそういう風に作戦を練ねってくれてるはずだ。俺らの帰き還かん率りつも自然と高まるって事だな」

　確かに、そう考えれば多少は楽らつ観かん的てきにもなれるか、とクウェンサーも頷うなずいた。

　本当に単なる捨すて駒ごまなら、軍の上層部も大量の資金を投入したりはしないだろう。そしてお姫様のオブジェクト。アラスカでの経験を考えれば、彼女一人に頼りきりにする訳わけにはいかないが、それでもあるとないとでは大おお違ちがいだ。少なくとも、オブジェクト対オブジェクトの戦いになれば、『一方的』ではなく『拮きつ抗こう』した戦況に持ち込む事ができるのだから。

　クウェンサー達の仕事は、その後押しをする事。

　何も生なま身みの人間が、本体だけで五〇メートル以上のオブジェクトへ真ま正しよう面めんから突とつ撃げきするのではない。

　裏からお姫様の手伝いをし、彼女が勝利するための条件を整える事。

　それぐらいなら、自分達にだって実行可能かもしれない。

　クウェンサーは自然と笑顔になり、傍かたわらの相あい棒ぼうにこう言った。




「なら大丈───」

　言葉が終わる前に、隣となりのベースゾーンが粉こな々ごなに吹き飛ばされる。




　キュガッ!!　という爆ばく音おんが視覚情報よりも遅れてやってきた。

　トランプで作ったピラミッドを平ひら手て打うちで崩くずすような───横方向からの衝しよう撃げきに、ベースゾーンがバラバラに崩れて海面へと沈しずんでいく。隣の基地とは二〇〇メートル以上離れていたはずなのに、爆発の衝しよう撃げき波ははクウェンサーやヘイヴィア達をまとめて薙なぎ払はらった。細かい針金みたいなパーツの破は片へんが、彼らの頭の上にまで降ふり注そそいでくる。

　ジンジンと痛む左右の鼓こ膜まくに顔をしかめながら、ヘイヴィアが叫んだ。

「なん……っだ、いきなり!?　違法建築か!!」

「馬ば鹿か、現実逃避してんな！　オブジェクトに決まっているだろ!!」

　仰あお向むけの状態から半回転してうつ伏ぶせになり、双眼鏡を使ってクウェンサーは水平線の辺あたりへ視線を走らせる。

　山のような巨体があった。

　超大型兵器オブジェクト特有の、動どう力りよく炉ろを核シェルターの装そう甲こうで覆おおったような巨大球体と、そこから伸びる大小無数の砲ほうの数々。今回の主砲はレールガンのようだ。全長数メートルほどのサイズの砲ほう弾だんを、マッハ一〇近い速度で撃うち出だしているらしい。破は壊かい力りよくについては前ぜん述じゆつの通り。あれ一発でベースゾーンを一つ地図から消せるレベルである。

　しかも。

　今回のオブジェクトの動どう力りよく炉ろとなる巨大球体は、一つではない。

　三つもある。

　各球体は正三角形の頂点を築くように配置され、それぞれの球体を結ぶように、直線状の装そう甲こうパーツが連結されている。機体下部にあるＡ字の特とく殊しゆフロートとエアクッション機関によって海上に浮かんでいるらしく、オブジェクトの周囲へさざ波のようなものが撒まき散ちらされている。

　海かい戦せん特とつ化か型がたのオブジェクト。その名はトライコア。
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　軍の資料にあったその巨体を眺ながめて、ヘイヴィアがもはや駄だ々だをこねるように叫んだ。

「おいおいおいおい!!　あんなもん、どうやって動かしてんだよ!?」

「知るかよ!!　どうせ空気で船を浮かばせるエアクッション船とかウォータージェットとか、色々組み合わせてるんだろ！　あれだけの巨体なら、複数の推すい進しん装そう置ちがあってもおかしくないし!!」

　そんな二人の少年などお構いなしに、オブジェクトは鉄てつ塔とうを横倒しにしたような巨大レールガンをギチギチとこちらへ向けてくる。

　威い嚇かくも警けい告こくもなかった。

　ボンドンバガン!!　と凄すさまじい爆ばく音おんと共に、海上で横一列に展開されていたベースゾーンが次々と真横へ吹ふき飛とばされていく。

　ヘイヴィアは耳を塞ふさぎながらも、衝しよう撃げき波はに負けないように大声で叫ぶ。

「くそ、俺らは屋台の射しや的てきの景品か!?　そもそも機き雷らいつきのネットを張ってるって話はどうなってんだっつの!!」

「普通の爆薬なんか通じるか！　薄うす々うす分かっていたんじゃなかったか!?」

　クウェンサーは双眼鏡を別の方向に向ける。

　第だい一いつ射しやからほんの六〇秒で、すでにベースゾーンの半数近くが沈しずめられた。四秒で一つ潰つぶされている計算だ。お姫様のオブジェクトはどこにいる？　とクウェンサーは焦あせった。まさか、基地と一いつ緒しよに海の茂も屑くずになっていないだろうな、と。

「おいどうすんだ!?　やっぱ俺ら甘かったんだよ！　正しよう面めんから戦わなければ大丈夫とか、そんな次元じゃねえんだ！　オブジェクト対オブジェクトの戦いなんて、側そばでウロチョロしてるだけで知らない間に吹っ飛ばされるのがオチだぜ!!」

「いや待て。というか、そもそもお姫様のオブジェクトは何で反はん撃げきしないんだ!?」

　クウェンサーは伏ふせたままあっちこっちに双眼鏡を向けるが、一いつ向こうにその巨体が出てくる様よう子すはない。

　そこで、上官のフローレイティアが苛いら立だったような顔で、海上のオブジェクトを睨にらみながら声を掛かけてきた。

「何よ!?　お前達、もしかして聞いていなかったの!?」

「何すかその不ふ穏おんな前まえ振ふり!?」

「お姫様は陸地にある軍港式のベースゾーンで、海上戦闘用のフロートを整備している最さい中ちゆうよ！　なんか大西洋を渡っている内に調子がおかしくなったらしくて、到着が遅れるの！　何のために輸送機をチャーターしてお前達を迅じん速そくに運んだと思っているの!?　時間にルーズなシンデレラが配備されるまで時間がかかるから、『オブジェクトを使わなくても唯ゆい一いつ対抗できる』お前達が先にダメージを与えておいて、後からやってくるお姫様に楽をさせてやれという、上じよう層そう部ぶのありがたいお達たつしよ!!」

「おい、ふざけんな……」

　ヘイヴィアの口調が、一いつ瞬しゆんだけ軍の上下関係を超ちよう越えつした。

「俺らだけでまともに戦えるはずねえだろ。オブジェクトなしじゃ話にならねえよ!!　冗談じゃねえ。さっさと『白しろ旗はた』上げろよ!!　今いま時どきの戦場は総力戦にはならねえって、アラスカの時にも言ってたじゃねえか!!」

「それは領りよう土どを明け渡して撤てつ収しゆうできる場合での選せん択たく肢しよ。今回は敵さんの進路を塞ふさぐ形で陣地を構築しているんだから、『白しろ旗はた』を上げても向こうは作戦行動を遂すい行こうさせるために強行突とつ破ぱしてくる事に変わりはないのよ。降こう参さんしようがしまいが、ジブラルタルを通るためにベースゾーンを破は壊かいする必要がある訳わけなの。……有あり体ていに言えば、『状況がそれを許さない』といったところね」

　しかしフローレイティアは、いちいち訓くん戒かいせずに、かしこまった顔でこう言った。

「それに今回の作戦に限って言えば、私は『白旗』用の無線コードを上じよう層そう部ぶから渡されていないの。どうやら上の連中は、私達が粉こな々ごなに飛び散っても敵軍オブジェクトにここを通させたくないらしいね」

「……ッ!?」

「ほら、死ぬ気で頑がん張ばって足を止めて来るのよ。そのためにプラチナより高い爆ばく弾だんの『ハンドアックス』を支し給きゆうしたんだから」

「「できる訳があるかァァあああああああああああああああああああああああああッ!!」」

　クウェンサーとヘイヴィアの二人はありったけの力を込めて叫ぶと、命令を無視して走り出した。行く先は釣つり竿ざおのように伸びたクレーンのさらに向こうに広がっている海面だ。およそ一〇メートルほどの高さはあるが、このまま敵オブジェクトのトライコアに狙ねらい撃うちにされるぐらいなら飛び降りた方がはるかに安全である。

「おい、ちょっと待───ッ!!」

　フローレイティアは一いつ瞬しゆんだけ呼び止めようとしたが、その言葉が終わる前に、トライコアの主しゆ砲ほうレールガンがこちらに照しよう準じゆんを合わせている事に気づいた。彼女の形ぎよう相そうが豹ひよう変へんし、クウェンサー達に続いて海上のベースゾーンから飛んだ直後、山のように巨大なベースゾーンが、同じく山のように巨大なオブジェクトによって粉々に吹ふき飛とばされた。
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　クウェンサー達は海に投げ出された。

　大小無数の基地の残ざん骸がいが散ちらばる海は、とてつもなく汚よごれていた。まるで台風が通り過ぎた後に、折れた倒とう木ぼくなどが河か口こうに溜たまるような景色けしきに近い。もっとも、整備基地ベースゾーンの構成素材は鋼はがねやコンクリートなので、海面に散らばる残骸は次々と水中に没ぼつしていく訳だが。

　必死に顔だけを海上に出し、立ち泳ぎをしようとするクウェンサー達だったが、とにかく水を吸った軍服が重たい。おまけにキロ単位のプラスチック爆弾やライフルまで抱かかえているのだから、水着を着て泳ぐのとは全まつたく違ちがう。ほとんど見えない手に足首を掴つかまれているような状態だった。

「うえっ、くそっ、死ぬ!!　やっぱ調子に乗ってたんだ！　もうオブジェクトのいる戦場なんか二度と来ないぞ!!」

　今にも沈しずみそうな状態で、それでもクウェンサーは叫ぶ。

　一方、隣となりで同じように泳ぐと溺おぼれるの中間みたいな仕し草ぐさをしているヘイヴィアは、

「おい、このままじゃ砲ほう撃げき受けなくても、バラバラになって降ってくる基地の残ざん骸がいだけで圧あつ死ししちまうんじゃねえか！　俺らに支し給きゆうされるパワードスーツってのはどこにあるんだ!?」

「とっくに海底だろ！　素す潜もぐりで三〇〇メートルぐらい潜れりゃ拾ひろえるんじゃないか!!」

「着たら沈むようなスーツを支給する気だったのかよ、海の上なのに!?　やっぱ上じよう層そう部ぶは俺らを使つかい潰つぶす気まんまんだな!!」

「それより少しでも基地から離れないとまずいんじゃないか!?　確か石油タンクは海底にあって、メンテに必要な分はパイプで汲くみ上あげているんだったよな。今は安全装置でも働いてるのか、破やぶれたパイプから原油が流出するのは食い止められてるみたいだけど、トライコアの攻撃にいつまで耐たえられるかは分かんないぞ!!」

「黒い噴ふん水すいが出てきたら文字通りの火の海って事かよ!?　誰だれだこんな適当な作戦にゴーサイン出したヤツ!!」

　ぎゃあぎゃあ喚わめいていたヘイヴィアだったが、その体が一度海面に沈んだ。慌あわててもう一度顔を上げた彼は、ぶるぶると水に濡ぬれた犬のように顔を振り、

「ちくしょう、もう駄だ目めだ。しっ、沈む……。爆ばく薬やく捨すてちまっても構わねえか？」

「お前は一％の可能性を捨てて〇％にする気か!?」

「こんなガラクタ後ご生しよう大だい事じに抱かかえてどうしろってんだ!!　まともに設置しても装そう甲こうにダメージ与える事はできねえし、そもそもこんな状態じゃ近づく事もできねえだろうが!!」

「確かにどうやって近づくかは問題だけ───うぎゃあ!?　向こうの方から近づいてくるぞ!!」

　クウェンサーの絶ぜつ叫きように、ヘイヴィアはギョッとした顔で水平線の方へ目をやる。

　トライコアは巨大なレールガンを使ってベースゾーンのほとんどを破は壊かいし尽くした事で勝利を確信したせいか（あるいは、そこまでやってもオブジェクトが出てこない事に安あん堵どしたのか）、断だん続ぞく的てきに砲を撃うちながらも、こちらへ接近してきている。

　速度は時速二〇〇キロ前後。

　このまま海峡を突とつ破ぱする気か、と考えるクウェンサーの耳に、海面に顔だけ出した状態の上官フローレイティアの叫び声が届く。

「どうにかして!!　ここを突破されたら敵軍のベースゾーンに石油が届けられてしまうの！　それが嫌いやなら食い止めろ!!」

「もうそんなのどうでも良いだろ！　サラダ油と一いつ緒しよに送ってやれ!!」

「石油が運ばれたらオブジェクト整備場が再さい稼か働どうしてしまうのよ!!　そうなったらこれまで整備不良で止まっていた、もっとヤバいオブジェクトが援えん軍ぐんでやってくるの!!　今以上の地じ獄ごくになった地中海に放ほうり込こまれたいの!?」

「もう辞やめてえ!!　この上官の頭ブチ抜いたら今すぐ除じよ隊たい処しよ分ぶんにしてくれねえかな!?」

　ヘイヴィア、完全にマジな目で語っているが、クウェンサーとしてはそれどころではない。

　彼はそれ以上に真剣な顔でこう叫んだ。

「おい、ヤバいぞ！　トライコアがこっちに来る!!」

「今さらだなヒーローッ!!　あいつが海峡を突とつ破ぱしようとしてる事ぐらい───」

「そうじゃない!!　直接あの巨体で俺達を押おし潰つぶすルートだ!!」

　ウソだろオイ!!　というヘイヴィアの絶ぜつ叫きようが聞こえたが、生あい憎にくと嘘うそではない。

　三つもの動どう力りよく炉ろを備そなえたトライコアは、デカいレールガンを二、三発撃うってもかろうじて原型を留とどめているベースゾーンがある事に気づいたのか、今度は零ゼロ距きよ離りで主しゆ砲ほうを発射しようとしているらしい。そのルート上にいる立ち泳ぎ状態のクウェンサー達などお構いなしに、その巨体を強引に前進させてくる。

　当然ながら、このまま直ちよく撃げきすれば生なま身みの人間などひとたまりもない。

　トライコアは空気を下に吹き付けて船体を浮かばせるエアクッション船と同じ理屈で浮かんでいるようだが、流石さすがに巨体を浮かばせるのは骨が折れるのか、せいぜい三〇〜五〇センチ程度しか浮かんでいない。あの状態では立ち泳ぎのクウェンサー達に船体がぶつかってしまうし、何より、数十万トンの巨体を浮かばせるほどの突とつ風ぷうを浴びたら、人体の形がおかしくなるかもしれない。

　このままではすり身にされてタコに喰くわれるのがオチだ。

　やや右回りの進行ルートで迫せまってくるトライコアを見て、ヘイヴィアは目を剥むいた。

「よけろよけろ!!」

「アホか！　そんなに早く泳げる訳わけないだろ!!　トライコアの横よこ幅はばは一五〇メートル以上あるんだぞ！　オリンピックの金メダリストでも回避なんかできないっての!!」

「なら教えろ学者の卵!!　一体どうすりゃ生き残れんだ!?」

　そんな事を罵ののしり合あっている内にも、トライコアは圧倒的な速度で迫ってくる。

　もう激げき突とつまで三〇秒もない。

（左右どっちに逃げても、泳いで回かい避ひする事はできない……ならっ!!）

　クウェンサーは近くの海面でほとんど沈しずみかけていた救命ボートへ向かった。それを見ていたヘイヴィアが呆あきれた声を放はなつ。

「チャチなモーターボートで海戦用オブジェクトより早く進めるとでも思ってんのか!?」

「違ちがう、馬ば鹿か！　こいつをつけろ!!」

　叫び返しながら、クウェンサーは救命ボートに備そなえ付つけられていた物を、ヘイヴィアとフローレイティアに放ほうり投なげた。それはヘアスプレーぐらいのサイズの缶の先端に、口と鼻を覆おおう透とう明めいなマスクが取り付けられたものだ。

「酸素ボンベ……？」

「それつけて潜もぐれ!!」

　透とう明めいなマスクを装そう着ちやくし、下を指差しながらクウェンサーは言う。

「トライコアは大型フロートとエアクッション機関で海上を進む！　だとすれば、あの巨体は海中までは広がっていないはずだ!!」

「ッ!?」

　ヘイヴィア達は何らかのリアクションを返そうとしたようだが、それを黙って聞いているほどの余裕はない。

　時速二〇〇キロ近い速度で迫るトライコアの先端は、すでにクウェンサー達のすぐ近くまで迫っている。巨体が高速移動する事で、Ｖ字の高波も発生していた。船体自体は浮いていても、強きよう烈れつな下向きの突とつ風ぷうが海面を抉えぐっているのだろうか。仮に何かの奇き跡せきが起きてトライコアの横よこ幅はばの外まで逃げたとしても、海面にいるだけでは高波に呑のみ込こまれて消え去るだけだ。

「くそっ!!」

　クウェンサーはマスクの調子を確かめる事もできず、そのまま頭を海中に沈めた。

　間かん一いつ髪ぱつの所で、すぐ真上の海上をトライコアの分ぶ厚あついフロートが通り過ぎる。強烈な空気で海面が大きく乱されているが、その猛もう威いは海中のクウェンサーまでは届かない。

（ふう。何とかなっ……）

　安あん堵どの息いきを吐つこうとしたクウェンサーの呼吸が止まりそうになる。

　確かに、トライコアの本体は巨大フロートとエアクッション機関によって、ほぼ完全に海上に浮かんでいた。

　ただし。

　トライコアが備そなえる三つの球体動どう力りよく炉ろから真下へ、鉄てつ塔とうのようなものが突つき出だしていた。警官が使う警けい棒ぼうのような伸しん縮しゆく式しきの構造物の正体はシャークアンカー───起き上がりこぼしのように、巨大オブジェクトが横転しないように取り付けられた錘おもりである。

　オブジェクト本体はクウェンサーの頭上を通り過ぎたが、鉄塔サイズのシャークアンカーがそんな彼の胴体目がけて迫せまってくる。

「ッ!?」

　クウェンサーはとっさに横方向に泳いで避けようとしたが、そこでさらにトライコア側に動きがあった。主しゆ砲ほうの狙ねらいを調整するためか……まるで靴底で地面を踏みにじるように、ぐりっと右回りに急きゆう旋せん回かいしたのだ。大幅に速度が落ちる代わりに、まるで誘導兵器のように巨大なシャークアンカーが逃げるクウェンサーへ軌き道どう修しゆう正せいしていく。

（おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!?）

　もはや、ここまで来たら策さくも小こ細ざい工くもない。必死に手足を動かして少しでも間かん隔かくを離そうとするクウェンサー。しかし生なま身みの人間のちっぽけな体は、風に舞う木の葉のように海中をグルグルと回転していく。

「げほっ!?」

　シャークアンカー自体に激げき突とつしたのではない。

　そんな事になっていれば人間としてのシルエットすら残っていないだろう。

　かろうじて回避したものの、大質量のシャークアンカーが攪かく拌はんする海水の渦うずに巻き込まれ、クウェンサーの体が勢い良く回転したのだ。

（でも、これで回避でき）

　ほとんど奇き跡せきのように命を繋つなぎ止とめたクウェンサーだったが、ここまで来てまだ安あん堵どする事は許されなかった。

　ぐんっ!!　と、彼の足が唐とう突とつに引っ張られたのだ。

「ッ!?」

　足首が脱だつ臼きゆうしたかと思うほどの激痛が走ったが、実際には大事には至らなかったらしい。それでもクウェンサーの意識は混こん濁だくしかけた。クウェンサーの足首に絡からまった何かは、そのまま彼の体を時速五〇キロ近い速さで海中を引きずり始めたのだ。

（げほっ、ごぼっ!!　くそ、トライコアのパーツに引ひっ掛かかったのか!?）

　ギリギリと痛む足首に目をやったクウェンサーは、そこで嫌いやそうな顔になる。

　シャークアンカーの一つに、金属製の網あみのような物が絡まっていた。そしてその一いつ端たんがクウェンサーの足首に巻き付いていたのだ。単なる漁に使う網とは思えない。その証しよう拠こに、改めて辺あたりを見回せば、クウェンサーの体のすぐ近くに、金属製の球体のような物があった。大おお玉だま転ころがしに使うようなサイズの金属球体の表面には、太いトゲのような物がびっしりと生はえていた。

　それを見たクウェンサーの表情が、これまで以上に強こわ張ばる。

（───機き雷らい!?）

　そういえば、フローレイティアはジブラルタル海峡に機雷つきのネットを張ってトライコアの侵入を阻はばむとか言っていた。このオブジェクトは巨体を使って強引に網あみを破やぶり、引ひっ掛かけたまま移動していたのだ。

　こんな機雷如ごときでオブジェクトが破は壊かいされる事はない。

　だが……こんな間ま近ぢかで不ふ発はつ弾だんが爆ばく発はつしてしまったら、クウェンサーの体は粉こな々ごなになる。

（ちくしょう、味方の罠わなで死んでたまるか!!）

　より正確にレールガンの狙ねらいを定めるためか、トライコアは移動を停止し、エアクッション機関も弱め、フロートだけの浮力で海面に留とどまっていた。

　この隙すきに、クウェンサーは体を丸めて足首に手をやる。しかし、ネットはガッチリと嵌はままっていて、足首は抜けない。焦あせるクウェンサーだったが、そこへ横から別人の手が伸びた。

（!?　……ヘイヴィア!!）

　どうやら相あい棒ぼうも同じようにネットに引っ掛かってしまっていたらしい。驚くクウェンサーにヘイヴィアは何かを言ったようだが、酸素マスクと海水に阻まれているため、具体的な声は届かない。

　ヘイヴィアは意外に器用な手つきでクウェンサーの足首からネットを外はずしたが、海水の流れに任まかせて離り脱だつしようとするクウェンサーの腕を掴つかみ、そのままトライコアに留とどめようとした。

　トライコアはほぼ機体の動きを止め、主しゆ砲ほうのレールガンを撃うっていた。ほとんど原型を失い、兵隊達もほぼ海へ飛び込んだであろうベースゾーンを完全に海の藻も屑くずとするために、だ。

　こちらに注目していない今なら、ネットから手を離せば安全にトライコアから離り脱だつできる。にも拘かかわらず、ヘイヴィアはネットにしがみついて留まろうとしているらしい。

（？）

　クウェンサーは怪け訝げんに思いながらも、とりあえず梯はし子ごのようにネットを掴み直なおしたが、相変わらずヘイヴィアの真意は読めない。どうやら彼は説明しようとしているようだが、海中なので言葉はクウェンサーの耳に聞こえない。

　しばらく努力し、それが無む駄だだと気づいたヘイヴィアは、片手でネットを掴み、もう片方の手で頭上を指差した。

　そのジェスチャーはこう示す。

　───エアクッションの突とつ風ぷうも止まってるみてえだし、せっかくだからトライコアが加速する前にこのまま乗り込もうぜ、と。
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　まるで公園のアスレチックのようにネットを上っていき、クウェンサーとヘイヴィアの二人はようやく海面に顔を出した。

　トライコアの大型フロートは、アルファベットのＡのような形になっている。二人がいるのは中央の空くう洞どう部分で、釣つり堀ぼりのように開けた海面だった。

　ヘイヴィアは酸素ボンベのマスクを顔から取とり外はずすと、海中ではちっとも届かなかった悪あく態たいをここぞとばかりに吐つきまくる。

「くそっ、ベタベタして気持ち悪わりぃ！　ずぶ濡ぬれの犬だなオイ!!　大体何が潜もぐれば安全だよ！　思いっきり死にかけたじゃねえか!!」

「ご注文は『どうすれば生き残れるか教えてくれ』だったはずだけど！　というか、フローレイティアさんはどこ行った!?」

「知るかよ、その辺にぷかぷか浮かんでんじゃねえのか？」

　ヘイヴィアは投げやりな調子で言いながら、辺あたりを見回した。

「おい、海面に上がったのは良いけど、どこからトライコアの甲かん板ぱんに上がるよ？」

「あっちに整備用の梯はし子ごがあるぞ」

「ッ!?　やべえクウェンサー、早くしろ!!　射しや的てきゲームを済ませたトライコアが再び動き出しやがった！　このままじゃエアクッションの突とつ風ぷうに叩たたき潰つぶされちまう!!　六〇万トンの巨体を持ち上げるような風が吹くんだからよ!!」

「くそっ！　なぁ、このまま敵国まで一直線とかじゃないだろうな!?」

「知るかよ!!　とにかく上がるぞ！　さっきのシャークアンカーだってヤバかったんだぜ。伸しん縮しゆく式しきの先端部分はウォータージェットの吸水口と排水口の両方を兼かねてるみてえだった。あのデカい柱が縮んで海面付近まで来てたら、俺らそのまま吸い込まれてたぞ!!」

　という訳わけで、五メートル以上の厚さを持つ巨大フロートの側面に取り付けられた梯子を上って、クウェンサー達はトライコアの甲かん板ぱんへと上陸する。

　オブジェクトを浮かばせるためのフロートとはいえ、幅はばだけでも二〇メートル以上ある。そして、彼らのすぐ側にはコンビナートにあるような、巨大な円えん筒とう形けいのタンクが三基も備そなえ付つけられていた。

「……トライコアには石油採さい掘くつ機き能のうがあるんだっけか？」

「一応『ハンドアックス』は仕し掛かけるけどさ、こんなので本当にトライコアを沈しずめられると思うか？」

　クウェンサーは爆ばく薬やくに信しん管かんを突つき刺さしながらも、怪け訝げんな顔を崩くずさない。

「アラスカの時は敵軍のベースゾーンにあったパーツの中に爆薬を仕掛ける事で、オブジェクトを内側から吹っ飛ばしたけどさ……トライコアっていうのは一体いつになったらどこでメンテを受けるつもりなんだ？」

「おい。オイ見ろよ」

　と、ヘイヴィアがライフルを肩かた紐ひもから取とり外はずしつつ、クウェンサーに話しかけた。

　近頃のライフルは海水に濡れた程度で使えなくなるものではない。

「？」

　ヘイヴィアが顎あごで示す方を見ると、そちらは別のフロートだった。前ぜん述じゆつの通り、トライコアのフロートはＡの字の形をしていて、クウェンサー達がいるのとは別の所にも、数々の施設が建っている。石油を採さい掘くつするために使う巨大なクレーンがあるブロックもあれば、港にある大型倉庫のような建物が並んでいるブロックもある。

　釣つり堀ぼりのように開けた海面越ごしのフロートを眺ながめていたクウェンサーは、

「……大型倉庫？　そうか、トライコアは整備基地を丸ごと内蔵したオブジェクトだったんだ!!　確かにこれなら弱々しい整備艦隊式のベースゾーンをお守もりする必要もない。動どう力りよく炉ろを三つも搭とう載さいしている大型機ならではの新機能って訳わけか!!」

「違ちがうよそっちじゃねえ！」

「は？」

「敵兵だ！　施設の他に、機き関かん銃じゆう持ってる兵隊もフルセット揃そろえてあるみたいだぜ!!」

　ヘイヴィアは言いながら、クウェンサーの腕を掴つかんで物もの陰かげに隠かくれる。

　途と端たんに銃じゆう声せいが鳴り響き、足元のフロートや遮しや蔽へい物ぶつに使っている金属板に火花が散る。

「ちょっと待て。俺達が隠かくれているのって石油タンクじゃないか!?」

「他に隠れる場所がねえんだから仕方ねえだろ!!　それともだだっ広いフロートのど真まん中なかに出て行くかよ!?」

　ところが、トライコア側の兵士達もクウェンサー達が隠れている場所に特別性を見出しているらしく、数十人分もの銃が集まっている割には火力がえらく慎しん重ちようというか、散さん発ぱつ的てきだった。グレネードのような物も使って来ない。

　ヘイヴィアは石油タンクの陰からライフルを構え、二、三発ずつ細かく連れん射しやしながら、

「おい、フロートをぐるりと回って整備場まで行くぞ!!」

「アラスカの時みたいにか？　でもいつになったらトライコアはメンテを受けるんだ!!　仮に三日後だったら三日間は追われ続けるぞ!!」

「なら弱点を探さがせ!!　せっかくの機会だ、こいつにダメージを与えておかなきゃもったいねえだろ!!」

　ダダッ！　ガガガッ!!　とライフルの引き金を引き続けていたヘイヴィアだったが、ふとその銃声が止まった。

「何だよ弾たま詰づまりか!?」

「うるせえな今すぐ直なおすよ!!」

　ヘイヴィアは一度遮蔽物の陰に隠れて、ライフルのカバーを取とり外はずす。動作不良を起こした弾だん丸がんを取り外し、再びカバーを取り付ければ銃が撃うてる状態になる訳わけだが。

　そこで、ゴゴンッ!!　と大地が揺ゆれた。

　トライコアが大きく右回りに旋せん回かいしたらしく、クウェンサー達は振り回されるように倒れ込む。ライフル分解中のヘイヴィアも例外ではなく、細かい金具やスプリングなどがバラバラとフロートの上に散ちらばっていく。

　すると、ヘイヴィアはとても嫌いやそうな顔で、

「……、泣いて良い？」

「めげてないで拾ひろえよ!!　ほら、こっちの調子が悪い事に気づいて向こうの兵隊がバンバン撃ってきてるじゃないか!!」

　とはいえ、パーツのいくつかはフロートから海へと落ちてしまい、もうどうしようもないらしい。ヘイヴィアはピースの欠けたライフルを適当に放ほうり投なげると、予備として用意していた拳けん銃じゆうを取り出して応戦している。

「おい、どこに爆ばく薬やく仕し掛かけるか決まったか!?」

「待てって。今、携帯端末使って軍のデータベースにアクセスしてる」

「防水オプションなんて風呂場でネットやる以外に役立つとは思えなかったのにな」

「実際には確実にのぼせるからお風呂ネットはしんどいけど。ヘイヴィアは分ぶん析せき官かんだったよな。お前の部署じゃ、敵軍のオブジェクトを遠くから観察して大おお雑ざつ把ぱな設計図を予測したりするんだろ。なら、それを調べれば弱点が見つかるかもしれない」

　クウェンサーは小さな画面に目を落としたまま、

「何だこりゃ、安やす物ものめ。電波の状況が悪すぎるぞ。もう少しあっちに移動すれば良いのか……？」

「おい馬ば鹿か待て!!　そっちは敵の射しや線せんど真ん中だ!!」

　ヘイヴィアに慌あわてて引っ張られ、クウェンサーは我われに返かえる。

「ヤバいな、ゆっくり設計図を確認してる暇もない」

「テメェは戦場にネット環境の整ったお洒落しやれな喫きつ茶さ店てんでも用意して欲しいのか」

「トライコアならネット喫茶ぐらい設置してるかもよ？」

　クウェンサーは真ま顔がおで罵ば詈り雑ぞう言ごんに応じながらも、足元の地面を軽く蹴け飛とばし、

「でも、冷静に考えたら一番の弱点は『これ』じゃないか？」

「やっぱ大型フロートか。ま、オブジェクトの球体状本体を三つも積んだ大型機だからな。フロートさえ割っちまえば、後は自じ重じゆうで海底まで沈しずんでいくんだろうけどよ」

「問題は、大型機き雷らいが直ちよく撃げきしても傷一つないフロートを、手持ちの『ハンドアックス』だけでどうやって破は壊かいするか……ってところか。何かしら衝しよう撃げきを集中させて、一点を砕くだくようにすれば……」

「だーちくしょう!!」

　クウェンサーの思考を遮さえぎるように、ヘイヴィアが突とつ然ぜん叫さけんだ。

　見ると、ヘイヴィアの手にはブローバックの途と中ちゆうで動作が止まった拳けん銃じゆうがある。

「弾たま切ぎれだ！　元々拳銃は予備だから、そんなにマガジン持って来てなかったんだよ!!　これ以上ここにいるとフツーの兵隊に頭ブチ抜かれるぞ!!」

「じゃあトライコアはどうする!?」

「知るかよ！　とりあえず適当に爆ばく薬やく投げて海に飛び込もうぜ！　どっかにいるフローレイティアとでも合流して、一度逃げるしかねえって。ここはチャンスを窺うかがった方が良い!!」

　一方で、敵兵側からの銃じゆう弾だんもさらに散さん発ぱつ的てきになってきている。どうやら短い間かん隔かくごとに発はつ砲ぽうしながら、Ａ字のフロートを大きく回り込んで来ようとしているようだ。

　時間がない。

　このままでは追おい詰つめられる。

　トライコアは惜おしいが、確かに現状の『ハンドアックス』だけで確実に沈しずめられるような『弱点』は見えない。このまま拘こう泥でいすれば追い詰められるのはクウェンサー達の方だ。

（仕方ないか……ッ!!）

　クウェンサーとヘイヴィアの二人は歯は噛がみしながらも、Ａ字のフロートから、その外側に広がる海へと飛び込もうとする。

　しかし、彼らが戦線離脱する事はなかった。

　それは、クウェンサー達の勇ゆう敢かんな心が撤てつ退たいを拒こばんだとか、そんな高こう尚しような理由ではない。




　ゴバッ!!　と。

　遠方から何者かが放はなった大口径砲ほう撃げきをトライコアが受け、間ま近ぢかでその衝しよう撃げき波はを浴あびたクウェンサー達がその場でひっくり返ったからだ。




　一撃で聴覚がほとんど消しよう滅めつしかけた。

　平へい衡こう感かん覚かくを司つかさどる器官までダメージが加わったのか、クウェンサーは起き上がる事もできない。強きよう烈れつな頭痛と共に吐はき気けが込み上げ、必死にそれを押さえつけようとする。

「ち、くしょ……ッ！　何だっ……んだ!?」

　すぐ間近にいるはずのヘイヴィアの叫び声が不ふ鮮せん明めいだった。

　クウェンサーは巨大フロートの上に倒れ込んだまま、ただ目線だけで襲しゆう撃げき者しやを探さがす。

　水平線の辺あたりから、何か巨大な物が高速で接近してくるのが見えた。

　本体は巨大な球体。その下部には本来逆Ｙ字の静電気式推すい進しん装そう置ちがあるのだが、今はさらに円形の海戦用フロートが追加されている。球体の後部からは巨大なアームが七本も伸びていて、それぞれのアームの先端には巨大な主しゆ砲ほうが取り付けられていた。おそらくその内の一門、あるいは複数の砲が火を噴ふいたのだろう。

　推すい進しん方式が陸上時と違ちがうのか、莫ばく大だいな静電気の塊かたまりが放はなつ、黒い雷らい雲うんが広がっていくような音は聞こえてこない。

（……オブジェクト……？）

「おい、ヤベえぞ」

　朦もう朧ろうとしているクウェンサーに、ヘイヴィアが震ふるえる声で話しかけてきた。

「絶対ヤベえって!!　お姫様のオブジェクトだ！　このままここにいたら、俺らはオブジェクト対オブジェクトの砲ほう撃げき戦せんに巻き込まれちまう!!」

「ッ!?」

　ひくっと、クウェンサーの顔面が歪ゆがむ。

　オブジェクトは五〇メートル級の怪かい物ぶつ兵器で、扱あつかう兵器もレーザービーム、レールガン、コイルガン、下位安定式プラズマ砲などなど……そこらの戦せん艦かんとは破は壊かい力りよくの桁けたが違ちがう。そんなオブジェクト同士の戦いに巻き込まれたら、もう敵も味方もない。爆ばく発はつで飛んでくるオブジェクトの装そう甲こう表面がぶつかっただけでも、生なま身みの兵士など即死である。

　こうなったら、一いつ刻こくも早くトライコアから離れるしかない。

　しかし、衝しよう撃げき波はに打うちのめされたクウェンサー達は、思ったように体を動かせない。

　今まで別のフロートからこちらを狙ねらっていた敵兵達も同じ状態らしい。これ以上余よ計けいなダメージを受けないように、慌あわててトライコアのフロート上にある整備施設ベースゾーン部分へと逃げようとしている。

　そうこうしている間にも、二機のオブジェクトは互いに正しよう面めんから睨にらみ合あい、鉄てつ塔とうサイズの主しゆ砲ほうをギリギリと構えていく。

　もはや、雑ぞう兵ひようが逃げ出すだけの余裕すらなかった。




　砲ほう撃げき戦せんが、始まった。




　ドガドガボゴッ!!　と凄すさまじい爆ばく音おんや衝しよう撃げき波はが連続した。

　クウェンサーとヘイヴィアの二人は這はって進む事すらできず、その場でうつ伏ぶせになって両手で頭を守る以外に何もできなかった。

　───トライコアは『三つの動どう力りよく炉ろ』の総出力を最大限に発はつ揮きし、強力なレールガンを次々と放はなっていく。

　───対するお姫様のオブジェクトは左右へ小こ刻きざみに加速して敵の照しよう準じゆんから逃のがれつつ、磁力を利用したコイルガンのモードにした七つの主砲を連続射しや出しゆつしていく。

　生身の人間では絶対に抗あらがう事ができないはずの超大型兵器のオブジェクト。その装そう甲こうの表面が剥はく離りし、花火のように飛とび散ちっていく。見る者を圧倒するスケールの大だい破は壊かいだが、そのど真まん中なかで巻き込まれているクウェンサー達としてはたまったものではない。

「くそっ!!　やっぱ戦争の代名詞はオブジェクトかよ！　俺らの命なんてどうでも良かったんだ!!」

「いや、そもそもあのお姫様は俺達がトライコアに上陸している事に気づいていないんじゃないのか？」

　クウェンサーは言いながら、携帯端末を操作してお姫様のオブジェクトへと交信を試こころみる。

　相変わらず、電波の状況は最悪だった。

「おい、どうすんだよ？」

「メインに使う武器をレーザー系に変更してもらう。装そう甲こうを吹き飛ばすんじゃなくて焼き切る方向なら、今より流ながれ弾だまで死ぬ可能性も減へるだろ！　作戦上有利になる点は全まつたくないけど、あのお姫様ならワガママ聞いてくれるんじゃないのか!?」

「おい、派手な溶よう接せつ光こうで失明したりしねえだろうな!?」

「なら破は片へんの豪ごう雨うで死んでみるか!?　とにかく、お姫様にレーザーで牽けん制せいしてもらう間に海に飛び込むんだ。流れ弾の心配がなくなったら、元のコイルガンに戻してもらうって寸すん法ぽうだ!!」

　クウェンサーは携帯端末を通して、エリートのお姫様に話しかける。

「こちらクウェンサー。今トライコアの甲かん板ぱんにいる！　脱出するまでの間、兵へい装そうを一時変更してほしい。WL3B1に変更してくれ！　繰り返す、WL3B1に変更だ!!」




　　　　６




　戦争の代名詞であるオブジェクトの一機、ベイビーマグナムのコックピット内で、エリートの少女は操そう縦じゆう桿かんを握にぎっていた。

　超大型兵器オブジェクトを操あやつるには、特とく殊しゆな才能がいる。

　といっても、それは得え体たいの知れない超能力とか、そういうものではない。単純な記憶力と計算能力、並へい行こう作さ業ぎよう能力に状況判断能力など……人間なら誰だれもが頭を使う時に求められる能力を、極きよく限げんまで高める必要があるのだ。

　オブジェクトは大小一〇〇門以上の砲ほうを同時に操る超大型兵器だ。

　従したがって、各砲の照しよう準じゆん情報を管理するだけでも、『同時に一〇〇通りの情報処理を可能とする頭』が求められるし、大たい概がいの砲は予備照準機能（とりあえず複数の目標をロックしておいて、いつでも照準を切り替えられるようにする仕組み）を備そなえているため、実際には三〇〇、四〇〇もの敵を同時に追えなければ、オブジェクトの能力を最大限に発はつ揮きする事はできない。

　火か器き管かん制せいだけでこれだ。

　さらに全長五〇メートルに及およぶオブジェクトの全機能を把は握あくするとなると、もはや『天才』程度の頭脳では管理が追い着かなくなる。結果として、オブジェクトを操れるのは、ありふれた情報処理能力を極限まで高めた、エリートと呼ばれる人間だけという事になってしまうのだ。

　この問題を緩かん和わするため、ある軍では大勢の乗員を使って分業制を構築しようとしたり、ある企業ではＡＩを利用して作業量を簡かん略りやく化かしようとした。

　しかし大勢の乗員を使うと意志伝達までにタイムラグがあり、その間にエリート一人の高速判断で操られるオブジェクトによって撃げき破はされてしまう。ＡＩを利用した場合でも、『ＡＩが学習していない未知の状況』に対応する事ができず、柔じゆう軟なんなエリートの戦術に追い着く事ができなかった。

　遠い未来にどうなるかはさておいて、少なくともこの現代では、超大型兵器オブジェクトはたった一人のエリートの手によって操られるのが、最も強力な運用方法と認識されていた。

　さて。

　そんなエリートの少女は、敵であるトライコアへコイルガンの大型砲ほう弾だんを次々と射しや出しゆつしている最中に、友軍からの通信を受け取った。

『こち……クウェンサー。今……トライコアの……板にいる！』

　懐なつかしい声だった。

　自然と、操縦桿を握にぎる小さな手にも、力が篭こもる。

『脱出す……までの間、兵へい装そうを一時、変更し……くれ！　WL3B……に変更し、てくれ！　繰り返す、WL3、に……変更だ!!』

　ただ、電波状況が悪いのか、通信内容は不ふ鮮せん明めいだった。

　首を傾かしげるエリートの少女。

　どうやら敵軍のオブジェクトであるトライコアの甲かん板ぱんに上陸しているらしいクウェンサー達は、エリートの少女に援えん護ご射しや撃げきを求めているらしい。……のだが、肝かん心じんの兵へい装そうをなんと指定しているのかが分からない。

（WL3B……だから、この系列だと、レーザー系のリクエストなの？）

　うーむ、と少女は考える。
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　あまり時間的な余裕はない。放ほうっておくとクウェンサー達が窮きゆう地ちに立たされるリスクも増す。エリートの少女は短い時間に急せかされるように、こう決断した。

（たしか……WL3B2……だったような気がする。うん、そのはず!!）

　彼女は一度だけ頷うなずくと、兵装を切り替えるスイッチに手を伸ばす。







　ジュワッ!!　という水が蒸じよう発はつするような音がクウェンサー達の耳に襲おそいかかった。

　音源はお姫様のオブジェクト。

　球体状のボディの表面に取り付けられた、プラネタリウムのレンズのようなパーツだった。そこから前面に向けて扇おうぎ状じように、数百本ものレーザービームが飛び出したのだ。オレンジ色の軌き跡せきが見えるのは、空気中の埃ほこりか水分でも焼いているからか。

　WL3B2『キラースコール』。

　元々は対オブジェクト戦用ではなく、生なま身みの人間が守る敵軍の基地を殲せん滅めつするために使われる補ほ助じよ兵へい装そうなのだが……、

「ぐわあああああああああああああああああーっ!?」

　クウェンサーとヘイヴィアの二人は目の前の光景に絶ぜつ叫きようしながら、ゴロゴロゴロゴロ!!　とフロート上を転ころがって逃げる。そうこうしている間にも、大量の光学兵器がトライコアの表面を次々と焼いていく。

　オブジェクトそのものを貫かん通つうする事はないが、その表面の部分部分が局地的に熱したフライパンのように加熱されていく。石油採さい掘くつに使うクレーンの柱が焼き切れ、避難もしないで別のフロートからしつこくライフルでクウェンサー達を狙ねらおうと残っていた真ま面じ目めな敵兵達がバカスカ破は裂れつしていった。

「何だこりゃ!?　WL3B1を注文したのに、思いっきりWL3B2の方が飛んできたぞ!?　あのお姫様は俺達を殺す気か!!」

「おい見ろよヒーロー、なんかお姫様のオブジェクトの様よう子すがおかしくねえか!?」

　ヘイヴィアに促うながされて見てみれば、ベイビーマグナムの後部から伸びるアーム状主しゆ砲ほうの内の一本が、何やら獲え物ものを追うように小こ刻きざみに左右に揺ゆれている。

　それは、冷静に観察してみると『やっほー、お久しぶりー☆』という、女の子らしく可愛かわいらしいジェスチャーのようにも見えたかもしれないが、

「ち、ちくしょう！　なんか照しよう準じゆんこっち向いてねえか!?　砲ほう身しんを左右に細かく振って微調整までしてやがるぜ!!」

「もはや捨すて駒ごま確定だな！　だけど死んでたまるかちくしょう!!」

　豪ごう雨うのように降ふり注そそぐ対人殺さつ傷しようレーザーの中、なけなしの勇気を振ふり絞しぼってクウェンサーとヘイヴィアは立ち上がる。彼らが向かうのはトライコアの深部ではない。外周に広がる海に向かって全力で走り、職しよく務む放ほう棄き全開で海面へ飛び込んだ。

　ざぱーん、などというありきたりな音はしなかった。

　時速二〇〇キロ近い速度を出すトライコアから飛び降りたからだろう。おまけにエアクッション船と同じ突風の余よ波はも広がっている。クウェンサー達はまるで川で平たい石を投げたように、水面をバンバンと数回バウンドしてから、勢い良く海面に突つっ込こんだ。

　とんでもない爆ばく音おんが、ズボッシャアアアアッ!!　と炸さく裂れつする。

　あっという間に、トライコアまでの距きよ離りが一五〇メートル以上開く。

　直後。

　問もん答どう無む用ようとばかりに、二機のオブジェクトの間で再び主砲同士の全力バトルが繰くり広ひろげられていく。トライコアからそこそこ離れたはずなのに、海面そのものがビリビリと震しん動どうしてクウェンサー達の体をシェイクしそうになっていた。

「もうやだ！　あんな戦いについていける訳わけがない!!」

　ようやく浮き出てきたクウェンサーが半泣きで喚わめくと、すぐ近くで同じように海面から顔を出したヘイヴィアがヤケクソな調子でこう言った。

「おい、さっきいくつか爆ばく薬やく仕し掛かけてたろ！　さっさと起き爆ばくしちまえ!!　あれだけ死しに物もの狂ぐるいで頑がん張ばって成果が何もないんじゃやってらんねえよ!!」

「オーケー相あい棒ぼう!!　これが俺達の努力の結晶です!!」

　クウェンサーの方もテンションがおかしくなり、起爆用の無線信号を躊ちゆう躇ちよなく送信した。

　直後、




　グワッ!!　と紅ぐ蓮れんの炎ほのおが舞い上がった。

　トライコアのフロートに取り付けられていた円えん筒とう形けいの石油タンクが爆発したのだ。




　衝しよう撃げき波はは均きん等とうに撒まき散ちらされ、海面にいたクウェンサー達も叩たたきのめされた。モグラ叩きのように海面に頭が沈しずみ、それから慌あわててもう一度顔を出す。

「うえっ、くそ……結局自分の方に帰ってくるのかよ……」

「だが今まで俺らが盾たてに使ってたタンクが吹っ飛んだって事は、トライコア側にも戦せん略りやく的てきダメージが入ったんじゃね？　連中の目的は『敵軍基地に原油を運ぶ事』なんだからよ」

「っていうか、おいおい。補ほ給きゆうを断たつための作戦とはいえ、これ大丈夫なの？　海が原油で大変な事になってないか？」

「上じよう層そう部ぶだってある程度は予測して対策練ねってるだろ。戦闘が終わればすぐに専用の作業船をよこして吸引するんじゃねえか。どうしても盗ぬすまれた原油を全部持って来いって言うなら、お偉えらいさんを海に沈めて自分で作業させりゃ良い。それよりトライコア自体の方はどうなんだ？」

　そんな事を言い合う二人は、改めて黒こく煙えんを上げるトライコアへ目をやる。

　彼らの顔は優すぐれない。

「ちくしょう、何だかんだでオブジェクトの野や郎ろうはピンピンしてんじゃねえか!!」

「やっぱりフロートにも傷がついている様よう子すはないな。くそっ、どうやりゃトライコアを沈められるんだ！　そもそも手持ちの爆薬だけで何とかなるのか!?　だー全部投げてさっさと帰りたい!!」

　と、そこへ上官のフローレイティアが、モーター式の小型推すい進しん装そう置ちを操あやつって救命ボートを動かして、こちらに接近してきた。彼女は濡ぬれた軍服の内側からオトナな下着が透すけているのも気にせず、非常食らしきチーズの塊かたまりを小さな口で噛かみ千ち切ぎりながら、

「まぁ、帰れるかもしれない可能性もあるのよ」

「フローレイティアさん!?　アンタ今までどこいたの!?」

「そんな救きゆう命めい艇ていどこで見つけてきたんだよ!!　っつーかそのチーズは何!?　救命艇ってそんなのまで積んでんの!?　いつも食ってるレーションより美う味まそうじゃん！　優ゆう雅がな身分だなオイ!!」

　涙目でぎゃあぎゃあ騒ぐ馬ば鹿か二人などお構いなしに、フローレイティアはさっさと話を先に進める。

「さっきも言った事よ。お姫様のオブジェクトの配備が遅れるから、それまでダメージを与えておけって。お前達がさっきタンクを爆ばく破はした事で、私達の役割は終わったの。後はお姫様にバトンタッチしておしまいよ。私達はレスキューのヘリを待って、ロープに掴つかまって引き上げてもらえば大陸まで一直線という訳わけね」

「……あのド派手な戦闘の余よ波はで、ヘリが落とされなきゃな」

　ヘイヴィアがボソッと嫌いやな事を言う。

　トライコアはお姫様と戦うためにクウェンサー達から遠ざかっているが、そもそもオブジェクトの砲ほうはキロ単位の射しや程ていを持つので、全まつたく安心できない。

　そうこうしている内に、陸地のある方角から大型の軍用ヘリがこちらに向かってきた。当然ながらトライコアのレーダーにも捕ほ捉そくされているはずだが、撃げき墜ついしようとするような動きはない。おそらくお姫様の操あやつっているオブジェクトとの戦闘に専せん念ねんするため、いちいち輸送用のヘリに気を配ろうとしていないのだろう。生なま身みの兵隊や普通の戦車、戦闘機などではオブジェクトに傷をつけられない事はすでに証明されている。そんな雑ざ魚こを追って機体の向きを変更して、お姫様からキツい主砲を直ちよく撃げきさせられるのは間ま抜ぬけすぎる。

　ヘリコプターは立ち泳ぎしているクウェンサー達の真上まで来た。一〇メートルぐらいの高さでホバリングすると、レスキュー隊が使うようなワイヤーを真まっ直すぐ垂らしてくる。

　すると、フローレイティアはこんな事を言った。

「悪いけど階級順よ。私が一番最初にヘリに乗らないと、赤の他人は『命惜おしさに軍の規律を乱した部下二人』というレッテルを勝手に貼はりかねないしね」

「……俺らが乗る前にワイヤーを引き上げる素そ振ぶりを見せたら、ヘリに信管つけた『ハンドアックス』を投げつけちまいますからね」

　かなり真剣な調子でヘイヴィアは言う。

　クウェンサーは遠くで戦っている二機のオブジェクトを眺ながめていた。左右に小こ刻きざみに高速移動しながら相手の照しよう準じゆんをかき乱すお姫様と、その周囲を大きく右回りに移動しながら大口径レールガンで攻撃を加えていくトライコア。オブジェクト対オブジェクトの戦いに確実な勝算などない。一いつ進しん一いつ退たいの攻防は、〇対〇のままラスト一〇分を切ったワールドカップの試合のような緊張感を孕はらんでいる。

「ボーッとしてんなクウェンサーッ!!　テメェの番だぜ!!」

　頭上から声を投げられて、クウェンサーは我われに返った。見上げれば、すでにヘイヴィアとフローレイティアは輸送ヘリの中に収おさまっている。ヘイヴィアは開いたドアから身を乗り出しながら、

「派は遣けん留りゆう学がく気分で居残り授業でもやってくか!?　いつ流ながれ弾だまが飛んでくるか分かんねえし、いつまでもこんなトコに留とどまっていたくねえんだよ!!」

　言われて、クウェンサーは慌あわてて近くに垂れている太いワイヤーを掴つかんだ。巨大なモーターがワイヤーを巻き取り、クウェンサーの体もみるみる空中へ運ばれていく。

　三〇秒ほどで、完全に引き上げられた。

　クウェンサーはワイヤーと一いつ緒しよに揺ゆれる体を固定するため、ヘリの床の縁ふちの部分に足を乗せる。元々水中作戦を支し援えんするためのヘリなのか、中には潜水服や酸素ボンベ、水中用の圧縮空気で動かすレンチやドリルなどの工具類、アクアスクーターと呼ばれるモーターのついたビート板のような機材などが備そなえ付つけられていた。

「よし、回収したよ！　早く行って!!」

　フローレイティアがコックピットに向けて大声で指示を出すと、ヘリがグンッと前のめりに傾かしいだ。今まで空中にピタリと止まっていた機体は、オブジェクト同士の戦いから離れるように移動を始める。

「ひでえな」

　ヘイヴィアは眼下に広がる海を眺ながめて、思わず呻うめいた。

　二機の巨大なオブジェクトが暴あばれているその周まわりには、無数の残ざん骸がいが散らばっていた。今までクウェンサー達が待たい機きする予定だった、海上の整備基地ベースゾーンの成なれの果はてだ。

「急きゆう造ぞうっつっても、二、三〇はあっただろ。それが今じゃ、まともに浮かんでる物すらありゃしねえ。柱の基き部ぶ以外は全部海の底かよ」

「不幸中の幸いなのは、トライコアが攻こう撃げきしてきた直後に、ほとんどの兵隊が海に飛び込んだところかな。おかげで救助ヘリも大軍でやってきた」

　クウェンサーが見ている方向には、四〜五〇機程度のヘリがあった。おそらく周辺の軍港や基地にあるものを片かたっ端ぱしから集めてきたのだろう。救助専用のヘリだけでなく、輸送用や観測用といったバラバラの機種がそれぞれホバリングしていた。クウェンサー達と同じように、海上に浮かぶ兵士達がワイヤーを使って拾ひろわれていく。

　良く今まで死ななかったな……と呟つぶやくヘイヴィアに、フローレイティアはカンザシを模もした細長いヘアピンについた海水を拭ぬぐいつつ、ため息混じりで会話に加わる。

「所しよ詮せん、戦争の代名詞はオブジェクトという事よ。仮に原子力空母を一〇隻せきぐらい連結して四〇メートル級の砲ほうを配備したって、あの怪かい物ぶつには勝てないの。見てよあの挙きよ動どう。総合格闘技のチャンピオンだってあんなフットワークは見せないんじゃない」

　敵側の主しゆ砲ほうの微び細さいな動きから発射前動作を判断しているのか、お姫様のオブジェクトは小こ刻きざみな動きで相手のレールガンを避け、返す刀で砲を撃うっていく。トライコアの方は完全回避はできないと踏んだ上で、わざと装そう甲こうの厚い場所を正しよう面めんに向けて致ち命めい傷しようを避けている。

　それは確かにフローレイティアの言う通り、戦車や戦せん艦かんの操そう縦じゆう法ほうというよりも精せい密みつな格闘技のようにも見えた。

「チャフやフレアで照しよう準じゆんをごまかすんじゃないし、遮しや蔽へい物ぶつを盾たてにして飛び道具の射しや線せんを遮さえぎる訳わけでもないの。こんなだだっ広い戦場の真まん中なかで、マッハ一〇近い速度の主砲を真正面から回避したり防ぼう御ぎよしたりするような連中よ。普通の戦車や戦闘機でどう戦えって言うの」

　と、その時だった。

　クウェンサーは突とつ然ぜん、ヘイヴィアを押しのけるように開いたドアから身を乗り出す。

「おい待て。なんかお姫様の様よう子すがおかしいぞ！」

「何だよ。相変わらずどっちが勝つか分からねえ真剣勝負じゃねえか」

「いや。クウェンサーの言う通りよ」

　フローレイティアがヘリの中にあった双眼鏡を手に取った。

「さっきからお姫様が攻こう撃げきする機会が少なくなっているの。射線上にトライコアを捉とらえている時はあるはずなのに、見み逃のがしているパターンが少しずつ増えてきているのよね」

「どういう事すか？」

「見ろ、あれだ!!」

　クウェンサーが指差して叫んだ直後、トライコアの主砲のレールガンが発射された。マッハ一〇近い速度が生み出す衝しよう撃げき波はが、火薬を使わないはずのレールガンに莫ばく大だいな発射音を生み出す。

　トライコアは、お姫様のオブジェクトの中心を狙ねらおうとはしなかった。

　レールガンの砲ほう弾だんが狙っているのは、お姫様のオブジェクトの主砲の先端だ。

「……長期戦になると踏んで、相手の攻撃力を削そぎ落おとす作戦に変更したんだ」

　クウェンサーは呻うめくような声を出した。

「オブジェクトは全体的に核シェルター級の分ぶ厚あつい装甲に覆おおわれているけど、砲台の先端部分だけは違ちがったはずだ。……確か、オブジェクト対オブジェクトの構図を作れない場合の模も範はん的てき戦闘パターンは『核兵器ないし同等の高熱源を生み出す兵器を利用し、オブジェクトの砲を歪ゆがませるべし』とかいうはずだった」

　もっとも、オブジェクトには大小一〇〇門以上の砲を備そなえている。普通の軍隊が核兵器を使ったとしても、その内の何割かが『歪む』程度で、決定的な破は壊かいには繋つながらない。一門でも生きている砲が残っていれば、それだけで兵隊を薙なぎ払はらえるはずだ。

　ただし、オブジェクト対オブジェクトの場合はどうか。

　互いに堅けん牢ろうな装甲で覆われている超大型兵器同士の場合、それを撃うち貫ぬける砲も限定されてくる。たとえ一〇〇門の砲ほうを揃そろえているオブジェクトであっても、同格のオブジェクトを撃げき破はできるのは主砲クラスに限られるだろう。

　では。

　もしも、そのオブジェクトを破は壊かい可能な砲が全すべて潰つぶされてしまったら？

「くそ、嬲なぶり殺ごろしにされちまう!!」

　ヘイヴィアが思わず叫さけんだ。

　クウェンサーはオブジェクトの設計を学ぶ学生で、ヘイヴィアは戦場の情報から敵オブジェクトの特とく徴ちようや弱点を探さぐる分ぶん析せき官かんだ。

　だからこそ、二人には分かる。

　お姫様のオブジェクトもまだ戦闘を続けているが、元々あった七門の主砲コイルガンの内、すでに五門が使い物にならなくなっているようだ。このままではじきに全ての主砲を封ふうじられてしまうのも目に見えている。

　クウェンサーは徐じよ々じよに防戦に追い込まれつつあるお姫様のオブジェクトを見た。それから、自分の手の中に視線を落とす。そこにはトライコアに少しでもダメージを与えるために、軍の上じよう層そう部ぶが大たい枚まいをはたいて支し給きゆうしてきたプラスチック爆ばく弾だん・『ハンドアックス』がある。

「おい、待てよ」

　ヘイヴィアはクウェンサーが爆弾を睨にらみつけている事に気づき、引きつった笑えみを浮かべた。

「テメェが何を考えてるか薄うす々うす分かってきた気がする。だが待てよ、そりゃ無理だろ」

「このままじゃお姫様が沈しずめられる」

　外の様よう子すを確認するために乗り出していた体を、さらに前へと突つき出だしながらクウェンサーは言う。

「完全に勝敗が決まる前に、援えん護ごしてやらないと」

「死ぬって！　っつか、さんざん挑戦したろ!!　あのトライコアは、甲かん板ぱんに上がって爆薬仕し掛かけて馬ば鹿かデカい石油タンクを誘ゆう爆ばくさせてもピンピンしてる怪かい物ぶつだぜ！　そんなもん相手に、今さらどこに爆薬仕掛けりゃダメージが入ると思ってんだ!!　そもそもオブジェクト同士の高速戦闘に生なま身みの人間が割り込んでも、そのまますり身にされるのがオチじゃねえか!!」

「でも、ここで動かないとお姫様が死ぬぞ!!」

　クウェンサーはヘイヴィアの顔を正しよう面めんから睨にらみつけた。

「アラスカの時にも嫌いやってほど思い知らされたろ！　オブジェクトは戦争の代名詞だ。あれを失っちまったら残された兵隊がどんな地じ獄ごくを見るか、もう忘れたのか!?　オブジェクトは強いけど無む敵てきって訳わけじゃない。でも、それはお姫様に頼り切りにできないっていうのと同時に、トライコアだって何とかできるかもしれない可能性があるって事だろう!?」

「やめろ、駄だ目めだ！　こんな鈍のろ間まなヘリで近づいたら、あっという間に撃うち落おとされちまう!!」

「別に、ヘリで向かうなんて言ってないぞ」

「馬ば鹿かよせ、くそっ!!」

　ヘイヴィアの制止も聞かず、クウェンサーはヘリの開いたドアから勢い良く身を投げた。一〇メートルの高さは、ほんの数秒だった。コンクリートのように固く感じられる海面へそのまま突つっ込こみ、クウェンサーの体が水の中へと深く深く沈み込む。

「ぷはっ、ちくしょう!!」

　海上に顔だけを出し、クウェンサーは立ち泳ぎのまま辺あたりを見回す。

　ヘイヴィアやフローレイティアを乗せたヘリは積極的に援えん護ごするつもりはないようだが、かと言ってクウェンサーを見み捨すてて飛び去るまでの決断もできなかったようだ。お人ひと好よしめ、とクウェンサーは微かすかに笑ってしまった。

　クウェンサーだって、別にトライコアに真ま正しよう面めんからぶつかろうとは思わない。

　そんな風に戦ったって、勝てる訳わけがない。

　どれだけ気け高だかい理由があったって、多くの守るべきものを抱かかえていたって、オブジェクトという兵器は生なま身みの兵隊を容よう赦しやなく屠ほふっていく。

　そこには、努力すれば何とかなるとか、必死に戦う者には奇き跡せきが起こるとか、そんな都つ合ごうの良い可能性など欠片かけらもない。

　だが。

　クウェンサーはアラスカで思い知らされた事がある。

　だったら、正面から戦わなければ良い。

　裏から回れば良い。

　不可能を可能にするピースは、腕力ではなく頭脳。悩むだけ悩んで、考えるだけ考えて、どうやっても勝てない敵をどうにかして倒す方法、手段、手順を見つけ出す。自じ暴ぼう自じ棄きな突とつ撃げきなどしないで、最後の最後まで考えに考え抜く事で───初めて、思わぬ勝利が転ころがり込こんでくるのだ。

　クウェンサーは立ち泳ぎのまま、無線機で頭上のヘイヴィアと言葉を交かわす。

「さて、と。ここから先が弱点探さがしだ。普通のオブジェクトが持ってる動どう力りよく炉ろを三つも搭とう載さいしている超大規模オブジェクト……その辺に短所もあると分かりやすいんだけど」

『馬鹿か、そう簡単に見つかるかよ。あれは海上戦闘のためだけに作られた専用のオブジェクトだぜ。総合マルチロールのお姫様と違ちがって、海の上に限って言えば死角なんてない。そういう風に設計されてる怪かい物ぶつなんだよ』

「海戦のために作られた……それにしては……」

　とにかくオブジェクト同士が戦っている方へ泳ぎながら、クウェンサーは考える。

（それにしては、どうも動きが単調というか、戦い慣れていないような感じが……）

　お姫様のオブジェクトの周囲を大きく弧こを描く軌き道どうで右回りに移動しているトライコアを眺ながめながら、ふとクウェンサーは泳ぐのをやめて無線機に話しかけた。

「待てよ……。おい、トライコアはさっきも右回りに移動していなかったか？」

『あん？』

「そうだ、トライコアは戦闘が始まってから、ずっと右回りしかしていない！　緩かん急きゆうをつけるためにちょこちょこ左方向へ推すい力りよくを向ける事はあっても、大きく左へカーブを切った事って一度もないんじゃないか!?」

　クウェンサーは自分の意見に自分で焦あせるように、早口で言う。

「一番最初に、海に潜もぐった俺達がシャークアンカーに叩たたき潰つぶされそうになった時から、ずっと左回りをしていないんだ!!　崩くずれかけた海上基地に零ゼロ距きよ離り砲ほう撃げきしようとしていた時だって、普通なら右回りと左回りの両方使って最短で旋せん回かいするものだろ。にも拘かかわらず、トライコアは徹てつ底ていして右回りしかしていない。海戦に特化した専用のオブジェクトが、こんな機能不足な訳わけあるか!!　おそらく何かトラブルが起こって左回りに移動できない状態にあるんだ！　そこをさらに突つく事ができれば!!」

『トラブル……っつってもよ』

　おそらくヘリの中から身を乗り出して双眼鏡を覗のぞいているであろうヘイヴィアは、怪け訝げんな調子でこう言った。

『見たところ、異常があるようには見えねえぞ。フロートやエアクッションにも変化なし。トライコアのバランスもきっちり水平に保たもたれてる。少なくとも、ここからじゃ確認できねえ』

「……、」

　明らかに異常があるのは分かっているのに、ヘイヴィアからでは観察できない状況。

　ヘリの上からでは見えない部分。

　そう、

「海中……？」

　呟つぶやいてから、クウェンサーは頭上を見上げて無線機に言った。

「おい、アクアスクーターを投げてくれ。ヘリの中にあったろ。水中活動用のモーターついたビート板みたいなヤツ!!」

『なっ、何だよ。っつーか急いで離れねえとトライコアの右回りコースに重なるぞ!!』

「だったらなおさらだ!!　トライコアの弱点が分かったんだよ!!」

『ッ!!』

　ヘリの開いたドアから、スチールデスクの小さな引き出しほどの大きさのプラスチックの塊かたまりが落ちてきた。それと同時に、ヘリは急いでその空くう域いきから離れていく。高さだけで五〇メートル以上あるトライコアが戦闘の過程でこちらへ急きゆう接せつ近きんしてきたからだ。

　クウェンサーはぷかぷか浮いている丸っこいプラスチックの塊を掴つかむと、ボタンを押してヘアスプレーサイズの酸素ボンベを飛び出させた。海水の味がする透とう明めいなマスクを口元に装そう着ちやくすると、マシンの起き動どうスイッチを押して内部モーターを回転させる。

　アクアスクーター、と言うと聞き覚えがないかもしれないが、先ほどクウェンサーが言った通り、ようはモーターのついたビート板だ。これを持って潜もぐる事で、両足を動かして泳ぐよりも圧倒的に素す早ばやく水中を移動する事ができる。

『ヤベえぞクウェンサーッ！　潜れ!!　トライコアが突つっ込こんでくる!!』

　無線機からそんな言葉が響いた。

　クウェンサーが視線を横にやると、一五〇〜一八〇メートルクラスの超大型兵器が横よこ滑すべりしながらこちらへ向かってくるところだった。崖がけのように高いフロートが、時速五〇キロから二〇〇キロぐらいの速度で緩かん急きゆうをつけながら迫せまってくる。

　トライコアが、クウェンサーを気にしている様よう子すはない。

　一〇〇門近くある砲ほうの内、最も小さなものすらこちらには向けてこない。

　おそらくお姫様のオブジェクトと戦う事に専せん念ねんしているのだろう。その途と中ちゆうで生なま身みの兵士をすり潰つぶそうがお構いなしという感じだった。

　初めてトライコアと対たい峙じした時は、オブジェクトがフロートやエアクッション機関を利用して進んでいる事を利用し、海中に逃のがれる事で何とか回避した。

　クウェンサーは、今回も慌あわてて海水の中へと潜り込んだ。

　ただし、今回は逃げるためではない。

　トライコアへ確実なダメージを与えるために、だ。

　ざぱっ!!　と海水を割りながら、クウェンサーはトライコアの真下に潜り込む。……というより、正確には真下に潜ったクウェンサーの頭上を、トライコアが通過したのだが。

　クウェンサーは高速で動くトライコアに置いて行かれないように、アクアスクーターの推すい力りよくを最大にして何とか喰くらいつこうとする。

　そして。

　クウェンサーは、海中に隠かくれていた巨大な構造物を睨にらみつけた。

（シャークアンカーッ!!）

　トライコアがお姫様を翻ほん弄ろうするため緩急をつけている内、最も減速した瞬しゆん間かんを狙ねらって、クウェンサーはアクアスクーターから両手を離し、自らシャークアンカーに引ひっ掛かかっている機き雷らいつきのネットに飛びかかった。それでも時速五〇キロほどはある。まさに命いのち懸がけの無賃乗車だった。

（───ッ!?　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!）

　シャークアンカーは三つの球体状の本体の真下に伸びている、鉄てつ塔とうのように直線的な構造物である。その正体は起き上がりこぼしのように、トライコアのバランスを保たもつための錘おもりだ。高速で移動し小こ刻きざみに左右へ移動し、急激な角度で旋せん回かいするオブジェクトにとっては必要不可欠なパーツなのだろう。

　三つのシャークアンカーはそれぞれ特とく殊しゆ警けい棒ぼうのように伸しん縮しゆくする仕組みが備そなえられていた。トライコアの傾かたむきに合わせて長さを変える事で重心を調節し、オブジェクトがその動どう力りよく炉ろの生み出す莫ばく大だいなエネルギーに任まかせて高速で移動しても、ひっくり返らないようにしているのだ。

　トライコアがエアクッション船と同じ理屈で本体を浮かばせている理由は単たん純じゆんで、そうした方が速く移動できるからだ。水の抵抗を軽けい減げんさせる手っ取り早い方法は、船体そのものを浮かばせてしまう事なのだから。

　にも拘かかわらず、トライコアはわざわざシャークアンカーという『大きな水の抵抗』となる物を三本も用意している。

　これは何な故ぜか。

　シャークアンカーはそれだけ重要な物であり、下へ手たに取とり除のぞけばまともにオブジェクトを操そう縦じゆうする事もできなくなるからだ。

　だが、

（その機能は、『ゴールテープ』のネットが絡からまった事で一部が封ふうじられている）

　普通の機き雷らいなどでは大したダメージは与えられないと思って、トライコアはそのまま突つっ込こんで強引にネットを破やぶったのだろう。その考えは正しかった。ただし、シャークアンカーの伸しん縮しゆく部ぶの隙すき間まにネットが挟はさまってしまう事までは予想していなかったらしい。

　おかげで、三本あるシャークアンカーの内、一本は動かせない状況にあった。

　だからこそ、

（トライコアは左回りに機体を大きく動かすと、バランス制せい御ぎよを失ってひっくり返る羽は目めになる。そういう間ま抜ぬけな自じ滅めつを防ぐため、トライコアは右回りだけでお姫様と戦わなくてはならなくなってしまったんだ!!）

　思えば、一番最初にクウェンサー達のいた『普通のベースゾーン』を、遠距離から慎重に砲ほう撃げきしていったのも、絶対無む敵てきのオブジェクトらしくない感じがした。本来なら敵軍のど真ん中に突つっ込こみ、適当に全方位へ砲ほう弾だんをばら撒まくだけでも事こと足たりる。それをしなかったのは、万に一つでも『左回りしないといけない状況を生み出さないため』だったのかもしれない。

　しかし、そうと分かれば話は早い。

（一本封ふうじられただけでこれだけ動きが制限されるんだ。もう一本でもシャークアンカーを潰つぶしてしまえば、トライコアはバランスを崩くずして勝手に自じ滅めつする!!）

　そのための爆ばく薬やくは、ありったけ持って来た。

　プラスチック爆弾の『ハンドアックス』。

　この爆薬だけで堅けん牢ろうなオブジェクトをどうにかできるとは思えないが、幸い、ここにはもっと利用しやすいものが用意されている。大おお玉だま転ころがしのように巨大な機き雷らいのついたネットだ。よほど強引に引ひき千ち切ぎったのか、まるで鯉こいのぼりのように三五〇メートル近い帯が、シャークアンカーから長く長く流れている。

　クウェンサーは、電気信しん管かんを取り付けた『ハンドアックス』を機雷のすぐ側そばに取り付けていく。

　これを利用すれば、トライコアを沈しずめる事もできる。

（よし、これで取り付け完了───うわっ!?）

　ぐんっ！　とトライコアが右回りに旋せん回かいし、クウェンサーの体が大きく振られた。ネットを掴つかんでいた手が強引に離され、鉄てつ塔とうのようなシャークアンカーが生み出す膨ぼう大だいな水流に攪かく拌はんされるように、クウェンサーはぐるぐると翻ほん弄ろうされていく。

　あっという間にトライコアと距きよ離りが開く。

　しかしやるべき事はやった。

　クウェンサーは両足を動かして水面に顔を出し、顔を覆おおう透とう明めいなマスクを取とり外はずした。

　彼の手には、『ハンドアックス』の信しん管かんへ起き爆ばく信しん号ごうを送るための無線機が握にぎられている。

「行くぞ!!」

　遠くからでも山のような威い容ようを見せつけるトライコアを睨にらみながら、クウェンサーは親指でボタンを押す。

　ボゴッ!!　というくぐもった爆音が炸さく裂れつし、トライコアの下面から直径一〇メートル以上の巨大な水泡が海面へ噴ふき上あがった。

　それだけでは終わらない。

　何も衝しよう撃げき波はは空気の中だけを通るものではない。プラスチック爆ばく弾だんの爆発によって生み出された衝撃波は海中を駆かけ巡めぐり、それを爆発させたクウェンサーの体にも容よう赦しやなく襲おそいかかった。まるで重たいボディブローでも受けたように、クウェンサーの体勢がくの字に折れ曲がる。

　がくんっ、と。

　巨体のバランスを支えるシャークアンカーに衝撃が走った影響か、お姫様のオブジェクトの周囲を右回りに旋回していたトライコアの動きが、一いつ瞬しゆんだが確実に押おし留とどめられる。

「ぐっ……げぼっ!?」

『おい、シャークアンカーに「ハンドアックス」を取り付けたのか!?』

「まぁね。ついでに絡からまっていた大型機き雷らいも誘ゆう爆ばくするような場所に仕し掛かけておいた。これなら……」

『馬ば鹿か野や郎ろう、そんな都つ合ごうの良い話がある訳わけねえだろ！　元々、トライコアの分ぶ厚あつい装そう甲こうは機雷ネットを引ひき千ち切ぎって正面から爆発を受けてもああして動き続けているんだ！　それを今さら「ハンドアックス」で誘爆した所で、あのデカいシャークアンカーが折れるはずあるかっ!!』

　トライコアの砲ほうが動いた。

　羽虫の小さな歯で噛かみつかれた事に怒りを表したのか、一〇〇門以上ある砲の一つを、初めてクウェンサーに向ける。

　お姫様のオブジェクトを狙ねらっているような、主砲級のものではない。

　が、トライコアに装そう備びされているものなら、大小どれでも並の戦せん艦かんを沈しずめる事ができる。生なま身みの人間の生死など問うまでもない。

『くそっ、トライコアを本気にさせちまった!!　なあクウェンサー、ヘリからありったけのチャフとスモークをばら撒まくが、オブジェクトの精せい密みつ照しよう準じゆん装そう置ちにどこまで通用するか分からねえから俺を恨うらむなよ!!　やっぱ手持ちの爆ばく薬やくでシャークアンカーを折るなんて不可能だったんだ!!』

「いいや、違ちがう」

　焦あせりに駆かられるヘイヴィアの台詞せりふに、しかしクウェンサーは口元に不ふ敵てきな笑えみを浮かべて応じた。

　彼は無線機に向かってこう言い返したのだ。




「俺が爆ばく破はしたかったのは、オブジェクトに引ひっ掛かかってるネットの方だ!!」




　その時。

　トライコア下面のシャークアンカーに引っ掛かっていた巨大なネットは、クウェンサーの仕掛けた『ハンドアックス』の爆風で引ひき千ち切ぎられ、一度大きく広がった。

　風に打たれる旗のように大きく広がったネットは、シャークアンカーが生み出す水流に誘さそわれるように、再び大きく包ほう囲い網もうを作って巻き付き返した。

　今までは、三本あるシャークアンカーの内の一本だけにネットが絡からまり、使い物にならない状態だった。

　しかしクウェンサーが手を加えた事で、二本のシャークアンカーにネットがまとわりつく事になった。それは特とく殊しゆ警けい棒ぼうのように伸しん縮しゆくするシャークアンカーの隙すき間まに潜もぐり込こみ、動きを止め、さらにオブジェクトの巨体のバランス制せい御ぎよ能のう力りよくを失わせていく。

　そして……。
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　ゴッ!!　という爆音が炸さく裂れつした。

　クウェンサーを狙ねらうトライコアの砲ほうが発射された音だった。

　しかし実際には、砲ほう弾だんはクウェンサーから離れた場所に着弾した。大量の海水が巻き上げられ、直ちよく撃げきしていないはずのクウェンサーの体が水流に巻き込まれて翻ほん弄ろうされる。しかし彼は死ななかった。絶対無む敵てきのオブジェクトに照しよう準じゆんを合わされておきながら、クウェンサーは生き残った。

　その理由は単たん純じゆん。

　クウェンサーは様よう子すのおかしくなったトライコアを見み据すえる。

「……元々オブジェクトってのは普通じゃ考えられないほどの重量を持つけど、トライコアはその球体状の本体を三つも搭とう載さいしてる超大型の機体だ。海戦専用っていうのも、おそらくそれが理由だろうな。あんな巨体を陸上で使ったら、オブジェクトを支える『脚』が潰つぶれるのがオチだろうし」

　ギチギチギチギチ、と不ぶ気き味みな音が戦場に響いていた。

　設計図通りに精ち密みつに組み上げられ、一いち分ぶの歪ゆがみもないはずのトライコアのボディが、徐じよ々じよにだが確実に歪み始めている。それは地ち殻かくのプレート同士がぶつかって山脈が生み出される光景にも似ていた。ミシミシと音を立てて、Ａ字の形をしたオブジェクトが、巨大な手で対称に折り曲げるように盛り上がってくる。

「だったら、その重量は相当のエネルギーを生む。シャークアンカーによって管理されていた頃ならともかく、そのシャークアンカーが制せい御ぎよ不ふ能のうになってしまえば、『本来ならありえない重量移動』が成されて、結果としてトライコア本体を苦しめる。……そう、合あい気き道どうが敵の体重すら利用して人間を投げ飛ばすようにな!!」

　もがくオブジェクト。

　だが遅い。

　すでにトライコアの巨体は誰だれが見ても分かるほどｎ字に折れ曲がっていた。さらにメキメキと音を立てて自じ壊かいしていくオブジェクトの末まつ路ろは、誰だれでも予測できるものだろう。




　ボギンッ!!　という轟ごう音おんがジブラルタル海峡に響き渡った。




　まるでウィンナーのＣＭのように、限界以上に折れ曲がったトライコアが真まっ二ぷたつに折れたのだ。自らの重量によって両断されたオブジェクトは、そのまま深い海へと沈しずんでいく。フロートが砕くだかれ、エアクッション機関も正常に動かなくなった今、巨体を浮かばせる事ができなくなったのである。

　トライコアが完全に沈む直前、その上部からボンッ!!　と音を立てて脱出装置が飛び出した。操そう縦じゆうを司つかさどる敵軍のエリートが諦あきらめたのだ。クウェンサーはトライコアに勝利したのである。

　クウェンサーは思わず頭上のヘリを見上げて、馬ば鹿か笑わらいしながら叫さけぶ。

「ははっはァ!!　ようやく戻ってきたか負け犬諸君!!　アラスカのウォーターストライダーに続いて二機目だぞオイ!!　一体どんだけ勲くん章しようもらえるんだ！　一応派は遣けん留りゆう学がくの学生だけど、ひょっとしたらそこらの中佐ぐらいと肩を並べる事にならないかコレ!?」

『馬鹿待て!!　まだ終わってねえぞ！　早くそこから逃げろ!!』

「はぁ？　もうトライコアなら海の底に───」

『だから、オブジェクトの巨体が沈んだ事で津波みてえなデカい円形の波が広がってんだよ！　宇宙ステーションが海面に落下してクレーター状の高波を生むみたいなヤツが!!』

　ギョッとしたクウェンサーが改めて視線を上から前へ戻すと、巨大な壁があった。

　二〇メートル級の高波だった。

　見た目の感覚としては、ほとんどビルが倒れかかってくる光景にも近い。頭上のヘリすらも巻き込まれるのを恐れて、慌あわてて機体を緊きん急きゆう上じよう昇しようさせていくのが分かる。

（うそ、だろ……ッ!?）

　撃げき破は時じの余よ波はだけで、生なま身みの兵士を殺害する。

　最後の最後で改めてオブジェクトのスケールの大きさに気づかされたクウェンサーへ、水の脅きよう威いが直ちよく撃げきする。五感の全すべてが攪かく拌はんされ、外界を認識する能力がグチャグチャになっていく。

（ごっ、ぼ……ぐぶあ!!　───ッ───……ッ!!）

　死。

　定まらない感覚とは別に、体の内側からそんな単語が湧わき出でてくる。

　しかし、クウェンサーはバラバラにはならなかった。

　何かが流されていく彼の体を支えてくれたからだ。

「……？」

　数十秒経たって、ようやく二〇メートル級の高波が通り過ぎていく。

　自分が何な故ぜ生き残ったのか分からないクウェンサーは、怪け訝げんな顔で周囲を見回した。そして状況を理解した。

　お姫様のオブジェクト。

　その巨体がクウェンサーの流される方向へと回り込み、その大きな主しゆ砲ほうの取り付けられたアームを使って、クウェンサーの体を拾ひろっていたのだ。四〇メートル級の主砲の先端で、クウェンサーは干された布団ふとんのような格かつ好こうでぶら下がっている訳わけである。

『やっほー』

　お姫様の声が聞こえた。

　本来なら敵軍のオブジェクトを吹ふき飛とばした後に、震ふるえる兵隊へ降こう服ふく勧かん告こくを突つきつけるために使用されるスピーカーを通して、クウェンサーは呆ぼう然ぜんとその言葉を耳にしていた。

『あこがれのオブジェクトののりごこちはいかが？』
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　そんなこんなで、クウェンサー、ヘイヴィア、フローレイティアの三人は今回も無ぶ事じに生き残った。現在は陸地にある軍の基地から飛び立った大型輸送機の中である。

　三人は基地に詰つめている時は食べられないような、栄養計算を完かん璧ぺきに無視したデカいハンバーガーを手にしていた。和風マニアのフローレイティアだけは、こういう時も和風な竜たつ田た揚あげを挟はさんだバーガーにかぶりついている。

　フローレイティアは薄い色の小さな唇を動かしながら、

「味のないレーションを何ヶ月も食べていると逆に普通の食事に馴な染じめなくなるんじゃないかとも思ったけど、やっぱり料理は料理ね。こういうものを口にしていると、生命体としてきちんと生きているって感じがするの」

「ちょいと哲学的な事を言ってる最さい中ちゆうに申し訳ないんですけどね。タイトスカートであぐらをかくのやめましょうよ。真ま正しよう面めんに座っている部下の気持ちも考えてください」

「んん？　何だ、気に入らないの。ほらほらせっかくのサービスよ、黒いストッキングと赤い下着が織おり成なすセクシーゾーンの誘ゆう惑わくから逃のがれる事ができるのー？」

「いやただ堂々とパンツがあれば良いという訳わけではなくてもっとレアな風ふ情ぜいというかチラリ感がなくてはならないんであってでもパンツのある風景というのは決して悪くないんだけどいや俺の主張はそんな事ではなくてこれしきの事でぐらついてはいけないはずなんだけどちくしょう赤かよ海水で濡ぬれてるし黒い化か学がく繊せん維いがちょっと破やぶれて白い肌はだが際きわ立だってるし悔くやしいけどやっぱ嬉うれしい!!」

　ぐわーと翻ほん弄ろうされる健全な青少年ヘイヴィアを見て、わずかに青い色を帯びた銀ぎん髪ぱつで爆ばく乳にゆうのフローレイティアはゲラゲラゲラと勝者の笑えみを浮かべていたが、

「くそっ、やっぱりベタベタして気持ち悪いのよね。海水っていうのは、どうしてこう肌に張り付いてくるのよ。着替えるにしても、こんな磯いそ臭くさいままじゃ意味ないし。軍港でもうちょっと待機時間をくれればシャワーを借りられたのに」

「輸送機にシャワールームなんてないんだから、次の基地に着くまでは我が慢まんするしかないですよ」

「それがそうでもないのよクウェンサー」

　と言うと、フローレイティアは近くに置いてあった大きなボックスの留とめ具ぐを外はずし、中身を取り出した。それは防水性の布でできたバッグの下か端たんに、ジョウロに似た蛇じや口ぐちが取り付けられた謎なぞのアイテムだ。

「野や営えい用の簡かん易いシャワーね。専門のダイバー達も、大だい体たい考えている事は同じらしいのよ」

　フローレイティアは濡ぬれた体を動かし、防水布のバッグを天てん井じようのフックに吊つり下さげる。さらにお湯が床に広がらないように子供用の簡易プールのような物を取り出す上官を見て、『えっえっ？』とうろたえるヘイヴィアは、

「まさか、ここで……？　みんなでお風呂っ!?　そっ、それは大歓迎です上官サマ!!」

「はーいカーテンで仕切るからどけヘイヴィア邪じや魔まよー」

「うぐはぁっ!?」

　最後のヘイヴィアの言葉が叫び気ぎ味みだったのは、天井のレールに引ひっ掛かけた分ぶ厚あついビニールシートを横一線に引くフローレイティアのブーツの先端が、床に座るヘイヴィアの脇わき腹ばらを蹴け飛とばしたからだ。

　しゅるしゅるという衣きぬ擦ずれの音がシートの向こうから聞こえてきて、その辺にゴロゴロ転ころがっていたヘイヴィアの動きがピタリと止まった。

「……くそう。恐るべき生なま殺ごろし状態じゃねえか」

「んー、うん……。そうだね。……うん、ヘイヴィアの言う通り」

「え？　何で生なま返へん事じ？　え、え？　てめっ、まさかそっちにシートと壁の間に隙すき間までもあるんじゃ……ッ!?」

「ないよ。全然ない。そんな事ないない。大丈夫だから大丈夫」

　すると、分ぶ厚あついシートの向こうからシャワーの水音と共に、極きわめて冷静なフローレイティアの声が飛んできた。

「クウェンサー私が許きよ容ようできるのは下着までよ。正直に言わないと後で尋じん問もん室しつを使わせてもらうからね」

「うわあやっぱりバレてるーっ!?」

「バレてるって事はやっぱりテメェーっ!?」

　場所取り戦争で掴つかみ合あいになる馬ば鹿か二人だったが、フローレイティアはシートと壁を塞ふさぐようにビニールテープを貼はり付つけ防ぼう御ぎよ力りよくアップ。ヘイヴィアが振り返ったその時には全すべてが何事もなくなっていた。

「おい、おい。なあヘイヴィア、膝ひざを抱かかえるほどの事かよ？」

「……ほっといてくれよ。欲しい物を欲しいだけ得た者に俺の気持ちなんか分かんねえよ」

　汗臭い男がウジウジしているものほど厄やつ介かいなものはないので、クウェンサーはそれ以上拾ひろわない事にした。彼も暇ではないのだ。

「それにしても、お姫様も大変だな」

　クウェンサーは窓の外へ目をやりながら、ポツリと言う。

「本来なら輸送機でひとっ飛びなのに、デカいオブジェクトを次の戦場に運うん搬ぱんするために陸地を移動しないといけないっていうんだから」

　そんな独ひとり言ごとに割り込むように、分厚いシート越ごしにフローレイティアが会話に加わった。

「最大出力でリニアモーターカー並の速度で大陸や大海原を突つっ走ぱしる怪かい物ぶつだけどね。何でも、今起きている戦争にはいろんな大たい義ぎ名めい分ぶんがあるけど、実際には『最強の戦力である超大型兵器オブジェクトを、世界中の戦場へ効率良く運ぶルートを占せん有ゆうするために』起こされているそうよ。特に海峡は旨うま味みが大きいらしいのよ」

「大航海時代の再来、ですか」

　自分が今まで参加していた殺し合いの理由について、改めて考えさせられるクウェンサー。そこでシャワー空間との間を区切っていた分厚いシートが横へシャーッと引き開けられ、着替えを終えたフローレイティアが顔を出した。

「じゃーん、サッ☆パリ。備そなえ付つけの衣服が野や暮ぼったいつなぎしかないのがアレだけどね。……ところでヘイヴィアは何で膝ひざを抱かかえているの？」

　……美人の上官の下についたが故ゆえの深刻な悩みです、と暗い顔でブツブツ言っているヘイヴィアに、キョトンとしたまま首を傾かしげるフローレイティア。クウェンサーはクウェンサーで、彼女の持っている物に目をやりながら、

「フローレイティアさんこそ、何で湯ゆ上あがりでノートパソコンにタブレットなんか繋つなげてるんです？」

「ん、これの事？　南米大陸で行動中のオブジェクトと支援部隊の輸送ルートをリアルタイムで遠えん隔かく指し示じしなくちゃならないのよ。こういう事をやっていると、オブジェクト運うん搬ぱん用ようの最短ルートを掌しよう握あくできるかどうかで世界のパワーバランスが変わるって台詞せりふを肌はだで感じられるのよね」

　そこへ、何やら不ふ機き嫌げんなヘイヴィアが口を挟はさんできた。

「……どうでも良いけど、俺はもう二度と表ひよう彰しよう式しきには参加しませんからね。辞退だ辞退！」

「おいおい、軍の規約を知っているの？」

「ふざけんなっ!!　何なら除じよ隊たいでも構わねえよ！　判断材料が足りねえなら今からレイプしてやろうかこの爆ばく乳にゆうッ!!　どうせ俺は『貴族』の跡あと取とりとして必要な経験値を積むために軍に所属してるだけなんだ!!　生なま身みの兵力でオブジェクトを二機も潰つぶせばもう充分だろ！　俺は二度とこんな無茶な戦場には行きたくねえっ!!」

「あのね。そもそも今回はほとんどクウェンサーの一人勝ちだったような……？」

「深い意味でもな!!　どうせ俺は何も見れなかったよ!!」

「？　今、私とお前で会話が噛かみ合あっていない気がするんだけど、どこで話題が混線したのヘイヴィア？　まあその……良く分からないけど泣かないの」

　コンピュータ上の地図から目を離して呆あきれたように言うフローレイティアだったが、その時、彼女の装備品である無線機から発信音が鳴った。軍用の特殊な用語を織おり交まぜて短い通信を交かわしたフローレイティアは、しばし面めん倒どう臭くさそうに眉まゆをひそめた後、やがて同意するような言葉で締しめくくって通信を切る。

「おい良かったね。表ひよう彰しよう式しきはナシだそうよ」

「マジで!!　やった、家に帰れる！　『安全国』に指定されてる本国まで戻っちまえば後はこっちのモンだ!!」

「誰だれが帰き還かん命令が出ているなんて言ったの？　そっちも取り消しよ」

　は？　とクウェンサーとヘイヴィアの二人は上官の顔を見る。

　フローレイティアは肩をすくめて疑問に答えた。

「オセアニアでなりを潜ひそめていた軍事国で大きな動きがあったそうね。オブジェクトを二機も潰つぶしたお前達は、いよいよ本格的に上じよう層そう部ぶから気に入られたらしいよ。じきじきのご指名よ。このままオセアニアまで飛んで、どうにかしろってね」

　ふざけんな下ろせこの機をジャックするぞと兵隊二人が抗議の絶ぜつ叫きようを迸ほとばしらせたが、今さら大型輸送機の進路が変わる事はなかった。どうやらこの輸送機の飛行ルートもまた、どこかの誰だれかが遠えん隔かく地ちからコンピュータ上の地図にラインを描いて指示しているものらしい。
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　オセアニア軍事国。

　コアラやカンガルーで有名なこの地方は、かつてオーストラリアという国が存続していた時代には、都市部と言えば海うみ沿ぞいの外そと枠わくが主流で、内陸の大半は西部劇に出てくる荒野のようにひび割れた土の大地が広がっているだけだった。明確に『砂さ漠ばく』とまでは行かなくても、水分の少ない硬かたい地面には下草程度しか生えておらず、農作物を育てる事はもちろん、近代的な都市を築き上げるのも困難な状況だった。

　ところが近年、この常識は覆くつがえされる。

　保水性の高い人工土の開発が進み、劣れつ悪あくな環境でも育つ都市緑地化用の遺い伝でん子し改良植物の品種が揃そろってきた事もあいまって、オセアニアは大規模な『環境改良計画』を打ち出したのだ。これによって土ど壌じようが改善されれば、今まで不毛の地だった内陸部に大規模な農場を建造する事ができ、それで財を成した者達が大きな都市と交通網をワンセットで築き上げていく。地中に眠る資源と合わせ、国家の経済は潤うるおい、国際社会の中での地位を押し上げていく。……そんな風に話が上う手まく転ころがっていけば、別に誰だれもこの国にオブジェクトの矛ほこ先さきを向けようとは思わなかっただろう。

　実際には、そうはならなかった。

　このオセアニアに古くから住んでいる『部族』は、オセアニアがそのままの状態を維い持じしている事にこそ意義を見出していた。つまり、外来種や遺伝子改良した植物に覆おおわれるぐらいなら、干ひ上あがったままだとしても本来の自然の大地の方が気け高だかく尊とうといものだと、彼らの信仰は訴うつたえているのだ。それを即そく物ぶつ的てきな金のために『侵食』されてはたまったものではない……というのが『部族』の考えだったのだが、あくまでも平和的なデモ活動を行う『部族』に対し、緑地化が生み出す利り潤じゆんに目が眩くらんだ軍事国の対応は実にシンプルなものだった。




　超大型兵器オブジェクトをけしかけたのだ。




「それが今から二年前から始まった『森しん林りん保ほ全ぜん』ってヤツだ。そんな訳わけで、オセアニア軍事国の横おう暴ぼうから『部族』を守るために、多た国こく籍せき軍ぐんが介かい入にゆうする事になっちまったんだな」

　ヘイヴィアは砂にまみれた整備基地ベースゾーンの敷しき地ち内ないで、そんな事を言った。

　すぐ近くにいたクウェンサーは、

「あれ？　二年も前からやってたっけ。じゃあ何で今さら俺達呼び出されたの？」

「知るかよ。なんか新しい動きでもあったんだろ。とどめを刺させそうなヤツがさ」

　オセアニアの勢力図は実に分かりやすい。オセアニア軍事国の支配地域は緑地化が進み、多た国こく籍せき軍ぐん（及および軍事国に与くみしない『部族』）の支配地域は砂さ漠ばく化かが進んでいる。それは同時に、食しよく糧りようや材木が生み出す利益のために反対勢力への虐ぎやく殺さつを許すか許さないかの違ちがいでもある。

　ここは多国籍軍の前線にあるベースゾーンで、本来ならいがみ合っている可能性の方が高かったであろう、様々な勢力の個性的なオブジェクトが並んでいた。

　当然ながら、土ど壌じようは乾いた土である。『部族』からの要よう請せいに従したがい、古くからオセアニアに存在する草木以外は焼き払っているぐらいなのだ。

「それにしても、何だこの暑さは。ついこの間までアラスカの雪原で頑がん張ばってなかったか俺達」

「南半球は季節が逆なんだっつーの間ま抜ぬけ。ただまぁ、ミニスカサンタってのはこっちの気候の方が似に合あうかもしんねえな」

　クウェンサーは汗と砂の混じった汚よごれを顔から拭ぬぐいながら、辺あたりを見回した。

「……それにしても、今回は味方のオブジェクトが多いな。これならいい加か減げんに、生なま身みで突とつ撃げきしなくても済みそうだ」

「阿あ呆ほうが。今までそんな期待を何度裏切られたと思ってやがる。味方が多いって事は、間違って踏ふみ潰つぶされる可能性も高いってぐらいに考えておいた方が色々と現実的じゃねえのか」

「多国籍軍って、これまでもオセアニアの独どく裁さい体制を潰つぶすために、何機ものオブジェクトを基地にぶつけたりしてるんだったよな。でも、例の『白しろ旗はた』についてはどうなんだ。今時の戦争ってオブジェクト対オブジェクトが基本で、生身の人間だけの基地を一方的に襲おそうのってアリなんだっけ？」

「俺に聞くなよ。特例中の特例なんじゃねえのか。っつか、多国籍軍の構成表見たかよ？　こんな険けん悪あくな連中が二年も一いつ緒しよに行動してる方が普通じゃねえんだ。よっぽどオセアニアの独裁政権は国際社会から嫌きらわれてるみてえだな。……もっとも、オセアニア側が白旗を上げるとは思えねえけど。向こうも結構グロテスクな事をやってきたんだ。亡ぼう命めいしたくても受け入れ先なんかねえだろ」

　うんざりした調子で言うヘイヴィアの言葉を聞きながら、クウェンサーは基地の外周を取り囲む合ごう成せい繊せん維い製せいのバリケードに寄りかかり、巨大な四角い消しゴムのような物を頬ほお張ばる。

「うむ。レーションの不ま味ずさも相変わらずで大変結構」

「今回はトッピングで砂の味も混じってるけどな」

　さっさと帰りたいな、平和ボケしたお偉えらいさん達は携帯ゲームの通信機能使って銃じゆう撃げき戦せんやってるってよ、などとブツブツ言い合う二人は、そこで合成繊維製のバリケードが軋きしむ、ミシッという音を聞いた。

　クウェンサー達が振り返ると、現地の子供なのか、一〇歳ぐらいの女の子が敷しき地ちの外からバリケードに手を当てて、こちらをじーっと見ている。

　女の子は言う。

「あれ何？　何なのー？」

　無む邪じや気きに指差されたのは、ベースゾーン内を移動する多た国こく籍せき軍ぐんのオブジェクトだったので、クウェンサー達はちょっと返答に困る。

　しかし女の子の方はそんな事を気にしている様よう子すもなく、手にしていた絵本をバリケードにぐいぐいと押し付け、

「これの事でしょ、描いてある。優しい岩のケモノさんの話」

「そ、そうそう、そうだよ。雨が降ったらリスさんやカンガルーさんのために、雨あま宿やどりの屋根になってくれたりするんだ」

　実際には優しいどころか大たい量りよう破は壊かい兵へい器きの塊かたまりな訳わけだが、とてもそんな事は言えない感じのクウェンサーである。ナイスだクウェンサーっ!!　という目のヘイヴィアがとても鬱うつ陶とうしい。

　すると今度は、ベースゾーンの敷しき地ち内ないから大空に向けて、直線的な白はく煙えんが散さん発ぱつ的てきに射しや出しゆつされていく。

　女の子は大空を指差して、

「何あれー？」

　センサー系の新型天候兵器のミサイルの試射実験だとは口が裂さけても言えないので、

「ろ、ロケットとか、スペースシャトルの親しん戚せき、だよ？」

「わー、初めて見たー」

　瞳をキラッキラさせている女の子から、思わず顔を逸そらしそうになる、くすんだ男二人。

　そこへ、上官のフローレイティアがやってきた。

「オイ馬ば鹿かども、バリケードの近くで無む駄だ口ぐち叩たたいているんじゃないの。気を引ひき締しめるのよ」

　すると、部下のクウェンサー達よりもバリケードの外にいた女の子の方が素す早ばやく反応した。ビクッと肩を震ふるわせると、そのままピューッと走り去っていく。

　クウェンサーとヘイヴィアは、しばし無言でフローレイティアの顔を見た。

「……台無しだな」

「……仕方ねえって。美人っつってもキツい系の上官なんだからよ。多分こんなオーラぶつけられたら総合格闘技の選手でも腰抜かすぜ」

「この私の優しさを知りたいの？　必要ならブーツの踵かかとで教えてあげるけど。とにかく、バリケードの近くでのんびりしてるんじゃないの。ここが戦場だって分かってる？」

「大丈夫ですって。いくら軍事国家でも、こんなオブジェクトだらけの基地をチャチな狙そ撃げき銃じゆうで狙ねらったりはしないでしょ」

「違ちがうの。狙っているのはカメラのレンズよ」

　フローレイティアも面めん倒どう臭くさそうな調子だったが、この暑い中でも爆ばく乳にゆうを包んでいる軍服のボタンを外はずそうとはしない。

「海外メディアのカメラマン達が軍事国の横おう暴ぼうを暴あばくとか言って、結構集まっているのよ。とは言っても、大半は戦争を知らない安全国のお坊ちゃんか、あるいは本当に『文化人』かどうかも怪あやしいような連中ばっかりだけどね」

「ああ。オブジェクト主体の戦争で生なま身みの傭よう兵へいは立場がなくなったから、戦場のガイドに転職しつつあるってヤツですか？」

　ヘイヴィアが言うと、そんな感じだ、とフローレイティアは頷うなずき、

「しかしまあ、軍の安全規約で軍事国の支し配はい地ち域いきへ立ち入る事は禁じられているから、暇なのよ。時とき折おりこっちにカメラを向けては、金になりそうなシャッターチャンスを狙ねらっているの。風ふう刺し記事と一いつ緒しよに間ま抜ぬけな顔を本国に伝えられたくなければ、建物の外ではシャキッとしておくように」

「……そりゃまた面おも白しろくない話で。そんなの『オブジェクトの機き密みつ情じよう報ほう保ほ持じに関するセキュリティ事項』でも何でも使って、基地にカメラを向ける事を禁じてしまえば良いじゃないですか」

　クウェンサーの素人しろうと丸出しの提案に、フローレイティアは自分のこめかみを人差し指で突つついた。

「何のための多た国こく籍せき軍ぐんなの？　こんな内ない紛ふんは、その気になれば本国だけでも十分収おさめられるの。上じよう層そう部ぶは、正義のヒーロー達の大パレードって派手な絵が欲しいのよ。撮影禁止なんかにしたら、本国で『評ひよう議ぎ会かい』の選挙活動に必死な候補者さん達からお叱しかりを受けてしまうの。フライド評議員とかピリピリしているのよ」

「クウェンサーは知らねえのかよ？　プレス向けの対策も色々してるらしい。Ｆ１のレーシングカーみたいに、オブジェクトの装そう甲こうに高額で企業や政党のデカール貼はろうって話も出てるみてえだぜ」

「……そんなもんが基地襲おそって生身の兵隊を血祭りにしてる様よう子すをお茶の間に流すつもりか、平和ボケどもめ」

　いっぱしの兵士みたいな口ぶりのクウェンサーだが、かく言う彼も派は遣けん留りゆう学がく扱あつかいの単なる学生である。批評となると通つうぶった表情でものを語りたがるのは、平凡な市民の特とく徴ちようだ。

　ヘイヴィアはうんざりした調子で、隣となりのクウェンサーに話しかける。

「そういや、海の方じゃ反戦団体のボートも元気に走り回ってるみてえだよな。『多国籍軍は数の暴力でオブジェクトをけしかける侵しん略りやく行こう為いを今すぐやめろ』とか何とか、デカい横おう断だん幕まくを船体にくっつけてさ」

「軍事国の内側で何が起きているか分かっていないお馬ば鹿かさんか、あるいは知ってて放置しようとしている自じ己こ中ちゆうどもの集まりだし、気にする必要はないんじゃないか？　……そもそも、あいつら軍事国の魚ぎよ雷らいに沈しずめられたら『何でもっと早く軍事国を攻こう撃げきしなかったんだ』とかサラッと言いそうだしなぁ」

　すると、フローレイティアは少しだけ嫌いやそうな顔になった。

「『本国』の評ひよう議ぎ員選挙がそろそろ投票日だからね。さっきも言ったけど、現職のフライド評議員とかが相当ピリピリしているの。変なマイナスイメージを与えないようにってね。……ひょっとすると、平和ボケした反戦団体を救助するための作戦に動員……なんて事も本当にあるかもしれないのよ」

　おいおい戦場まで来て子守りかよー、と少年二人は思わず天を仰あおぐ。

　フローレイティアはやや傾かたむき始はじめた太陽をチラリと見てから、

「お前達には日没と同時に始まる作戦に参加してもらうよ。今から準備しておくように。夕暮れ頃には正式な作戦前の会議……ブリーフィングに招しよう集しゆうされると思うから、それまでに装そう備び一いつ式しきの準備を整えておいてね」

「お前達って……フローレイティアさんはエアコン効きいた部屋で結果待ちっすか」

　ヘイヴィアが唇を尖とがらせると、フローレイティアは肩をすくめた。

「何ならこっちの仕事を手伝ってみる？　軍の安全規約を無視して最前線に飛び込もうとする戦場カメラマン気取りの三流ライター達を押おし留とどめるありがたい任にん務むね。どいつもこいつも私達軍の人間をツアーガイドみたいに思っているから、ちょっとでも自由を侵しん害がいされるとお客様サービスセンターにかかってくる困った電話みたいに騒いでくるけど」

　顔に唾つばをかけられても殴なぐり返かえせない平和主義の実像が見えるぞ、と言うフローレイティアの言葉に、クウェンサーとヘイヴィアは嫌そうな顔になった。
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　多た国こく籍せき軍ぐんの整備基地ベースゾーンは、同じ敷しき地ち内ないであっても所属している勢力によって設備の特とく徴ちようもバラバラだった。周まわりからは『お姫様』などと呼ばれているエリートの少女が佇たたずんでいるのは、複数の大型基地構成車両によって作られた、移動型のベースゾーンだ。

　当然ながらいくつもの施設がある訳わけだが、現状のお姫様は専用オブジェクトであるベイビーマグナムが収おさまっている巨大な整備場にはいない。その近くに隣りん接せつしている、操そう縦じゆう士しエリートの身体調整を行うための特とく殊しゆ施し設せつにやってきていた。

　車両の中とは思えないほど大きな室内には、直径一〇メートルほどの透とう明めいな半円型ドームが設置されていた。エリートの少女はそのドームの中央にスッと立っていて、ドームの外からは無数の機材と人の目が少女に注目している。エリートの体調管理を専門とする衛えい生せい班はんの人間だ。

　アニメや映画の吹き替えに使うような、録音用のコンソールにも似た機材を操あやつりながら、衛生班に混まじって、普段はオブジェクトの整備を行っている婆ばあさんが口を開く。

『それじゃ始めるかね。楽器の準備はできとるか？』

　声は音ではなく、ドーム内側の透とう明めいな壁にオレンジ色の文字として現れた。ドームは防音なのだ。電光掲示板のように流れていく文字を目で追った少女は、目の前の楽がく譜ふ───透明な薄型モニタに目線を走らせながら、オブジェクト操そう縦じゆう時じにも使う特とく殊しゆなゴーグルを掛かけた。

　銀ぎん色いろの細長い笛ふえを改めて構えながら、ゴーグルの赤外線入力機能を使って眼球の動きを読み込ませ、文字情報を打ち込んでいく。

『フルートのちょうせいはおわってるよ』

『その調子だと、楽がく譜ふの方も問題なさそうじゃな。それならメトロノームを飛ばしてくれ。演奏開始のタイミングはそっちで決めてもらって構わんよ』

　婆ばあさんの『言葉』を受けたお姫様は、手に持っていた紙飛行機をそっと飛ばした。緩ゆるやかに弧こを描くペーパークラフトを眺ながめながら、彼女は細長い銀色の笛を横に咥くわえる。

　息を吹き、白い指を動かす。

　すると、細い音に合わせて紙飛行機が、クンッ……と小さく機首を上げた。音波を受けて歪わい曲きよくする特殊な材質を使っているのだ。

『そうそう、良い感じじゃ。メトロノームが高度一四〇センチ、半径五メートルの円を、三〇秒に一回描くようにな』

『げいじゅつせいのないえんそうって、たいくつよね』

　口をフルートに当てながら、目を動かして会話をするお姫様。その間にも楽譜のモニタ上では目まぐるしく音おん符ぷが追加されていくが、少女の指の動きに危あやうさはない。それは音楽を愛する演奏家の手つきというより、半はん導どう体たい工場でプリント基板に正確にはんだ付けをしていくロボットアームのようだった。

『音に包まれる感覚は心ここ地ち良よくはないかね？』

『ドームがポイントごとにしんどうして、わたしのおととまざること？　これでまんぞくしたら、オーケストラのがくだんに失礼よ』

　エリートの体を調節するために用もちいる手法は一つではない。所属する軍や国家ごとにフォーマットが違ちがうのではなく、一人一人のエリートのために一つ一つ最適の方法を構築するのだ。それは大きなプールの中で最速を目指して泳ぎ続ける事であったり、大学入試のようにマークシートの問題をひたすら解いていく事であったり、スーパーコンピュータ相手にチェスの勝負をする事であったり、お姫様のように丁てい寧ねいな音に包まれる事であったりする訳わけだ。

『楽器に不満があるのかのう。何なら気分を変えてエレキギターでも使ってみるかね？』

『こきゅうのおとがまざると、ちょうせいにえいきょうが出るよ。「いきつぎ」のおとすらがっきょくにくみこんでいるからこそ、「ふえ」っていうがっきをつかっているんでしょ』

　とにかく演奏中に他の音が混ざってはいけないのだ。休きゆう憩けいと割り切って楽器を止めてしまえば息いき継つぎも会話も問題ないのだが、それでは調節が進まない。

　よって、口で演奏して目で語る……という面めん倒どう極きわまりない作業をサラリとこなすエリートの少女。そうこうしている内に最後の一音が発せられ、調節が一段落ついた。お姫様がフルートから口を離すと、今までその恩おん恵けいを受けていた紙飛行機がゆっくりと床に落ちていく。

　メトロノームを拾ひろい上あげ、次の楽曲を演奏する準備をするお姫様は、ふとそこで顔を上げた。透とう明めいなドームの向こう───大型の基地構成車両の開いた出入り口の辺あたりに、見知った顔があったからだ。

　クウェンサーである。

　どうやら相あい棒ぼうのヘイヴィアに肩を押されているらしく、当のクウェンサー本人は何な故ぜこんな所に入るのか分からないといった顔をしていた。それを見たお姫様は、無言で頷うなずく。

（……ヘイヴィアはらんぼうものだけど、ああいうきくばりはわるくない）

　すると、多くの衛えい生せい班はん達の中で、部外者の婆ばあさんだけが少女の心境の変化に気づいたようだ。『ちょっと休きゆう憩けいするかね』とだけオレンジ色の文字が表示され、透明なドームの防ぼう音おん扉とびらが自動的にバコンと開く。

　クウェンサーが入ってくると、お姫様は眼球を動かしてドームに指示を出す。直後、透明だったドームの壁が、偏へん光こう率りつを変えて白い色になった。『うわっ』とびっくりした顔で辺りをキョロキョロ見回すクウェンサーに、お姫様の方から近づいて話しかける。

「今日きようは何しに来たの？」

「いや、ヘイヴィアのヤツが『これからお姫様と一いつ緒しよの作戦に出るだろうから、俺らの事を踏ふみ潰つぶさないように念を入れておいてくれ』とか何とか言っててさ」

　……あのらんぼうものは自分のことを一体なんだとおもっているんだろう、とお姫様はちょっとだけイラッとする。

　そんな事には気づかないクウェンサーは、お姫様の持っている細長い銀ぎん色いろの笛ふえを見て、

「へぇー。それ、フルートってヤツだよな。俺も『安全国』にいた頃は吹すい奏そう楽がく部ぶの連中が使ってるの見た事あるけど、なんかゴテゴテしてて不ふ思し議ぎだよね。コツみたいなものが全まつたくイメージできないし、多分、俺が吹いても音なんか出ないんだろうなぁ……」

「いがいにかんたんよ。吹いてみる？」

　エリートの少女が言うと、クウェンサーの顔が予想以上にパッと輝かがやいた。それだけで良い気分を取り戻したお姫様だったのだが、

「確か、フルートって横に構えるんだよな。あれ？　右と左、どっちだっけ？」

　わっ、と思った時にはクウェンサーは無む邪じや気きにフルートに口をつけていた。

　せめて口元の部分だけでも拭ふいてから手渡そうと思っていたお姫様は、顔を赤くする事すら忘れてポカンとしていたのだが、直後にそれ以上の衝しよう撃げきが走り抜ける。




　ぺぷー、と。

　間まの抜ぬけた音が小さく鳴った途と端たん、『楽器の音で体を調整している』少女の背せ筋すじに、ゾクゾク!!　という得え体たいの知れない感触が洪水のように襲おそいかかってきたのだ。




「……ッ!?」

　ぱくぱくぱくぱくぱくぱくっ!!　と声もなく口だけ開閉し、小さな背中を丸めるお姫様。特定の暗あん示じ状じよう態たいに限り、少女はフルートを利用した調整機能を開放する訳わけだが、その暗示状態を一時中断するのをすっかり忘れていたのだ。

　瞳に甘くとろけそうな光が浮かびかかり、それを否定しようとする理性の光と拮きつ抗こうし、体をガチガチにさせる少女だが、クウェンサーの方は相変わらず気づかない。

　とにかく基本のドレミファソラシドを正確に出すために、丸っきり見けん当とう違ちがいの強さの息を吹き込んでいる。

「あれ？　何かちゃんと出ないな。音がブレるぞ。そもそもどこを押さえるとドになるんだ？」

　ぺぷーぴぷーと雑ざつ音おんみたいな音がフルートから発せられるたびに、がくがくがくっ!!　とお姫様の体が不自然に震ふるえた。白い頬ほおに艶つやのある薄うす桃もも色いろが浮かび上がり、目め尻じりにうっすらと透とう明めいな涙の粒が浮かびそうになる。細い両足は少女の意志とは関係なく、何な故ぜか内側に向いた。太ふと股ももをもぞもぞと擦こすり合あわせる少女は、自分が何をしたくてそうしているのかも理解できていなかった。

[image: ]

「ドーレーミー……ファ？　ファはこれかな。───って、あれ？」

　と、そこでようやくクウェンサーが異変に気づいた。

　やっと気づいてもらえたという安あん堵ど感かんと、気づかれてしまったという羞しゆう恥ち心しんとがゴチャゴチャになり、余よ計けいに顔を赤くするお姫様。

　そんな少女の顔を見ながら、クウェンサーは心配そうな顔でこう言った。

「だっ、大丈夫か。おトイレ我が慢まんしてるの？」

　直後。

　珍めずらしく、エリートのお姫様は小さな拳こぶしを握にぎって人間に直接殴なぐりかかった。
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　太陽は地平線に接触しつつある。

　オレンジ色に染まる荒あれた大地の上で、クウェンサーは傍かたわらにいるヘイヴィアがこんな事を言っているのを聞いた。

「そういや、俺らって結局何やるんだっけ？」

「だから、これからブリーフィングでそれを聞くんだろ」

「どうせ多た国こく籍せき軍ぐんのお歴れき々れきは『うちのオブジェクトが一番目立ちますように』って企たくらんでるに決まってる。誰だれが敵にトドメを刺すかで紛ふん糾きゆうするんじゃねえのか？」

「美お味いしいお肉の前で奪うばい合あいの殴り合いにならない事を祈いのるしかないな」

　クウェンサーは歩きながら、折おり畳たたんでいた地図を取り出した。オセアニア軍事国のものだ。古びた地図を見たヘイヴィアがうんざりした顔になる。

「……テメェ、何だよそれ。携帯端末なくしたのか？」

「バッテリー切れたり砂が入ったら使い物にならなくなるだろ。デジタルとアナログを上手じようずに使い分ける方法も勉強しとかないと早はや死じにするぞ」

　言いながら、クウェンサーは満員電車で新聞を読むように、地図を小さく折おり直なおす。

「なんかお姫様のオブジェクト整備してる連中に聞いた話だと、オセアニア軍事国の秘密基地を襲おそって、敵軍オブジェクトを吹ふき飛とばす作戦みたいだな」

　横から地図を覗のぞき込こむヘイヴィアに、クウェンサーは続けて言う。

「上じよう層そう部ぶの情報だと、オセアニア軍事国は技術力が低くて、何とかオブジェクトを一機作れるかどうか、って状況らしい。電子シミュレート部門がオセアニアで搬はん入にゆう・開発されている部品から敵軍オブジェクトの完成予想図を作ってるみたいだけど、どうやら向こうの機体は『〇・五世代』って話だってさ。……技術レベルが低すぎて、平均的なオブジェクトが持つ性能を維い持じできないガラクタオブジェクトって訳わけだ。特に装そう甲こうが粗そ製せいで、オブジェクトに頼らなくても核弾頭を使えば破は壊かいできるかもしれないとか分ぶん析せきされてたけど」

「だったら楽勝じゃねえか。こっちは多た国こく籍せき軍ぐんだぞ。オセアニア全ぜん域いきに、合計二〇機以上のオブジェクトが展開されているんだ。戦争の代名詞はオブジェクト。オセアニア側は数で押されておしまいだろ」

「ところが、そんな簡単には進まないらしい」

　クウェンサーは小さく折った地図をヘイヴィアに見せる。

　所々に、赤い丸が記されていた。

「オセアニア軍事国も本格的に攻め込まれたら瞬またたく間に虎とらの子このオブジェクトを壊こわされるっていうのは分かってるらしくて、基地の場所を隠かくしているんだ。だからこっちの多国籍軍がオブジェクトの頭数を揃そろえても、すぐに出しゆつ撃げきできるって訳わけじゃない」

「あん？　でも日没と共に作戦始まるだろ。秘密基地の場所は特定できたのか？」

「候補なら」

　クウェンサーは地図上で赤い印のある場所を指でつついた。

「どうやらオセアニア側はベースゾーンのハリボテを大陸中に建造して、こっちの分ぶん析せきを撹かく乱らんしようとしてるみたいだ。今まで何度かそれっぽい施設を襲おそってるんだけど、もぬけの殻からなんだと。今じゃ虱しらみ潰つぶしにしようって話になってて、今回も当たりか外はずれか分からない状態なんじゃないかな」

「オブジェクトなんて馬ば鹿かデカいモン、衛えい星せいから監かん視しすりゃ分かるだろ」

「逆さか手てに取られてるよ。五〇メートル級の影を見つけて大喜びした上層部が大部隊をけしかけたら、そこにあったのは派手な装飾を施ほどこされた丸いガスタンクだったってオチ。衛星観察官は窓まど際ぎわに飛ばされて泣なき崩くずれてるってさ」

「……えらく間接的な攻こう撃げきだな、また」

　ヘイヴィアはうんざりした調子で答えた。

　ダミーのガスタンクはオセアニア中に散ちらばっていて、衛星監視されている事を自覚している軍事国側は『我々はこんなにいっぱいオブジェクトを持っているぞー。わっはっはー』とか何とか信じてもらいたいらしい。

　もちろん多た国こく籍せき軍ぐん側もそのダミー全すべてを鵜う呑のみにしないが、かといって『どうせガスタンクだろと思って近づいたら本物のオブジェクトだった』という可能性も捨すてきれないので、気を抜かずに一つ一つ確認作業をしていくしかない。かくして兵隊の精神は無意味に削けずり取とられ、国民の血税もドバドバ無む駄だ遣づかいされていく事になるのだ。……上じよう層そう部ぶがさっさと戦争を終わらせたいとせっついてくる訳である。

「じゃ、今回もハリボテ使った射しや的てきゲームになる可能性が高いんだな」

「……そういう風に気を抜いてるトコにドカンとやられるのが一番怖いんだってば」

　クウェンサーは必要のなくなった地図をさらに小さく折おり畳たたんでズボンの尻しりポケットに押し込んでいく。

　ヘイヴィアは辺あたりをキョロキョロと見回しながら、

「おい、ところで俺らは『多た国こく籍せき軍ぐん』として動くんだろ。お姫様の他に、どこの国のオブジェクトが参加すんだよ。いやだぜー、アラスカとかジブラルタルとかでぶつかりあったトコと一いつ緒しよに作戦すんの。私情バリバリで背中撃うたれるのはゴメンだぜ」

「あ、それ聞いちゃう？　お前、絶対嫌いやな顔するよ。俺もさっきお姫様のオブジェクト整備してる連中に聞いたんだけどさ。ウワサだとどうやらあの───」

　とクウェンサーが言いかけた時、彼らのすぐ目の前を巨大な建物が横切った。

　いや違ちがう、オブジェクトだ。

　五〇メートル級の巨体が通るだけで砂嵐のような埃ほこりが舞い上がるが、クウェンサーもヘイヴィアも気にしている場合ではなかった。

　オブジェクトの装そう甲こうに印刷されている国旗のマークを眺ながめて、ヘイヴィアの心臓が止まりそうになる。

「うぎゃあ!?　嘘うそだろ、『情報同盟』軍の連中じゃねえか!!」

「……俺もさっき知ったんだけどさー、あの変人達と一緒みたいだよ」

　すると、オブジェクトの情報収集デバイスが彼らの声を拾ひろったのか、五〇メートル級の巨体は身じろぎするように減速し、スピーカー越ごしにこんな言葉を放はなってきた。

『あらあら。「正統王国」ぐんの、かいいぬさんではございませんか。今回はよろしくおねがいたしますわ、おほほ』

　言葉と共に機体を浮かばせるエアクッションの機関をぶしゃぶしゃーっ!!　と噴ふん射しやさせるオブジェクト。無意味に砂埃が撒まき散ちらされ、クウェンサー達はゲホゴホと咳せき込こむ。

「くそ、これだから大人おとなげねえヤツにオブジェクトの操そう縦じゆう桿かん握にぎらせたくねえな!!　ホントにこんなのと一緒に作戦すんのかよ!!」

「……でもまぁ、『資本企業』軍とか『信心組織』軍の連中に比べればマシだと思って諦あきらめた方が良いかもよ」

　この時代の世界地図はステンドグラスみたいなものだ……などと、どこかの皮ひ肉にく好きなジャーナリストは譬たとえていた。かつて国境によって細かく分けられていた各国家は、何種類かの『色』に分けられて管理される事になったのだ。

　それは情報の真しん偽ぎこそ善悪を決定すると謳うたい、世界中をネットワークで覆おおい尽つくそうとする集団だったり、貯金の大小で人権の優先順位が決まる超資本主義企業の集まりだったり、血統と名めい誉よが地位を確立させる古い制度を復活させようとする諸文化の集合体たる王国だったりする訳わけだ。

　食しよく糧りようとかエネルギーとか人口増加とか色々『公式の理由』はあるようだが、どうやら世界がこんな風になったのは、二一世紀の前半に『国連』という仕組みが破は綻たんして粉こな々ごなに砕くだけ散ちったから、というのが本当のところらしい。割れてしまった欠片かけらは各おの々おのが勝手に一人歩きし、『いくつかの連合』を作つくり直なおしてしまったようだった。

　そういった『世界的勢力』は一つの大陸のカラーはみんな一いつ緒しよ、とかいう単たん純じゆんなものではなく、一地方の国々が各おの々おの自由に所属勢力を決定していった結果、それこそステンドグラスのように地理的条件を超ちよう越えつした勢力図を築き上げてしまった。同時に『隣りん接せつする国のいずれかは敵国』というのが当たり前のこの状況は、小規模な戦闘を極きわめて生み出しやすい世界を形成してしまっている。

　……とはいえ、クウェンサーが生まれた時にはすでに『当たり前』になっていた事なので、そこらの年寄りがやれやれと語っているのを見ても首を傾かしげるだけなのだが。

『もっとも、今回のさくせんではオブジェクトが２きも投入されるので、生なま身みのへいたいなどにでばんがあるとはおもえませんけどね、おほほ』

「じゃあ俺達、今日きようは寝てて良い？」




　　　　４




　多た国こく籍せき軍ぐんのお歴れき々れきが自分が一番活かつ躍やくしたいんですオーラを激げき突とつさせた、作戦前の会議であるブリーフィングが終わると、クウェンサーのような現場の兵士達はうんざりした調子で建物を出て行った。

　太陽は完全に没ぼつし、暗い空が広がっている。

　作戦開始時刻だ。

「やだなー。攻こう撃げき目標はここから二キロ南西だってさ。二キロだぞ！　上じよう層そう部ぶは軍用トラックを用意するべきじゃないのか!?」

　クウェンサーは思わず大声を上げたが、ヘイヴィアはやれやれと首を横に振った。

「トラックなら配備してあんだろ。『情報同盟』の連中が重たいパワードスーツ着てる部隊運ぶのに必死になってるけどな。ほら、重すぎてトラックのタイヤがパンクしそうになってんだろ」

「……モーターだの繊せん維い性せいスプリングだので筋きん力りよく補おぎなってるなら率そつ先せんして歩けよ。そもそも、オブジェクト対オブジェクトの戦いであんなの何に使うんだ？」

「超高感度のハイスピードカメラを備そなえた偵てい察さつ部ぶ隊たいだとさ。敵軍オブジェクトの主しゆ砲ほうやレンズの微び細さいな動きを解かい析せきして味方のオブジェクトに送信する事で、回避や防ぼう御ぎよのタイミングを手助けするらしい。まぁ俺らよりゃ実戦的だって期待されてんだろ。下へ手たにチクチク干かん渉しようするから、真まっ先さきに狙ねらい撃うちされるみてえだけどな」

　しかし、イライラしているのは歩兵だけではないらしい。

　その気になればリニアモーターカー級の速度で突つっ走ぱしる事のできる超大型兵器オブジェクトは、歩兵の速度に合わせてちんたらちんたら進んでいる。時とき折おり起こる身じろぎのような細かい動きは、まるで待ち合わせに遅れた人間を待っている間に、不ふ機き嫌げんそうに地面をタンタン踏んでいるような仕し草ぐさにも見えた。

　クウェンサー達の歩兵部隊の左右には、二機のオブジェクトが並んでいた。

　一つは我らが『正統王国』軍のお姫様。

　もう一つは先ほど出会った『情報同盟』軍のエリート様だ。

　お姫様と『情報同盟』軍では推すい進しん方式が違ちがうのか、お姫様の方からだけ、黒い雷らい雲うんが広がっていくような音がゴロゴロと鳴っている。

　苛いら立だちを紛まぎれさせるため、そして即席のチームとはいえこれから一いつ緒しよに戦うという変な連帯感から、クウェンサーは今まで会話する機会もなかった『情報同盟』側のオブジェクトに声をかける。

　まぁ、普段近ちか寄よる事もできない（というか近づいた時点で粉こな々ごなにされるであろう）『情報同盟』軍のオブジェクトに、興味がないと言えば嘘うそになるのだが。

「ねえ。『情報同盟』軍じゃ人型のオブジェクトが開発されてるって話は本当なの？」

『おほほ。そんなのはみにくいウソに決まってますわ。ぎじゅつてきにはかのうですけど、じゅうしんがたかすぎて、かんたんにコケてしまうのです』

「夢がないなー。じゃあアレは？　アンタ達のオブジェクトには電源プラグがついているっていうのもデマなの？」

『そっちは本当。オブジェクトのどうりょくろは、ようこうろと同じでスイッチをつけたりけしたりするより、「24じかんつねにかどうさせつづける」方がこうりつてきですわ。だから、たいきちゅうはよじょうエネルギーをきちの方に回すのです。おほほ』

「しかしまぁ、静電気じゃなくて空気圧を利用した純粋なエアクッション推すい力りよくをメインに据すえても、オブジェクトって陸上で長時間活動できるんだな。全力モードになったらエアクッションの余よ剰じようエネルギーだけで周まわりの兵隊が吹ふき飛とばされそうだけど」

『兵士とたいれつをくむばあいは、エアクッションをつかって、あるていどじゅうりょうをけいげんさせた上で、キャタピラでぜんしんするのですわ。おほほ。こうすることで辺あたりへエアクッションのくうきをまきちらすことなく、兵士といっしょにこうどうすることがかのうになるのです』

「へぇー。今の情報同盟軍はそんな事になってんのかー」

『あこがれのまなざしは、わるくありませんわね。そうそう、きたいをかるくしてエアクッションのせいのうをはっきするために、私のオブジェクトはそうこうのいちぶにカーボン系やアラミド系のそざいもつかっているのですよ？　おほほ』

「というか歩あるきっ放ぱなしで疲れたから、ちょっと乗せてくんない？」

『おほほ。じゅうりょうてきにはもんだいないので、かってにしがみつきなさいな』

　それじゃあ失礼して……とエアクッション機関のウレタンのような素材にしがみついたところで、ふとヘイヴィアが小声でこんな事を言ってきた。

「（……おい、オイ！　ヤベえって、クウェンサーッ!!）」

「（……何だよ。『情報同盟』軍の諜ちよう報ほう部ぶが情報漏ろう洩えいを恐れて睨にらんでるとか？）」

「（……そろそろヤツらがスコープ越ごしにテメェの顔を覗のぞきそうになってんのも問題だけどよ。それ以上にウチのお姫様が何な故ぜだかさっきから不ふ機き嫌げんになってんだよっ!!）」

「（……は？）」

　エアクッション機関に使う軍用ウレタン素材の上へ完全によじ登ったクウェンサーは、キョトンとした顔でもう一機のオブジェクトの方へ目をやる。

　すると、お姫様のオブジェクトは首を横に振るように巨体を動かしながら、

『別に。なんでもない』

「ぐわぁーっ!?　巨体を揺ゆさぶるから、風圧と反発剤のスプレーでとんでもねえ砂すな埃ぼこりがーっ!?」

　地上のヘイヴィアが絶ぜつ叫きようし、きちんと隊列を組んでいた兵士達がガハゴホと咳せき込こむ。一応、数メートルの高さまでよじ登っていたクウェンサーだけはかろうじて難を逃のがれる構図だ。

「クウェンサーっ！　これ以上の被害を出したくなければ今すぐお姫様のオブジェクトの方にしがみつけーっ!!」

「いや、お姫様の方って、推すい進しん装そう置ちに静電気とレーザー使ってなかったっけ？　あれ、金属板でレーザーをバシバシ捻ねじ曲まげて熱で空気を爆ばく発はつさせるヤツだろ。あまり近づきすぎると危なそうな気がするんだけど」

「ゲホゲホゴホ!!　おっ、俺らのこの砂埃地じ獄ごくは危なさそうじゃねえのかーっ!?」

　すると、『情報同盟』軍のエリートお嬢様はこんな言葉を投げかけてきた。

『何気ないきくばり、さりげないやさしさが、兵士のしんらいのえるのですわ。おほほ。「正統王国」ぐんのどろくさいエリートには分からないでしょうけどね』

『───、別に、って言ってるのに……ひょっとして、ナメてるの？』

「ちょっとーっ!!　クウェンサー、すぐに降りろ!!　お姫様達を変に刺激するんじゃねえ!!　このままじゃ俺らデカいオブジェクト二機に挟はさまれて全ぜん滅めつしちまうんだよぉーっ!!」

「？」

　下から叫び声が聞こえてきたが、今さら重たい装そう備び品ひんを抱かかえて徒歩に戻るつもりはない。とりあえず現場までは楽をさせてもらおうと、クウェンサーはウレタンの上に寝ね転ころがった。




　　　　５




　オセアニアの勢力図は分かりやすい。

　軍事国が支配している地域は緑地化が進み、多た国こく籍せき軍ぐんが支配している地ち域いきは砂さ漠ばく化かが進んでいる。

　今、クウェンサー達がいるのは緑の森の中だ。

　最初はひび割れた土の大地だったのだが、ある一定のラインから芝しば生ふのような物に覆おおわれ、そこから一気に深い森が広がっていた。保水性の高い人工土が散布されているか否いなかで、くっきりと土ど壌じようが変わっているのだ。本来この大陸には存在しないはずの植物に覆われた不自然な景色けしきは、確かに一〇〇〇年以上この自然の大地を愛してきた『部族』からすれば、冒ぼう涜とく的てきにも見えるかもしれない。

　クウェンサーはオブジェクトのウレタン部分から降りながら、辺あたりを見回した。

「さて、と。ここから先が戦場だな。まぁ、しばらくは『主役』に任まかせて俺達は待たい機きだろうけど」

「……俺は今すぐテメェを退場させてえよ」

　と、ボソリと呟つぶやいたのはヘイヴィア。オブジェクトに同乗してのんびりしていたクウェンサーは預かり知らぬ事だが、二機のオブジェクトに挟はさまれてさんざんな目に遭あっていたのだった。

　ヘイヴィアは辺りをあちこち見回しながら、

「それにしても、すげえ森だな。都市緑地化用に遺い伝でん子し改良したんだっけ？　元が砂漠だったなんて信じらんねえぞ」

「アホ。いくら生長速度を調節しているからって、あんな幹みきの太い大木が育つ訳わけないだろ。背の低い木はともかく、樹じゆ齢れい一〇〇年クラスのヤツはそこら辺の国から適当にかっぱらってきているんじゃないのか？」

　お姫様のオブジェクトは、スピーカーを使ってこんな事を言ってきた。

『じゃあ行ってくる。ながれだまとか、ふくしゃねつとかにやられないように気をつけて』

「お気き遣づかいどうも。つまり役立たずって事だな」

『おほほ。10分でできるのうのトレーニングでもしながら、まっていてくださいな』

　言うなり、二機の巨大オブジェクトは深い森を高速で突つき抜ぬけていく。お姫様のオブジェクトが発する、黒い雷らい雲うんが広がっていくような音だけが尾を引いていった。

　本体だけで五〇メートル以上の巨体が、時速二〜三〇〇キロ程度の速度で直進していくのだ。人工的に生育していた巨木の数々が割わり箸ばしのようにベキベキとへし折られ、あっという間に地じ均ならしされていく。

　標ひよう的てきは深い森の中にある、四角いコンクリート製の建物の群れ。

　オブジェクトの接近に気づいて警けい報ほうを鳴らす軍用施設へ、最先端の殺さつ戮りく兵器が突とつ撃げきしていく。

　双眼鏡を取り出したクウェンサーに、ヘイヴィアはうんざりしたような調子で声をかけた。

「どうせ外はずれだろ。本当にオセアニアのオブジェクトがあったら、通った跡あとができてる。お姫様達がベキベキ大木を折って行ったの見ただろ？」

「違ちがう。観察すんのは『情報同盟』軍のオブジェクトだ」

　クウェンサーは双眼鏡の倍率を調整しながら答えた。

「敵としてぶつかる時は冷静に解かい析せきしてる暇がないけど、今なら別だろ。これも良い勉強だ。向こうの技術をゆっくり目で盗ぬすんでやる」

「……異国の女のセクシーなドレスに首ったけかよ。おいおい、そんな風に尻しりばかり追いかけんのに夢中になってると、可愛かわいいお姫様に殺されるぞ」

「だからさっきから、お前は一体何を言ってる訳わけ？」

　そうこうしている内に、多た国こく籍せき軍ぐんのオブジェクトとオセアニアの基地に詰つめていた普通の部隊とが交戦を開始した。

　見たところ、〇・五世代の敵軍オブジェクトが出てくる様よう子すはない。

　となれば、勝敗は火を見るより明らかだ。




　ドバッ!!　と。

　夜空を引ひき裂さくように爆ばく発はつ的てきな閃せん光こうが、戦場を覆おおう。




　放はなたれたのは連速ビーム砲ほうか。

　強力なビーム砲を、極きわめて短い間かん隔かくで連続的に照しよう射しやする兵器だ。

『情報同盟』軍のオブジェクトが使っている三五メートル級の主砲は、五門の巨大連速ビーム砲を束たばねたガトリング制を採用していた。金属弾を発射しないビーム系兵器でガトリング砲を構成するのに何の意味が……？　と首を傾かしげる人もいるかもしれないが、強力なビーム系兵器は、連続照射すると砲身や装置に傷がついてしまうし、大型増ぞう幅ふく装そう置ちを使って瞬しゆん間かん的てきに電力を増幅・放出させる方式を採用している事もあって、『短い間かん隔かくで点てん滅めつさせ、砲身や装置に加わる負荷をある程度分散させる事』も重要になるのだ。

　五つもの巨砲を束たばねる事で、『情報同盟』軍のオブジェクトは永続的な連速ビーム照しよう射しやを実現しているらしい。

　青白いエネルギーの帯が夜空を切きり裂さき、分ぶ厚あついコンクリート製の建物を次々と引き裂いていく。火山のように吹ふき飛とばされた残ざん骸がいは、その断面がほとんど溶とけていた。オセアニア側も戦車やミサイル発射車両などで応戦しようとしているようだが、オブジェクトは気にも留とめない。空から降ふり注そそぐ大量の建築廃材を浴あびただけで、装そう甲こう車しや両りようは容よう赦しやなく爆ばく発はつさせられる。

　お姫様のオブジェクトの方も、黙って見学している訳わけではない。

　こちらは素す早ばやい機動性を活いかして逃げる戦車隊の退たい路ろを断ち、七本のアーム状主砲を次々と浴びせていく。お姫様の主砲には、顕けん微び鏡きようのレンズのような機関が取り付けられている。用よう途とに合わせて『砲身の核』を回転し、レーザービームや下位安定式プラズマ砲、コイルガンなどを適時入れ替えて攻こう撃げきを行っていく訳である。お姫様が『総合型』と呼ばれる理由だった。

　爆発、閃光、轟ごう音おんが炸さく裂れつする戦場からは、悲鳴すら聞こえなかった。

　おそらく怒ど号ごうや絶ぜつ叫きようはあるのだろうが、それすらもオブジェクトの破は壊かい音おんがかき消していく。

　圧倒的な光景。

　改めて、あんな怪かい物ぶつの前には立ちたくないと思わせる地じ獄ごくだった。

「すごいなこりゃ。戦争条約を無視してオセアニアで好き勝手にやってきたツケってところなのかな。『白しろ旗はた』の信号が使えないっていうのは、ちょっと同情するね」

「お姫様達が『巻き込まれないように』って言ってたのが頷うなずけるぜ。なあクウェンサー、あの大たい鑑かん巨きよ砲ほう主義のガトリング砲、仕組みは分かるか？　お姫様のオプションにつけたら面おも白しろい事になりそうじゃねえか」

「え？　俺が興味持ってたのは足回りだったんだけど」

　クウェンサーは一度双眼鏡から目を離し、『情報同盟』軍のオブジェクトの方を指差す。

「何でエアクッションとキャタピラ併へい用ようさせてるのかって思ったら、ああいう事だったんだよ。基本的にはエアクッションで浮かばせつつ、ダッシュ時にはキャタピラで地面を蹴けって瞬しゆん発ぱつ力りよくを高めてるんだ。キャタピラって言うより、ほとんどチェーンソーみたいになってるけどね」

「それ着けたらお姫様どうなんの？」

「ビューンってなるよ、ビューンって」

　……などとバカ丸出しの会話を続けるクウェンサーとヘイヴィアだったが、そうこうしている内に戦闘が終わってしまったらしい。

　敵は全ぜん滅めつ、味方は死者どころか負傷者もゼロ。

　軍のお偉えらいさんが見たら手を叩たたいて喜びそうな、まさに理想的なオブジェクト運用法だった。一いつ緒しよに戦ってくれている内は頼もしい事この上ない。

　無線機からエリート達の声が聞こえる。

『やっほー、おわったよ』

『おほほ。センサーでひととおりスキャンしていますが、一応伏ふく兵へいやじらいに気をつけてくださいませ。……これがさりげないきくばりですわよ、「正統王国」ぐんのどろくさいエリートさん』

　二機のオブジェクトがボディをゴンゴンぶつけ合っているのを見て、『まだ危険みたいだぞ』『もうちょっと待たないか、なぁ？』などという兵士達の声がヒソヒソ囁ささやかれている。

　とはいえ、軍事行動なので嫌いやとは言えない。

　クウェンサー達はオブジェクトが大木をへし折っていった『足跡』をなぞるように現場に向かう。これは『あれだけの巨体が通った後ならトラップなどもまとめて壊こわされているはず』という、彼らなりの知恵であったりもした。……もちろん、それでも完全には安心できない訳わけだが。

　現場に到着すると、お姫様がスピーカーから話しかけてきた。

『ここもダミーだったみたいね。ベースゾーンとしてのきのうはなかったし。オセアニアのオブジェクトは見つからなかったよ』

「念のために俺達で捜そう索さくはするけど、流石さすがにあんな巨体が隠かくれるスペースはなさそうだよなぁ」

　それにしても、とクウェンサーは辺あたりを見回す。

　焼け野原、どころの話ではなかった。

　建物は吹ふき飛とび、アスファルトはめくれ上がり、地じ盤ばんそのものが大きく割れている場所もあった。巨木も鋼鉄も全すべて黒く焦こげつき、原型を失っている。石油化学コンビナートに火を放はなっても、こんな惨さん状じようにまで発展するのは難しいだろう。

　核より手軽で、核より強力で、核より安全で、核よりピンポイントに標的だけを破は壊かいする。

　敵兵の死体がどこにあるかも分からなかった。徹てつ底てい的てきに吹ふき飛とばされすぎているのだ。

　うへー、と声を上げているのはヘイヴィアだ。

「ここに来る前に軍用食しよく糧りようの話を切り上げといて良かったぜ。『情報同盟』軍って、レーションに味覚刺激用の粉末がついてくるんだとよ。カレーとかチーズとかお好みの味を選んで自由に食べられるそうだぜ」

「……とりあえず、しばらく焼き肉味が在庫だらけになりそうだな」

　クウェンサーは二機並んでいる友軍オブジェクトを見上げた。

「ところで、あっさり戦闘は終わってしまったけど、俺達はこれからどうするんだ？　適当に辺りを捜そう索さくして、オブジェクト整備基地のベースゾーンが地下にでも隠かくされていないかどうか確認したらおしまい？」

『おほほ。ちかくにオブジェクトをはかいできるようなだいきぼへいきがあるとはおもえませんが、一応そのへんをけいかいしていてくださいませ』

　と、答えたのは『情報同盟』軍のエリート様だった。

「？」

『ちょっとはでにやったので、一休みしたいというだけですわよ。おほほ』

「そうか。もしかして、慣性Ｇのせいで体力削けずられたの？」

　エリートが着ている特とく殊しゆスーツは一人一人デザインが違ちがうが、概おおむね空軍パイロットのような耐たい圧あつ機き能のうが備そなわっている。別にオブジェクトは戦闘機のように音速以上の速度で動き回る訳わけではないが、代わりに膨ぼう大だいな質量がある。鎖くさりについた鉄球を思い浮かべれば分かりやすいが、遠心力は鉄球を速く回すか、鉄球を重たい物にするかで強くなる訳だ。

　改めて観察してみると、『情報同盟』軍は元もとより、お姫様の方のオブジェクトもその場に留とどまり、ピクリとも動かない。

『おほほ。たたかえといわれれば今すぐ応じますけど、てきのいないところでピリピリしているのもバカらしいので。エリートのスーツは足をしめつけるタイプのものですし』

「そういや、高速戦闘中は脳に血が回らなくなるのを防ぐために、足の血流を止めるようにモードチェンジするんだっけ。……もしかして、痺しびれてる？」

『いようにしゅうちゅうするこうそくせんとうのちょくごは、体にねつがこもるものですし、スーツから足を出して、れいきゃくスプレーをつかうのがてっとりばやいのです。おほほ』

　はー、と適当に感心したクウェンサーだったが、そこで彼の体がピタリと止まる。

（あれ……？　お姫様の足を冷やすっていう事は、ひょっとして、あの分ぶ厚あつい鋼鉄の壁の向こうでは……特とく殊しゆスーツを脱ぬい……？）

　動きを止めたクウェンサーは、しばし哲学者のように深く深く考え込む。

　すると、『正統王国』軍のベイビーマグナムの主しゆ砲ほうがこちらに向いて、

『……よけいなことは、考えなくていいから』

「うぎゃああーっ!?　ツッコミにしてもそれは強力すぎる!!　それから余よ計けいな事を言ったのは『情報同盟』軍のエリートの方のはずだっ!!」

　すると、矛ほこ先さきを向けられた例のエリートはスピーカー越ごしに、

『んふぅ。おほほ、私もハイレグレオタードがたのスーツをぬいで、Ｇカップのナイスバディを冷まさなければなりませんわっ!!』

「まっ、マジかーっ!!　たった一文の中に人を惹ひきつけるワードが満まん載さい!?　考えてみればウチのお姫様の格かつ好こうも色々アレだけど、『情報同盟』軍のエリートの方はどうなってんだーっ!?」

『せっけいしのリクエストです。おほほ』

「……ッ!?　亡ぼう命めいする気はさらさらないが、そんな職場があるとは……ッ!?」

「馬ば鹿かクウェンサー、瞳をキラキラさせながら『情報同盟』軍のダミー情報に踊らされてんじゃねえっ!!　大体、本当にハイレグだったら足を締しめ付つけられねえから耐圧機能をつけられねえだろうがっ!!」
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『あら、バレてしまいましたわね。おほほ。たしかに足もおおわれていますが、代わりにこうりつよくスーツの中にれいきゃくスプレーをふんしゃするために、スーツの各所にスリットが入っていますけどね。……スク水以上の、きわどい所まで』

「おいちょっとなあヘイヴィアこれマジかーっ!?」

「だからクウェンサーっ!!　テメェが異い様ように『情報同盟』のエリートに喰くいつくから、おかげでウチのお姫様がすっかり翻ほん弄ろうされてるだろうがぁーっ!!」

　ヘイヴィアに頭を殴なぐられて、クウェンサーはようやく我われに返かえった。今はオセアニア軍事国の基地を制せい圧あつしたところのはずじゃなかったのか？　何な故ぜこんな場面で乙女おとめの恥はじらいや特とく殊しゆスーツのセクシーっぷりに頭を支配されなくてはならないのだ。

　今は作戦を続行しなくては、とクウェンサーはちょっとやる気を出す。

『そういうことでしたら、まだおしごとがのこっていますのよ。おほほ』

　という訳わけで、『情報同盟』軍のエリート様からありがたいお達たつしを受けるクウェンサー。

『おほほ。「ぶぞく」の方のリクエストです。オセアニアにこんないでんしかいりょうもりがあるのはふしぜんだから、やきはらって元の大地にもどしてほしいんですって』

「……ああ。例の勢力図の『塗ぬり替かえ』ね」

　クウェンサーはうんざりした調子で答えた。

　お姫様の方はやや申し訳なさそうに、

『やろうとおもえば、オブジェクトをつかって一気にやきはらうこともできるけど』

　オブジェクトの動どう力りよく炉ろを利用した下位安定式プラズマ砲ほうでも使えば、草木どころか地じ盤ばんの奥まで焼き尽くせるだろう。ただし、オセアニアの『部族』にとって大地は神聖なものなので、必要以上に傷つけてしまうのも困るらしい。

「適度な破は壊かいに適度な手て加か減げん、か。アメコミのヒーローみたいだな」

「それ文ぶん化か擁よう護ご団だん体たいが抗議してるらしいぜ。もうアメリカって国家はねえんだから、資本主義コミックって呼んで欲しいんだと」

「そういう細かい事でぎゃーぎゃー騒ぐから、ヤツらは風ふ情ぜいがないって言われるんだ」

　クウェンサーとヘイヴィアがそんな事を言い合っていると、夜の森にボワッと炎ほのおが揺ゆらめくような光点がいくつも現れた。『情報同盟』軍のパワードスーツ部隊が、火炎放射器のスイッチを入れて、ノズル先せん端たんに火ひ種だねを点つけたのだ。

「……おいおい、こっちは生なま身みだぜ。炎に巻かれて自じ滅めつしたりしねえだろうな」

「枯かれ葉は剤ざいをばら撒まくよりは安全じゃないの？」

　その時、ザザッとクウェンサーの無線にノイズが走り、友軍から通信が入った。

　しばらく聞いていたクウェンサーは、やがてスイッチを切ってヘイヴィアに言う。

「雑用係に仕事だと。周囲に集落がないかどうか一通りチェックしてから火を放はなつらしい」

「無人機とかねえの？　ＵＡＶでも飛ばせば良いだろそんなの」

「そういえば、集落の人達の家って燃やしちゃって大丈夫なのか？」

「無線でフローレイティアにでも聞いてみろよ。どうせ多た国こく籍せき軍ぐんはお引越しのアフターサービスも充実させてんだろ。そもそも、『部族』の連中は半なかば強制的に住居を押し付けられてる状態だ。本来の暮らしに戻れるなら、さっさと捨すてちまいたいって考えてんじゃねえのか？」

　ブツブツ言う二人だが、一方で、ここまでやってきて何の仕事もしないで帰るというのも、それはそれで虚むなしすぎる。そんな訳わけで『正統王国』と『情報同盟』の多た国こく籍せき部ぶ隊たいは落とし物探さがしをするため、地じ雷らいやトラップに注意しながらゆっくりと均等に捜そう索さくを始める。

「地図を見る限り、該がい当とうエリアは三キロ四方だって。……その中で、古びた小屋が一つでもあったらノックして確かめなくちゃならない」

「戦争って意外に地味だよな。派手すぎても困るけどよ」

　これで地雷踏んだら間ま抜ぬけすぎるぜー、などと無む駄だ口ぐちを叩たたいていたクウェンサーとヘイヴィアだったが、そこでふと彼らは足を止めた。

　不ふ意いに、森が開けた。

　彼らが立っているのは七、八メートル程度の、ちょっとした高さの丘の上だった。大雨でもあったのか、クウェンサー達の前方は崩くずれていて、崖がけのようになっていた。そして眼下には民家が二〇軒ぐらいあるだけの、小さな村があったのだ。

　それだけなら、避ひ難なん勧かん告こくを出せばおしまいだろう。

　だが問題なのは、村の入口を塞ふさぐように軍用トラックが停とまっていた事。

　オセアニア軍事国の部隊が村にやってきているのだ。

　てっきり戦闘は完全に終わったと思っていたクウェンサーとヘイヴィアは、慌あわててその場で身を伏ふせる。クウェンサーは双眼鏡で、ヘイヴィアはライフルのスコープで集落を観察した。

「（……くそっ、何で俺達ばっかり派手な戦争の係なんだ!!）」

　舌打ちしながら、その音よりも小さな声でクウェンサーは愚ぐ痴ちる。

「（……ついさっきまでその辺でお姫様達が戦ってたのに。あいつら聞こえなかったって言うのか!?）」

「（……知るかよ！　ひょっとすると偵てい察さつ専門かもしんねえぜ。こっちのオブジェクトの配置を上じよう層そう部ぶに通達した上で、その帰りに『買い食い』でもしてんじゃねえのか？）」

　ヘイヴィアもほとんど投げやりな調子で受け答えた。

「（……どうする？　俺らだけでやんのは面めん倒どうだぜ。お姫様達ここに呼ぶか？）」

「（……いや待て。あんな巨体が動いたら絶対気づかれる。村人を人ひと質じちに取られるかもしれない。あと、オブジェクトのスペック的にはどうなんだ？　お姫様の方は対たい人じん殺さつ傷しよう用ようのレーザーも備そなえているけど、『情報同盟』軍があの馬ば鹿かデカい連速ビーム式のガトリング砲ほうなんか持ち出したら、村ごとまとめて吹ふっ飛とぶのがオチだ）」

　丘の上から村の様よう子すを見る限り、今すぐ住人を射殺しようとしたり、家に火を放はなとうとしたりはしていないようだ。よくよく観察してみると、村長らしき老人が軍服を着た男に札束を渡しているのが分かる。

「（……今月の『家賃』でも収おさめてるのか？　恒こう例れい行ぎよう事じみたいな感じだな）」

　地図で確認すると、この辺あたりはオセアニア側と多た国こく籍せき軍ぐん側の領りよう土どが隣りん接せつする地ち域いきらしい。おそらくこの村は、物資をやり取りするトラックの荷運びや検問を手伝う事で生せい計けいを立てているのだろう。

　ヘイヴィアはライフルのスコープで敵兵の数を大おお雑ざつ把ぱに数えているようだ。

「（……生なま身みの兵士が二〇人ほど。各々、グレネードつきの旧式ライフルで武ぶ装そうしてる。軍用トラックが一台しかないところを見ても、それ以上の伏ふく兵へいが潜ひそんでる様よう子すはねえな。どうする？）」

「（……どうするって言われても、どうにかしなきゃいけないのか？）」

「（……だよなぁ。いくら何でも、たった二人で一〇倍の兵隊と戦うのもアホらしいし）」

　クウェンサーとヘイヴィアは互いの顔を見て脱力する。

　村人全員が広場に集められて、オトコは銃じゆう殺さつオンナは強ごう姦かんみたいな展開になっていたら、流石さすがに交戦せざるを得ないだろう。だが、どうも様子を見ている限りそこまでひどい事にはならないようだ。一定の金銭・物資を払う『恒こう例れい行ぎよう事じ』が終わったら、オセアニア軍は村から立ち去るだろう。それを待ってから村人に避ひ難なん勧かん告こくを出しても何の問題もない。

　下へ手たに村の中で銃じゆう撃げき戦せんを始めてしまった方が、かえって被害者を増やしそうな状況だ。

　その上、クウェンサーは爆ばく薬やくしか持っていない工兵なので、生身の兵士相手に使える武器はヘイヴィアのライフルと拳けん銃じゆうだけ。戦う理由もないのに無理して不利な戦いに身を投じる事もないだろう、というのが二人の意見だった。

　……のだが。

「（……おいちょっと待て、なんか様子がおかしくなってるぞ）」

　双眼鏡を手にしたクウェンサーが思わず呟つぶやいた。

　先ほどまでダラダラとしていたオセアニア軍の兵士達が、突とつ然ぜん弾はじかれたように動き出した。肩に引ひっ掛かけていたライフルを構かまえ直なおし、緊張した面おも持もちで索さく敵てき活動を開始している。そのピリピリした空気に押されるように、小さな子供達や女性が慌あわてて家屋に逃げ込んでいくのも見えた。

「（……何だ、何が起きた？）」

「（……見ろよクウェンサー、あれだ！）」

　ヘイヴィアが指差した所は、村の中でも少し開けた所だった。そこに、誰だれかが倒れている。オセアニア軍の制服を着た男だ。体の真まん中なか辺りからどくどくと血が流れていた。おそらく即死だろう。

「（……熱中症って訳わけじゃなさそうだぜ）」

「（……っていうか、え？　ヘイヴィア、もしかしてスコープ覗のぞきながら撃うっちゃった？）」

「（……ふざけんな馬ば鹿か！　このクソッたれのライフルに、隣となりで伏ふせてるテメェが気づかねえほど高性能な消音器がついてるように見えんのか!?　そもそも倒れてる方向が全然違ちがうだろうがよ!!）」

　言われたクウェンサーは、改めて敵兵が倒れた方向とは逆に目線をやる。

　そちらにあるのは……、

「（……多た国こく籍せき軍ぐんの支し配はい地ち域いきライン……？　まさか、向こうから？　……じゃあ何か、誰だれかがわざわざ領土の外から『小石』を投げたっていうのか）」

　その時、クウェンサーの無線機が小さなノイズを発した。友軍からの通信を受信したのかと思ったが、違ちがう。断続的に短いノイズだけが繰り返されている。

「（……〇・八秒間かん隔かくの雑ざつ音おん……これ、確かレーザーと電磁波で照しよう準じゆん補ほ正せいするスナイパー用のロングサイト狙そ撃げき装そう置ちじゃなかったっけ!?）」

「（……あん？　軍の正式装備がこんな分かりやすい周波数帯でヒットする訳わけねえだろ。どこの馬鹿だ、粗そ製せい品ひん振り回して義ぎ勇ゆう軍ぐんを気取ってんのは!!）」

　憤いきどおるように言ったヘイヴィアだったが、直後に苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔になった。

「（……うわー、ヤバい。ヤバいぜこれは……）」

　と、ヘイヴィアがライフルを構えたまま呻うめき声ごえを上げた。

　彼のライフルにはスコープを使った光こう学がく照しよう準じゆんの他に、赤外線や紫外線、索さく敵てきマイクなどを利用した多角的な照準補助装置が取り付けられている。片耳にイヤホンを引ひっ掛かけているところを見ると、どうやらマイクを利用して村人やオセアニア軍の会話を盗とう聴ちようしているようだ。

　ライフルの銃じゆう口こうは、軍人と村長らしき老人の方に向いている。

「（……何？　何がヤバいんだよ？）」

「（……いちいち丁てい寧ねいに説明すんの面めん倒どう臭くさくなるような内容だから、三さん文もん芝しば居いで答えてやろう。『テメェこのヤロー、騙だましやがったなー』『いえそんな、誤解なんです。滅めつ相そうもないー』『黙れ馬鹿野や郎ろう、テメェら皆殺しにして村に火を放はなってやるー』）」

「（……ヤバすぎんだろオイ!!）」

　ギョッとするクウェンサーに、ヘイヴィアは意見を求めるように続けて言う。

「（……どうすんの？）」

「（……無線でオブジェクト呼んでる間にバンバン発はつ砲ぽうしそうだよね、あいつら）」

「（……じゃあどうすんだよ？）」

「（……いやどうするって言われても、スナイパーはどこに隠かくれてるか分からないし、このまま村の中でオセアニア軍が派手に暴あばれたら余よ計けいな被害が出るだろうし……）」

　特別支し給きゆうされていた『ハンドアックス』に電気信しん管かんを突つき刺さしながら、

「（……やるしかないだろ、こんなの!!）」

　いかにもうんざりした調子で二人は頷うなずくと、同時に動いた。

　クウェンサーは信しん管かんの刺ささったプラスチック爆ばく弾だんを丘の上からポンポン放ほうり投なげていく。爆弾が落ちて行ったのは集落から離れた場所だったが、クウェンサーは構わず無線信号を電気信管に送って『ハンドアックス』を爆発させた。ボンドンバガン!!　と立て続けに爆発が起こり、オセアニア軍の兵士達が慌あわてて家屋の陰かげに隠かくれようとする。

　実際には学生が爆ばく弾だんを放ほうり投なげているだけなのだが、事情を知らないオセアニア側は、最低でも迫はく撃げき砲ほうによる奇き襲しゆう、最大では近くに戦車が潜ひそんでいる可能性まで考こう慮りよしているだろう。連続で起こる爆発に、いらぬ心配を重ねていくのだ。

　そこで、ヘイヴィアがライフルを一発一発点てん射しやしていった。

　オセアニア側は『新たな敵』から身を隠すため、見当違ちがいな方向に隠れようとしている。こちらに尻しりを見せてビクビクしている兵隊を、ヘイヴィアが一人一人撃うっていっている訳わけだ。派手な銃じゆう撃げき戦せんになればクウェンサー達は数で負けてしまうが、こうして撹かく乱らんしている間なら一方的である。

「（……っつっても、流石さすがに全員は撃てねえぞ!!）」

「（……一定の数が減へれば、変なプライドを捨すてて森へ身を隠すんじゃないか？　最後の一人まで頑がん張ばるような気け高だかい感じでもないだろ）」

「（……おい学生さんよ、逃げる様よう子すがねえぞ。なんか徹てつ底てい抗こう戦せんの構えになってねえか!?）」

「（……ちくしょう、また撃ってきてる!!　さっきのスナイパーだ！　退たい路ろを断たつように狙そ撃げきを繰り返してるから、オセアニア側も逃げるに逃げられなくなってるんだよ!!）」

　戦闘が長引けば、それだけ流ながれ弾だまが無関係な村人に当たる可能性も高くなる。クウェンサー達からすれば無理に勝敗にこだわる必要はなく、さっさとオセアニア側が村から離れてくれればそれで構わないのだが……どうやら謎なぞのスナイパーはそれを許さないつもりらしい。

　と、隊長クラスの小こ太ぶとりの男が、丘の方へ目をやった。

　身振りで指示を出すと、今まで伏ふせていた兵士達が一いつ斉せいにライフルを構える。

「（……まずい、気づかれた!!）」

　慌てて後ろに下がるクウェンサーとヘイヴィア。直後に、豪ごう雨うのように弾だん丸がんが向かってきた。崖がけのように崩くずれた丘の下から斜ななめに撃ってきているため、二人が後ろに下がると丘自体が壁になってくれる。

「（……距きよ離りが開いてるせいで、旧式の安やす物ものグレネードが届かなかったのは幸運だったよな）」

「（……じきに迂う回かいして別動隊がこっちに回ってくるぞ。なぁクウェンサー、先に道を塞ふさぐように爆薬仕し掛かけられないか？）」

　などと言い合っている二人の肩が、それぞれいきなり背後から掴つかまれた。

　ぐいっと体のバランスを後ろに傾かたむけられる。

　慌てて振り返ると、そこに控ひかえていたのは『情報同盟』軍の歩兵達だった。

「（……いまいち状況は読めんが、加か勢せいしよう。こちらにはパワードスーツ部隊がついてる。突とつ入にゆうすれば五分もかからんよ）」

「（……五分か。だがもう遅え）」

　ヘイヴィアは顎あごで崩くずれた丘の下を示した。

　銃じゆう撃げき戦せんに巻き込まれた村のあちこちに、倒れている人ひと影かげがあった。オセアニア軍だけではない。自や棄けになったオセアニア側の兵士に撃うたれた村人もいる。

　逃にげ惑まどっている内に散ちらばった物なのか、子供が使うようなオモチャが地面にたくさん転ころがっていた。

　砂と泥、そして血にまみれたオモチャの中には、一冊の絵本もあった。村まで多少の距離はあったが、ライフルのスコープを使えば表紙の細部まで観察できる。

　優しい岩のケモノさん、というタイトルの本。

　多た国こく籍せき軍ぐんの整備基地ベースゾーンのバリケードの外で、現地の女の子が持っていた物と同じ絵本だった。

　一度だけ舌した打うちすると、ヘイヴィアは手にしていたライフルを思いきり地面に叩たたきつけた。

　そのまま、彼は言う。

「（……分かったよ、これがクソッたれの戦争だ。民間人の女子供だって理由もなく殺されちまう、な。……みんなやってくれ。オセアニアの畜ちく生しようどもをぶち殺してくれ）」

『情報同盟』軍の男は神しん妙みような顔で頷うなずくと、パワードスーツを着た部隊に指示を出す。彼らは銃じゆう弾だんの雨も崩れた丘の高さも気にせず、一いつ斉せいに飛び降りて行った。

「おい、いたぞ」

　と、クウェンサーが双眼鏡から目を離し、指で示した。

　彼が見ていたのは、村の方ではなかった。オセアニアと多国籍軍の支し配はい地ち域いきラインの方だ。

「例のスナイパーの正しよう体たいだ。見ろよ、オセアニア軍でも多国籍軍でもない。報道カメラマンだ。カメラをライフルに持ち替えていたんだ。狙そ撃げき装そう置ちが軍の正式モデルじゃなかったのも、そういう訳わけだったんだな。個人的な自己満足のために、勝手に戦闘を始めたんだ。……もしかすると、フローレイティアさんの言っていた『傭よう兵へいからカメラマンになった』ヤツかもしれない」

「……オーケー」

　ヘイヴィアは一度捨すてたライフルを、もう一度掴つかみ上あげた。

　彼は結果待ちをしている『情報同盟』軍の男へこう言った。

「スナイパーについてはこっちでやる。ついでに二、三発は殴なぐっておかなくちゃ気が済まねえ」
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　クウェンサーとヘイヴィアの二人は、整備基地ベースゾーンに帰って来ていた。

　彼ら二人は無言で、通路の壁に背を預けていた。

　そんな二人の部下に、上官のフローレイティアは話しかける。

「レポートを見たが、絵本の持ち主はお前達が懸け念ねんしていた子とは違ちがったそうだ」

　しばらく、クウェンサーとヘイヴィアは黙っていた。

　やがて、クウェンサーの方が口を開いた。

「……そんなので、ホッとしろって言うんですか？」

「毎日戦争やってる俺らに綺き麗れい事ごと言えた義ぎ理りはねえけど……。こんなのは、俺らがやってる戦争じゃねえよ」

　そうか、とだけフローレイティアは呟つぶやき、それから近くにあったドアノブを掴つかんだ。

　ノックもなしに中に入る。

　面めん倒どうな仕事が舞い込んできたと、フローレイティアはため息をついた。

　ここは狭せまい一室だ。

　長くてわずかに青い色を帯びた銀ぎん髪ぱつにカンザシを模もした細長いヘアピンをいくつも留とめ、和風な煙管キセルから灰色の煙を吸い込むフローレイティア。彼女は脇わきに抱かかえていたノートパソコンとタブレット用の感知板をテーブルの上に置いた。普段はペン型の入力装置を使って別の部隊に遠えん隔かく指し示じを出すために使っているパソコンだが、今はモニタが閉じてある。

　フローレイティアは自分の正しよう面めんに目をやる。

　小さなテーブルを挟はさんだ向かいの席には床にボルトで固定された椅い子すがあり、その肘ひじ掛かけに二つの手て錠じようでそれぞれの腕を拘こう束そくされた男が座らされていた。

　報道カメラマンだ。

　クウェンサーとヘイヴィアは元傭よう兵へいかもしれないと報告してきたが、フローレイティアの感想は否定的だった。超大型兵器オブジェクトに守られずに戦場を行ゆき交かう傭兵なら、もっとギラギラした目をしているはずである。……あるいは、正規の軍人よりも。

　おそらく、オセアニアの外からやってきた『文化人』気取りのお坊ちゃんだろう。

「……シーワックスさん、ですか。厄やつ介かいな事をしてくれましたな。ここが軍の尋じん問もん室しつであり、あなたがここに招待されるべき事をしてしまったという自覚はありますか？」

「手て錠じようを外はずしてくれ」

　フローレイティアの言葉を遮さえぎるように、シーワックスは早口で言った。

「弁護士もいない所で口を開く義理はないが、敢あえてサービスで言っておこう。これは明確な人じん権けん侵しん害がいだ。君に私の自由を奪うばう権利などない。今すぐ私の拘こう束そくを解ときたまえ」

「……、」

「何だ、狙そ撃げきについて怒ってるのか？　君のような役に立たない兵隊が。まさか、軍に所属していないから殺人罪とか言わないだろうな。オセアニアのように『オブジェクトも配備されないような紛ふん争そう地ち域いき』では、安全国からやってきた傭よう兵へいが適当に敵兵の数を減へらしてのびのびと帰っていく。彼らが罪に問われるのか？」

　ニィ、とシーワックスは笑いながら言う。

　自分の権利は絶対だと、その肌はだに傷をつけるものはどこにもないと、告つげているかのように。

「私は君達が忘れてしまった事を行ったまでだ。……本来、オセアニア軍の外げ道どうどもに鉛なまり弾だまをブチ込むのはそちらの仕事のはずだろう。私はその代わりを務つとめ、なおかつこの現状を報道する事で世よ論ろんの流れも変えてみせる。ハッキリ言わせてもらうが、オセアニアの兵が倒れた程度でグダグダ言っている時点で、君達は本来の仕事すら果はたせていないのだよ。そんな調子でオセアニアの横おう暴ぼうを止められるとでも思っているのか」

　顔をしかめるフローレイティアを、シーワックスは嘲あざけるような目で眺ながめた。

　軍人の顔色の変化を、彼は見み逃のがしてしまった。

「オブジェクト任まかせの平和ボケどもめ。君達については本国に帰ったら書かせてもらうぞ。戦う事を忘れた兵隊達は、ちょっぴり血を見ただけで大パニック。冷静な判断能力を失って善良な報道人を不当逮たい捕ほした、とな」
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　フローレイティアは、ゆっくりとした仕し草ぐさで細長い煙管キセルをテーブルに置いた。

　直後、




　ゴッパァァァァン!!　という轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　シーワックスの肩を掴つかんでいるフローレイティアが、ボルトで固定された椅い子すごとカメラマンの体を引っこ抜き、思いきり壁に叩たたきつけた音だった。




「ごっ、ぶ……げはァァああああああああああああああああああああああああああッ!?」

　あまりの衝しよう撃げきに椅子の背もたれは粉こな々ごなに砕くだけ、シーワックスの体が仰のけ反ぞった。だが、フローレイティアの細い腕は、シーワックスが倒れる事を許さない。そのまま彼の体を壁に押さえつけながら、フローレイティアは顔を近づけていく。

「良い、四人よ」

　今まで聞いた事もないほど低く冷たい声で、フローレイティアは言った。

「テメェが敵兵だけを皆殺しにしてくれるなら、私達だって褒ほめてあげる。だけど、四人よ。四人もの関係ない村人が、テメェの勝手な行動で死んでしまったの。良い、これは本来なら死ぬ必要のなかった人間よ。その内の一人は、オセアニア軍ではなくテメェの弾だん丸がんを浴あびて死んでいるの」

「げほっ、おかげで君達も、オセアニアを攻こう撃げきする踏ふん切ぎりがついただろうが！　小さな悪でも見み逃のがしてはいけないんだ!!　私は間ま違ちがってなんかいない!!　この事を記事にすれば、世界中の人々が戦争の理り不ふ尽じんさに憤いきどおり、戦争反対の輪が広がっていく。君達みたいに税金ばかり使って何もしない軍人なんかに頼る時代は終わるんだよ、馬ば鹿かめ!!」

「ああそうかい!!」

　フローレイティアはシーワックスの体を壁から離すと、そのまま振り回した。遠心力を利用し、その背中を小さなテーブルの上へ叩たたきつける。

　咳せき込こむシーワックスに向けて、フローレイティアはさらに言った。

「なら教えてあげる。元々オセアニア軍事国は、あの村では『恒こう例れい行ぎよう事じ』の現金回収ではなく、イレギュラーな動きをする手はずを整えていたの。テメェが狙そ撃げきライフルを使って余よ計けいな真ま似ねをしなくても、あの兵隊達は上の命令に従したがって組織的に村を襲おそっていたのよ」

「だ、だったら……」

「それはね、連中がテメェみたいなカメラマンの動向を掴つかんでいたからよ!!　多た国こく籍せき軍ぐんの介かい入にゆうで、オセアニア軍事国は国際社会からナメられてると思っているの。『強い軍事国家』をアピールするために、敢あえて『森しん林りん保ほ全ぜん』を強化して村人を虐ぎやく殺さつしようなんて馬ば鹿かげたプランを考えついたのよ!!　自国の国民を『交渉材料』にして、こいつらが死ぬのは我々の命令を無視してお前ら多国籍軍がオブジェクトを送り込んできたからだって言いたいの!!　……何のために、私達がカメラマンをオセアニア側に近づけさせないでいたと思う？　そういう動きを事前に察さつ知ちしていたからよ！　『利用できるカメラマン』が揃そろわなければ、いくら虐ぎやく殺さつしてもその事実が世界に発信されない、だからオセアニア側も無意味な虐殺をしなかったの！　それをテメェが勝手な行動をしたせいで、ヤツらの背中を押してしまったのよ!!」

　フローレイティアは、シーワックスではなく自分の間ま抜ぬけさを悔くいるように、そう言った。

「そんな状況で、仲間を殺されたオセアニア側がこれから何をすると思う？　国際社会にアピールするべき場面で大だい失しつ態たいよ。絶対にこのイメージを払ふつ拭しよくしようと、虐殺行為をエスカレートさせていくに決まっているの！　……『犯人探さがし』よ。ああいう連中は怪あやしそうな『部族』の村を適当に選んで兵隊を送り込み、気が済むまで片かたっ端ぱしから虐殺していくの!!　良い、気が済むまでよ!!」

　その言葉に、シーワックスはギョッと体を強こわ張ばらせた。

「そっ、そんな……私は『正統王国』のジャーナリストだ。狙そ撃げきだって、わざわざ多た国こく籍せき軍ぐんの領土の中から、オセアニア側の領土へ弾だん丸がんを飛ばしたんだ。それなのに、何でオセアニアの村が標ひよう的てきになる？　そんなのはナンセンスだ。軍事国だって、証しよう拠こもなしに動かな───」

「そんな理論が通じる訳わけないだろォォがァァああああああああああああああああああッ!!」

　ついに、フローレイティアは拳こぶしを握にぎってシーワックスの腹の真まん中なかを殴なぐりつけた。

　込み上げる吐はき気けを押さえられず、床に吐と瀉しや物ぶつを撒まき散ちらすシーワックスの髪を掴つかんで、フローレイティアは怒りに満ちた顔で言う。

「連中にとっては、虫けら並の村人の命なんてどうだって良いのよ!!　証拠なんかなくても気分次第でブチ殺せるのよ！　そういう体制ができてしまっているのよ!!　だから言っただろうが、気が済むまでだって！　連中は仲間の兵隊が殺された怒りが収まるまで、徹底的な八つ当たりで気に入らない村々を襲おそっていくの!!　こんな国にまともな法が機能している裁判なんてあるとでも思っているの!?　『プライドを保たもつための広報活動の一いつ環かん』で、どれだけの罪のない人々が命を奪うばわれていくと思っているのよ!!」

　己おのれのした事の意味を知ったからか、単に胃の中の物を吐き出した連れん鎖さ反応か、シーワックスはボロボロと涙をこぼしていた。

「本当なら、オセアニアの裸の王様にテメェの首を差し出して事態を収おさめたいところだけど、生あい憎にくと我が『正統王国』の人権はことのほか優秀にできていてね。アンタを軽々と引き渡す訳わけにもいかないの」

　そんな彼の髪から手を離し、フローレイティアはようやくある程度の冷静さを取り戻しつつも、こう締しめくくった。

「……分かっているの？　かろうじて均きん衡こうを保たもっていたこの戦場は、アンタの余よ計けいな一手のせいで最悪の泥どろ沼ぬまに変わってしまったのよ」
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　フローレイティアの尋じん問もん風景をモニタで観察していたクウェンサーとヘイヴィアは、ほとんど同時に画面から目を離した。記録・分ぶん析せき用ようのスタッフのいる監かん視し用の小部屋から廊ろう下かに出ると、二人きりで話を始める。

「なあクウェンサー。オセアニアの『犯人探さがし』が始まるまで、あとどれぐらいかかると思うよ？」

「電子シミュレート部門の予測が正しければ、軍事国が使ってるオブジェクトは〇・五世代。技術力が足りなくて、本来オブジェクトが持つべき性能を発はつ揮きできないモデルらしい」

　クウェンサーは慎重に言葉を選びながら、

「……オブジェクトの動どう力りよく炉ろっていうのは、原子炉や溶鉱炉の機構と同じで、スイッチを入れたり切ったりするより、常に炉を動かし続けた方が効率が良いんだ。でも、例の〇・五世代は強度不足の関係で、長期間動力炉を動かし続けると内部融ゆう解かいする恐れがある。だから普段は炉を停止しているはずなんだ。そこから行動可能領りよう域いきに回転数が上がるまでの時間を逆算すると……」

「……大おお雑ざつ把ぱに考えて、四時間から五時間ってところか」

　ヘイヴィアは軍用の腕時計を使って時刻を確認している。

　クウェンサーは頷うなずいて、

「フローレイティアさんの話によると、元々『世界的なアピール』のために村で虐ぎやく殺さつ行為をスクープさせる予定だったんだろ。それに失敗した以上、オセアニア軍は『もっと強きよう烈れつなインパクトのある場面』を流して、そのイメージを払ふつ拭しよくするしかない。となれば、オブジェクトを動かして村を襲おそうっていうのが一番妥だ当とうな線なんじゃないか？」

　〇・五世代と侮あなどられたところで、オブジェクトはオブジェクトだ。『正統王国』や『情報同盟』が持つ最先端のオブジェクトを使えば容た易やすく勝てるかもしれないが、何の力もない村人達では抗あらがいようがない。

　このままでは『分かりやすい悲ひ劇げき』の材料として、順次皆殺しにされていくのがオチだ。

「まずいよな。それまでにオブジェクトを見つけて何とかしないと、すごくまずい」

「……でもよ、何とかなるのかよ。衛えい星せい観かん察さつ官かんだって何ヶ月も索さく敵てきを続けてるんだろ。それでも見つからないんだ。俺ら二人で、たった四時間で、オブジェクト見つけてぶっ壊こわすなんてできんのか？」

「壊す方法だけなら簡単だろ。今は多た国こく籍せき軍ぐんのオブジェクトが二〇機以上駐ちゆう留りゆうしているんだ。彼らに〇・五世代の居場所を教える事ができれば、後は集しゆう中ちゆう砲ほう火かで一いつ掃そうしてくれる」

「つまり？」

「見つける方法を考えよう。衛えい星せい以外の視点から、何か新しい事が分かるかもしれない」

　そんな訳わけで、二人は行動を開始しようとしたのだが、横よこ槍やりが入った。

　尋じん問もん室しつから出てきたフローレイティアだ。

「……正直、お前達に賛同したいところだけど、ダメよ。上じよう層そう部ぶから命令が出ているの」

「？」

「コンクリートの建物を脱ぐオセアニア提供のストリップショーで〇・五世代のオブジェクトが出てくるっていうなら、チャンスよ。ヤツがどこのベースゾーンから出てくるか、衛星で観察したいんだって。それまでに下へ手たな内ない偵ていをして勘かん付づかれたら、せっかくの機会を棒に振る羽は目めになるの。私達も無意味で地道な索さく敵てきの日々に逆戻りよ」

「じゃあ、オセアニア軍が小さな村に行う『犯人探さがし』は放ほうっておけって言うんですか!?　オブジェクトが生なま身みの人間に牙きばを剥むいたらどうなるかは分かっているはずでしょう！」

「どの基地から出てくるかを見み極きわめるだけよ！　具体的な襲しゆう撃げきに移る前に迎げい撃げきするの!!　これ以上は一人だって犠ぎ牲せい者しやを出させやしないっ!!」

「オセアニアの連中だって、それぐらいは分かってんだろ！　衛星からの情報で意い気き揚よう々ようと現場に向かって、見つけたモンがキャタピラつきのガスタンクだったらどうすんだ!?　別の場所にいる本命は容よう赦しやなく集落を焼いてから、他のガスタンクに紛まぎれて別の基地へと逃のがれるだけじゃねえか!!　そしたら、また一からやり直なおしか。見つかるまで村を襲おそわせ続ける気か!!　オセアニア軍にオブジェクトぶつけてる俺らに偉えらそうな事を言えた義ぎ理りじゃねえけどよ、あれは武器を持たない民間人に突つっ込こませて良いものなんかじゃねえだろうが!!」

　ヘイヴィアは敬語すらかなぐり捨すてて上官に叫んだ。

　おそらく、フローレイティアもそういう懸け念ねんについては理解しているだろう。

　その上で、彼女にはクウェンサー達の意見に賛同できない理由がある。

　それは、軍の規律だ。

「……私だってお前達だけでも行かせたいの。だが、上層部の命令は今さら覆くつがえらないのよ」

　悔くやしそうに、フローレイティアは言った。

　その顔を見て、クウェンサーとヘイヴィアも黙り込んだ。

「良い、軍のデータベースに触ふれようとしないで。ただでさえ、多た国こく籍せき軍ぐんを編成している今はお互いのオブジェクトの情報が漏ろう洩えいしないか、チェックを厳しくしているの。この状況で軍の方針とは違ちがう目的でデータに触れようとすれば、あっという間に軍法裁判にかけられるから」

「どうすんですか、それじゃ」

　ヘイヴィアはなおも食い下がったが、フローレイティアは背を向けた。

「準備をしておくの。衛星観察官からの情報が来たら、一いつ刻こくも早く現場に到着できるようにね」

　それだけ言うと、上官は立ち去っていく。

　後に残されたクウェンサーとヘイヴィアは、互いの顔を見合わせた。

「なあクウェンサー、どうするよ？　テメェ、アラスカの一件でオブジェクト関連のデータベースを漁あさる権限をもらってただろ。それをどうにか利用して、こっそり侵入する事はできねえのか」

「そんな腕があったら、権限もらう前から勝手にハッキングしてるだろ。無理だよ。この状態で軍のデータベースを調しらべ直なおして〇・五世代を探さがすのは流石さすがに不可能だ」

　だから、とクウェンサーはズボンの尻しりポケットに手をやった。

　そこから取り出したのは、折おり畳たたまれた地図だ。

　驚くヘイヴィアに、クウェンサーは地図を突つきつけてこう言った。

「デジタルとアナログを上手じようずに使い分ける事にしよう」
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　クウェンサーとヘイヴィアの二人は建物の外に出ると、裏うら手てに回った。固く乾いた地面の上に座り込み、改めて地図を広げる。

「……それにしても、オセアニアってのは広いな」

　ヘイヴィアが呻うめくように言う。

　クウェンサーは頷うなずいて、

「西ヨーロッパがほとんどすっぽり収おさまるぐらいの広さらしいからな。伊だ達てに『大陸』の名を冠かんしてはいないだろう」

「で、この中からたった一機のオブジェクトを探し出せって？」

「虱しらみ潰つぶしに調べたら何年かかるか分からないけど、大おお雑ざつ把ぱな予想エリアは判明しているらしい」

　言いながら、クウェンサーは赤ペンで地図の一角に大きな丸を描いた。

　オセアニアの北部だ。

「ノーザンテリトリー、キンバリー高原とタナミ砂さ漠ばくの間」

「……この辺じゃねえか」

　それでも、『資本企業』の一角である日本列島の本州を輪切りにする程度の距きよ離りは開いている。ただ単に歩いて探さがし尽つくせる面積ではない。

「二年前に〇・五世代が完成した時、この辺あたりでパレードを行っていたんだ。その後、大量にばら撒まいたキャタピラつきの移動型ガスタンクの陰かげに隠かくれてどこかの基地に入ったらしいんだけど、それがどこかが分からない」

「だから多た国こく籍せき軍ぐんはダミーも承しよう知ちで、全ての基地を虱潰しするようにプランを変えてやがったのか。この辺りにある基地を殲せん滅めつすれば、その内本命にぶつかる事を知ってたから」

「正直、放ほうっておいてもいつかはヒットするとは思う。ただし、それまでにいくつの村が襲おそわれるかは分からないけど」

「やっぱり任まかせてはおけねえか」

「でも、ここからが問題なんだ。ダミー施設だけで一〇〇以上、地上に出てるガスタンクも四〇近くある。どれが本命かは上じよう層そう部ぶでも判別できていない」

「上層部も掌しよう握あくしていない、完かん璧ぺきに隠いん蔽ぺいされた秘密基地がある可能性は？」

「〇％とは断言できないけど、多分難しいと思う。あれだけ巨大な物を収おさめられる建物を衛えい星せいから隠かくすのは容易じゃないよ。地下に隠すにしても、ダクトとか出入り口とか、『それらしい痕こん跡せき』は必ず出てくる」

「となると、『上層部が掌握してる建物のどこか』で間ま違ちがいはなさそう、か」

　ヘイヴィアはポツリと言う。

　クウェンサーは地図に自分で印をつけた辺あたりを凝ぎよう視ししながら、

「……何か、本命にしかないサインっていうのはないのかな」

「メンテナンス用の機材が頻ひん繁ぱんに搬はん入にゆうされてるとか？　だったら、それっぽい太い道がきちんと構築されてる基地が怪あやしいのか？」

「ついさっき襲おそった基地だって、ダミーの道路が繋つながっていたじゃないか」

「けどよ、五〇メートル級のオブジェクトが通れるほどのスペースが広がってる場所なら、そう多くはないだろ。ほら、さっきの基地だって周まわりは緑で囲まれていて、オブジェクトが通ったような痕こん跡せきはなかったじゃねえか」

「オブジェクトが通れるようなスペースのある基地は、優先的に破は壊かいされてるみたいだね。あらかた破壊し終わってる。だから俺達の所には、『ないとは思うけど……』クラスの標ひよう的てきを攻こう撃げきするように命令が下されていたんだ」

「じゃあそれ以外に何があるってんだ。怪あやしい所を片かたっ端ぱしから壊こわしてダメだったんなら、後は怪しくない場所を一つずつ潰つぶしていくしかねえじゃねえか」

　ヘイヴィアが投げやりな調子で言う。

　おそらく、上層部の方もそういう判断をしたのだろう。

　だが、

「……逆ならどうだ？」

「は？」

　クウェンサーの呟つぶやきに、ヘイヴィアが間ま抜ぬけな顔になる。

　構わずにクウェンサーは続けた。

「例の〇・五世代が確認されたのは、二年前の完成時だけだ。その後はどこかの基地に行方ゆくえをくらませたまま、一度も日の目を見ていない。……だったら、『元々オブジェクトが通れるスペースがあった基地』の周まわりに、木々を植えてしまう事もできるんじゃないのか？」

「それ、意味があるのか？　障害物で囲っちまったら、オブジェクトが通った跡あとがべったりついちまう。そんなのマークしてくれと言わんばかりじゃねえか」

「どうせオブジェクトが出てきてしまえば、その基地は衛えい星せいからマークされて使い物にならなくなる。木々をへし折りながら出てきても問題ない訳わけだ。一度出しゆつ撃げきしたら無数のガスタンクに紛まぎれるように、別の基地に入ってしまえばおしまいだ」

　現実には、『次の候補地』は続々と撃げき破はされていってるけど……とクウェンサーは呟つぶやく。

「……となると、怪あやしいのは周まわりに障害物の多い基地か。上じよう層そう部ぶの連中が『これはないだろ』って考えちまうような、ショボい施設の方が逆に怪しい、と」

「ここ数年で急速に緑に包まれた地域は、ここと、ここと、ここの三ヶ所。上層部じゃ『誰だれもいないダミー施設が緑の中に埋うもれていった』って評価されてるみたいだな」

「問題は二つ」

　ヘイヴィアは赤ペンで印をつけた所を一つずつ睨にらんでいく。

「一つ目は、ここまで絞しぼっても、まだ基地と基地の距離が結構開いている事。三つ全部を簡単に調べられる訳じゃねえ。ダミーに引ひっ掛かかったらかなり時間をロスしちまう」

　小さなライトで地図を照らしながら、ヘイヴィアは続けた。

「二つ目は、ダミーの施設であっても、おそらく生なま身みの兵隊は詰つめてるって事。仮にダミーを押さえちまったら、本命に連絡が入る。そしたら大量のガスタンクをばら撒まいて〇・五世代は雲くも隠がくれだ。後日改めて『犯人探さがし』をしましょう、って話になっちまう」

「三つ目として、軍やオブジェクトの力を借りる事もできないってところもあるけどね」

「なぁ、ホントにダメだと思うか？　いくら俺らが規律に反する行動をしたって、実際に〇・五世代を見つけちまったら、あのフローレイティアでもひとまずお姫様を差し向けるんじゃねえの───」

　と、その時だった。

　突とつ然ぜん、多た国こく籍せき軍ぐんの整備基地ベースゾーンに緊きん急きゆう出しゆつ撃げきを告つげる警けい報ほうが発令された。太い音響のサイレンが夜空に響き渡る。まるで野球のナイター中継のように、基地中の照明が一いつ斉せいに照らされた。

「おいっ、何だ？　俺らはまだ敷しき地ちの外に脱走してねえぞ!?」

「違ちがう馬ば鹿か、出撃命令だって！　上層部の連中は〇・五世代の場所を突つき止とめたのか!?」

　クウェンサーは地図を畳たたみながら、辺あたりに目をやる。

　建物の中から、大勢の兵隊達がバタバタと飛び出してきた。お姫様がオブジェクトの整備場へと走っていくのが分かる。ずっと整備場でオブジェクトのメンテナンスを行っていたであろう整備兵が何かの操作をしたのか、巨大なシャッターがガシャガシャと音を立てて開いていく。

　クウェンサーは、忙しそうに動く兵士の一人を捕つかまえた。

　事情を尋たずねる。

「おいどうなった!?　オセアニアのオブジェクトは見つかったのか!?」

「ああそうだよ。これでやっとマイホームに帰れる！　ラスボスはグレートサンディー砂さ漠ばくの端はしっこで待ってるってさ。先に多た国こく籍せき軍ぐんのオブジェクトが全ぜん力りよく疾しつ走そうで現場に向かうらしいが、俺達も軍用トラックに乗って現場に急行だ。サスペンションの良いトラックは早い者勝ちだってよ。お前も急いだ方が良いぜ、下へ手たなの選ぶと腰痛になるぞ」

「……グレートサンディー砂漠……？」

　走り去る兵士の背中を眺ながめながら、クウェンサーは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　ヘイヴィアも、言わんとしている事を察さつしたらしい。

「おい、俺らが予測した三ヶ所とは違ちがう場所じゃねえか」

「おかしいな。そもそも上じよう層そう部ぶは何を根こん拠きよに〇・五世代があるって確信したんだ？」

　今度はヘイヴィアが近くを通った軍人を呼び止めていた。制服は内勤のものだ。どうやら、ヘイヴィアと同じオブジェクトの分ぶん析せき官かんらしい。

　短く会話を交かわすと、ヘイヴィアはこっちに戻ってきた。

「おい、やっぱ衛えい星せいからの情報らしいな。オブジェクトの動どう力りよく炉ろが起動すると、エネルギーの余よ波はみたいなものをうっすらとばら撒まくんだと。どうやら衛星がそれを掴つかんだみてえだ」

「オセアニアは今まで多国籍軍の衛星観察官を欺あざむいてきただろ！　そんな便利な識別方法があったら、ガスタンクなんかにごまかされないはずだ!!」

「その苦にがい経験から、上層部は新型の天候兵器の準備を進めてた。そいつがやっと導入されたらしい。アラスカで使ってたチャフミサイルみてえなもんだな。特とく殊しゆな粒子を高空にばら撒まいて、一時的に馬ば鹿かデカい雲そのものを巨大なセンサーに変えちまうんだと。そのセンサー雲を利用して衛星で地ち表ひよう走そう査さすると、微び弱じやくなオブジェクトの反応が掴めるようになるらしい」

　試作型だから効果が出るかどうかは不安定だし、風向きや雲を形成する水分の密度などによっても粒子が雲と絡からまずに失敗したりするから、今回はほとんどまぐれのラッキーだったみてえだけどな、とヘイヴィアは言う。

　しかし、クウェンサーはそこで安あん堵どしなかった。

「それにしたって、〇・五世代の動力炉は止まってるはずじゃないのか!?」

「だから、起き動どうに合わせるために今から少しずつ回転数を上げてるって話じゃねえか。それが衛星でもキャッチできるレベルにまで達したって事なんだろ」

　そうなのか？　とクウェンサーは眉まゆをひそめる。

　オセアニア全土にダミーの基地を乱造し、キャタピラをつけたガスタンクを使って衛星の目をごまかしてきた軍事国が、こんなに分かりやすい情報をこちらに与えてくるか？　まるで大陸中に展開している二〇機以上の多国籍軍オブジェクトに集しゆう中ちゆう砲ほう火かしてくださいと言っているようなものではないか。

　少し考え、それからクウェンサーは顔を上げた。

　そこには焦あせりがあった。

「いや、ダメだ。試し作さく実じつ験けん炉ろがある!!」

「何だよそれ!?」

「動くかどうかも分からない、いつ爆ばく発はつするかも分からない。そんな動力炉をいきなりオブジェクトに組み込むはずがないだろ!?　本番に移る前段階として、『きちんと動くかどうか確かめるための動力炉』を最初に作ってみるのがセオリーなんだ。おそらく、オセアニア側にも試作実験炉がある。そいつをオブジェクト起き動どうに合わせて派手に動かす事で、本命の動力炉が動いている事を隠かくそうとしているんだ!!」

「深読みじゃねえのか？　センサー雲は上じよう層そう部ぶでも正式配備するか審しん議ぎ中ちゆうの試作兵器だぜ？　スペックシートの存在しねえ兵器の効果を、オセアニア側が掴つかんで逆さか手てに取ろうなんて考えられる訳わけねえって!!」

「そいつが初めて運用する『試作型』ならな。多た国こく籍せき軍ぐんがオセアニアに駐ちゆう留りゆうしてから、もう二年になるんだろ？　その間に、そういうオモチャを何度かここで試した事があるかもしれない。だとしたら、オセアニア軍が離れた所から『過去に失敗した』データを実地収集して、大まかの効果を推すい測そくしている可能性だって否定できない。逆手に取られるリスクだって!!」

「おい待て冗じよう談だんだろ。お姫様達もう行っちまうぞ!!」

　もしもクウェンサー達の予測が正しければ、お姫様達が向かう先はダミー。そうして時間を取っている間に、オセアニアの〇・五世代は近きん隣りんの村々に攻こう撃げきを加えてしまうかもしれない。

　今現在、オセアニア軍は大陸に駐留する多国籍軍と正しよう面めんから戦っても勝てないと分かった上で、政策に反対する『部族』を人ひと質じちにした、極めて軍事的な外交を行おうとしている。今すぐ国から多国籍軍を撤てつ退たいさせなければ、さらに多くの『部族』が死ぬと言げん外がいに告つげる事で。

　一歩離れたクウェンサー達からすれば、どう考えたところで『森しん林りん保ほ全ぜん』と呼ばれる虐ぎやく殺さつ行為を繰くり返かえしても二〇機以上のオブジェクトが立ち去るはずはないと思うのだが、そんな全まつたく意味のない政策のために、実際に多くの人々の命が脅おびやかされそうになっているのだ。

　このままお姫様達を行かせてしまったら、その馬ば鹿かげた計画がそのまま実行されてしまうかもしれない。

「くそっ、ふざけやがって……ッ!!」

　クウェンサーとヘイヴィアは慌あわてて建物の裏うら手てから飛び出した。オブジェクトの進路を妨ぼう害がいする形で立たち塞ふさがろうとしたが、実際にはオブジェクトの方がはるかに速い。新幹線より高速で敷しき地ちを突つっ切きった『正統王国』軍と『情報同盟』軍の二機のオブジェクトは、クウェンサー達の目の前を横切ってベースゾーンの外へと飛び出して行ってしまった。

　お姫様のオブジェクトが鳴らす、黒い雷らい雲うんが広がっていくような音だけが、クウェンサーの耳に残った。

「くそっ！　無線で呼び戻すか!?」

「わざわざオブジェクトを二機も出したんだぞ。お姫様達にも軍の正式命令が出てんだろ。それもかなり権限のデカい命令が、だ。俺らの私的な交信程度じゃ戻っちゃ来ねえよ。それをやったら懲ちよう罰ばつもんだ!!」

　次々と軍用トラックで基地を出ていく兵士達を眺ながめながら、クウェンサーは必死に考える。そんな彼を見ながら、ヘイヴィアは言う。

「どうする？　もしかしたら、上じよう層そう部ぶの言う通りグレートサンディー砂さ漠ばくで本命のオブジェクトが動どう力りよく炉ろを動かしている可能性もない事はねえが……」

「そう、それだ」

　ヘイヴィアの言葉に、クウェンサーが反応した。

　首を傾かしげるヘイヴィアに、彼は言う。

「試作実験炉にしたって、オセアニアがオブジェクト完成を発表してからの二年間で一度も使って来なかった『ダミーの切り札』だ。ダミーの基地に詰つめてる兵隊が皆殺しにされても、今まで隠かくし通とおしてきた切り札なんだ。それを何で今ここで急に使った？　そこまでして俺達を騙だましたい理由は何だ？　……何としても、最先端オブジェクトが数多く滞在してるこの地方から、『脅きよう威い』を取とり除のぞきたいからだ！　〇・五世代はすぐ近くにいるんだよ!!　このまま放ほうっておいたら、あっさりバレてしまうっていうのが分かっていたんだ!!」

　クウェンサーの言葉に、ヘイヴィアはギョッとした。

「じゃあ、〇・五世代が隠れている施設ってのは……」

「おそらく、ピックアップした候補地三つの中で、俺達が今ここにいる基地から一番近い場所だ！　でも、これだけじゃ確信が持てない。どうにかして『施設から動力炉の余よ波はが出ている』データで確認しなくちゃ……ッ!!」

　二人は思わず建物の方を見た。

　軍のデータベースに触れる事ができれば、今すぐにでも真しん偽ぎを確認できるだろう。だが、オブジェクトの設計図や戦闘方法なども記録されたデータベースは、軍の中でも特にデリケートな場所だ。そちらに用はないと主張したところで、『軍の命令に背そむいた形でのアクセス』が見つかれば、その時点で裁判を経へずに銃じゆう殺さつされてもおかしくない。

「とにかくじっとしてても仕方がない。必要な情報は基地の中にしかないんだから、動くしかないか。どうにかして、データベースの情報を閲えつ覧らんする方法を探さがさないと……」

「なぁクウェンサー。お偉えらいさんの老人の中に、デジタル苦にが手てなヤツとかいねえかな」

「？」

「作戦前にやった会議……ブリーフィングでプリントアウトしたレポートを使ってるとしたら、データベースにアクセスしなくても必要な情報は紙切れに残ってるかもしんねえぜ」

　という訳わけで、クウェンサーとヘイヴィアの二人は会議が行われていたであろう大型施設の方へ向かう。先ほどほとんどの兵士がグレートサンディー砂さ漠ばくに向かってしまったのか、多少の兵士は警備として残っていたものの、ほとんどガラガラだ。

　しかし、順調に施設の中に入って会議室の前までやってきた二人は、薄く開いたドアの向こうを覗のぞき込こんで思わず呻うめき声ごえをあげそうになった。

「（……何でよりにもよってフローレイティアさんが居残りしているんだっ!?）」

「（……見た目は派手だけど、意外に生き真ま面じ目めだよな。あの爆ばく乳にゆう）」

　ノートパソコンで何らかの操作をしているらしき爆乳の上官の横顔をもう一度眺ながめ、それからクウェンサーはドアから離れた。仮に資料があったとしても、フローレイティアの前では調べられない。今、不ふ審しんな行動をすれば適当な名目で軟なん禁きんされかねない。

「（……どうにかして、フローレイティアさんと鉢はち合あわせないで、印刷されたレポートを閲えつ覧らんする方法ってないものかな）」

「（……いっそ適当な騒ぎでも起こして、あの和風マニアをよそにおびき出すってのはどうよ？）」

「（……それやったら、全部終わった後に軍法裁判カクジツだけどね）」

　と、そんな風に手をこまねいている二人の耳に、ゴン、という音が聞こえた。

　クウェンサー達が振り返ると、突とつ然ぜん男の声が飛んできた。

「……知ってるぞ」

　声はドアの向こうからのものだった。

　尋じん問もん室に繋つながるドアだ。

　報道カメラマンのシーワックスが話しかけているのだ。

「（……おいふざけんな。尋問室なのに何で防音じゃねえんだよっ!?　自軍のやりとり全部筒つつ抜ぬけなのかよ!!）」

「（……オブジェクト整備しか考えてないから、捕ほ虜りよを捕つかまえる可能性なんて想定していなかったんじゃない？　何か慌あわてて機材を運び込んでそれっぽく整えてたみたいだし）」

「知ってるぞ!!」

　さらにゴン！　とドアが内側から強く叩たたかれた。

　別の部屋にいる上官のフローレイティアに音や声が聞かれないか冷や冷やしているクウェンサーやヘイヴィアなどお構いなしに、シーワックスは切せつ羽ぱ詰つまった声でこう続けた。

「ここからでもそっちの話が聞こえたんだ。〇・五世代のオブジェクトはどこに隠かくれているか、上じよう層そう部ぶの方でも意見が分かれているようだった。候補地が二ヶ所あったみたいなんだが、最終的に反応の大きな方を本命と睨にらんだらしい。それがグレートサンディー砂さ漠ばくの方だ」

　クウェンサーとヘイヴィアは思わず顔を見合わせた。

「（……どうするクウェンサー？　このまま話を聞いていくか。適当な事を言ってる可能性も否定できねえぞ）」

「（……これまでの行動パターンを見る限り、社会的にはアウトだけどオセアニアの利益になる行動を起こすとも思えないけど）」

　聞くだけ聞いてみよう、とひとまず結論づけたクウェンサーは、施せ錠じようされたままのドアに向けて尋たずねる。

「もう一ヶ所は!?」

「タナミ砂さ漠ばくとかいう所だ」

　シーワックスはよほど誰だれかに伝えたかったのか、迷わずそう答えた。

「上じよう層そう部ぶの中でも疑ってるヤツはいたみたいだ。ただ、あまりにも反応が小さすぎるのと、グレートサンディー砂漠の大きな反応が『オブジェクトとして現実的すぎる数値』だったから、こっちは切きり捨すてられたらしい」

「……やっぱり、睨にらんだ通りだな」

　クウェンサーは呻うめき声ごえを上げた。

　シーワックスが言ったタナミ砂漠には、この基地から一番近い『疑わしい』施設がある。もしも〇・五世代のオブジェクトがこんな所で起き動どうしたら、近きん隣りんの村はおろか、この基地さえも破は壊かい目標に選ばれかねない。

「ヤベえな。お姫様達がグレートサンディー砂漠に行って、ここまで帰ってくるとなると、結構時間がかかるぜ」

「俺達だけで何とかしなくちゃいけないって事だろ。いつも通りの地じ獄ごく絵え図ずだよ！」

　地図で場所を確認するクウェンサーと、使える車両はないか算さん段だんを始めるヘイヴィア。だがそこで、再びシーワックスが彼らの動きを遮さえぎるようにドアの向こうから話しかけてきた。

「待ってくれ。私も連れて行ってくれ」

「ああん？　ふざけんな。軍事行動に民間人なんか連れて行ける訳わけねえだろ。大体テメェの逃とう亡ぼう劇げきに付き合ってる暇なんかねえんだよ」

「そうじゃない。償つぐないがしたい。これは私が招まねいた事なんだろう？」

　ドアの向こうから聞こえるシーワックスの声には焦あせりがあったが、最初にこのベースゾーンへ連れてこられた時とは雰ふん囲い気きが違ちがった。

「巨大なオブジェクト同士が戦っている場面ばかりがクローズアップされて、現地で生きている人間がどんな目に遭あっているか分からない。だから誰だれもが戦争を他ひ人と事ごとのように観察できる。私はそういうのが許せなくてここまで来たんだ。でも現実はどうだ。君達はちゃんとプロの考えで一つ一つの作戦を積み木のように重ねていた。私が素人しろうと考えでそれを壊こわしたんだ。『部族』の村人に接触するオセアニア軍を排はい除じよすれば状況は改善すると思ったのに、その行動のせいで罪もない人々が殺されるという過あやまちを犯おかしてしまった。そしてこれからさらに、その何倍も何十倍もの人々が殺されていくんだ！　見過ごせるかそんなもの。罪を償う前に、私にはやっておくべき事があるはずだ!!」

　クウェンサーとヘイヴィアはわずかに顔を見合わせた。

「……確か、狙そ撃げき銃じゆうを使えたはずだな」

「ま、まぁ。軍隊経験はないがね。週末に射しや撃げき場じようへ向かう程度の腕だよ」

「人を撃うてれば十分だ。用意してくる。丸まる腰ごしのお荷物を連れていくほど、俺達にも余裕はない」

「分かった、ありがとう。本当にありがとう！　待っているからな!!　必ず私も一いつ緒しよに戦わせてくれ!!」

　シーワックスはドアの向こうで涙を流しているかもしれなかった。

　尋じん問もん室しつのドアからゆっくりと離れながら、クウェンサーは小声で言う。

「（……おい、アシを探さがそう。あいつは戦わせない方が良い）」

「（……やっぱ、そういう事になるか）」

　ヘイヴィアもそれに倣ならって、尋じん問もん室しつのドアに背を向ける。

　出口に向かいながら、クウェンサーは言った。

「あんなヤツを連れて行ったら、戦場で華々しく死のうとか考えかねないだろ。ムカつく野や郎ろうだっていうのに変わりはないけど、目の前で死なれたら流石さすがに寝覚めが悪すぎる。そもそもマスコミ巻き込んで死なせたなんて事になったら、色々叩たたかれまくるだろうしな」

「そーかいヒーロー。俺らも死なねえように頑がん張ばろう。寝覚めが悪いからな」

　二人は建物の外に出る。

　一度どこかへ走って行ったヘイヴィアが軍用のオフロードカーを見つけて、こちらに回してきた。クウェンサーが助手席に乗り込むと、勢い良く発進する。

　ベースゾーンの外へ飛び出すオフロードカーの中で、クウェンサーは傍かたわらの相あい棒ぼうに尋たずねた。

「……そういえば、お前、免許持ってたっけ？　俺と同い年で未成年だよね？」

「『正統王国』の場合、軍用免許は従軍中に採れんの。戦場以外は走っちゃいけねえ半はん端ぱな免許だがな。それにしても、いい加か減げんに四輪から脱だつ却きやくできねえモンかね。地球上に初めて自動車が生まれた頃から何にも変わってねえじゃねえか」

「最先端技術はみんなオブジェクトに回されているんだよ。それ以外の軍用品を開発してどうすんの。一応細々とやってるみたいだけど、文化の速度はどんどん遅くなってるって話じゃないか。オブジェクト発明から現代の間に、本来なら拳けん銃じゆうから戦車まで、最低でもあと三世代は進んでいないとおかしいぐらいらしいよ。……これぐらいの知識もないのに軍用車のハンドル握にぎってるって、やっぱり大丈夫なのか？　ねえ？　これ助手席にエアバッグついてるモデルなんだろうな」

「やかましいな。衝しよう撃げき受けるたびに膨ふくらむような風船のついた軍用車なんてある訳わけねえだろ。それに見ろよ、ちゃんと車は前に進んでんだろ。運転できてる証しよう拠こじゃねえか」

　お上品な教師が見たら悲ひ鳴めいを上げそうなハンドル捌さばきで、『貴族』の跡あと取とり息子は乱暴にオフロードカーを進めていく。

「それよりヒーロー、爆ばく薬やくはちゃんと揃そろえてきたか？　〇・五世代っつっても、オブジェクトはオブジェクトだ。これまで通りの死闘になるぜ」

「一応『ハンドアックス』と電気信しん管かんを一通り。……って言っても、やっぱり馬ば鹿か正しよう直じきに装そう甲こうに爆ばく弾だん取り付けた程度で倒せるとは思えないけどな」

「おー、そうだそうだ。お姫様達の方はどうするよ？　試し作さく実じつ験けん炉ろだっけ。ダミーの中でも虎とらの子こを出してきたって事は、派手なトラップ仕し掛かけてんじゃねえか」

「そうだよな。それはまずい。おい、この車しや載さい無む線せんって連中と繋つながんの？　こっちにも無線機あるんだけどさ、電気信管の起き爆ばくコードに合わせておきたいから、受信専用ならともかく送信用の周波数帯までいじりたくないんだよね。簡易メモリに登録する分は全部起爆関連で占めちゃうし」

「待て待て。今、周波数合わせてみる」

　片手でハンドルを掴つかみながら、もう片方の手でタクシーの運転手が使うような有線の小さなマイクを手にするヘイヴィア。彼は多た国こく籍せき軍ぐんの全員に伝わるよう、共通の周波数を利用して話しかける。

「あっあー、ただいまマイクのテスト中。聞っこえってるー？　勤勉なる『正統王国』の兵士諸しよ君くんよ、テメェらが追いかけてるのはおそらくダミーだからガッカリせよ。本物はタナミ砂さ漠ばくだ」

　ぶふっ!?　という変な音が、無線機のスピーカーから聞こえてきた。

　無視して、横からクウェンサーも声を出した。

「多分、グレートサンディー砂漠の施設にあるのは、オブジェクトじゃなくて試作実験炉だ。しかも大規模なトラップが待ち構えている可能性も高い。下へ手たをすると試作実験炉自体、通常の出力を振り切ってわざと特別臨りん界かい爆ばく発はつさせて、近づいて来たオブジェクトごと吹ふき飛とばす算段かもしれない」

　大勢が聞いているにも拘かかわらず、しばらく返答はなかった。

　皆がそれぞれ情報の信しん憑ぴよう性せいについて、真剣に考えているようだった。

　やがて、全員を代表するように、情報同盟軍のエリートが話しかけてきた。

『そのはなしに、めいかくなこんきょはあるのかしら。おほほ』

「ない」

　クウェンサーはきっぱりと答えた。

「検けん証しようしてる暇がなかった。それっぽい証言はあったけど、証人そのものの信用性が低すぎる」

『それなら……』

「だから、可能性のある両方を叩たたこうって言ってるんだ。力の余よ波はの大小はあれ、二ヶ所から動力炉の反応があった事には間ま違ちがいない。オセアニアのオブジェクトは一機。となると、どちらかが本物で、どちらかがダミー。……両方潰つぶしておいて損はないだろう？」

「俺らとしちゃ、分かりやす過ぎるグレートサンディー砂さ漠ばくより、それっぽく隠かくしてあるタナミ砂漠の方が怪あやしいと思ってる訳わけだ」

　すっかり黙り込んだ友軍に向けて、クウェンサーは話を続ける。

「話を戻すけど、俺達の予測じゃグレートサンディー砂漠には試し作さく実じつ験けん炉ろを使った大規模なトラップが仕し掛かけられてると思ってる。念には念を入れて、生なま身みの兵士は元もとより、オブジェクトの方も迂う闊かつに近づくな。最低でも一〇キロ以上の距離から主しゆ砲ほうを放はなって施設を吹き飛ばせ。……なぁに、対オブジェクト戦の高速機動中ならともかく、止まってじっくり狙ねらえばお姫様なら何とかなるはずだ」

『おほほ。私の方にきたいしてくれないのが、ちょっとしゃくですわよ』

　そんな『情報同盟』軍のエリートの言葉に対し、クウェンサーは呆あきれた声で、

「アンタの主砲は連速ビーム系のガトリング砲だろ。接近戦なら圧倒的だけど、遠距離の標ひよう的てきに細かい狙ねらいなんてつけられないんじゃないのか？　ここはお姫様の出番だろう」

『……。わたし、がんばるよ』

　そこで割り込んできたのが、今度こそ『正統王国』軍のお姫様。

　そして、その言葉を聞いたヘイヴィアが何やら小声で、

「（……やっと報むくわれたな、お姫様。その一言に込められた、テメェのガッツがここまで伝わってきそうだぜ）」

「？」

　ゴニョゴニョ言ってるヘイヴィアに首を傾かしげるクウェンサーだったが、気にしていられない。今は伝えておかなければならない事が他にもある。

「俺達はタナミ砂漠をちょっと西に行った辺あたりが本命だと睨にらんでる。基地からも近いぞ。ざっと五キロ程度の距離しかない。そっちからも微び弱じやくながら、オブジェクト動力炉の余よ波はみたいな反応があったって話だしな」

「ま、グレートサンディー砂漠でスカッて暇になったら、こっちの仕事を手伝ってくれや」

　すると、今度は別人が通信に割り込んできた。

　上官のフローレイティアだ。

　今まで通信機の送信機能が不調だったのか、彼女の声と一いつ緒しよにガサゴソと装置を操あやつる音も混じっている。

『オイちょっと待って。じゃあお前達は今、タナミ砂漠の方に向かっているの!?』

「おおっと、軍法裁判ですかい。なら賭かけようぜ、グレートサンディー砂漠が本命だったら俺らは営えい倉そうにブチ込まれるが、タナミ砂漠が本命だったら何でも言う事聞いてもらいますからね。ちなみに俺は美人の柔らかい足の裏でイロイロと踏んで欲しいな!!」

「おまっ、ホントに要求するの!?　そうそうところで俺は美人の腋わきの下したでイロイロされるのにちょっと期待したいです!!」

『なっ、なっ……。かっ、勝手に賭かけを成立させた上に、まともじゃない所ばかりリクエストするんじゃないの!!』

「「まだまだこんなもんじゃないですよ鼻の穴とか耳の裏とかっ!!」」

『言わなくていいのよどうせ叶かなえる気ないし!!』

　フローレイティアの叫び声に、クウェンサーとヘイヴィアはちょっと冷静になった。何でこれからオブジェクトと戦うという時に、馬ば鹿かが二人揃そろって変に鼻息を荒あらげているのだ？

「でも実際問題、俺らだけで〇・五世代潰つぶしたらヒーローどころの騒ぎじゃねえよな。ひょっとして、また勲くん章しよう追加とか。おいおい、あっという間にフローレイティアさん追い抜いちゃうんじゃね？」

「駄だ目めだよヘイヴィア。どっちにしたって軍の命令に背そむいてる事に変わりはない。最悪、今までの功こう績せき全部没ぼつ収しゆうされるかもよ」

『違ちがう馬鹿、ふざけるんじゃないの！　ここまで頑がん張ばってきたお前達を、そんな簡単に切り捨てさせる訳わけないのよ!!』

　冗じよう談だん混まじりの二人の台詞せりふに、フローレイティアが本気で怒った。

『〇・五世代って言っても、相手は本物のオブジェクトよ!!　仮にタナミ砂さ漠ばくが本命だとしたら、お前達……たった二人でオブジェクトと戦う事になるのが分かっているの!?　せめてウチのオブジェクトが向かうまでは待つのよ!!』

　意外に部下想いな上官の言葉に、思わずクウェンサーとヘイヴィアはわずかに黙った。

　彼らは少しだけ、真剣にフローレイティアの放はなった言葉について考えてみた。

　しかし、オフロードカーが止まる事はない。

　クウェンサーとヘイヴィアの二人は、改めて無線機に言葉を返す。

「いやだって、ここは行くべきでしょう。のんびり待ってたら〇・五世代が動き出すだろうし」

「オセアニアなんぞにまんまと騙だまされて村人虐ぎやく殺さつされましたーなんてオチになったら、多た国こく籍せき軍ぐんのメンツがボロボロになっちまうしな。テメェも左さ遷せんされんじゃねえのか」

　フローレイティアが何かを叫ぼうとしたが、ヘイヴィアは無線機のスイッチを切った。

　しばし無言だったが、やがてヘイヴィアの方が口を開いた。

「腋わきの下したでイロイロねえ」

「足の裏よりはまともだと思うよ」

「（……そういや、お姫様はどうなんだろな。腋の下は許容範囲内？）」

「？」

　オブジェクト壊こわしの最強コンビは、無む駄だ口ぐちを叩たたきながらさらにオフロードカーを進ませる。
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　タナミ砂さ漠ばく。

　そういう名前で記しるされているのは、多た国こく籍せき軍ぐん側の地図の中だけの話だ。

　クウェンサーとヘイヴィアの目の前に広がっているのは、アマゾンのように巨大な熱帯雨林だ。自然の規模の割に生き物が少ないのは、人工的な植林活動で短期間の内に植物を増やしていったからだろう。生き物が定着するには、まだまだ時間がかかる。

「……ここから先は、歩いた方が良いな」

　森の入口でオフロードカーのエンジンを止めるヘイヴィア。

　彼はオフロードカーの後部に載のせてあったライフルや携けい行こう型がた対戦車ミサイルなどを抱かかえながら、

「エンジン音を聞かれて敵兵を呼び寄せるのもアレだしな。ダミーの基地にも兵士が詰つめてたんだから、本命にだって兵士がいてもおかしくねえし」

「それに帰りのアシをなくしたら俺達、徒歩で基地まで戻る事になるぞ」

「ははっ、そりゃまずいな。……いや、冗じよう談だん抜ぬきにホントにまずいぞ。入にゆう念ねんに隠かくしておこうぜ」

　などと言い合いながら、倒木の枝などを被かぶせてオフロードカーに迷めい彩さいを施ほどこす二人。

　一通り隠し終えると、一歩離れて観察するクウェンサーはこう言った。

「……これ、帰りに俺達見つけられるかな？」

「目印つけたら今度は敵兵に発見されないかなって気になんだろ。もう行こうぜ。これ以上はどっちに転ころんでも不安が残るだけだ」

　そんな訳わけで、深い森へと歩を進めていくクウェンサーとヘイヴィア。

　この時代にはもはや極きわめて珍めずらしい事だが、ろくにオブジェクトを運用していない『古い戦場』では、相変わらず人と人が戦っている。そのため、人間用の地じ雷らいやトラップが仕し掛かけられている可能性も高い。クウェンサー達は今まで以上に慎重に森を歩いて行った。

「そういや、オセアニアの裸の王様も、オブジェクトと一いつ緒しよに雲くも隠がくれしてるって話だったよな」

「操そう縦じゆう士しエリートとしてな。じゃなけりゃ、とっくにオセアニアは解放されてるだろ。何回首都にオブジェクトを突つっ込こませたと思ってんだ」

「それは……村を襲しゆう撃げきどころの話ではないのでは？」

「どうせ首都の便利な暮らしを独占してんのは、オセアニア軍で甘い汁をすすってる連中ばかりだ。軍事政権の構築と共に、普通の市民は住居を奪うばわれて荒野に追いやられてる。多少吹ふっ飛とんだって問題ねえよ」

「しっ……。おい見ろよ、あれがオブジェクト整備用のベースゾーンじゃないのか？」

　クウェンサーとヘイヴィアの二人は立ち止まり、身を低くする。地面から生はえる背の高い草に身を隠かくすようにしながら、問題の施設に目をやった。

　四角く、巨大なコンクリートの建物だった。

　五〇メートル級の構造物をそのままスッポリ覆おおえそうなほどのものだ。その周まわりには関連施設なのか、生なま身みの兵隊が駐ちゆう留りゆうするためなのか、小さな建物がポツポツとある。

　クウェンサーは軍用の腕時計に目をやった。

「しめた。動どう力りよく炉ろが温まるまで、まだ二時間もあるぞ。〇・五世代は動けないはずだ。周りにどれだけ兵隊が控ひかえているか知らないけど、オブジェクトが動く前なら結構あっさり行けるかもな」

「……おい。でも、なーんか様よう子すがおかしくねえか？」

　ヘイヴィアの言葉に改めて全神経を集中させると、何やら小さな震しん動どうがクウェンサーの足元に伝わってきた。それは少しずつ大きくなり、やがてカタカタガサガサと周囲の草木を明確に揺ゆらしていく。

「これ絶対ヤバいだろ!?　少なくとも確実に動力炉が動いている雰ふん囲い気きだぞ」

「じゃ、じゃあ賭かけようぜ。俺は期待を込めて……技術力の低い動力炉を久しぶりに動かそうとしたら、なんかまずい方向に暴ぼう走そうしちゃったとか」

「……その場合、爆ばく発はつで俺達死にそうだけどな。俺はどうしても悲観的にしか見れないなぁ。なんか特とく殊しゆな秘密兵器を使って、オブジェクト起き動どうまでのカウントダウンを短たん縮しゆくさせたとか」

　と、クウェンサーが嫌いやな予感極きわまりないコメントを出した直後だった。

　ガッゴォォォォン、と鈍にぶい音が聞こえた。

　巨大な整備場の前面には大規模なシャッターが壁のように備そなえられていた。それが上方に開いていっているのだ。

　同時に、白い蒸気のような物が溢あふれ出だした。

　スモークにシルエットを隠かくすように、巨大な構造物が整備場の奥からゆっくりと這はい出でて来る。

「……暴走したってのは、間ま違ちがいなさそうだな」

　五〇〇メートル近く離れたここからでも熱波を感じるような状況に、思わずクウェンサーが呻うめいた。

　〇・五世代は球体状の本体と、複数の大型構造物で形成されていた。足回りはＸ字の推すい進しん装そう置ちが取り付けられ、球体後部には、ビルのように巨大な塊かたまりが翼つばさのように備そなえ付つけられていた。もちろん空を飛ぶためのものではなく、多分技術レベルが低くて制せい御ぎよの難しい動力炉が作り過ぎてしまったエネルギーを放ほう出しゆつするためのものだろう。

　主しゆ砲ほうは球体の左手側に一門だけ。

　まるで鉄橋のように、複数のワイヤーで吊つるされて補ほ強きようされていた。おそらくなくても問題ないだろうが、数十メートル級の長さの砲ほうを長期間水平にしておくと、自じ重じゆうで砲身を傷めてしまうリスクがあるのだろう。普通のオブジェクトなら考える必要もない、まさに〇・五世代ならではのチープな対応策だった。

　主砲を固定して安定性を増す代わりに、ほぼ旋せん回かい機き能のうはなくなっていた。あれでは細かい微び調ちよう整せいはオブジェクトそのものを動かして行うしかなさそうだ。

　洗練されていないが故ゆえの無ぶ骨こつな構造は、近代的兵器のスマートさを失わせる代わりに、原始的で野や蛮ばんな武具をイメージさせた。楽には死ねない。そんな悪お寒かんをこちらに叩たたきつけてくる威い容ようだった。

　クウェンサーは正体不明の蒸気を纏まとって現れた〇・五世代のオブジェクトを、遠距離から睨にらみつける。

「おそらく電気的なブースターを使って、炉ろの温度を強引に上げようとしたんだ。『情報同盟』軍のオブジェクトには電源プラグがついてるって話があったろ。あれの逆。ガソリンエンジンのイグニッションと似たようなものかな？　外部から大量の電気を流し込んで、オブジェクト内部のレーザー発はつ振しん装そう置ちでも動かしてるんだろ。そして、そいつを使って動どう力りよく炉ろに無む理り矢や理り干かん渉しようしようとして……失敗した。整備場の中で小規模の爆ばく発はつが起こったんだ」

　あるいは、『情報同盟』軍のように高レベルの技術力があれば、実現可能な事だったのかもしれない。しかし、そもそもオセアニアのオブジェクトは『長期間動力炉を動かしているだけで内部融ゆう解かいの恐れがある』程度のものなのだ。そんな状態で、さらに動力炉に無理矢理手を加えようという考えは無む謀ぼうすぎる。

「……あの分じゃ、整備場の中で働いてたメンテナンス要員は全ぜん滅めつだな。いや、周まわりに兵士らしい影がないのもそういう事か？　メンバー集めて華々しく出陣式でもやろうとして、部下を全員吹ふき飛とばしちまったんだ」

　ヘイヴィアはライフルの補助機能を使って辺あたりの音を拾ひろっているようだが、やはり人の声らしきものは聞こえないようだった。

　ここにいるのはクウェンサー、ヘイヴィアと……あの〇・五世代のオブジェクトのみ。

　あれさえ破は壊かいできれば、オセアニアでの戦いはほぼ終わったも同然だ。

[image: ]
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　しかし、だからと言って真ま正しよう面めんから突とつ撃げきするほどクウェンサー達は馬ば鹿かではない。

　〇・五世代のオブジェクトは、まだこちらに気づいていない。ならば、わざわざ派手に体を出すのは自殺行為も同然だ。

「（……とにかく勘かん付づかれないようにこっそり近づこう。整備場の中で小規模の爆発を起こしたって事は、おそらくプラグ部分の辺あたりにダメージが入っている。そこを見つけられれば、何とかなるかもしれない）」

「（……おい、ちんたらやるのは良いけどよ。向こうのオブジェクトが『森しん林りん保ほ全ぜん』とかほざいて村人殺すために全ぜん力りよく疾しつ走そうしちまったらどうすんだ？　〇・五世代がどれぐらいの速度出るのか知らねえが、少なくとも走って追い着けるようなモンでもねえだろ）」

「（……二年ぶりに動どう力りよく炉ろを回転させて起き動どうさせたオブジェクトだぞ。絶対慣らし運転をしようとする。すぐに立ち去る事はないだろうさ）」

　その時だった。

　五〇〇メートルほど先にいる〇・五世代のオブジェクトがわずかに身じろぎした。大小合わせて七〇近くあるサブの砲ほうをそれぞれバラバラに動かしている様よう子すは、まるで準備運動しているようだった。

　やがて、オブジェクトは全すべての砲をピタリと止めると、本体を旋せん回かいし一ひと際きわ巨大な主砲だけを大きく動かした。まるでそこに操そう縦じゆう士しエリートの神経を集中させているようにも見えた。

　そして、




　ドバッ!!　と。

　〇・五世代のオブジェクトが、横一線に薙なぐように主砲を連れん射しやする。




　オセアニアが扱あつかっているのは、大口径のコイルガンだ。

　導線を束たばねて作った巨大なコイルの中にスチール製の砲ほう弾だんを置く事で、磁力の力を利用して飛ひ翔しよう体たいを撃うち出だす仕組みの砲だ。

　なおかつ、あの主砲はピッチングマシンのように次から次へと砲身へ砲弾を乗せていく事で、大量の砲弾を連続射しや出しゆつする仕組みを成功させているようだった。

　無数の砲弾は、まるでマシンガンを右から左へ振るように、辺あたり一面の太い木々を横一直線に吹ふき飛とばしていく。

　クウェンサーとヘイヴィアは思わず伏ふせた。

　彼らのすぐ頭上を必殺の砲弾が突つき抜ぬけていき、先ほどまで欝うつ蒼そうと茂しげっていた森があっという間に削けずり取とられていく。

「（……くそっ!?　何だよ、もう気づかれちまったのか!!）」

「（……違ちがう、それにしては照しよう準じゆんが適当すぎる。おそらくこれも『慣らし運転』の一いつ環かんだ!!　別にこっちを見てる訳わけじゃない。完かん璧ぺきに眼中にないみたいだ!!）」

　とにかく、直線的に最短距離でオブジェクトに近づくのは危険すぎる。クウェンサー達は大きく迂う回かいするようなルートを選んで、匍ほ匐ふく前ぜん進しんでゆっくりと進んでいく。

「（……意外に下草が体を隠かくしてくれるもんだね）」

「（……地じ雷らいやトラップが隠れてる可能性もあんだから、気を抜くんじゃねえぞ）」

　ガサガサと草が揺ゆれそうなものだが、〇・五世代は辺り一面の木々を薙ぎ倒たおしているため、そうした小さな変化には気づいていないようだった。

「（……それにしても、やっぱり旧式って感じだな。『情報同盟』軍のガトリング式みたいな工く夫ふうが全まつたくない。あんな感じでコイルガンを連れん射しやしていったら、あっという間に砲身が焼け付きを起こすかもしれないぞ）」

「（……旧式だろうが何だろうが、スケールの桁けたが違ちがう事に変わりはねえけどな）」

「（……あの〇・五世代、どうやって照準合わせてると思う？）」

「（……やっぱ基本のカメラ照準だろ。各かく砲ほうについたカメラで狙ねらいを定めてるとしか思えねえ。超音波でこっちの鼓こ動どうを探さぐってるとしたら、下草なんか遮しや蔽へいにならねえだろ。とっくに勘かん付づかれててもおかしくねえし）」

「（……つまり？）」

「（……従来の迷めい彩さいが通用する。おい、服に泥どろつけとこうぜ。それだけでも結構変わるぞ）」

　とはいえ、いちいち立ち止まってご丁てい寧ねいに準備をしている余裕はない。今も彼らのすぐ側そばをコイルガンの砲弾は通過している。匍匐前進で進む傍かたわら、時とき折おり仰あお向むけに転ころがって万まん遍べん無なく泥をつけていくのが限界だ。

　そうこうしている内に、〇・五世代まで三〇〇メートルの位置までやってきた。オブジェクトを中心にして、渦うず巻まき状に近づいていくルートなので、実際にはもっとたくさんの距きよ離りを匍ほ匐ふく前ぜん進しんで進んでいる。ちょうどオブジェクトの背後を取る位置に入り、ようやくコイルガンの射しや線せんから逃のがれる事ができた。

「（……ようやく冷静に弱点探さがしができるな）」

「（……おい、そろそろ基地の敷しき地ちに入っちまうぞ）」

　二年ぶりに起き動どうさせたためか、〇・五世代は各部のチェックを入にゆう念ねんに行っていた。先ほどの『試ためし撃うち』を見ても分かるだろう。

　さらに匍匐でジリジリと進みながら、クウェンサーは双眼鏡で〇・五世代を覗のぞき込こむ。

　外部から電力を供給して無む理り矢や理りオブジェクトの動どう力りよく炉ろに干かん渉しようしたのなら、必ずどこかにプラグがあるはずだ。そして小規模な爆ばく発はつが起こったという事は、動力炉からプラグまで一直線に傷が走っているかもしれない。

（あれか）

　双眼鏡をあちこちに向けていたクウェンサーは、やがて一点でピタリと止めた。

　球状の本体の内、後方右斜ななめ後ろの所に、壊こわれたハッチのようなものがある。そこから五〇センチを超える太い送電ケーブルが千ち切ぎれてぶら下がっていた。

　おそらく普段は、電源プラグから動力炉に直結しているのは『電力ブースター使用時』のみだろう。それ以外の戦闘時は分ぶ厚あつい隔かく壁へきを何重にも張って断絶し、高こう威い力りよくの攻こう撃げきにも耐えられるように作られているはずだ。

（……あるいは、それが完全じゃないからこそ『核兵器で破は壊かい可能な〇・五世代』扱あつかいなのかもしれないけど）

　そう思った時だった。

　ピーッ!!　という甲かん高だかい電子音が鳴った。

　〇・五世代のセンサーではない。整備基地ベースゾーンの周辺を取とり囲かこむ、セキュリティ用の赤外線レーザーに触ふれてしまったのだ。

「しま……ッ!?」

　〇・五世代のオブジェクトは、いちいち巨体を振り返らせる事はなかった。

　全体に取り付けられた大小七〇近い砲ほうの内、後方に備そなわっているものだけを微び調ちよう整せいしてこちらに狙ねらいを定めてくる。

　しかし、彼らは幸運だった。

　照しよう準じゆんを固定する直前、〇・五世代が近くにあった小さな沼地に車輪の一部を突つっ込こませたのだ。五〇メートル級のオブジェクトからすれば、その程度の水場に沈しずむ事はありえないが、それでも数秒から一〇秒程度の猶ゆう予よが生まれたのは事実だった。

「ヘイヴィア！　そのミサイルこっちに貸せ!!」

　クウェンサーは叫びながら、戦友が肩から提さげている携けい行こう型がた対戦車ミサイルの太い砲を強引にもぎ取り、肩で担かつぐ。

　狙ねらいはオブジェクト本体ではない。

　そもそも学生のクウェンサーは、ミサイルの誘ゆう導どう照しよう準じゆん装置の詳くわしい使い方も分かっていない。適当に引き金を引くと、噴ふん射しや煙えんを吐はき出だすミサイルはオブジェクトの手前にある、泥どろの沼地のような所に落ちた。沼地の真まん中なかに突つき刺ささったミサイルは起き爆ばくし、辺あたりに大量の泥を撒まき散ちらす。ビシャビシャと音を立てて、オブジェクトの装そう甲こう一面の色が塗ぬり替かえられていく。

　直後、砲ほうに取り付けられたカメラに泥を貼はり付つけたまま、〇・五世代は砲を動かした。

「くそっ!!」

　クウェンサーは空からになったミサイル砲を適当に投なげ捨すてる。

　彼とヘイヴィアの二人は伏ふせる事なく、とにかくその場から離れるために走り出す。直後、ついさっきまで彼らのいた場所が、莫ばく大だいな砲ほう撃げき音おんと共に粉こな々ごなに散った。衝しよう撃げき波はの煽あおりを受けた二人の体が、そのまま数メートルも飛ぶ。地面を転ころがり、起き上がり、それでもクウェンサー達は走り続ける。〇・五世代に向かって、ではない。そんな余裕はない。ひとまず絶対に生き残るため、彼らは整備場の建物の陰かげまで一気に走る。

　ようやく〇・五世代がゆっくりと振り返り、泥を被かぶっていない面の砲をこちらに向ける。だが、そこでオブジェクトはクウェンサー達を見失ったのだろう。カメラのついた無数の砲をあちこちに向けて走そう査さ行動を繰り返している。

　整備場の壁に体を押し付けたまま、クウェンサーは言う。

「……ちくしょう、技術レベルが低くて助かったな。標準的なオブジェクトだったら、多角的なセンサーで簡単に見み破やぶられているはずだぞ」

「っつっても、あのガラクタだってワイパーぐらい配備してんだろ。泥どろ玉だまぶつけたらエリート様が白しろ旗はた振って泣きましたなんて話は聞いた事ねえぞ」

　クウェンサーは、手元にある『ハンドアックス』にチラリと目をやる。

　それから整備場の陰から顔だけを出し、今度はオブジェクトの装そう甲こうから地面まで垂れている太いケーブルに注目した。

「（……あそこが弱点なんだろうけど、真ま面じ目めな話、近づいてこいつを取り付けられると思うか？）」

「（……テメェが筋トレ積んでオブジェクトの砲を跳はね返かえせるまで成長したらな）」

　くそ、とクウェンサーは吐はき捨すてる。

　大おお雑ざつ把ぱな方針は決まっている。弱点らしき物は分かっている。使うべき道具も集まっている。しかし、それでもオブジェクトには勝てない。あの巨体は、そのぐらいの事では沈しずまない。圧倒的な火力の量が、勝利までの道のりを分ぶ厚あつく遮さえぎる。

　クウェンサーは手の中にある無線機を握にぎり直なおす。

『ハンドアックス』の信しん管かんを爆ばく発はつさせるための物だが、当然ながらそれ以外にも使える。

　友軍への通信だ。

「（……おい。これ無線で通信しても大丈夫かな）」

「（……じきに〇・五世代に気づかれるだろうが、瞬しゆん殺さつって感じでもなさそうだな。だが、それより厄やつ介かいなのはお姫様達が今すぐ駆け付けてくるかだぞ。グレートサンディー砂さ漠ばくからここまで、どれぐらいの距きよ離りがあると思ってんだ）」

「（……やっぱり、それまで逃げ続けるしかないか？）」

「（……そりゃ素す晴ばらしいダイエット法だ。痩やせるまでに一〇〇回死ねるな）」

　ヘイヴィアはそう言ったが、クウェンサーは無線機のスイッチを押した。

　〇・五世代は、まともにやっても勝てる相手ではない。




　　　　11




　静電気を使ってオブジェクトを動かすための、黒い雷らい雲うんが広がっていくような音が、夜のオセアニアに響き渡る。

　グレートサンディー砂漠の近くまでやってきたところで、『正統王国』軍と『情報同盟』軍の二機のオブジェクトは、その巨体を停止させていた。

　お姫様は望遠で標ひよう的てきを確認する。

　この辺あたりはオセアニア側からの人工緑地計画が始まったばかりで、まだ大半は砂の山や荒野に近かった。そしてその真まん中なかに、コンクリート製の塊かたまりが見える。元々は長い長い砂漠の道の途中にある、ガソリンスタンドを中心とした大規模な補ほ給きゆう所じよのような物だったらしい……と公式には登録されているが、実質、その廃はい墟きよはオセアニア軍の軍事施設という事で間ま違ちがいはない。

　友軍からは『お姫様』などと呼ばれていたエリートは、超ちよう遠えん距きよ離りから主しゆ砲ほうの狙ねらいを定める。標的であるオセアニア側の施設までの距離は一〇・三キロ。仲間からの指示は律りち儀ぎに守る性格をしているらしい。

　ゴッ!!　という巨大な発射音が炸さく裂れつした。

　一直線に突つき進すすむ下位安定式プラズマ砲は四角いコンクリート製の建物に突つき刺ささり、青白い爆ばく発はつを撒まき散ちらす。ハイスペックなオブジェクトの装そう甲こうを撃うち抜ぬくには多少距離が遠すぎ、プラズマのエネルギーも分散されてしまうが、単なるコンクリートの建物や、技術不足の〇・五世代レベルの装甲ならば問題はない。

　さらに続けて二発、三発と同じ建物に攻こう撃げきを加えていくと、これまでとは違ちがう爆発が起こった。試し作さく実じつ験けん炉ろの特別臨りん界かい爆発だ。

　規模は思ったより小さかった。

　せいぜい、半径三〇〇メートル程度の爆発だ。どうやら、炉を通常ではありえない特別臨界状態に変異させる事すら失敗したらしい。その小さな爆ばく発はつは、暗あんにオセアニア軍事国の技術力の低さを示しているかのようだった。

　同行していた『正統王国』軍の通信兵が、お姫様へと連絡を送る。

『衛えい星せい観かん察さつ官かんが確認しました。施設の残ざん骸がいの中から、実用レベルのオブジェクトらしき影は発見できず。おそらく試し作さく実じつ験けん炉ろを使ったダミーだろうが、念のために施設の敷しき地ちに入って確認作業を行え、との事です』

『それは、あなたたちのしごとでしょ』

『おほほ。万が一、がれきの中からオブジェクトが出てきたときのために、たいきしていなさいということですわ。プールのかんしいんみたいなものです』

　時間の無む駄だ遣づかいだ、とお姫様が思ったその時、予想外の相手から通信が入った。

『……ザザッ……、こちらクウェンサー。タナミ砂さ漠ばくで捜そう索さく中ちゆうのオセアニア軍事国側のオブジェクトを確認。繰くり返かえす、タナミ砂漠で捜索中のオセアニア軍事国側のオブジェクトを確認！　電子シミュレート部門の予測通り、技術レベルは〇・五世代。俺達の最先端の機体を使えば主しゆ砲ほう一発でおしまいだ！　増ぞう援えんを要よう請せいする。どこの軍のものでも良い！　とにかくデカい砲を積んだオブジェクトを一機でも連れて来てくれ!!』

『早い者勝ちだ!!　さっさと来ねえとまた俺らが表ひよう彰しよう状じようさらっていっちまうぞ!!』

　まさか本当にあっちだったのか……？　という言葉が歩兵の方からも聞こえてきた。

　お姫様はオブジェクトの方向を大きく変えようとしたが、その時、さらに別の通信が割り込んだ。




『いいや、タナミ砂さ漠ばくへの増ぞう援えんは認められない。これは命令だ』




　その言葉に、お姫様の動きが止まる。

　……これは、一体誰だれの声だ？

　周波数帯を確認する限り、同じ『正統王国』軍側の人間らしいが……。

『繰り返す、タナミ砂漠からの通信は罠わなだ。従したがう事は許さない。独断行動を取るクウェンサー、ヘイヴィアの両名は極度に混乱しているようだ』

（……この声……）

　フライド評ひよう議ぎ員いん。

『正統王国』の重じゆう鎮ちんで、選挙活動のために多た国こく籍せき軍ぐんを編成してオセアニアへ送った立て役者とも言われている人物だが、お姫様にとっては『違ちがう意味』でも重要な意味を持つ人物だ。

『データからも分かる通り、オセアニア側のオブジェクトは、本当にグレートサンディー砂漠にあった。試し作さく実じつ験けん炉ろとオブジェクトの双方が同じ施設にあったのだ。オセアニア側は我々多国籍軍からの攻撃に驚き、急きゆう遽きよ試作実験炉だけを置いて、オブジェクトを逃がしたのだろう。本物は現在もグレートサンディー砂さ漠ばくを移動しているはずだ。この機を逃のがしてはならない。ここでタナミ砂漠に引き返せば、〇・五世代のオブジェクトは再び雲くも隠がくれしてしまう』

　戸と惑まどう兵士達に、フライド評議員はさらに続けて言った。

『クウェンサー、ヘイヴィアの両名はこの事実を知りながら、オブジェクトと戦う事を恐れて、わざとダミーのタナミ砂漠で時間を潰つぶす口実を作ろうとしているだけだ。彼らはのちに捕ほ縛ばくするが、まずはグレートサンディー砂漠にいるであろう〇・五世代が先だ。クウェンサー、ヘイヴィアの両名の言葉に惑まどわされるな』

　本当にタナミ砂漠がダミーかどうかは、衛えい星せいで確認すればすぐに分かるはずだ。

　ゆっくりと移動している分には、オブジェクトとガスタンクを見分けるのは難しいかもしれない。ただし、現在クウェンサー達が死し闘とうを繰り広げている相手は、戦闘行動中のオブジェクトだ。いかにのろまな〇・五世代と言っても、キャタピラのついたガスタンクなどと見み間ま違ちがう訳わけがない。

（……何かある……）

　お姫様はオブジェクトの鼻先をタナミ砂漠の方角へ向けた。

　命令系統の関係か、追従していた歩兵達がお姫様を止めようとしたが、元もとより普通の兵力でどうにかなるオブジェクトではない。

　無視して進もうとしたお姫様だが、そこで彼女のオブジェクトは動きを止めた。

　お姫様を妨ぼう害がいするに足る戦力が、この場に一つだけあった。

『おほほ。じょうかんのめいれいには、したがうべきではありませんの？』

『……あなた』

　すぐ隣となりから主しゆ砲ほうの連速ビーム式ガトリング砲を突つきつけてくる『情報同盟』軍のオブジェクトを、お姫様はセンサー越ごしに睨にらみつける。二機のオブジェクトの直接対決に巻き込まれると思ったか、歩兵達が隊列を崩くずしてバラバラと逃げていく。

『ぜったいてきなせんりょくであるオブジェクトのエリートは、どくだんせんこうをゆるされていない。「情報同盟」ぐんだけでなく、オブジェクトを扱あつかう全すべてのぐんたいできょうつうするにんしきのはずですわよ。おほほ。あなたのこうどうは、たいりょうぎゃくさつをまねくよういんにもなりかねませんもの。めいれいいはんするエリートをみすごすわけにはいきませんわよね』

『フライドひょうぎいんは「正統王国」ぐんのにんげんよ。あなたがそのことばにしたがうりゆうはないはずだけど？』

『おほほ。それはそうなのですけどね』

『情報同盟』軍のエリートは、連速ビーム式ガトリング砲をどける様よう子すはない。

　お姫様も、アーム状の主砲を改めて動かす。

　二つの主砲が交差し、互いの動どう力りよく炉ろに狙ねらいを定める。

　ゴロゴロと、お姫様のオブジェクトの下部から黒い雷らい雲うんが広がっていくような不ぶ気き味みな音が辺あたり一面に響き渡る。

『あいにくと、私はこうめいれいされているわけです。せんとうこうどうをきろくすることで「正統王国」ぐんのオブジェクトぎじゅつをしらべてこい、と。ふつうはいっしょにたたかいながらしらべるものですけど……ケンカを売ってちょうさしても良いんですのよ。おほほ』
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　通信機から流れてくる不ふ穏おんな会話に、クウェンサーは思わず顔を青くした。

「おいおいおい、どうなってんだ!?　俺達が極度に混乱しているだって!!　当たり前だろ、本物のオブジェクトが目の前にいるんだからさ!!」

「フライド評ひよう議ぎ員いんか。確か軍ぐん需じゆ系けいの出身で、オブジェクト関係でも重要なポジションについてたな。『正統王国』軍でエリートの才能を磨くための部署を一いつ括かつ管理してたはずだぜ」

　そんなヤツが何で横よこ槍やりを……？　と二人が眉をひそめた時、無線機から答えが来た。

　件くだんのフライド評議員だ。

『……君達は我々の思おも惑わくから外はずれてしまったんだ』

「ッ？」

　クウェンサーとヘイヴィアは思わず顔を見合わせた。

　まさか、直接コンタクトを取ってくるとは思っていなかったのだ。

『この通信は君達にしか届いていない。我々の思惑から外れた君達にしかな』

「思惑？　政治屋さんの選挙活動のお邪じや魔までもしたっていうのか」

「多た国こく籍せき軍ぐんをオセアニアに派は遣けんする事そのものが計画的だったんだろ。俺らの泥どろまみれの顔でお茶の間の皆さんの気分でも害したって言うのか？」

『逆だよ。君達は頑がん張ばりすぎた。もっと無ぶ様ざまでいてくれれば良かったんだ』

　フライドは滑なめらかな声で答えた。

　始めから用意されていた台本を読むような口調だった。

『生なま身みの兵隊が超大型兵器オブジェクトを破は壊かいする……。いかにも疲ひ弊へいした人間に希望を与えるような、素す敵てきな話じゃないか。しかし、だ。希望を与えられたのは「安全国」の呑のん気きな住人だけではない。世界中で無む謀ぼうな戦いを続けている、ゲリラやテロリスト達にも活力を与えつつあるという事実に気づいているかな？』

「……、」

『このオセアニアは、君達が生み出した地じ獄ごくだ』

　フライドはそんな事を告つげる。

　おそらくは『敵』であろう人物の言葉を、二人は注意深く聞いていく。

『確かに我が「正統王国」を含む多た国こく籍せき軍ぐんが、この二年間手をこまねいていた事は認めるが……それにしても、この戦争は一ヶ月前のオブジェクト大量増ぞう援えんの時に終わっているはずだった。君達がちょうどアラスカでオブジェクトと戦っていた頃だな。今時の戦争というのは簡単なものでね。オブジェクトの質と量、それだけで勝敗を簡単に計算できるようにバランスが整えられていた。こっちのオブジェクトは一機、向こうは三機、じゃあ戦っても無む駄だだ。速すみやかに退たい避ひし、少しでも損害を減へらそう───そういう風に、「あっさり諦あきらめるための仕組み」が出で来き上あがっていたはずなんだ』

　オセアニアも、そうなるはずだった。

　軍事国の持っているオブジェクトは〇・五世代が一機。対する多国籍軍は最先端のオブジェクトが二〇機以上。常識的に考えれば、それだけの数のオブジェクトが展開された時点で、オセアニア側は速やかに白しろ旗はたを上げるはずだった。それで戦争は終わるはずだった。

　実際、今までのオセアニアはそうだった。

　虎とらの子この〇・五世代を破は壊かいされないように、雲くも隠がくれするのが精せい一いつ杯ぱいだったのだ。

　にも拘かかわらず、ここに来て彼らは『具体的に〇・五世代を使った軍事作戦』を立案・実行し始めている。あまつさえ、試し作さく実じつ験けん炉ろを利用した罠わなまで利用して。

『……そう、君達が生み出した素す晴ばらしい戦果のおかげだ』

　軽けい蔑べつするような口調だった。

『戦争はオブジェクト対オブジェクトだけではない。生なま身みの人間でもオブジェクトを破は壊かいする事ができる。アラスカで君達が証明してしまったたった一つの戦果は、ゲリラやテロリスト、旧式の独裁政権などにとって「救い」になってしまった。白旗を上げるせっかくのチャンスを、「希望」が奪うばってしまったのだよ。かくして、戦争は長期化し我々の思おも惑わくを外はずれ、選挙広報として得られるべき利益よりも、戦場に支払う損そん益えきの方が増えつつある訳わけだ。それはまずいだろう。この辺あたりで一度、世界の流れを修正しておくべきだという意見が出てもおかしくはあるまい？』

「……だから、俺達にはここで死んでほしいと？」

「それも、力の象しよう徴ちようであるオブジェクトを使って、か。オブジェクト壊こわしで知られる俺らが、そのオブジェクトにブチ殺されたって情報が広がれば、『やっぱり奇き跡せきは何度も起こらないんだ』って生身の兵隊を諦あきらめさせる事ができるってのか」

『戦争にはセオリーが必要だ。最短時間でスマートに終わらせるためにもな。戦場を混乱させても誰だれも喜ばん。君達がやっているのは、戦争期間を無む駄だに引き延ばし、必要のない死者を増やすリスクを孕はらんでいるのだから』

　フライドの声は揺ゆらがない。

『本来なら多国籍軍の基地で仲間割れを誘発し、君達には最先端のオブジェクト同士の戦いに巻き込まれてもらう手はずだった。ところが、都つ合ごう良よくオセアニア側のオブジェクトを単独で見つけてくれたそうじゃないか。我々としても、貴重な自軍オブジェクトに傷をつける機会は少ない方が良い。オセアニアが汚よごれ役やくを買って出てくれるというのなら、我々に止める必要もないだろう？』

　それは、上うわっ面つらだけを聞けば、フライド評ひよう議ぎ員いんは正義を語っているのかもしれない。

　確かに、オセアニアの泥沼化を招まねいた一いつ端たんは、クウェンサー達にもあるかもしれない。戦争なんて面めん倒どうな仕事は全すべてオブジェクトに任まかせて、生なま身みの人間は民間軍人問わず脇わき役やくに徹てつしていた方が良いのかもしれない。

　だが、

「ここでオセアニア側を利用すれば、あのオブジェクトは俺達を殺した後にそのまま近きん隣りんの村を襲おそいに行くぞ。それでも良いのか!?」

『〇・五世代の動きは衛えい星せいでマーキングできる。オセアニアでの虐ぎやく殺さつ行為は、それが最後になるだろう。後は多た国こく籍せき軍ぐんのオブジェクトが主しゆ砲ほうを撃うっておしまいだ』

　あっさりした言葉を聞いて、クウェンサー達は確信した。

　この評議員サマは、正義や平和などというものを全まつたく考えていない。

『そのレベルの犠ぎ牲せいを払ってでも計画的に抹まつ殺さつしなければならないぐらい、君達は有害人物になってしまったのだという自覚を持ちたまえ。オブジェクトとオブジェクトが戦っている間なら、戦争はスマートに進んでいた。余よ計けいな被害を増やさずに済んだ。それを君達の「希望」や「救い」が邪じや魔まをしてしまっているのだよ』

　そんな訳わけがあるか、とクウェンサーは思った。

　オブジェクト対オブジェクトの戦いは、確かに『どちらのオブジェクトが勝つか』だけで勝敗が決まる。しかし、だからといって歩兵に対する虐ぎやく殺さつが減へる事はない。現にアラスカではオブジェクトを失ったクウェンサー達が皆殺しにされるところだった。ジブラルタル海峡ではお姫様の到着が遅れたというだけで全すべての基地が破は壊かいされた。『オブジェクトがいなくなったから、残りは見み逃のがしてやろう』などという優しい法則は、戦場に存在しない。

　フライド評議員の言っている持論は、突つき詰つめてしまえば次の一言に要約される。

「一方的に殺す側の理論だな」

「結局、利権を守りてえだけじゃねえか。『オブジェクトをたくさん持っている国が主しゆ導どう権けんを握にぎる』世界が恋しいってだけだな。オブジェクトを持っていない国、オブジェクトに砲ほうを向けられた普通の兵隊はみんなこう思ってるぜ。……今の世界は間ま違ちがってる、オブジェクトは効率良く人間を殺すためにある大たい量りよう殺さつ戮りく兵へい器きだってな」

　そもそも、戦う前から戦争の勝敗が決まっている、などという考えがおかしい。

　実際に銃じゆうを取って戦っているのは、生きている人間なのだ。

　どれだけちっぽけでも、彼らは持てる力を全部使って戦おうとしている。

　それを、効率のために戦う前から負けろと言うのは間違っている。この世界は、偶然や逆転を許さないほどつまらなくはできていないのだ。

　フライド評ひよう議ぎ員いんが言っているのは、金持ちだけが莫ばく大だいな費用を投資してオブジェクトを作って、そのオブジェクトが戦争の勝利と共にさらに大きな金を生んで……という世界を作って、その重要ポストに自分を置いておきたいというだけではないだろうか。

『何とでも言いたまえ』

　多くのオブジェクトを抱かかえる側の───言ってしまえば、噛かみつかれる可能性を考えた事のない口調で、フライド評議員は告つげた。

『どのみち、君達はそこで死ぬ。村を襲おそう〇・五世代は衛えい星せいから監かん視しされ、多た国こく籍せき軍ぐんのオブジェクトによって徹てつ底てい的てきに破は壊かいされる。オセアニアの戦争は我々の思おも惑わく通り、「最先端のオブジェクトが全すべてを制する」最大級のアピールとして機能する事に変わりはない』

「そうかい。なら賭かけようか」

　クウェンサーとヘイヴィアは、無線機に向かってこう言った。

『正統王国』の重じゆう鎮ちんにケンカを売るために、だ。




「俺達が〇・五世代に負けたら、アンタの天下」

「俺らが〇・五世代に勝ったら、テメェは終わりだぜ」




　無線機の通信を切り、クウェンサーは舌した打うちした。

「くそっ。結局、増ぞう援えんはなしか！　オセアニア中に多国籍軍のオブジェクトはわんさかいるっていうのに、協力してくれるヤツは一機もない!!」

「なあクウェンサー。お姫様はどうなってると思うよ？」

「頼めば動くかもしれないけど、そうなると多国籍軍の残り全部がお姫様の敵になる。それぐらいの安全装置は評議員サマだって用意してるんじゃないか？」

「……だとすると、やっぱ俺らだけでやるしかねえな！」

「フライドのクソ野や郎ろうを一発殴なぐるまでは死ねないしな!!」

　建物の陰かげで、二人は改めて方針の確認をする。

　ひとまず分かっているのは一つ。

　こんな所で死んでやるほど、クウェンサー達はお行ぎよう儀ぎの良い軍人ではないという事だ。
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　とはいえ、コミックのヒーローみたいに超大型兵器オブジェクトへ真ま正しよう面めんから突つっ込こんでいくほど、クウェンサーやヘイヴィアは超人ではない。

「（……道なりに進んで撃うたれるのも馬ば鹿からしいな。ヘイヴィア、盾たてに使ってるこの建物の中をショートカットして〇・五世代に近づこう）」

「（……近づくのは勝手だけどな。どうやって〇・五世代を吹ふき飛とばすんだよ？）」

　オブジェクトから見えないように、裏うら手ての壁かべ際ぎわを移動していくクウェンサー達。やがて彼らは裏口を発見した。ドアに鍵かぎはかかっていなかった。というより、ドアそのものが吹き飛ばされていた。整備場の中で爆ばく発はつがあったからだ。

　中に入ると、そこは広大な空間だった。

　〇・五世代のオブジェクトの整備場だ。

　巨大なオブジェクトを整備するための設備一式があるのだが、何もかもが折れ曲がっていた。クレーンは床に倒れているし、業務用冷蔵庫より大きな計器類は熱で変色している。辺あたりには死体も転ころがっていた。数も多い。四〇人近い軍服や作業服を着た人々が、ほとんど蒸むし焼やきになっている。

　一いつ瞬しゆん、奥に踏み込もうとした足が止まりそうになるが、先へ行くしかない。ここで引き返せば、〇・五世代のオブジェクトによってさらに悲ひ惨さんな死体に変えられてしまう。

「（……何だよクウェンサー、あちこちキョロキョロ見回して。さっさと行こうぜ。それとも悪あく趣しゆ味みな死体にご執しゆう心しんか？）」

「（……いや、ここって〇・五世代の整備場だろ。だったら……）」

「（……主しゆ砲ほうのスペアでも探さがすってか？　だが仮にあったとしても、そいつを動かすためのエネルギー源がねえだろ。都つ合ごう良く試し作さく実じつ験けん炉ろでも転がってりゃ話は別だけどよ）」

「（……違ちがう。〇・五世代の設計図があるんじゃないかって言いたいんだ。そこから弱点が分かるかもしれない）」

　二人は一度バラバラに離れると、改めて広い整備場を観察する。

　アラスカの敵軍基地に忍しのび込こんだ時は、ウォーターストライダーの弱点である静電気発生用タービンが山のように用意されていた。同じように、保管されているスペアパーツや設計図などから、〇・五世代の特とく徴ちようや弱点も分かるかもしれない。

「（……なぁ、オブジェクトはどうしてる？　俺達見失って、さっさと近きん隣りんの村を襲おそいに行ったとかって話じゃないだろうな）」

「（……そんな訳わけあるか。泥どろのついたカメラの洗浄中っぽいぜ。一度乾かして粉末状にしてからマイナス電でん荷かで弾はじき飛とばそうとしてるみてえだ。なんか花粉を近づけないマスクとかで、似たような技術なかったっけか？）」

　反対側───オブジェクトが出入りするために大きく開かれたシャッターの所から、ヘイヴィアが外を覗のぞいている。最先端のオブジェクトなら屋おく内ないにいる人物もセンサーで見つけられそうなものだが、〇・五世代にそういった機能はないようだ。

　おそらくは、『とにかくオブジェクトという兵器を所有している事』が国際社会の中で重要なのであって、実際に戦争でどの程度役に立つかは二の次なのだろう。

「（……おい、爆ばく発はつしたのってこれじゃないか？）」

　クウェンサーが言うと、外を覗のぞいていたヘイヴィアがこちらに戻ってきた。クウェンサーの指差す方向は建物の壁かべ際ぎわで、そこには大きなコンテナのような物が一面に並べられている。各コンテナは太いケーブルで連結されている。

「（……何だこりゃ。バッテリーか？）」

「（……巨大なコンデンサーじゃないか。おそらく〇・五世代の動どう力りよく炉ろに外部から干かん渉しようするための電源だろう。ディーゼルで発電した電力を一度ここに集めて、増ぞう幅ふくして、それからオブジェクトの方に送っていたんだ）」

　と、連結されていたコンテナの内の一つが、内側から爆発していた。その爆風が密みつ閉ぺい状態だった整備場の隅すみから隅まで一気に充満したのだ。当然、中にいた人間に逃げる場所はなかっただろう。

　だが、

「（……おい、爆発したのってオブジェクトの方じゃなくて、こっちの増幅装置の方だったのか？　だとすると、オブジェクトの方にはダメージが入ってないって事になるぞ!!）」

「（……まぁ、ホントにオブジェクトの中心から爆風が漏もれてたら、分ぶ厚あつい装そう甲こうが内側からめくれ上がってねえとおかしいわな。とにかく簡単に倒せねえのは分かってんだ。メンテ用のコンピュータを探さがして設計図を調べようぜ）」

「（……ちくしょう、コンピュータも熱でやられてるとか言わないだろうな）」

　整備場を見回した限り、それらしいものはない。

　ただ、爆風でほとんど折れかかった階段を上ると、建物の外壁に寄より添そう回かい廊ろうのような二階部分に、大型のコンピュータが鎮ちん座ざしていた。オブジェクト出しゆつ撃げき用のシャッターは開いているが、幸い、その位置は〇・五世代からは死角になっているようだった。

「（……液晶が溶とけてて使い物にならねえな）」

「（……こっちに使えるモニタがあるぞ。ケーブル挿さしてみよう）」

　どうやらコンピュータ本体はまだ動いているらしい。モニタを交換すると、〇・五世代のメンテ情報を示す画面が表示された。

　と、そこでクウェンサーが眉まゆをひそめる。

「（……ありゃ？　なんかキー配置がおかしくないか。これシフトじゃないの？）」

「（……チッ、使ってるＯＳが俺らのトコとは違ちがうみてえだな。こりゃ『情報同盟』の旧式ＯＳじゃねえのか？）」

　多少コンピュータの扱あつかい方かたに混乱しかかったが、相そう違い点てんが分かれば後は簡単だ。クウェンサーは熱で若じやつ干かん変色したキーボードを叩たたいていく。

「（……なあクウェンサー。アラスカのウォーターストライダー、ジブラルタルのトライコアは足回りを狙ねらってたよな？　今回もそっちから狙ってみるのか？）」

「（……〇・五世代の『脚』は、見た限りだと列車みたいな鉄の車輪を使ったものだ。仕組みは単純だけど、簡単に隙すきをつけるものじゃない）」

「（……車輪？　エアクッションじゃなくてか。そんなもん、オブジェクトの巨体を支えられねえだろ。いくら鋼鉄使って巨大な車輪を用意したって、車輪そのものが歪ゆがむか、車しや軸じくが折れちまうんじゃねえのか？）」

　ヘイヴィアの質問に、クウェンサーは小声で答える。

「（……〇・五世代は機体の重量を分散するために、五〇〇近い車輪を用意しているんだ。トゲだらけの拷ごう問もん椅い子すと一いつ緒しよ。実はゆっくり座ると、トゲトゲに体重が均等に逃げていくから体に刺ささる事はないってヤツ）」

「（……それ、ちゃんと実証したヤツいねえだろ。都市伝説じゃねえの？）」

「（……適当に語ってる内が華はなだよね。絶対チャレンジするなよ。どうなっても俺は知らない）」

　理論上、全体の三分の二以上の鋼鉄車輪を吹き飛ばす事ができれば、重量分散が追い着かずに残りの車輪は勝手に潰つぶれてしまうらしい。だが、生なま身みの兵隊にそれを実行するのは不可能だ。

「（……装そう甲こうは核兵器を直ちよく撃げきさせれば何とか溶かす事ができるみたいだけど、そんなもん用意できる訳わけねえしな）」

「（……いくら〇・五世代でも、正攻法の火力で勝負しようなんて自殺行為だよ。機き構こうの裏から攻せめられる場所を探さがした方が良い。っと……？）」

　コンピュータを操作して設計図を確認していたクウェンサーの手が止まる。

　表示されたのは、外部電力を利用してオブジェクトの動どう力りよく炉ろを急速起き動どうさせるための仕組みだ。確かに『正統王国』軍でも開発の進んでいない新技術なのだが、そもそも一般的なオブジェクトは待たい機き中ちゆうも常じよう時じ動力炉を回転させ続けているため、急速起動させる必要性そのものがない訳わけだが。

「（……これか。裸の王様がデカい屁へで部下を皆殺しにした機構は）」

「（……おい。外部からバッテリーで動力炉を急速回転させるのとは逆に、作り過ぎたエネルギーを排はい出しゆつする事で動力炉を守る仕組みもあるみてえだぜ。電力って形で放ほう出しゆつする機構が取り付けられてるってよ）」

「（……そっちの方が失敗したのかな。回転数を上げたのは良いけど、上がり過ぎて制せい御ぎよできなくなったとか）」

「（……つまり？）」

「（……あの電源プラグから膨ぼう大だいな電力を流し込めば、もう一度動力炉を暴ぼう走そうさせる事ができるかもしれない）」

　言いながら、クウェンサーはコンピュータから離れた。回かい廊ろう状じようの二階部分から階下に目をやると、〇・五世代のために用意されたコンテナ状のコンデンサーがある。

　その時だった。




　ゴバッ!!　と。

　クウェンサー達のすぐ横の壁が、突然外からの掃そう射しやによって吹ふき飛とばされた。




　おそらく〇・五世代の主しゆ砲ほうである、連れん射しや式しきのコイルガンだろう。

　二階部分の壁を吹き飛ばした風穴が、右から左へ───クウェンサー達の方へと近づいてくる。砲弾の飛んでくる方向がおかしかった。〇・五世代は慣らし運転のために、建物の周りをゆっくり回っていたのだろうか。

「伏ふせろクウェンサーッ!!」

「馬ば鹿か、壁の破は片へんに殺されるだけだ！　飛び下りろ!!」

　二人は手すりを飛び越え、回かい廊ろう状じようの二階から一階部分へとダイブする。直後に二階の壁一面が横一線に吹き飛ばされていった。大型コンピュータが火花を散らして爆ばく発はつしていく。

「くそっ、これ以上の調べ物は無理か！」

「分かってる事を試すしかねえな。例のコンデンサーを動かそうぜ!!」

　しかし、そんな暇はなかった。

　一通り二階部分の壁を破は壊かいし、整備場そのものを斜ななめに傾かたむかせた〇・五世代だったが、風穴の向こうに一滴の血もない事に不満を感じたのだろう。複数の砲を整備場に向けて、そのまま一気に火を噴ふいていく。

　レールガン、レーザービーム砲、コイルガン、連速ビーム砲。

　種々様々な大規模兵器が炸さく裂れつし、あっという間に巨大な整備場が蜂はちの巣すにされていく。クウェンサーとヘイヴィアは動けなかった。この状況で下へ手たに頭を上げると、逆に巨大な砲ほう弾だんに吹き飛ばされかねないからだ。

　幸か不幸か、大小無数の砲ほう撃げきによって彼らが吹き飛ばされる事はなかった。

　ただし。

　ごごんっ、という鈍にぶい音が聞こえた。

　徹てつ底てい的てきに壁が破は壊かいされた事で、整備場の屋根の方が耐たえられなくなったのだ。巨大な天てん井じようが、虫食い状態で残った壁を押おし潰つぶすように崩くずれてくる。建物の中にいるクウェンサー達へと一直線に。

「嘘うそだろ……ッ!?」

　回かい避ひする暇はなかった。

　轟ごう音おんが炸裂し、クウェンサーの意識は容よう赦しやなく断絶した。
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　心臓が止まったんじゃないか。

　真剣にそう思ったクウェンサーだったが、どうもそうではなかったらしい。

「（……ちくしょう。なあクウェンサー、起きろよ!!）」

「（……何だこれ。俺達、潰つぶれたんじゃなかったのか？）」

「（……天てん井じようは体育館みてえに複数の柱で支えられてたんだ。俺らはその隙すき間まに上う手まく潜もぐり込こんだみてえだな）」

　屋根には亀き裂れつがあり、そこから這はい出でる事はできるみたいだ。

　しかし、考えなしに出ていくほど彼らは馬ば鹿かではない。

　少なくとも、〇・五世代を操あやつっているエリートはクウェンサー達が死んだと思い込んでいる。そう思い込んでいる内は、追おい撃うちはやってこない。反はん撃げきの準備を固めるなら今しかない。

「（……っつっても、具体的にはどうすんだ？　俺らが死んだと思ってもらうのは結構だが、このままじゃ〇・五世代は近きん隣りんの村を襲おそいに行っちまうぞ!!）」

「（……あの火力を見ただろ。真ま正しよう面めんから向かっても太た刀ち打うちできない。やっぱり電源プラグを通して動どう力りよく炉ろをぶち壊こわすしかなさそうだ）」

「（……テメェこそさっきの火力見たのか!?　電気カーのスタンドよろしく送電ケーブルを突つき刺さす暇なんかねえだろ!!　どうやって近づくって言うんだよ!!）」

「（……近づかなくても電力を送れる方法があれば良いんだ。ついてこい）」

　クウェンサーは天井の亀裂から顔だけを出した。

　深夜の暗くら闇やみの中に、巨大なオブジェクトの影がある。大小合わせて七〇近い砲を小こ刻きざみに動かしているが、どうやら周囲を索さく敵てきしている訳わけではなさそうだ。

「（……村を襲う前の準備運動ってか。ナメてんのか？）」

「（……あるいは、二年ぶりに動かしてみた動力炉が思ったより不ふ機き嫌げんだったとかね。行くぞ）」

「（……おい。っつかどこへ行くんだよ!?）」

　天井の亀裂から体を乗り上げると、クウェンサーは匍ほ匐ふく前ぜん進しんで屋根の上を進む。本当はササッと走ってしまいたかったが、どう考えても大きな音が鳴るに決まっている。今オブジェクトに気づかれたらおしまいなのだ。

　幸い、オブジェクトの索敵装置はカメラを使った視覚一点突とつ破ぱ。音には鈍い。七〇近い数が大問題だが、深夜の闇やみに紛まぎれてしまえばエリートの意識から逃のがれる事もできるようだ。

　クウェンサーがやってきたのは、元々は整備場の壁だった所だ。

　そこには、コンテナ状の大型コンデンサーが並んでいる。大半は崩くずれてきた屋根に潰されてしまっているが、いくつかはまだ動くようだ。

　遅れて匍ほ匐ふく前ぜん進しんでやってきたヘイヴィアが、小声で言う。

「（……マジか。本気で〇・五世代のケーブル持って突とつ撃げきする気か!?　死ぬに決まってんだろ!!）」

「（……そうじゃない。おい、どこかに水はないか？　貯水タンクでも消しよう火か栓せんでも良い。とにかく辺あたりを水みず浸びたしにできるような膨ぼう大だいな量の水だ!!）」

「（……何言って───おい。まさか……）」

「（……そうだよ。〇・五世代の電源プラグから、千ち切ぎれた送電ケーブルが地面に垂れてるだろ。巨大な水みず溜たまりを使って大量の電気を流してしまえば、垂れてるケーブルを伝って〇・五世代の動どう力りよく炉ろまで届く!!）」

　その時、ギュイッ!!　と〇・五世代の砲ほうが音を立てた。

「気づかれた!!」

「クウェンサー、あそこだ！　貯水タンクがある!!」

　主しゆ砲ほうでトドメを刺さそうとしたのか、わざわざ巨体を回転させてクウェンサー達へ振り返ろうとする〇・五世代。

　その間に、クウェンサーは『ハンドアックス』に電気信しん管かんを突つき刺すと、ヘイヴィアの指示した方向へ思い切り遠投した。

　そちらにあるのは錆さびついた貯水タンクだ。建物の屋上に設置されているのではなく、専用の鉄てつ塔とうの上に取り付けられている。

　爆ばく弾だんがタンクにぶつかるかどうかといったところで、クウェンサーは無線機から信号を送った。

　バガッ!!　という轟ごう音おんと共に貯水タンクは破やぶれ、鉄塔そのものが大きく崩くずれた。

　しかし、

「空からっぽじゃねえか!!　あれもダミー施設の一いつ環かんだったっつーのか!?」

「っ!!」

　そうこうしている内に、〇・五世代のオブジェクトが完全に旋せん回かいした。

　ギチギチと音を立てて、主砲のコイルガンの細かい狙ねらいが定められていく。

　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めい。

　その時、轟ごう音おんを立てて鉄塔が地面に直ちよく撃げきした。衛えい星せいからの目線をごまかすためのダミー施設だったのだが、その鉄塔は落下時の衝しよう撃げきで土を大きく掘り返す。大量の砂すな煙けむりが舞い、クウェンサー達の頭の上まで土が飛んできた。

　それだけではない。

　地中に埋うまっていた水道管が破やぶれたのだろう。まるで巨大な噴ふん水すいのように水みず柱ばしらが上がった。普通の水道管とは思えない。数十メートルもの高さまで噴ふん出しゆつした水は、辺あたり一面へあっという間に降ふり注そそいでいく。

（工業用水のためのパイプラインか……？　オブジェクトの部品を削けずり出だすのに水を使った工作機械でも使っていたのか）

　ともあれ、どんな用よう途とであっても構わない。

　大量の水が地面へ降り注ぎ、〇・五世代のボディから垂れたケーブルと、潰つぶれた倉庫の中にあるコンテナ状の大型コンデンサーが繋つながっていく。

「逃げろォ!!」

　クウェンサーは叫び、オブジェクトに背を向けて走り出した。

　ヘイヴィアもその後に続いた。

　彼らが逃げているのは、〇・五世代の主しゆ砲ほうからではない。

　元々、そんなものから走って逃げ切れる訳わけがない。

　クウェンサー達が逃げているのは、みるみる広がっていく広大な水みず溜たまりだ。

　そして。

　潰つぶれた倉庫から〇・五世代までの道のりが、一直線に繋がっていく。

　直後、




　ボバッ!!　という爆ばく音おんが炸さく裂れつした。




　一いつ瞬しゆん、地面が青白く爆発したかと思った。

　だが違ちがう。大型コンデンサーに溜ため込こまれていた莫ばく大だいな電力が、地面の水溜まりに広がっていったのだ。それは一いつ瞬しゆんで二〇〇メートル四方の濡ぬれた土地を一気に走り抜けると、その領りよう内ないにいた〇・五世代に直ちよく撃げきした。

　標ひよう的てきは、地面に垂れた送電ケーブル。

　流し出された高圧電流の内の何割かがそこを伝ってオブジェクト内部へと入り込み、動どう力りよく炉ろを加熱するために使用するレーザー照しよう射しや装そう置ちを強引に起き動どうさせてしまう。

　オブジェクトの、球状の本体が内側から膨ふくらんだような気がした。

　それを確認する余裕はなかった。

　ヘイヴィアがクウェンサーの上に覆おおい被かぶさるように倒れ込み、彼の両目を掌てのひらで遮さえぎったからだ。

「馬ば鹿か野や郎ろう、失明するぞ!!」

　その言葉を頭で理解したかしないか、といった辺あたりだった。

　轟ごう音おん。

　同時に放はなたれた莫ばく大だいな閃せん光こうは、ヘイヴィアの掌に遮られているはずの両目の網もう膜まくへ容よう赦しやなく突つき刺ささった。視界はおろか意識まで真っ白に塗ぬり潰つぶされるような感覚だった。激痛が両耳から頭の中心へと突き抜けていき、今度は逆流するようにドロリとした液体がこぼれていく感触がした。どこが傷ついたか知らないが、おそらく血が流れているのだと、クウェンサーは思った。

　視界が元に戻るのに、どれだけの時間がかかっただろうか。

　もしかしたら、途中で何度か気を失っていたかもしれない。

　それすらも判別できない。

「……クウェンサー。目を開けろよクウェンサーッ!?」

　ヘイヴィアに揺ゆさぶられて、ようやくクウェンサーは両目を瞬またたかせた。

　ぼんやりとした視界で、クウェンサーはヘイヴィアの顔を見る。

「〇・五世代は……？」

「見ろよ」

　ヘイヴィアが顎あごで指し示す。

　見ると、つい先ほどまで君くん臨りんしていたオセアニア軍のオブジェクトは、内側からメチャクチャに破は裂れつしていた。球体状のボディは開いた花のように大きくめくれ上がっていて、七〇近い砲ほうはあちこちの地面に飛び散り、突つき刺ささっていた。動どう力りよく炉ろの大だい爆ばく発はつによる影響か、先ほどまで辺あたり一面を水みず浸びたしにしていた水はもうない。全すべて蒸発してしまっている。工業用水用の破やぶれたパイプラインからも水の噴ふん出しゆつは止まっていた。もしかすると、配管が溶とけて繋つながったのかもしれない。

　オブジェクトを操あやつっていた裸の王様がどうなったかは、考えるまでもない。

　たとえ脱出装置を使っていたとしても、パラシュートで空中を漂ただよう装置は丸ごと爆風に焼き尽くされているはずだ。

「終わったな」

「ああ。オブジェクト一機二機の問題じゃねえ。オセアニアの戦争を終わらせちまったよ」

　しばらく呆ぼう然ぜんとしていた二人だったが、彼らはやがて立ち上がる。

　どちらともなく、彼らは言った。

「───じゃあ、後はフライド評ひよう議ぎ員いんのクソ野郎をどうにかしよう」










　終章







　評ひよう議ぎ員いんと言えば、『正統王国』の中でもほぼ最高の地位を意味する。

『正統王国』のトップは一応、所属している各文化・文明の絶対王政における『王』の位に着く者達で構成される『君主議会』となっている。しかし『君主』達は自分達の考えをまとめる過程で、有識者を集めた『評議会』へと意見を求める。王の血ち筋すじに依よらない、『選挙で決められる』範囲において『評議員』は最高の地位であり───場合によっては間接的に王の意見を調整する事すらも可能な正しよう真しん正しよう銘めいの重じゆう鎮ちんなのだ。

　それが。

　その私が、何な故ぜ追おい詰つめられているのだ……と、フライド評議員は気持ちの悪い汗を全身から流していた。

「……困った事になりましたね」

『安全国』と評価される近代国家の中の一等地。軍事施設という事で特別減げん税ぜいされているものの、実質的にはフライド評議員の私設オフィスと化している高こう層そうビルの中で、そう言ったのはフローレイティアという軍人だった。

　部下を率ひきいて現場で作戦を実行する程度の階級は持っているらしいが、評議員のフライドからすれば、掃はいて捨すてるぐらいの小物でしかない。そのはずなのに、フローレイティアはフライドに敬意を払おうとしない。むしろ、見下すような軽けい蔑べつの眼まな差ざしを投げている。銀ぎん色いろの髪かみに留とめられたカンザシを模もした細長いヘアピンを指で弄もてあそび、あまつさえ全室禁煙のこの建物の中で、その主ぬしの目の前で堂々と和風の煙管キセルを咥くわえていた。

　フライドの前には、いくつかの資料があった。

　彼がオセアニアで秘ひ密みつ裏りに進めていたプロジェクトの詳しよう細さいだ。

「オブジェクトの質と量によってのみ勝敗の決まる戦場。あなたはそういう世界を構築したかったようですが……この方法はスマートとは言いい難がたい。特に、『正統王国』軍のオブジェクトがグレートサンディー砂さ漠ばくからタナミ砂漠へと引き返そうとした時に、あなたが放はなった通信は『決定的』だ。クウェンサー、ヘイヴィアの両名を都つ合ごう良く殺害させるためとはいえ……オセアニア側のオブジェクトの逃走を助けるような虚きよ偽ぎの命令を行って、作戦行動中の部隊を混乱させた事は、反はん逆ぎやく罪ざいに問われるでしょう。『あの時はその情報が正しいと思っていたんだ』が通じるような軍法裁判ではない、とだけアドバイスさせていただきましょう」

「私には私の意い図とがあった。そして、あの時、あの作戦は正式に『君主議会』から私へ権限を与えられた上で行っていた。君のような軍人に責められるような事は何もしていない。これが軍事行動なのだ」

「という口実を作っていたようですが、『正統王国』軍だけならともかく、多た国こく籍せき軍ぐんの他勢力にまで一いつ斉せいに通信を放はなって誘ゆう導どうしようとしたのは間ま違ちがいでしたね。『君主議会』はあくまで『正統王国』の権限だけを取とり扱あつかっており、『情報同盟』軍のような他勢力にまでは及およびません。そちらの方からクレームが殺さつ到とうしているようですよ。『君主議会』はどうするでしょうね？　あれは『正統王国』軍の重要な秘密作戦だったから……では、振り回された『情報同盟』軍側は納得しないでしょう。『正統王国』からの正式報告がなければ、妙みような火ひ種だねにもなりかねません」

「……君に何が分かるのかね？」

　フライドは絞しぼり出だすような声で言った。

「超大型兵器オブジェクトが圧倒的な火力として君くん臨りんするからこそ、この世界の戦争はスマートに進める事ができる。あの二人の存在はそのバランスを容よう易いに崩くずす!!　この世界にはオブジェクトという柱が必要なのだ!!　私は国を守るため、いや世界を守るために尽じん力りよくしたんだ!!」

「ええ。『正統王国』の他の評ひよう議ぎ員いんも、『君主議会』のお歴れき々れきも、大方似たような意見でしょうね。超大型兵器オブジェクトの存在こそがスマートに戦争を終わらせられる素す晴ばららしい兵器だと。だが、だとしてもあなたの行動はまずかった。もしもクウェンサーとヘイヴィアの二人がオセアニアのオブジェクトに殺されていた場合、その後に起こったのは『軍事国のオブジェクトによる村人の虐ぎやく殺さつ』であり、あなたの行動は『「正統王国」の重じゆう鎮ちんは自国の利益のためにその手助けをした』事を意味してしまう。それは『クリーンな戦争を演出するオブジェクトの保有国』というイメージを保持したい上じよう層そう部ぶからすれば、大変まずい状況でしょう。……あるいは、クウェンサー達が敵国のオブジェクトを破は壊かいして回っている事よりも」

「私は……失脚するというのか？　この私が!?　オブジェクトがバランスを決める世界の中で、『正統王国』の地位を固めるために努力してきたこの私がか!?」

「ぎゃあぎゃあ騒ぐのは構わないけど」

　そこまで言うと、フローレイティアの声がいきなり低くなった。

　人を見下すような敬語すら消え、彼女は底そこ冷びえするような声で言う。

「私は本国で待つ家族から預かっているガキどもの面めん倒どうぐらいは、最後まで見たいと思っている人間なの。どんな事情があるにせよ、ここでトドメを刺さしておくべきだと思うのよ。だから、まぁ、分かっているね？　続きは軍法裁判だ。挽ばん回かいできると考えるのは無む駄だよ」

「ふ、ふふ。そうか、なら私も切り札を使わせてもらおう」

「？」

「私が何な故ぜ、軍のエリート育成部門を率ひきいていたと思う？　───軍に採用させない、秘ひ密みつ裏りに育成したエリートを子こ飼がいとしてキープしておくためだ」







　クウェンサーとヘイヴィアは『安全国』に指定されている中でも、最も力のある国へやってきた。『正統王国』の中で『本国』と呼ばれている近代国家だ。

　オセアニア戦争が終わった後、フライド評ひよう議ぎ員いんに反はん撃げきすると息を巻いていた二人だったが、そうそう簡単に評議会の重じゆう鎮ちんに近づける訳わけもなかった。どうやら、攻せめ込こみ方の種類が違ちがうらしく、何かを掴つかんできたフローレイティアは『上官に華はなを持たせろ』と言って、フライド評議員の待つオフィスビルへと消えて行った。

「オセアニア戦争を終わらせた立て役者だっつーのに、結局軍の命令に違反してタナミ砂さ漠ばくに向かった罰ばつで、今まで溜ためてきた功こう績せきも全部失っちまったな。名めい誉よも勲くん章しようもパー。一いつ瞬しゆんにして貯金が消えちまった気分だぜ」

「貯金があっただけでもマシじゃないの？　普通だったら軍法裁判送りだと思うけど」

「オセアニア戦争を終わらせたのに？　あそこでタナミ砂漠に向かってなければ裸の王様は近きん隣りんの村を襲おそうだけ襲ってから雲くも隠がくれして、戦争が何年長引いたかも分からなかったのに？」

「どうにもならないよ。それを認めてしまったら、世界各地で大たい義ぎ名めい分ぶんだけ掲かかげた略りやく奪だつ行こう為いが正当化されてしまう。やりたければ軍を抜けてフリーとして頑がん張ばりたまえってところなんだろ」

「……元々、俺らはアラスカの件で表ひよう彰しようされたら、そのままスッと退場する予定だったんだけどな。何度も何度も戦場に引っ張り出したのは上じよう層そう部ぶじゃねえか」

「もしかすると、どこかでプラマイゼロにしておきたかったのかもよ」

　そこまで言うと、二人は少しだけ黙り込んだ。

　彼らの視線の先には、フローレイティアが向かって行った、フライド評議員の私設オフィスがある。軍用基地という事で大都市の真ん中に広大な土地が開けていて、その中央には巨大なビルが聳そびえていた。

「そういやテメェ、相変わらずお姫様からメール届いてんの？」

「まあね。あとなんか最近、『情報同盟』軍のオホホからもメールが届いているんだ。どこからアドレスが漏もれたんだろ？　やっぱ変に『情報同盟』軍のオブジェクトの情報を聞き出そうとしたせいで、向こうの諜ちよう報ほう員いんにもマークされてんのかな」

「……荒あれるな。その内、史上初の痴ち話わゲンカオブジェクト戦が繰くり広ひろげられるかもな」

「？」

　クウェンサーはわずかに眉まゆをひそめ、

「それにしても、フローレイティアさん遅いな。もう召しよう喚かん状じようも正式に降りてるはずだから、後は兵隊に命令してフライドの馬ば鹿か野や郎ろうを引きずり出してくるだけなのに」

「なぁおい。なーんか嫌いやな予感がしねえか？」

　ヘイヴィアが口元を引きつらせた、その時だった。




　ドバッ!!　という轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　オフィスの広大な敷しき地ちが下からの突つき上あげによってガラガラと崩くずれ、そこから巨大なオブジェクトが顔を出したのだ。




　おいおい、と顔を見合わせる二人に、『本国』では使う機会もないと思っていた無線機から通信が入った。フローレイティアからのものだ。

『ちくしょう！　クウェンサー、ヘイヴィア、新しい仕事よ!!　フライドの野や郎ろう、何でこんな巨大な敷地を用意しているかと思ったら、こういう事だったのよ!!』

「マジかよ。市し街がい戦せんとかありなのかよ!!」

「なんかもうそっちの言いてえ事は分かってきたけどよ、今回こそオブジェクトからの正式な支し援えんはあるんだろうな!?」

『馬ば鹿か野や郎ろう！　こんな所にお姫様を呼んだら避ひ難なん勧かん告こくを出す前に本国の首都が瓦が礫れきの山になるだけよ!!　お前達だけで何とかするの！　元々フライドに一ひと泡あわ吹かせたかったのよね!!』

「そりゃまあ」

「殺しちまっても良いんだよな？」

『ちなみにフライドはオブジェクトに相あい乗のりしているけど、本来のエリートは一二歳の女の子よ。できれば殺さずに回収したいの。「正統王国」軍のエリート様には貴重な価値があるからね。……っていう大たい義ぎ名めい分ぶんで、せめてガキぐらいは助けたいんだけど、できる!?』

「またいきなりややこしい事になってるな!!」

「まぁ一二歳の女の子とか言われたら仕方ねえけど!!　そんなん盾たてに使うなんて、やっぱフライドはぶっ殺さねえとダメだな!!」

「おい、どうにかして脱出装置を作動させようぜ。それなら幼女を殺さずにオブジェクトを止められるだろ!!」

　粉ふん塵じんの中から現れたオブジェクトがヤケクソ気ぎ味みに市街地へ攻こう撃げきを加えようとする前に、クウェンサーやヘイヴィアは広大な基地へと走っていく。

　地じ獄ごくの戦場へと近づいていきながら、クウェンサーは言う。

「結局、一からやり直なおしって事になるのかな。こっちは最低でも派は遣けん留りゆう学がくを終えた程度の学歴と権限は取り戻さないとまずいし！　っていうか、これって解決したら表ひよう彰しようされんのかね!?」

　応こたえるように、ヘイヴィアも言う。

「何とかなるんじゃねえの？　っつか、これ終わったらホントに軍を辞やめよう。ホントにオブジェクトと戦うのもう辞めよう!!　俺は『貴族』の家を継つぐ。ぶっちゃけオブジェクト相手に戦争起こしてんだ。家の連中が反対意見を出したら、そいつらとだって戦争してやるよ!!　冷静に考えたらそっちの方が絶対に楽だろ!!　なぁ、俺は今まで何をやってたんだ!?」

「それはそうだよな！　こんなのなら派は遣けん留りゆう学がくなんてしてないで、普通に受験戦争に挑いどんでいた方が良かったんじゃないかと俺も思う!!」

「おい泣くなよ!!　とりあえず幼女助けてフライドぶっ殺してから話し合おうぜ!!」

　などと叫び合いながらも、なんだかんだで彼らは戦場へといち早く飛び込んでいく。

　目の前には五〇メートル級の超大型兵器オブジェクト。

　こちらにあるのはチャチな爆ばく薬やくとライフルのみ。

　これが彼らの毎日。

　二人の特とく殊しゆ工こう兵へい達は、今日きようも怪かい物ぶつ相手に戦っている。










　あとがき







　本書を手に取っていただいた全すべての皆様、初めまして。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　デビュー五年にして新シリーズです。今回は超大型兵器モノです。メカだけど人型ロボットではない！　というのが個人的なこだわりですが、別に人型ロボットに否定的な訳わけではないので勘かん違ちがいはしないでくださいませ。今回のような話の場合は、もうちょっとイレギュラーな形状のマシンの方が威い圧あつ感かんが出るかな、と思ってチョイスしました。

　全長五〇メートル、重量二〇万トン級のビッグサイズです。

　重さの方は、ざっとニミッツ級の原子力空母二隻せき分ぐらいでしょうか？　武装についての重量を加えると、さらに増すかもしれません。

　こんなもんが時速二〜五〇〇キロで格闘技のフットワークのように動き回るというのだからとんでもない事になっている訳ですが……こういうＳＦ方向に目を向けなくても、既き存ぞんの兵器だって十分に桁けた違ちがいなんですよね。

　先ほども書きましたが、これだけ巨大なオブジェクトは、原子力空母たった二隻せき分でしかない訳わけですし。その原子力空母を建造するために、輪切りにされた空母のパーツを持ち上げる馬ば鹿かデカいクレーンがあったり、陸上で艦かんを立てておくためにその重量を受け持つ複数の柱があったり、もっとスケールの小さな八〇〇〇トンぐらいのイージス艦とかになると、造船所内を移動するため艦を丸ごと載のせて移動するための大型車両があったり……と、なんか人間の発想力というのはとんでもないんだなぁと思います。皆様はいかがでしょうか？




　そうそう、今回はとにかく爽そう快かい感かんを最優先に考えて執筆したため、一応そのための工く夫ふうもちらほら盛り込んでみたりしています。例を挙あげるなら、主人公だけでも『軍人』ではなく『学生』にして少しでも感情移入しやすくする、可能な限り敵軍側の心境を描写しない、などなどです。

　おそらく多くの読者さんは、この作品を読んでいる内に、主人公達の言動に首を傾かしげる事もあったでしょう。ちょっと冷静になってみると、敵と味方の命の扱あつかい方かたにかなり差がないか、とか。それこそが『マクロな戦争に翻ほん弄ろうされるミクロな人間の精神』というものなのかなぁ、と思います。純粋に物語を楽しんでいただいた上で、『でも、やっぱ戦争ってどこか歪ゆがんでるよな』とも感じていただければ感かん無む量りようです。




　担当の三み木きさんとイラストの凪なぎ良りようさんには感謝を。イラスト的にものすごーく負担のかかる作品だったと思います。最後までお付き合いいただき、今回は本当にありがとうございました。

　そしてここまで読んでいただいた読者の皆様にも感謝を。新シリーズの一冊目、試しに手に取ってくださった事、本当にありがたく思っています。




　ちなみに、今回クウェンサーやヘイヴィア達が戦ってきたオブジェクトの破は壊かい方法は、一つだけではありません。お暇がありましたら、彼らとは違う『突とつ破ぱ口こう』を模も索さくしてみるのも面おも白しろいかもしれませんね。




　それでは、今回はこの辺あたりで。

　この一冊が、貴方あなたの心の中で何らかの糧かてになる事を願いつつ、筆を置かせていただきます。




　……今回、一番桁けた違ちがいなのは主人公達だったんじゃ……？


鎌かま池ち和かず馬ま
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鎌かま池ち和かず馬ま

本日のレプリカント的観察日記。ハトです。自由に空を飛ぶ仕組みも十分に魅力的ですが、伝書鳩の方向感覚も結構すごいかも。ここらへんの研究が進めば、ＧＰＳや遠隔操縦に頼らない、完全自動操縦の小型偵察ＵＡＶとかができるかもしれませんね。
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凪なぎ良りょう

バンダイナムコゲームスのゲーム『アルトネリコ』シリーズのキャラクターデザインをつとめる。電撃文庫では『シャープ・エッジ』『Ｆ』（著／坂入慎一）、『アプラクサスの夢』（著／高橋弥七郎）などを担当する。個人サークル『Ｓ.Ｅ.Ｃ』でも活動中。http://www.sec.or.tv/








電撃文庫

ヘヴィーオブジェクト
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